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「……そろそろ、いいですか？」

　心の準備は出来たかと訊たずねる声は期待に彩いろどられていて、虎こ太た郎ろうは反射的に頷うなずいた。

　ドキドキしながら改めて相手の顔を見ると、余計に緊きん張ちようが増してしまう。

　だって──こんなの、仕方ないはずだ。

　真まっ直すぐに伸のびた艶つややかな黒くろ髪かみの隙すき間まから、赤みがかった瞳ひとみが覗のぞいていて、すぐ間近から自分のことを見ていた。一歩間ま違ちがえれば暗い印象になりそうだけど、彼女の場合はそれが神秘的というか、一層美しく感じさせている。

　改めて虎太郎は思う──百合ゆり川かわ雛ひな姫きは綺き麗れいすぎる、と。

　耳に掛かかる髪を手でそっと後ろに流す仕草も、その際に見えた手首のか細さも、今日下ろしたばかりみたいに整った制服のブレザーとネクタイも、全すべてが特別な感じがする。

　そして、その特別な雛姫の手が伸びてきて、恐おそる恐るという風に虎太郎の手に触ふれた。

「…………っ……」

　ほっそりとした綺麗な手が、初めはおずおずとこちらの手に触れて、それから意を決したようにキュッと握にぎり締しめてくる。

「それじゃ……行きましょう？」

「あ、と……うん」

　ぎこちなく頷いてみたものの、心の準備なんてちっとも出来ていない。

　それでも雛姫に──彼女に繫つながれた手に引っ張られて歩き、人ひと気けの少ない裏路地から、駅前の大きな通りに出た。

　すぐに通りにいた、決して少なくない人数からの視線を受けて、かぁっ……と体温が上がるのを感じる。

　見ているのは自分じゃなくて、雛姫だ。彼女の、その辺のティーンズ向け雑誌やテレビドラマに出ているモデルやアイドルにちっとも引けをとらない整った容姿に、完かん璧ぺきなスタイルが生み出しているオーラに、一いつ瞬しゆんにして目を奪うばわれているに違いない。

　……ただ、そんな彼女と手を繫いでいる自分にも、当然視線はきてしまうわけで。

　おまけに、

「えっと……こんな感じ、ですか……？」

　小さく呟つぶやいた雛姫が、繫いだ手を遠えん慮りよがちに振ふった。

　ブンブンと振るんじゃなくて、ゆっくりと揺ゆれる程度のスイングだけど、それでもやっぱり注目は集まる。

　……たぶん向こうにいるＯＬさんは『え、えっ？　あの子、可愛かわいいのに趣しゆ味み悪くない？』とか思っているんだろうなぁ。そんな顔しているし。あっちの、いかにもバンド活動やってますって感じの男達も『折角の美人が勿もつ体たいねぇ……』とか『罰ばつゲームだろ、アレ？』とか、そんな感じの表情になっている。

　不ふ釣つり合あいというかあり得ないシチュエーションだなんて、そんなことは虎こ太た郎ろう自身が一番よく分かっていた。

　容姿も身長も平均か、もしくはやや下回るくらい。しかも存在感が無いというか、生まれついて端役モブキャラの雰ふん囲い気きを纏まとっているっていうことも。

　ヒロイン間ま違ちがいなしな、主役級の雛ひな姫きの隣となりにいても霞かすむだけ、引き立て役にもならない。

　──普ふ通つうならそのはずなのに、

「やっぱり、少し恥はずかしいですね」



　照れているのか頰ほおを赤らめて、ただでさえ抜ばつ群ぐんな魅み力りよくが何倍にも何乗にもなる。

　そのせいでドキドキがえらいことになる虎太郎に、誰だれよりも近くから微笑ほほえみかける雛姫がさらに顔を寄せてきて、

「あの、私達ちゃんと……────に見えるでしょうか？」

　くすぐったさ二割、心配が三割、残った半分は嬉うれしさを隠かくしきれない感じだった。あくまでもこっちの計測によるもの、だけど。

　ただ、肝かん心じんな部分は口に出すのも照れがあるみたいで、かなり小声になっていて殆ほとんど聞き取れなかった。尤もつとも、彼女が何と言ったのか、大体の予想は出来る。

　だから虎こ太た郎ろうはむず痒がゆくなる内心の照れをどうにか抑おさえつつ、

「えーっと…………まあ、たぶん……」

「……たぶん？」

「あ、やっ、見える見える！　間ま違ちがいなくそう見えてるって！」

　曖あい昧まいな言葉で悲しげな顔をさせてしまい、慌あわてて取り繕つくろう。

　すると雛ひな姫きが心の底からホッとしたように緊きん張ちようを溶とかした微笑ほほえみを浮かべたので、余計に虎太郎は舞まい上がりそうになった。彼女とこんな風に二人で歩いているだけでも信じ難がたいことなのに、自分に向けてあんな表情を見せてくれるだなんて。

　しかも手を握にぎるだけに留とどまらずそっと身を寄せてきて、肩かたと肩が触ふれ合ってしまう。流石さすがにちょっと密着しすぎだと雛姫も思ったのか、すぐにちょっとだけ離はなれてしまったけど……その時の恥はずかしそうな顔が可愛かわいすぎて、なんかもう頭がまともに働かなくなる。

　ちょっと前までは全然想像出来なかったこの事態に、冷静でいろって方が無理だと思う。

　本当に、あのことが無ければ──いや、そもそものきっかけになったあの事件さえ無ければ、今も雛姫は近くて遠い、手を届かせようだなんて思えない存在のままだったはずだ。

　始業式の日に虎太郎に降りかかった、あの冗じよう談だんみたいな事態が、今にして思えば全すべての始まりで──










　　　一




　高校生になって二度目の春を迎むかえた、始業式の日。

　帰宅したら、アパートごと自分の部屋が無くなっていた。

「……………………………………」

　水に濡ぬれたアスファルトの上で、鼻と喉のどを刺し激げきする微かすかな異い臭しゆうが漂ただよう中、雪ゆき村むら虎こ太た郎ろうは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

　無言のまま、あったはずのアパートの二階が骨組みと僅わずかな外がい壁へきを残して無くなっているのを見上げ、頰ほおを引き攣つらせる。

　──え？　何かのドッキリなの、これ？

　そう思いはするけど、口にはしない。

　目の前に広がっている燃えたアパートの残ざん骸がい、忙いそがしく作業を続ける消防団員と警察官、そして近所の野や次じ馬うまさん達という光景が、ギリギリのところで現実逃とう避ひを許してくれない。

　そこにもう一つおまけで、

「いやぁ、本当に怪け我が人にんが出なくてよかったよ！　命あっての物種だからねぇ」

「……はぁ」

　さっきからずっと虎太郎に話しかけてくるこの声が、どこか落ち着ける場所に行くことも妨さまたげていた。

　七十過ぎのはずなのに元気で恰かつ幅ぷくの良い、禿はげ上がった頭をしたこのお爺じいさんは、住んでいたアパートの大家さんだ。つい数日前、アパートに入居した時にも顔を合わせて色々と説明して貰もらったので、間ま違ちがいない。

　その大家さんが興奮気味に語るのを、虎太郎はもう三十分近く聞いている。意識が半分くらいふよふよ散歩している状態だけど、何度も同じ説明がループしているので、大体のことは把は握あく出来た。

　──虎太郎がアパートを出てから三十分ほどが経たった朝八時、一階の住人が鍋なべに火を掛かけたまま外出して、どうやらそれが原因で火事になったらしい。

　戻もどって来た時には古びた木造アパートの二階部分にも火は燃え移り、消防車が到とう着ちやくして懸けん命めいの消火活動が終わる頃ころには……まあご覧らんの有あり様さまで、見事に全焼してしまった、と。

　不幸中の幸いで、隣りん家かに火が燃え移ることはなかったし、住人全員が出払はらっていた時の火事だったので、怪我人も無し。

　ただし、人命以外の殆ほとんどは無事じゃ済まなかった。

「…………僕の、部屋……パソコンもゲームも、服も……」

「残念だがね、燃えちまったものは仕方ないよ。さっきも言った通り、火災保険でそれなりに補ほ償しようはされるから。部屋に何があったか、後で書き出して貰もらうよ」

「補償って…………あの、住む場所は……？」

「うん？」

「だからその、部屋が燃えて、今日からどこに住めば……」

　一番大事な問題を口にすると、妙みように明るかった大家さんが困ったような顔をして、頭に手をやる。

　……なんだか、激げき烈れつに嫌いやな予感がした。

　虎こ太た郎ろうが口くち端はしを引き攣つらせると、大家さんは柏かしわ手でを打つ時みたいに胸の前で手を合わせ、

「いやぁ、すまないねぇ！」

　…………嫌いやな予感が、バラエティ番組でよくある罰ばつゲームの風船爆ばく破はみたいな勢いで膨ふくれ上がった。

「あ、あの……すまないって……？」

「知り合いの不動産屋に訊きいてみたんだが、うちと同じくらいの家賃で空いている部屋は、近くに無いみたいなんだ」

「…………そ、それで？」

「だからまあ、なんというかだ──自分で探してくれんかね？」

　謝罪のポーズのまま、大家さんは謎なぞのウインクをした。

　その時虎太郎が悟さとったのは、あまりにショックが大きすぎると怒いかりも悲しみも湧わいてこずに、ただただ呆ぼう然ぜんとしてしまうということ。

　そしてもう一つ……

　正しよう真しん正しよう銘めい、住む家が無くなったということだった。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




「はー……そんなことってあるもんなんだなぁ」

「……あるんだよ……現実って、意外と何でもありなんだよ……」

　意気消しよう沈ちんしてため息を吐ついた虎太郎は、手の中ですっかり温ぬるくなったペットボトルのコーラを一口飲む。何だかいつもよりやけに甘く感じて、疲つかれた心身が癒いやされる気がして泣きそうになった。

　その一方で、人に話すと自分の中で整理が出来るというのは本当なんだな、と実感する。

　大家さんや他ほかの住人と一いつ緒しよに警察署に行き、そこで火事について一通り訊かれたり、保険会社の人から渡わたされた書類に記入したりとしていたら、あっと言う間に日が暮れてしまった。

　行く宛あての無い虎太郎は、数少ない所持品の携けい帯たい電話を使い、一年生の時に同じクラスで仲良くなった友人の瀬せ戸と佑ゆう樹きに連れん絡らくを取った。二年になってクラスは別々になったけど、それでも始業式終わりに途と中ちゆうまで一いつ緒しよに帰ったし、高校で知り合った中では一番の友人だと思う。

　だから悪いとは思いつつ『泊とめて貰もらえないか？』と頼たのみ、快く許可が出たのでありがたく瀬せ戸と家にお邪じや魔まし、佑ゆう樹きの部屋で事情を説明したところだ。

　途中で何度も佑樹から質問が飛んできて長くなったので、たぶん一時間は喋しやべり続けたと思う。その間に火事のことやこれからのことが、ゆっくりと硬かたい地面に水が染しみ入るように、じわじわと実感出来た。

　……実感してしまうと、悲惨すぎる状じよう況きように泣きたくなるんだけど。本当に、どうしてこんなことになっちゃったのか。

　かといって、火事の原因になった一階に住んでいたおばさんにはこっちが気の毒になるくらいに謝られてしまったので、恨うらむ気にもなれない。

　そんなわけで虎こ太た郎ろうは、ただただ陰いん鬱うつにため息を漏もらしてしまい。

　ベッドに腰こし掛かけてこちらを見下ろす佑樹は、そんな空気を吹ふき散らすように明るい声で話しかけてくる。

　短く刈かり込んだ髪かみ型もあってパッと見だとスポーツマンっぽい友人は、男女別なく好かれそうな爽さわやかな笑えみを浮かべ、

「大変だよなー。ゲームもエロ本も燃えたんだろ？　あと服とか」

「燃えたよ……残ざん骸がいを漁あさる気がしないくらい、見事に燃えてたよ。ゲーム機とパソコンは形がそのままで焦こげてたから、なんかもう余計に切なくなったよ……」

「きっついなー。そんなコタローに差し入れてやれるの、何かあったっけかな。えーっと……あ、去年捨てようと思ってたあのエロＤＶＤなら」

「いらないから。まるで必要ないから。あとエロ関係から離はなれろよ」

「バッカ、お前な、俺らみたいな健全な男子高校生がエロ魂だましいを忘れてどうするんだ！」

「世の中には時と場合ってやつがあるんだよ！　大体、パソコンも無いのにどこで見ろっていうのさ!?」

「そんなもんパッケージから妄もう想そうして補え！　心の目で見ろ！　コタローはそれくらいやってのける奴やつだったはずだろ!?」

「過大評価で人の尊厳を大暴落させるの止やめて貰えないかな?!」

　思わず大声で抗こう議ぎしてから、ここが人の家だったことを思い出して、虎太郎は慌あわてて口を閉ざす。幸い、下の階にいるはずの佑樹の母親のお叱しかりは飛んでこないし、階段を上がって来る音もしなかった。

　これからは気を付けよう、と反省を心に刻んで、虎太郎は声を抑おさえて続きを話す。

「……それで、まあ、他ほかの住人もそうなんだけど、住む場所が無くなっちゃってさ。特に僕は未成年だから、自力で新居を決めろって言っても、不動産屋さんが簡単には契けい約やく出来ないんじゃないかって。ホテルに泊まるのは事情を説明すれば平気かもだけど……連れん泊ぱくし続けるだけのお金は無いし」

「ふぅん。でも、そういうのって保護者とか保証人がいればいいんじゃね？　つーか、海外赴ふ任にんしたっていう両親は何て言ってるんだよ？」

「…………恐おそろしいことに、『自分で何とかしろ』って……」

　警察署に行く前に携けい帯たい電話から国際電話をしてみたものの、状じよう況きようを説明して返ってきたのは、そんな投げっぱなしな一言だった。

　本当にあの父親は、血が繫つながっているのかどうか疑いたくなる突つき放しっぷりだ。溺でき愛あいしている娘むすめがいくらごねても日本に残るのを許さなかったくせに、息子むすこには簡単に許可を出して一人暮らしさせた時点で分かっていたことだけれど。

　一応、引き続き生活費の振ふり込こみはしてくれるらしいし、火か災さいの事後処理が終わったら、その保険金もこっちにくれるらしい。

　ただし今一番重要な住居に関するあれこれは、完かん璧ぺきなまでに放任されてしまった。

「……まあ、『アパートが燃えたんなら諦あきらめてお前もこっちに来い』って言われたのを断ったのは僕の方だけどさ……それにしたってだよ……」

「何でアメリカに行くの、そんなに嫌いやなんだ？　いいじゃん、自由の国！　西海岸には極小ビキニの金きん髪ぱつおねーさんがわんさかいて、場所によってはヌーディストビーチなる夢の園まであるって聞いたぜ!?」

「うちの家族がいるの、マサチューセッツだから。東海岸の州で、しかも別に海はそこまで近くないらしいから」

「あ、そうなん？　じゃあ乗り気にならないのも分かるわー」

「そんな理由で行きたくないわけじゃないからね?!　……まあ、なんというか…………その、恥はずかしい話なんだけどさ」

　自分の弱点というか、恥はじを晒さらすようで、本当は言いたくない。でも、水着パラダイスじゃないからって理由で行かないと思われるよりは万倍マシだ。

　なので虎こ太た郎ろうは隠かくしておきたい気持ちを端はしに寄せて、ぽつりと呟つぶやいた。

「…………飛行機、苦手なんだ」

「なるほど、飛行機が…………え？　飛行機？　あの、空飛ぶやつ？」

「そう、空飛ぶやつ」

「………………何が駄だ目めなんだ？」

「落ちたら死んじゃうじゃん。無理だよ、あんなの」

「…………コタロー、お前何言ってんの？」

　まじまじと顔を覗のぞき込まれるが、虎太郎は動じない。

　極きわめて真しん剣けんな顔で、物分かりの悪い友人に言ってやる。

「物理的にどうとか航空力学がどうとか、そんなことは問題じゃないんだよ。ほんの僅わずかでも事故の可能性はあって、飛んでいる時にそれが起きたら死んじゃう可能性がとても高いってことが重要なんだ」

「…………でもほら、殆ほとんど事故らないぞ？　そんなこと言ったらお前、車の事故の方が可能性高くないか？　つーか、ただ道を歩いているだけでも交通事故に遭あうかもしれないし」

「うん。でもほら、飛行機に乗らなければ、少なくとも『飛行機が墜つい落らくして死ぬ』って可能性は無くなるよね？　だから乗りたくないんだよ」

「………………いや、けどさ、」

「というか、僕が乗ったら落ちるね。これだけ信用していない奴やつが乗ったら、そりゃあ飛行機も滅めつ多たに出さないやる気を出しちゃうよ」

「……………………そんなもん、なのか？」

「そうだよ。だから海外になんて、絶対行かない」

「……あれだ、修学旅行が北ほつ海かい道どうか沖おき縄なわのはずだけど、沖縄だったらどうするんだよ？」

「休むか船で行くかの二に択たくだね。勿もち論ろん、北海道だって飛行機で行くんだろうけど、僕は一人で地上を突つき進むよ」

「…………………………そーっすか」

　熱の入った説明が良かったのか、佑ゆう樹きは二度、三度と頷うなずいてくれた。薄うすぼんやりとした表情がちょっと気になるけど、理解して貰もらえたんだから問題無しだ。前に妹も似たような反応をしていたから、きっと新たな理解を得るとあんな顔になってしまうに違ちがいない。

　どことなく一仕事終えた心地ここち良さがあって、虎こ太た郎ろうは充じゆう実じつ感に身を委ゆだね──ている場合じゃないと、すんでに気付く。

　ついやりきったと思いかけていた。まだ何も終わっていないし、肝かん心じんの頼たのみ事ごとをしてもいないのに。

　危ない危ないとこっそり胸中で舌を出し、それから気持ちを改めて佑樹に向き直る。

　それも今までとは違ちがって胡座あぐらをかいたままじゃなく、正座でだ。

「話を戻もどすけど……すぐにどこかを借りることは出来ないし、遠くの親しん戚せきの家から学校に通うことも出来ない。うちの父親が素す直なおに転校の手続きしてくれるとは思えないから」

「おう。何か俺に手伝ってやれることはあるか？」

「うん。しばらくここに泊とめ──」

「あー、無理。それは無理」

「断るの早いよ!?　待って、無理ってどうして？」

　即そく答とうどころか頼たのんでいる途と中ちゆうでのお断りに、虎太郎は慌あわててベッドに座る友人に詰つめ寄る。

　そんなこちらの様子に、佑樹は『落ち着け』とでも言うように両手を突き出し、

「今日の宿を提供するくらいならいい。だがな、うちに空き部屋は無いし、リビングには愛すべき猫ねこのリンちゃんがいる。人見知りするだけじゃなくて神経質だから、うちの家族でもリビングに寝ね泊とまりは出来ない。滅め茶ちや苦く茶ちやに引っ搔かかれるから」

「贅ぜい沢たくは言わないよ。ここでいいから。佑ゆう樹きの部屋でいいって」

「コタロー、お前な。二日も三日も寝泊まりなんかされたら、俺のプライベートな時間はどうするんだ。ぶっちゃけて言うと、エロ関係が何も出来ないだろ！」

「しなくていいよ、我が慢まんしろよ！　死ぬわけじゃあるまいし」

「バッカ、爆ばく発はつするかもしれないだろ!?」

「馬ば鹿かはお前だよ！　爆発なんてするわけないだろ！」

「するよ！　俺の溢あふれんばかりの欲求を舐なめるな！」

「自慢気に頭悪い発言してないで、いいからしばらく住まわせてくれればいいじゃん！　半分ゴミ溜だめみたいなこの部屋で我慢するって言ってるだろ!?」

「どこがゴミ溜めだ、おい?!　あちこちにエロ本あるのが見えないのか!?　そんな素す敵てきなゴミ溜めが世の中にあるか！」

「どこかの河か川せん敷じきや山の中ならあるよ！」

「何だと?!　コタロー、早く俺をそこに案内するんだ！」

「しないしそんなことどうでもいいから泊めてって！」

「どうでもいいわけあるかっ！　お前、エロが無いと人は生きていけないんだぞ?!」

　殆ほとんど叫さけぶようにそう言った佑樹が逆に飛びかかってきて、受け止めきれずに虎太郎は床ゆかに押し倒たおされる形になり。

　本当にぐだぐだな揉もみ合あいは数分間、一階から鉄製のお玉を持った瀬せ戸と母ははが怒ど鳴なり込んでくるまで続いてしまった。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




　火事で大変な目に遭あった翌日、他ほかの生徒と同じように登校した虎こ太た郎ろうは、まだ慣れない二年生の教室で欠伸あくびを嚙かみ殺していた。

　昨日のうちに着き替がえは買ったし、教科書は今日の朝に配布だったので、問題無く授業は受けられるのが数少ない救いだ。尤もつとも、どうせなら漫まん画がより教科書が燃えて欲しかったけど、そんな都合良くはいかないのが人生らしい。

　とりあえず、明日から始まる通常授業に必要な文ぶん房ぼう具ぐさえ買えば、学校での生活はそれなりにいけそうだった。体操服とジャージは燃えて無くなったけど、学校指定のデパートに行けばその日のうちに手に入る。

　それに、虎太郎の通う私立愛まな杜もり学園高等部はそれほど校則の厳しい学校じゃないので、事情を話せばしばらくは私服登校だって出来そうだった。中高一いつ貫かん校で、昔は結構厳しい学校だったらしいけど、時代の流れと少子化に合わせて緩ゆるく緩くなっていったそうだ。中等部と高等部がフェンスを隔へだてた別の敷しき地ちを使っているのは、今となってはとんでもなく金銭的な無む駄だになっていそうだし。

　ともあれ──キャッシュカードを財さい布ふの中に持ち歩いていて、本当によかったと思う。そうじゃなかったら、今いま頃ごろは昨日のままのシャツと下着で、新学期二日目にして近寄りたくない雰ふん囲い気きを出しまくりだったに違ちがいない。

　……ただ、その程度の問題がクリアされても全然心安まらないくらい、虎こ太た郎ろうの状じよう況きようは悪いままだった。

　まず、昨日は何とか泊とめて貰もらえたものの、佑ゆう樹きの家にはしばらく近寄れない。友情より自分のエロ魂だましいを優先する友達甲が斐いの無い男だっていうのも要因の一つだけど、交こう渉しようの際に騒さわぎすぎて、何度となく佑樹の母親に怒おこられたからだ。特に今朝は怖こわかった。笑え顔がおが、一いつ瞬しゆんも崩くずれない笑顔が、とても怖かった。

　そうなると、どこか泊めてくれる場所、もしくは住める家を探さないといけない……けど、そっちの収しゆう穫かくも今のところは無し。

　泊めてと頼たのめるほど親しい友達が少ないっていうのもあるし、頼んだらあっさり受け入れてくれそうな相手が一人いるものの、書類上は女性と表記されてしまう人物だ。腐くされ縁えんで、クラスは違うものの同じ学校に通っている気の良い奴やつだけど、異性の同級生と同じ屋根の下で暮らすっていうのは色々と問題になりかねない。

「くー……どうしたものかなぁ……」

　日本での生活を諦あきらめ、大人しく船で渡米する道を選ぶべきなんだろうかと虎太郎が考えていると、

「あの、えーっと……木き村むら君、ちょっといい？」

　おずおずと、躊躇ためらいがちな声がかけられた。

　振ふり向くと、呼びかけてきたのは隣となりの席に座っていた片かた桐ぎりで、虎太郎はぎこちない笑みを浮かべ、

「あー……木村じゃなくて、雪ゆき村むらなんだけど」

「えっ!?　ご、ごめんなさい。まだ新しいクラスの人の名前、全然覚えられなくて」

　慌あわてて謝る片桐の言い分は尤もつともだ。……ただ、自分の記き憶おくが確かならば、この片桐さんは去年も同じクラスだったはず。その言い訳は通用しない。

　それでも虎太郎は苦笑するだけで済ませ、

「ん、いいよいいよ。僕もまだ全然クラスの人の名前、把は握あくしてないしさ」

「ほんと？　でも、ごめんね」

「だからいいって。それで、何か用かな？」

「うん。さっき弓ゆ削げ先生が、帰る前に生徒指導室に寄るようにって」

　一学期二日目の今日は、ＬＨＲで各委員を決めた後は配られた教科書等の確かく認にん、それに名前を書いて、いくつかのプリントに書き込みをして提出をすれば、後は自由に帰宅していいことになっていた。

　だから気が付けば、教室に残っているのは虎こ太た郎ろう以外に数人しかいない。しかも何人かは雑談をしていて、とっくに作業は終えているみたいだった。

　虎太郎も後はプリントを教きよう卓たくに提出するだけなので、もし悩なやんでいなければ連れん絡らくが伝わらなかったかもしれない。

「弓ゆ削げ先生が……何だろ？」

「さあ、そこまでは……じゃ、わたしはもう帰るね」

「うん。連絡ありがと」

　やっぱりぎこちない感じで挨あい拶さつを終えると、片かた桐ぎりは小走りで残って雑談していたグループに混ざった。そして明るくはしゃいだ声をあげながら、ぞろぞろと教室から出て行く。

　ということで、教室に残っているのは虎太郎と……あと、もう一人だけになった。

　窓際ぎわの前から二番目。

　虎太郎のいる場所からだと、一つ左斜ななめ前の席。

　そこに座る女生徒の姿に、虎太郎は思わず目を奪うばわれそうになる。

　流れるように肩かたや腰こし回まわりまで伸のびた綺き麗れいな黒くろ髪かみと、一度でも日焼けしたことあるのかと疑いたくなるくらいに真っ白な素す肌はだ。

　他ほかの生徒と同じ白いラインの入った杏あん子ず色のブレザーを着ていて、椅い子すでよくは見えないけど、赤いチェックのスカートは今時珍めずらしい膝ひざ丈たけ。

　そして何より印象的なのが切れ長の綺麗な瞳ひとみという、抜ばつ群ぐんの美少女がそこにいた。

　……いた、というか、こっちを見ていた。

「あの……な、何か？」

　目が合ってしまったことに内心でえらいドキドキしながら、虎太郎は問いかける。妹がいるので異性との会話にもそれなりに慣れているつもりなのに、この緊きん張ちよう感。

　流石さすがは噂うわさの百合ゆり川かわ雛ひな姫き。生徒会副会長にして、佑ゆう樹きら無む駄だに行動力のある馬ば鹿か男子一同が去年開かい催さいした裏学園投票で、一年生ながらぶっちぎりで『学園ナンバーワン美少女』、『浴衣ゆかた姿を見たい女生徒ランキング』、『恋人というより女王様になって欲しい女生徒ランキング』の三さん冠かん、他ほかにも様々な部門で一位を取った有名人だ。

　だからクラスの違ちがった一年の頃ころから虎太郎も知っている。告白して玉ぎよく砕さいした男子の数が凄すごいことになっていることも、数枚の防ぼう弾だんガラス越ごしに接しているんじゃないのかってくらいに素っ気なく、ガールズトークをしているところでさえ目もく撃げき情報が無いってことも。

　たぶん中等部と高等部を併あわせても、学園で一、二を争う知名度の持ち主。真しん偽ぎの分からない数々の証言から、誰だれが呼び始めたのか『孤こ高こうの百合姫ひめ』という、いかにもでピッタリな通つう称しようがつけられていた。

　そんな彼女が自分と目が合っていて、しかも偶ぐう然ぜんじゃないらしく視線が離はなれないことに、心臓が急速に鼓こ動どうを速めていく。

　春先だっていうのにじんわり汗あせが滲にじみそうなくらい緊きん張ちようする虎こ太た郎ろうに、雛ひな姫きは可か憐れんな唇くちびるを小さく動かして、呟つぶやいた。

「終わったのなら、早く提出して貰もらえますか？」

　生なまの声を聞くのは初めてだったけど、容姿に負けず綺き麗れいなソプラノボイスだった。

　ただし事務的というか無機質というか、どこか突つき放したような声こわ音ねで、無意識に背筋を硬かたくしてしまう。

　もしかして怒おこっているんじゃ、と不安に感じながら虎太郎は慌あわてて書き終えていたプリントをまとめ、それを教きよう卓たくに提出しようと立ち上がり……かけたところに、ほっそりとした手が差し出された。

　物語で騎き士しか何かがお姫ひめ様に『お手をどうぞ』とやるアレに近いけど、まさかそんな意図だとは思えず、虎太郎は目を瞬またたかせて雛姫の顔を見る。

　たぶん間ま抜ぬけ面づらを晒さらしているだろうこちらに対し、雛姫は西洋人形みたいな綺麗な顔のまま一ひと欠片かけらも感情を見せず、

「出来ているのなら、私に下さい。まとめて持って行きます」

「ぇ？　でも、わざわざ……」

「クラス委員ですから」

　その言葉に、虎太郎はそうだったと思い出す。

　自分のことで頭がいっぱいだったけど、委員決めの時に推すい薦せんされて、うちのクラス委員は百合ゆり川かわ雛姫に決定したのを、確かに聞いた気がする。周りに流されて自分もまばらな拍はく手しゆをしたような、しないような。

　ともあれ要求は分かったので、虎太郎がプリントを差し出されたままだった手に預けると、雛姫はスクールバッグを持って立ち上がった。

　そして流麗な歩みで教卓に置かれていた他ほかのプリントと重ね、ちらりとだけこちらを向き、

「先生に呼ばれているのでしょう？　早い方がいいと思いますよ」

　短くそう告げて、さっさと教室を出て行ってしまった。

　一人取り残された形になった虎太郎は、

「……凄すごいな、美人は。後ろ姿も綺麗なんだなー……」

　誰だれかに聞かれたら変な誤解を生みそうな独ひとり言ごとを漏もらし、ため息を吐つく。

　ちょっと話したからといって好きになってしまうような単純構造ではないものの、しっかりドキドキしてしまった。美人には三日で慣れるというけど、あのガラス細工の花みたいに綺麗な雛姫にも適用されるのか、ちょっと疑問だ。

　ただ、まあ……当然のことではあるものの、

「クラス委員の仕事で残っていただけ、と……たぶん名前も覚えられてないだろうし」

　下手な期待はしない方が良さそうだと、分かりきっていることを改めて再認にん識しきした。確か学年でも五本の指に入るくらい成績もいいはずだけど、そんな雛ひな姫きでも今日クラスメイトになったばかりの男の名前なんて把は握あくしていないと思う。……というか、一年間同じクラスだった片かた桐ぎりにも名前を覚えられてなかったし。名前どころか、顔も。ギリギリで担任からの言こと伝づて相手ってことは分かって貰もらえていたみたいだけど。

　……まあ、今いま更さらなのであんまりヘコみはしない。ほんのちょっとはダメージがあるが、擦すり傷きず程度のものだ。

　特に格好良くもなく、そこまで不細工ってわけでもなくて、体格も至って普ふ通つう。

　面おも白しろいことを言えるムードメーカーでもなければ、学力や運動が優ゆう秀しゆうってことも劣おとっているってこともない。

　どこにでもいるような──というのを体現しているような存在だって自覚はある。

　……まあ、その割に焼け出されて家が無くなるなんていう、とんでもな状じよう況きようになってはいるんだけど。

「はぁ……とりあえず、生徒指導室に行くかな……」

　ため息と呟つぶやきの後で、虎こ太た郎ろうは重い腰こしを上げて鞄かばんを持つ。中身は昨日着ていたシャツと下着なので、住む場所を探すと同時にこれを洗せん濯たく出来る所も見つけないといけない。

　やることは山積みだけど一つ一つ終わらせていこうと、冴さえない気持ちを奮い立たせて、虎太郎は教室を出た。




　ドアを開けてまず思ったのは、『どうして呼び出された先が職員室ではなくて生徒指導室なんだろう』と疑問を抱いだかなかったのか、ということだった。

　そこにさえ気付いていれば、もう少し心の準備が出来たはずなのに……と、虎太郎は後こう悔かいの高波に流されかけていた。

「──いやあ、火事だなんて本当に大変だったなぁ！　でもいいんだ、もう安心だぞ！」

「…………そ……そうです、か……？」

　大声に頰ほおを強こわ張ばらせる虎太郎の前には、まだ四月の上旬なのにポロシャツを着て、ぴっちりとした膝ひざ丈たけのジーンズを穿はいている男性教師がいた。

　ぶっとい眉まゆに日焼けした肌はだ、百八十センチを越こえる長身に似合ったたくましい体で、やたらと爽さわやかな笑え顔がおを振ふりまいている。

　目の前にいる相手が生徒指導を請うけ負っている尾お野の山やまという保健体育科目の教員で、水泳部とハンドボール部の顧こ問もんをしていることを、虎太郎は知っていた。相手は有名人だ、知らない生徒の方が少ないはず。

　その『有名』な尾野山先生は、バンバンと虎太郎の肩かたを力強く叩たたいて、

「事情が事情とはいえ、学校側がわとしては流石さすがに野宿なんてさせられん。ボクとしても、大事な生徒を放ほうってはおけないしな！」

「…………は、はい……」

「とはいえ学園で物件を紹しよう介かいする、なんてことも出来ない。公立校よりは融ゆう通ずうが利きくとはいえ、寮りようもなければ宿直室も無いのが悔くやまれる。いや、実に残念だ！」

　残念と言う割に、尾お野の山やま先生の声は明るい。というか、顔も笑え顔がおだし。ちょっとは難しい表情になってくれてもいいだろうに。

　ただ、『もう安心だ』と言っていたから、何かしらの救済策があるんだろうけど……嫌いやな予感が膨ふくらんでいく。バラエティ番組でやる風船を膨ふくらませる罰ばつゲームくらいの勢いで。

　虎こ太た郎ろうが引き攣つり笑いを浮かべていると、尾野山先生はニッと白い歯を見せて笑い、

「そこで！　キミの担任の弓ゆ削げ先生から相談を受けたボクが、一ひと肌はだ脱ぬぐことになったわけだよ！」

「…………え、と……ぐ、具体的には、どうすると……？」

「うむ。キミに住む場所が見つかるまでの間、ボクの家で預かることになった」

「……………………………………ぇ？」

　予期していなかった突とつ然ぜんの提案に、虎太郎は何度か目をパチパチやった後で、やや裏返った声をあげてしまった。

　目の前で爽さわやかな笑顔を見せる、体育教師の尾野山崇たかし。

　愛まな杜もり校生徒達の間で密ひそやかに、しかし力強く流れるあだ名は──

「心配も遠えん慮りよもしなくていいぞ！　ボクは独身の一人暮らしだから、気を遣つかう相手はいない。まあ、なんだ、十畳じようのワンルームだから必然的に同じ部屋で生活することになりはするが、そこは男同士だ！」

「い、いや、でも……！　やっぱり迷めい惑わくに、」

「だから遠慮は要いらないと言っているじゃないか。生徒を助けるのは教師の役目だし、何より男同士なんだ。何も問題は無いだろう？」

　問題無い、と虎太郎も思いたい。普ふ通つうならそう思う。

　けれど相手は尾野山先生だ。

　多くの生徒から陰かげで呼ばれているあだ名は──『ホモ山やま』だ。

　本名からもじっているにしてもそんな呼ばれ方をする相手と同居と聞いて、『あ、じゃあ何も問題ないですね』と答えられる方がおかしいと思う。

　ただ、虎太郎も馬ば鹿かじゃない。あくまで噂うわさは噂、真実は『尾野山先生に告白して振ふられた女生徒が、腹いせにそんなあだ名をつけた』……と、話半分どころか一割も信じていなかった。

　しかし今、叩たたいた拍ひよう子しに肩かたへ置いた手で何故なぜかリズミカルに肩揉もみしながら、間近に迫せまる期待に鼻の穴を膨らませた姿を見てしまうと、異様なまでの説得力がある。

『あ、この人、ガチでそういう人だ』と、理り屈くつではなく本能で理解させられた。

　冷ひや汗あせどころか脂あぶら汗あせが出てきそうなこの状じよう況きように、虎こ太た郎ろうは硬こう直ちよくしたまま動けない。強こわ張ばりまくった崩ほう壊かい寸前の笑え顔がおを浮かべるのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　涙るい腺せんも限界に近くて、全力疾しつ走そうしたわけでもないのに膝ひざがガクガク言い始める。

「ああ、それから、」

　そんな虎太郎の肩かたに両手を置いた尾お野の山やまは、満面の笑みを浮かべて、




「急なことで布ふ団とんも一組しか無いんだが……うむ、まあ、二人で使えば平気かな？」




　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、何一つ平気じゃなかった虎太郎は──

　声にならない悲鳴をあげて、生徒指導室からダッシュで逃にげ出した。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




「全く、さぁ……どうしてさっさとあたしに言わないのかなぁ！」

「……今となっては悪かったと思ってるよ……」

　不満だっていうのを隠かくそうとしない物言いに、虎太郎は力無く返す。

　男と男の新たな世界への誘さそいを全力で拒きよ否ひした後、向かったのは学園の敷しき地ち内にある格技場だった。

　そこで新学期早々から部活動に励はげんでいた幼おさな馴な染じみを捉つかまえて……というか、殆ほとんどすがりつく勢いで助けを求め、何とか話を聞いて貰もらった。

　すぐに長くなると悟さとったのか、幼馴染みは今日の部活を諦あきらめて制服に着き替がえ直してくれたので、学園の裏門から出て少し歩いた先にある喫きつ茶さ店てんでこれまでの経緯を話した結果……

　幼よう稚ち園えんからの付き合いになる相あい羽ば空そらは、ご立腹になってしまわれた。

　長い髪かみをポニーテールにまとめた姿は、ブレザー姿だっていうのに女おんな侍ざむらいを想像させる凜り々りしさで、怒おこった顔も迫はく力りよくがある。存在感のあるビシッとした眉まゆと、普ふ段だんは大らかさを感じさせるパッチリした大きな瞳ひとみも、こういう時は怖こわさを倍増させていた。

　ただし空の場合、何より一番目立っているのは、そのでかさだ。

　何がでかいって……その、胸が。組んでいる腕うでに乗っかる形の胸が、なんかもうブレザーの下に凶きよう器きを隠かくしているんじゃないのかってくらいに自己主張して、とんでもないことになっていた。背も百七十センチとでかいけど、それ以上の存在感がある。……というか、一ヶ月くらい前に見かけた時よりもさらに大きくなっている気がするのは、果たして気のせいなのかどうなのか。

「──ちょっと、あたしの話聞いてるっ!?」

「ぅあいっ?!　き、聞いてる聞いてる。えと、あれだよ、全部分かってる、よ？」

　視線が落ちていたのを見抜ぬかれたのか怒おこられてしまい、虎こ太た郎ろうは慌あわてて幼おさな馴な染じみの顔を見る。太めの眉まゆが吊つり上がってて、どうやらかなり頭に血が上っているみたいだった。長い付き合いだから分かるけど、これ以上機き嫌げんを損そこねると殴なぐられるか蹴けられるかしかねない。

　実際、さっきも『実は昨日、家が火事になって……』と説明を始めた時、聞き返すのと同時に襟えり首くびを摑つかんでくるという女の子がするのはどうなのよと思う行こう為いをされた。そのあたりの血の気の多さは子供の頃ころから変わっていない。

　中学の時はそんな空そらに、半ば強ごう引いんに柔じゆう道どう部に入部させられて、ひたすら練習相手──というか、投げられ役にされていたのもいい思い出だ。それはもう、涙なみだが出そうなくらいに。脱だつ臼きゆうした時はリアルに泣いたし。

　ちなみに虎太郎と空は同じ公立中学出身で、愛まな杜もり学園には高校受験で入ってきたので、お互たがい中学からの知り合いは少ない。しかし現在、自分は泊とまらせて貰もらえそうな友人が殆ほとんどいないのに対して、異性に人気でそれ以上に同性に人気な空は、携けい帯たいのアドレス帳に百人以上登録されている。

　だから多少情けなくはあるけれど、その伝つ手てを使わせて貰えないものかと思って、相談を持ちかけたわけだ。

「ったく、もう……トラってば薄はく情じようなんだからさ。長い付き合いなのにそーいう時に頼たよって貰えないって、傷つくじゃん」

「ごめん。でもほら、空に話すと『じゃあうちに来い』ってことになりそうだったから」

「それの何が駄だ目めだってのよ？」

「いやちょっとは考えようよ。同じ高校に通っている男女が同居って、事情を知っている人でも勘かん違ちがいしかねないし。それに空の家、ただでさえ手て一いつ杯ぱいだしさ」

　どちらかというと前者より後者の方が、話さなかった理由としては大きい。

　相あい羽ば家は子だくさんの上に祖父母も同居しているので、そこまで大きくない一いつ軒けん家やに八人が住んでいるという大所帯だ。遊びに行けばいつも玄げん関かんに靴くつが溢あふれていたし、空の部屋は妹との相部屋で、余っている部屋なんてどこにも無い。

　なのに相羽家の人は良い人達なので、相談でもすればかなりの確率で『うちに住めばいいよ』と言われて、しかも押しが強いから断れない気がしていた。

　だから空に相談するのはかなり最終手段に近かったのだけど、さっきの反応からすると、やっぱり予想は正しかったと思う。

　……と、自分の判断に心の中で頷うなずいていた虎太郎だったが。

　昨日学んだばかりの、『世の中には予想だにしなかった展開が突とつ然ぜんの土ど砂しや降ぶりみたいに訪おとずれる』ということを、まだ理解しきれていなかった。

「──まあいいわ。とりあえず、話つけてみるからうちまで来なよ」

　さっきまでの不ふ機き嫌げんさを瞬しゆん間かん冷れい凍とうしてクーラーボックスに仕し舞まい込んだみたいにカラッとした表情になった空そらは、善は急げと言わんばかりに立ち上がる。

　残っていたグラスのオレンジジュースを豪ごう快かいに立ったまま飲み干す幼おさな馴な染じみの姿を、ちょっと言われた意味の分からなかった虎こ太た郎ろうは呆ぼう然ぜんと見上げた。

「……あの、空さん？　さっき僕、やんわりと君の家には世話になれないって言ったよね？」

「え？　そんなこと言ったっけ？」

「言った、言ったよ！　空の物分かりの悪さを考こう慮りよして、分数の足し算が出来るくらいの頭があれば分かりそうなレベルで言ったよ！」

「あっ、あたしのことバカにしたでしょ?!　分かるんだよ、そういうの。分数の計算どころか微び分ぶん積せき分ぶんだって出来るんだから！」

「絶対に色々と分かってないよね、それ！」

　やっぱりこの幼馴染みは駄だ目めだ。時と場合によって、とんでもなく頼たよりにならない。これで本当に理数系は得意っていうのは詐さ欺ぎだよ。

　運動している時はちゃんと考えた動きしているのになー……、と可哀かわい想そうな子を見る目になってしまうこちらに対し、空は太めの眉まゆを吊つり上げて、座っている虎太郎の手と肘ひじの辺りを摑つかんで強引に引っ張ってきた。

「ちょっ、空っ!?」

「いいから来るっ。悪いようにはしないから！」

「悪いようにとかじゃなくて、当たってる！　というか埋うもれてるからっ」

　力任せに立ち上がらせようとした結果、空の平均サイズを軽く超こえた胸に、虎太郎の左肘が追つい突とつ事故を起こしていた。



　柔やわらかく包み込まれて、しかも空がまだぐいぐいと引っ張り続けているから、『ふにゅっ』とか『むにむに』とかの擬ぎ音おんがピッタリの感かん触しよくがリアルタイム更こう新しんされる。煩ぼん悩のうを無限増ぞう殖しよくさせる、嬉うれしいけれどとても良くない状況だ。

「ごねてないでさっさと立つ！　で、行くよ！」

「やっ、だからさ！　空の家はお祖父じいさん達もいるし──」

　限界でしょ、と虎太郎が続ける前に、何故なぜか空はきょとんとした顔になり、

「あれ？　言ってなかったっけ？」

「……えっと、何を？」

「あたしが家を出たってこと」

　──とんでもない衝しよう撃げき発言を、さらっと放ほうり投げてきた。

「聞いてないよ！　えっ、ちょ、何それ?!　どういうこと？　家出!?」

　思わず立ち上がって訊たずねるけど、幼馴染みはホールドしていたこちらの腕うでを放して、五月の青空みたいに爽さわやかな笑えみを浮かべた。

「や、そういうのじゃなくて。あたしね、今年の二月からこの近くにある家に住まわせて貰もらってるのよ」

「初耳！　え、もう二ヶ月前からの話っ?!」

「そうそう、それくらい経たつかな。やー、てっきりトラには話したと思ってたけど、言ってなかったんだねぇ」

　悪い悪い、と後頭部を搔かきながらの軽い謝罪がきた。この女、よくもさっき『長い付き合いなのに薄はく情じよう』とか言ってくれたもんだよ。薄情なのはどっちの方か。

　虎こ太た郎ろうは抗こう議ぎの視線を送るが、良くも悪くも大おお雑ざつ把ぱな空そらは全く気にした風なく笑え顔がおのまま。こういう時に損をするのはいつも繊せん細さいな人間だと、強く思う。

「まあ、とにかく行こ？　住まわせて貰えるかどうか分からないけど、あたしも頑がん張ばって説得してあげるから」

「…………そういうことならいいけどさ。でも、誰だれにお世話になってるの？　僕が押しかけて本当に大だい丈じよう夫ぶなのかな？」

「んー……いいんじゃない？　あたしが住まわせて貰ってるんだから」

「いや意味が全く分からないから。空はそろそろ、肉にく弾だん戦だけじゃなくてちゃんとした日本語のコミュニケーションを覚えようよ」

「なんでわっかんないかなー？　まあいいや、道々話すよ」

　不思議そうに首を傾かしげた空は、通学鞄かばんとテーブルに置かれていた伝票を手に取る。奢おごられようだなんて気が一いつ切さい無いあたり、相変わらず男前だ。流石さすがは男子より女子にモテるだけのことはある。

　とはいえ、虎こ太た郎ろうとしても空そらに奢られる気は無いので財さい布ふを取り出しつつ、

「それで、今から行くのって誰だれの家なの？」

　肝かん心じんなことだけは先に知っておこうと訊たずねてみると、ポニーテールを揺ゆらして振ふり返った空はニッと笑い、

「──生徒会長さん」

　全く予期していなかった役職が幼おさな馴な染じみの口から出たことに、意表を突つかれた虎太郎は目を丸くして驚おどろいた。










　──そして、たぶん。

　突とつ然ぜんの火事が第一のターニングポイントだとしたら、これは二番目。

　幼馴染みの相あい羽ば空に相談を持ちかけたこのことが、たぶん第二のターニングポイントだったんだろうと、後で思うことになった。










　　　二




　私立愛まな杜もり学園高等部生徒会長は、かなりの有名人だ。

　生徒会長が生徒間で有名なのはある程度当たり前だけど、全校生徒で名前を知らない人がいないくらいのレベル、となると珍めずらしいはず。

　しかも有名なのは学園内だけじゃなくて、世間的にも──となれば、本当に稀き少しようなパターンだと思う。

　生徒会長の学園の外で知られている立場は、ファッションモデル。しかも元はテレビや映画に出ていた有名子役で、たぶん国内なら十人中三人くらいは彼女の名前をフルネームで知っている、っていうくらいの知名度だったりする。

　勿もち論ろん、虎こ太た郎ろうもちゃんと知っていた。

　玖く臥がセリスという異国の血を引く赤毛の少女が、自分の通っている学校の生徒会長をしていることを。

「話は分かったわ」

　まあでも、そんな有名すぎる彼女とこうして間近で話す機会がくるなんて、それは全く予期していなかったけど。

　──空そらに連れて来られたのは、学園から歩いて十分程ほどの場所にある建物だった。

　マンションか一いつ軒けん家やを想像していた虎太郎にとっては予想外なことに、二階建ての長方形の白い箱をでんと置いたような感じで、『コーポ玖臥』と門もん扉ぴに表記が無ければ病院か何かと勘かん違ちがいするところだ。

　戸と惑まどう虎太郎を余所よそに、空はやたら背の高い門の所でカードキーをかざして鍵かぎを開け、ドアの所でもまた解かい錠じよう作業があってと、セキュリティはかなりしっかりしていた。

　じゃあ実際に建物の中はどうなのかというと、広い玄げん関かんの両サイドには靴くつ箱ばこが並べられていて、上がった先の正面には二階へと続く階段。

　左右にも通路が伸のびていて、空は「あっちがお風ふ呂ろで、そっちが食堂ね」と指差して教えてくれたものの、動きが速すぎてどっちがどっちだか分からないまま二階へ行かれてしまった。

　追いかけて二階に上がると、そこは居住スペースになっているようで、廊ろう下かを挟はさんでいくつもの部屋が並び、空はその中の一つ『２０１』と数字が打たれた部屋のドアをノックし……

　そして現れたのが、生徒会長だった。

　一通りの話──というか、空が一方的に話すのを聞いていた生徒会長は、

「それで、焼け出されたっていうのがあなた？」

　どっかりと食堂のソファーに身を沈しずめて、王様の態度で訊きいてくる。

　驚おどろくことに、それがちっとも頭にこない。そんな様が似合っていて、しかも何故なぜかあまり傲ごう慢まんには感じられないというミラクルが起きているからだ。

　芸能人っていうのは凄すごいもんだなぁ……と思ってしまった虎こ太た郎ろうは、すぐに『いや違ちがう』と心の中で否定する。

　たぶん芸能人云うん々ぬんじゃなくて、これは──大きなソファーに小こ柄がらな生徒会長が足を組んで座っているのが、子供が背せ伸のびしているみたいに見えるからだ。なんかこう、大きなクマのぬいぐるみに埋うまっているイメージに近い。

　実際に会ってみると、思っていた以上に小柄だった。でも、そんなことより冗じよう談だん抜ぬきで可愛かわいいことの方が驚おどろきだ。

　やや癖くせが強めの赤毛の髪かみは肩かたに届くか届かないかくらいの長さで、派手な色をしているから肌はだの白さが余計に際きわ立だって見える。パッチリと開いた灰色がかった瞳ひとみと、小顔な割にふっくらした頰ほおが、愛らしさを倍増させていた。

　……というか、これだけ可愛くて知名度も高い彼女にミスコンで余よ裕ゆう勝ちをした百合ゆり川かわ雛ひな姫きが、どれだけ美人なんだって話だよ。裏投票で女性票が無かったからかもしれないけど、それにしたってだ。

　広い食堂とはいえ同じ室内にいるだけで緊きん張ちようしてしまい、虎太郎はぎこちなく頷うなずいた。

「そうです、玖く臥が会長」

「……あ、そういえばまだ自己紹しよう介かいしてなかったわね？　わたしのことは、まあ、当然知っているみたいだけど」

「もー、二人共抜けてるなぁ。ちゃんと自分の名前くらい初めに言うもんだよ？」

　窘たしなめるように空そらは言うけど、それが出来なかったのはどこかの誰だれかさんが先走って話し始めたからだ。

　会長も同意見らしく空を睨にらんでいるが、幼おさな馴な染じみの鈍どん感かん装そう甲こうは貫つらぬけず何の効果も無かった。無敵かこいつ、とちょっと羨うらやましくなる。

　暖簾のれんに腕うで押おし状態は長く持たず、ややあってから玖臥会長は諦あきらめの吐と息いきを吐はき、視線を虎太郎の方へと向け直した。

「それで、ええと……見覚えは無いけど、うちの生徒よね？」

「はい。二年五組の雪ゆき村むら虎太郎です」

「オッケー。わたしは玖臥セレスティア、知っての通り生徒会長よ。好きに呼んでくれて構わないから」

「あ、はい。……あの、セリスって芸名だったんですか？」

「愛あい称しようよ、愛称。まあ、本名は長いから覚えて貰もらい易やすいようにって、ママがセリスで登録したの。わたしにピッタリの綺き麗れいな響ひびきよねー」

　ふふん、と会長は自じ慢まん気げに髪かみを触さわりながら足を組み替かえる。長い足をアピールするような大だい胆たんな仕草で、虎太郎の位置からだともう少しで、あとほんのちょっとの匙さじ加か減げんで下着が見えてしまいそうだった。残念な結果だったけど、それでも綺き麗れいな足のラインと真っ白い太ふと腿ももの内側がわが網もう膜まくに焼きつくくらい刺し激げき的で、芸能人だからとかそういうのとは違ちがう意味でドキッとしてしまう。

　セリスはそんなこちらの視線と動どう揺ようには全く気付かない様子で、綻ほころび始めたばかりの薔薇ばらのように微笑ほほえんでいたが、

「あれ？　リーダー、どうしてクラスは言わないのさ？」

　──空そらの、全く空気を読まないその一言で、貴族の笑みはがた崩くずれになった。

　わなわなと肩かたが震ふるえ、優ゆう雅がなオーラは怨おん念ねん混じりになり、ギリギリと歯は軋ぎしりする音が聞こえてきそうなくらいに剝むき出だしにした歯を食い縛しばっている。

　傍そばで聞いていた虎こ太た郎ろうも硬こう直ちよくし、どっと嫌いやな汗あせが出るのを感じた。

　その質問はしたらまずいと、虎太郎は知っている。というか、外部受験組の新一年生以外は全員知っている。

　ただでさえ抜ばつ群ぐんの知名度を誇ほこる玖く臥がセレスティアが去年生徒会長選に名乗りを上げ、圧あつ倒とう的大差で会長に当選したこと。

　そして、そんなスーパースターの生徒会長が、今年の三月──

「空っ、あなたねぇ……！　あなたは知ってるでしょ!?」

「知ってるけど、自己紹しよう介かいっていうんだから自分で言うものじゃないの？」

「くっ……これで悪気ゼロなのがむかつくわ……！」

「いいからいいから。ほら、何組だっけ？」




「ああもうっ、二組よ！　二年二組よっ！　空と同じクラスよ！」




　……三年に進級出来ず、もう一度二年生をやる羽目になったことを。

　しかも悲しいことに、芸能活動で出席日数が足りなかったからとかではなく、純じゆん粋すいに学力が原因での留年らしかった。

　追試に次つぐ追試、しかしそれにも受からず、どうしようもなく──前ぜん代だい未み聞もんの、生徒会長がダブるという事件が発生。それは春休みに入る直前に発覚し、全校生徒に知れ渡わたった。

　噂うわさが事実だというのは昨日の始業式の時、生徒会長が挨あい拶さつの最後に血を吐はくような声で『…………にっ……二年……』と言ったことで判明している。虎太郎の中でも、その日一番のビッグニュースだった。……火事で自宅が無くなるまでの僅わずかな間、だけど。

「ううっ……なんでこのわたしが…………モデルの仕事と生徒会の仕事、両方やってたら勉強する時間が取れなかっただけなのにぃ……！」

「まあまあ、次は留年しないように頑がん張ばればいいじゃん？　あたしもリーダーみたいにならないよう、気をつけるから」

「そ、そうよっ!?　空そらだって春から生徒会の一員なんだから、これからは大変なことになるのよっ?!　他人ひと事ごとじゃないんだからっ！」

　玖く臥が会長は顔を真っ赤にしてポニーテールの幼おさな馴な染じみに食ってかかるが、その内容に聞き逃のがせない部分があって、虎こ太た郎ろうは耳を疑う。

「……へ？　空って生徒会に入ったの？」

「ん？　あれ、言ってなかったっけ？」

「聞いてないから！　今日だけで二度目だよっ！」

「あー、そうだったんだ。うん、リーダーに勧かん誘ゆうされてね、二年からは手伝うことになったんだ。友達には言ったけど、書記になったんだ」

「…………え、あの、本当に君、幼馴染みなの？　何この知り合い以下な連れん絡らく不備っぷり」

「だって違ちがうクラスだったじゃん？　あたし、電話もメールもあんまり使わないからさー」

　悪びれなく言う通り、確かに空はその手のツールを使わない。そういえば、昔からそうだった。遊ぶ約束を取りつけてないのに、まず家まで来て『今日ヒマ？　ヒマだよね、あそぼっ！』と無理矢理引きずって行くような女の子だった。

　そう考えると……なんだか仕方ないような気がしてくるから、世の中どうかしている。高校に入ってから空と違うクラスになり、会う機会が減ったので、前は当たり前に感じていたことが新しん鮮せんな驚おどろきになっているのかもしれない。いやまあ、ちっとも嬉うれしくないけど。

　もういいや、と諦あきらめの吐と息いきを吐はいて、虎太郎は改めて会長に向き直る。

　肝かん心じんなのは空よりこっち、ちょっと頭は悪いけど抜ばつ群ぐんに可愛かわいい生徒会長様の方だ。

「あの、空は玖く臥が会長に住む場所を頼たのんでくれるって言ってましたけど……それってここのことですか？　寮りようとかじゃないみたいですけど……」

　虎太郎の質問に、荒あらぶる猫ねこのように唸うなり声ごえをあげていた生徒会長は、ハッとした様子でこちらを見る。

　さっと髪かみを撫なでて居住まいを正し、さも『何もありませんでしたよー』と言わんばかりの表情になり、

「……ええ、寮じゃないわ。ここはわたしが個人で所有している集合住宅アパートよ」

　流石さすがは元有名子役、さっきの怒いかりが噓うそみたいな落ち着いた声こわ音ねだ。一部始終を見ていなければ、そして『残念生徒会長』なんて新たな二つ名を知らなければ、完かん璧ぺきな淑しゆく女じよに見えていたかもしれない。

「元々は小さな会社の社宅だったらしいわね。学園の近くにいい物件が無いか探していたら、たまたまこの物件が売りに出されていたのを見て、買い取ってリフォームしたの」

「えっと……門の所に『コーポ玖臥』ってあったのは……？」

「住むのがわたし一人じゃなくなってから、ああしたの。でないと郵ゆう便びん物とか、困るでしょ？　名前出すとマスコミやファンに家を知られる可能性が上がるから、本当は嫌いやだったんだけどね。仕方ないじゃない？」

『仕方ない』と言う割にどことなく自じ慢まん気げな表情なのはとりあえず置いておくことにして、虎こ太た郎ろうは素そ朴ぼくな疑問を口にした。

「えーっと……別に、玖く臥が会長の名字を使わなくてもよかったんじゃ……」

「えっ?!　じゃ、じゃあなんて名づければ良かったっていうの？　『プリティハウス・セレスティア』とか？」

「…………」

　代だい替たい案あんも自己顕けん示じ欲よくが出まくりだった。

　……駄だ目めだ、この人。筋金入りの目立ちたがり屋だ。

　たった数分で、今まで遠い存在だった玖臥セリス生徒会長が身近に……というか、低空飛行のハイスペック戦せん闘とう機きみたいに『凄すごいけどちょっと気を抜ぬいたらアウト』な人だって理解出来た。元々神聖視とかはしていないけど、それにしたってギリギリすぎる。

　人間って奥深い生き物だなぁ……としばし悟さとりに浸ひたっていた虎太郎だったが、隣となりから空そらに肘ひじで突つつかれ、ハッと我に返った。いけないいけない、現実の悲ひ惨さんさに訪問した理由を忘れてしまうところだった。

　気を取り直し、玖臥会長の目を正面から見た虎太郎は、真しん剣けんな表情で頼たのみを口にする。

「あの、もし問題が無いのなら、しばらくの間住まわせて貰もらえませんか？　本当に困っていて……その、代わりの物件が見つかるまででいいんです。家賃もちゃんと……えっと、あんまり高いのは無理ですけど、それでも頑がん張ばって払はらいますから……！」

「…………そうねぇ」

「リーダー、あたしからもお願いっ！　ほら、約束通り生徒会に入ったから、これからバリバリ働いて恩返しするし！」

「んー……」

　手を合わせてお願いのポーズを取る空の助けもあってか、会長は少し考える風に唇くちびるを尖とがらせる。組んだ足を指先でトン、トンと叩たたき、虎太郎から空へと視線を何往復もさせて……胃が痛くなりそうな沈ちん黙もくが流れた。

　これで駄目なら、虎太郎の行く宛あてはほぼ無くなってしまう。『親友』から『情の薄うすいエロ男だん爵しやく』に格下げした佑ゆう樹きに再度頼むくらいしか思いつかない。

　それも駄目だった場合、覚かく悟ごを決めるしかなかった。

　この歳としでホームレスになるか、死を覚悟で海外の親元へ行くか、もしくは──ホモ山やま先生に身を預けるか。

　どれも嫌いやで、特に最後のは格段に嫌だ。想像しただけで身み震ぶるいしそうになる。あの鍛きたえ上げられた体に狭せまいワンルームの部屋で迫せまられたら、たぶん抵てい抗こうも儚はかなく散ってしまう。

　そんなことになるくらいなら、いっそ何もかも捨てて旅に出た方がマシだ。そしてどこか遠い港町にでも辿たどり着いて、頼たのみ込んで漁りよう師しさんに船に乗せて貰もらって、貧しいながらも自分の食くい扶ぶ持ちを自分で稼かせぐ、そんな慎つつましやかな生活を送るんだ……

　──と、虎こ太た郎ろうが人生を半ば捨てる未来を考え始めた時。

　楽園から降ってきたような、玖く臥が会長の麗うららかな声が聞こえてきた。

「……仕方ないわね。いいわよ、住んでも」

「ほっ、本当ですかっ!?　本当に受け入れてくれるんですか?!」

「女の子しかいないところに男を入れるのはちょっと抵てい抗こうがあるけど、事情が事情だもの。それにわたしは生徒会長よ。不ふ憫びんな下級生に救いの手を差し伸のべるのは当然でしょ？」

「リーダーは留年したんだから、今年度からは同級生だよ？」

「わ、分かってるわよっ！」

　頰ほおを赤く染めて威い嚇かくの視線を空そらへと送る玖臥会長だけど、そんな彼女が虎太郎の目には女神様のように感じられた。誰だれだよ、こんなに善いい人を留年なんてさせたのは。ちょっとくらい頭が悪いだけなのに、酷ひどい先生もいたものだと強く思う。

　そうして虎太郎が感動している間も、さっきの発言が噓うそや冗じよう談だんの類たぐいじゃないと証明するように玖臥会長は話を続けていた。

「家賃は一応払はらって貰っているけど、賃料と光熱費込みで月に三万円でいいわ。朝ご飯は自己調達、夕ご飯を出して貰いたいなら追加で二万円払うこと。洗せん濯たくは、お風ふ呂ろの手前に洗濯機が二台あるからそれを使って自分でやる。共用部分の掃そう除じは……そうね、これからはあなたの役目にしましょう。それと時間がある時は買い出しの荷物持ちもするように。オーケー？」

「はいっ、全然大だい丈じよう夫ぶです！」

「そ。じゃあこれから一番大事なことを言うから、注意して聞きなさい」

　特に声こわ音ねや表情が変わるわけじゃなかったけど、その言葉の響ひびきから、虎太郎は自然と背筋を硬かたくして謹きん聴ちようの体勢になる。

　こちらの態度に満足したのか、玖臥会長は一つ頷うなずいてソファーから立ち上がり、腰こしに手を当て女王のように虎太郎を見下ろした。

「いい？　さっきも言ったけど、ここには女の子しか住んでいないの。理由が理由だし、空の推すい薦せんでもあるから住まわせてあげる。でも、何か問題を起こしたらすぐにでも出て行って貰うわよ」

「問題って……あの、具体的には？」

「えっ……？」

　至って普ふ通つうの疑問だと思うのに、どうしたのか会長は意表を突つかれたみたいな表情になる。まさか具体的な問題を一例も考えてなかったわけじゃあるまいし、不思議な反応だ。

　きょとんとしていた玖臥セリスは、ハッと己おのれの失策に気付いた政治家みたいに目の色を変え、あわあわと両腕うでを振ふり回して、

「だ、だからそのっ、あれよ！　えーっと…………ぅー…………そうっ、痴ち漢かんとかね！」

「あのさー、リーダー？　痴漢って、問題というか普ふ通つうに犯罪だよ？」

「じゃ、じゃあ覗のぞき!?」

「それも犯罪だってば」

「なら、なら…………ストーカー！　確かグレーゾーンな意味合いが強いから、警察が動くのは難しいって聞いたことあるもの！」

「そうだけど、同じアパートに寝ね泊とまりするならストーカーに当てはまらなくない？　帰り道が一いつ緒しよとか当たり前だよ？」

「ああもう、ややこしいわねぇっ。じゃあじゃあっ、肩かた揉もみとかマッサージを装よそおって、本来なら関係無いところまで『ここも凝こってるね』とか言って揉んだり触さわったりするのはどう!?　もしくは勉強するって目的で部屋に入り込んで、頃ころ合あいを見計らって『もっと大人の勉強してみない？』ってベッドに押し倒たおしたり！　これでも足りないなら干してる下着の匂においを嗅かぐとかお風ふ呂ろの残り湯を飲むとかっ、あと落ちている髪かみの毛を食べるとかそういうのもよ！」



「……うっわぁ…………今の発言、トラはどう思う？」

「…………最初の内はただの妄もう想そう炸さく裂れつだったけど、最後の方は完かん璧ぺきなまでに変態……ううん、もう性異常者の域だったかも……」

「だよねぇ……あたし、ドン引いちゃったよ」

「ひ、人が必死で考えたのに！　やだ、止やめてよそのケダモノを見るような目つき!?」

　恥はずかしさを堪こらえているのかぷるぷると唇くちびるを震ふるわせている会長の姿は、それはもうとても可愛かわいらしいものだったけど、残念ながら空そらと同じく『……うっわぁ……』とドン引きしてしまっているのでちょっと近くにいたくない。うん、本当に残念なことだと思う。

　虎こ太た郎ろうが幼おさな馴な染じみと並んで落らく胆たんしていると、ボキャブラリーの少なさから的確な今の気持ちを言葉に出来ない子供みたいに「うぅぅ～～～！」と唸うなっていた玖く臥が会長は、

「もぉっ、肝かん心じんなのはそこじゃないでしょっ?!」

　怒ど鳴なって、近くにあった木製のテーブルを『バンッ！』と強く掌てのひらで叩たたいた。

　結構大きな音で、しかも会長が迫はく力りよくのある怒おこり顔がおをしているので、虎太郎は慌あわてて居住まいを正す。悪乗りしたつもりはないけど、このタイミングで機き嫌げんを損そこねるのは本気でまずい。

　なので虎太郎は「そうですね」とすぐに頷うなずき、

「つまり、あれですか？　女の子ばかりだから、行動には気を付けろってことですよね？」

「そうっ、そうよ！　どこかの漫まん画がであるような、お風ふ呂ろで鉢はち合あわせるとか一いつ緒しよの部屋で寝ねるとか、そんなことしたら即そく退去して貰もらうんだからね!?」

「まー、そこらもトラなら平気じゃないかな？　妹さんがいるわけだし、慣れてるでしょ？」

「一応ね。つい先月まで一緒に暮らしてたし」

　その妹に何度となく冷たい視線を浴びせられていたことは、敢あえて言わない。うっかり着き替がえを見てしまったり隠かくしておいた秘蔵のＤＶＤを見られたりしたのならともかく、理由が分からないものだったし。年とし頃ごろだから、一種の反はん抗こう期だと思う。

　空との会話で納なつ得とくしたのか、玖臥会長は唇に指を当てて二、三度頷き、

「ふぅん？　なら、後は住人同士のコミュニケーションを努力しなさい。社会不適合者はわたしの城には住めないわよ」

「あー……でも、女の子しかいないのなら、なるべく僕は一人でいた方がいいんじゃ？」

　正直、虎太郎としては女の子と同居出来るのは嬉うれしいというより、大変そうだって感情の方が強い。同年代女子の輪に飛び込んでいくのは辛つらいし、マイノリティは常にカースト制度で一番下に置かれるって分かってるし。

　ここに住むのも新居が決まるまでの間──遠方の親しん戚せき、もしくは焼けてしまったアパートの大家さんか近きん隣りんの不動産業者に泣きついて、多少は不便だろうけど一人での生活が約束される家を見つけるまで、長くても一ヶ月か二ヶ月くらいのつもりだ。

　なので共通ルールを守っての必要最低限の接せつ触しよくで済ませるのが互たがいに一番良いんじゃないかな、と虎太郎は思っていた。

　しかしその考えは玖臥セリスの言葉によって、バッサリと切り捨てられた。

「駄だ目めよ。赤の他人ならともかく、全員同じ高校の生徒だもの。しかも生徒会役員で責任ある立場なんだから。男子に慣れさせる良い機会だしね」

「あ、でもリーダー？　トラが相手だと、あんまり意味ないかもよ」

「えっ？　どうしてよ、空そら。だってあの子、男相手だと誰だれだって──」

「ごめん、少し遅おそくなった」

　不思議そうに聞き返す会長の言葉を遮さえぎって、その場にいなかった誰かの声が聞こえてきた。会長や空とは正反対の控ひかえめな細い声で、何となく聞き覚えがある気がする。

「……蒼海うみちゃん？」

　ふっと頭に浮かんだ名前を呟つぶやいて虎こ太た郎ろうが振ふり返ると、そこには──やっぱりとでもいうべきなのか、予想通りの人物がエコバッグらしき手て提さげの袋ふくろを持ち、食堂へ入って来るところだった。

　ただ、想像していた姿とはちょっと違ちがう。最後にちゃんと見たのは一年くらい前だから、まあ当然と言えば当然かもしれない。

　お下げにしていた長い黒くろ髪かみはバッサリ切ったショートボブになっていて、そこに大きなヘッドホンを着けていた。黒くろ縁ぶち眼鏡のレンズ越ごしに見える目がやや厭えん世せい的で疲つかれたような感じなのは変わってないけど、今は少し驚おどろいた風にこっちを見ていた。

　それから身長……も、あんまり変わっていないようだけど……その代わりに胸が、最も女性らしさを象しよう徴ちようするあの部分が、驚きの急成長を遂とげている。なんというか、テニスボールだと思っていたのにバレーボールになっていました、くらいの。夏みかんのはずだったのに、小玉スイカに様変わりしていたよ、っていうくらいに。愛まな杜もり学園のブレザーの下にセーターを着ているのに、それでも大きいと一目で分かる。

　グラビアとかでもそうは見かけないレベルの発育っぷりに、虎太郎は意識の殆ほとんどをそこに奪うばわれてしまう。でも弁解させて貰もらうと、エロスな意味でまじまじ見ているんじゃない。……いや本当に。そりゃあ何割かはそういう気持ちもあるけど、メインはそれじゃなくて。

　小さな体にはアンバランスな大きな胸だけど、同時に納なつ得とくもしてしまう。

　だってこの小こ柄がらで大おお粒つぶな女の子の名前は──相あい羽ば、蒼海。

　相羽空の、一つ年下の妹だ。

　昔から性格も顔もそんなに似てないなー、と思っていたけど……遺伝子って、やっぱりちゃんと仕事しているんだって、強く感じさせる出来事だった。よもや姉妹揃そろってここまで立派に成長するだなんて。

「あー、やっと帰って来たね。ほらウミ、トラだよトラ。会うのって久しぶりでしょ？」

「…………そうだけど……何で虎とら兄にいが？」

「ちょっと訳あって空に連れて来られたんだ。蒼海ちゃんもここに住んでるの？」

「そだよ。あたしと一いつ緒しよのタイミングで、二月からね」

　虎太郎の問いに答えてくれたのは、そっぽを向いてしまった蒼海ではなくて、姉の空の方だった。

　このやり取りもちょっと懐なつかしい。昔から三人でいると、蒼海うみに訊きいたことも空そらが答えてしまう……なんてことがよくあった。ちょっと素す直なおじゃないところがある慎しん重ちよう派な妹に比べて、姉は『まず動いてみるやってみる』という積極的なタイプだから、基本的には空が会話を引っ張っていく流れになる。

「実はさー、来月に新しく妹か弟が出来る予定なんだ。それで家が手て狭ぜまになるからどうしよう、って考えていたところにリーダーからスカウトがきてね。昨年末だったかな？」

「ええ、そうよ。空は高校入学組なのに、一年生で柔じゆう道どうの全国大会個人戦ベストエイトに入る活かつ躍やくで知名度はあったし、上級生にも下級生にも人気だったみたいだから。これはわたしの生徒会に最適な人材だってピンときて、口く説どいたの」

「全国大会っていうか高校総体だけど……ま、それはいっか。ともかくさ、突とつ然ぜん部活しているところに来たリーダーが『生徒会に入ってくれるなら大たい抵ていの条件は吞のむ』って言ったから、殆ほとんど冗じよう談だんのつもりで『じゃあ住む家が欲しい』って返したら──」

「それならうちに住みなさい、って話になったのよ。妹さんは愛まな杜もり学園の中等部に通っているっていうから、一いつ緒しよに誘さそって、生徒会にも入って貰もらったの」

　随ずい分ぶんと大変な話を、えらく簡単に話されてしまった。

　ちなみに愛杜学園生徒会役員は生徒会長だけが選挙で選ばれる形で、後は自じ薦せんなり他た薦せんなりで選ばれた生徒を、会長が役職指名する。だから空と蒼海が突然生徒会役員になっても、別におかしくはない。

　けど、中等部生は高等部の役員にはなれないから、蒼海が正式に役員になったのは四月になってからなんだろう。そのタイミングで空も役員になった、と。

　だからなのか、と虎こ太た郎ろうは納なつ得とくする。生徒会会長選挙があった去年の十一月末。それから数ヶ月経たって年度が替かわるまでの間、会長と副会長しか役員がいなかったのは、空が蒼海と一緒に役員になる予定だったから、らしい。

　普ふ通つうならそんな状態じゃ生徒会は機能しないと思う。いくら会長が人気者でも、そこはあれ、学力の問題で留年してしまう人だし。

　じゃあどうして虎太郎が生徒会の構成役員に疑問を抱いだかず新年度を迎むかえたのかというと、答えは簡単。

　生徒会長がアレでも、他ほかに役員がいなくても、たった一人で生徒会の仕事を全すべてこなせてしまう、超ちよう優ゆう秀しゆうで、しかも美人な副会長がいたからだ。

　百合ゆり川かわ雛ひな姫きという、二年からクラスメイトになった才女が、




「──ただいま戻もどりました」




　…………何故なぜか、ここに現れた。

　教室で見た時と同じ制服姿のまま、手には鞄かばんと、駅前にある本屋の紙かみ袋ぶくろを提さげている。

　啞あ然ぜんとして虎こ太た郎ろうが口を半開きにしていると、クリーム色のスリッパを履はいた雛ひな姫きと目が合った。けれど特に反応らしい反応は無いまま視線は外れ、雛姫は紙袋から取り出した本を会長に差し出す。

「セリスさん、頼たのまれていた雑誌を買って来ました」

「ん、ありがとね、雛。昨日わたしが探した時は見つからなかったけど、どこのコンビニにあったの？」

「……次号の発売日が近い月刊雑誌ですから、コンビニに残っている方が少ないです。普ふ通つうに本屋で買いました」

「…………あっ、本屋！　そういう手もあったのね」

　なんだか生徒会長の残念度合いがさらに明確になる会話が繰くり広げられてしまい、虎太郎は余計に口を挟はさめなくなる。

　どうして百合ゆり川かわ雛姫がここにいるのか、凄すごく訊ききたい。もしかして、という思いがあるから、少しでも早くハッキリさせて欲しい。

　それでも自分からは言い出せず、虎太郎が指を咥くわえてお座り状態になっていると、会長は手に持った雑誌をこちらへと向け、

「そうだ、雛にも紹しよう介かいしておくわ。これ、今日からうちに住むことになった…………えーっと……田た村むらよ」

「あの、田村じゃなくて雪ゆき村むらです」

「そ、そうだったかしら？　ともかく、この男が住むから。何か問題あったら叩たたき出すし、大だい丈じよう夫ぶよね？」

　名前を間ま違ちがえたことを含ふくめて、あまりにざっくりすぎる言いい様ざまだった。

　なのに雛姫は眉まゆ一つ動かさず、静かに視線だけ虎太郎へ向けて、

「……セリスさんが決めたのなら反対はしません」

「ん、流石さすがは雛ね。素す晴ばらしいまでの右みぎ腕うでっぷりだわ。良かったわね、志し村むら」

「だから雪村です。……あの、そんなことより……」

　ご満まん悦えつなところを邪じや魔まするのはやや気が引けるけど、どうしても訊かなくちゃいけないことが一つある。

　今の流れである程度は想像がつくけど、ちゃんと確かく認にんしておかないといけないことが。

　小さく息を吸って、ほんの少しとはいえ気持ちを落ち着かせた虎太郎は、立て続けの呼び間違いに首を傾かしげている会長に、

「もしかして百合川……さんも、ここに住んでるんですか？」

「ええ、そうよ。雛はわたしの父親の従兄弟いとこの子供で……あれ、なんていうんだっけ？」

「はとこです、セリスさん」

「そうそう、はとこ！　だから高校入学の時からここに住んでるわよ。何、あなた雛ひなに興味あるわけ？」

「えっ!?　や、えー、と……どう言えば……」

　唐とう突とつに変な訊きかれ方かたをして戸と惑まどってしまったが、ここは正直に答えた方がいいはずだ。どうせ大したことでもないし。

　そう思った虎こ太た郎ろうは、女性四人の目が自分に集中している状じよう況きように気まずさを覚えつつ、脚きやく色しよく無しの感想を口にした。

「興味というか、百合ゆり川かわさんは有名なので。それに、今年から同じクラスになったし」

　ありきたりな説明かな、とは思うけど、事実なんだから仕方がない。

　それにセリス会長も空そらと蒼海うみの相あい羽ば姉妹も納なつ得とく顔になってくれているので、素す直なおに言ったのは間ま違ちがいじゃなかったと──

「…………同じ、クラス……？」

　ぼそっ、と。

　聞こえるか聞こえないかの本当にギリギリな声量の言葉が、虎太郎の耳に届く。

　反射的に呟つぶやいた張本人を見れば、百合川雛ひな姫きは心底不思議そうな目をして、じっとこっちを見ていた。

　…………どうやら、完かん璧ぺきに忘れられていたらしい。二人きりになった教室で会話を交かわしてから、まだそんなに時間が経たっていないっていうのに。

　成績優ゆう秀しゆうで、生徒会長と他ほかの役職分をカバー出来るくらいに有能な管理能力を持っているのに、忘れられるとか。いくらなんでも、流石さすがにグサッとくる。

　そんな黄昏たそがれムードの虎太郎の左肩かたに、気軽にポンと手が置かれた。

　力無くそちらを見れば、台風直後の快晴みたいな笑え顔がおの空がいて、

「まーまー、気にしない気にしない！　トラが空気すぎて覚えて貰もらえないなんていつものことなんだしさ」

　……出来たばかりの真新しい傷口に、塩と辛から子しと山葵わさびをグリグリとハードに擦すり込まれた。

　これが悪意ゼロの発言なんだから、本当にこの幼おさな馴な染じみはどうにも出来ない。怒おこる気力も奪うばわれて、ただただ布ふ団とんにくるまって泣なき寝ね入いりしたくなる。

「……空姉ねえこそ自分の発言気にしたら？」

「えー？　でもさ、事実でしょ？　ウミだって昔は、トラが髪かみ切ったり雰ふん囲い気き違う服着たりしただけで分からなくなってたじゃん」

「あれはっ…………別に分からなくなってたわけじゃないし」

　…………本当にこれ、天然なのかな……心が痛くて仕方ないんだけど。

　急所を抉えぐる追い打ち攻こう撃げきに、虎太郎は泣きたくなるのを懸けん命めいに堪こらえた。そして、あれが空なんだから仕方ない、と自分に言い聞かせる。

　良く言えば大らか、お世辞抜ぬきだと雑な性格をしているっていうのは、十年近い付き合いでよく知っている。昔からちっとも変わってない。変わったのは、すくすく育った大きな胸くらいだ。

　──と、虎こ太た郎ろうが傷心モードになっていたところに、熱を感じさせない透すき通った声が聞こえてきた。

「それで、どうしてその人はここに住むという話になったんですか？」

「あ、住む家と行く場所が無いみたいだから。とりあえず、って感じだけどね。困った生徒を放ほうっておけないじゃない？」

「…………」

　胸を張って生徒会長らしい発言をするセリスだが、虎太郎の注意はどうしても雛ひな姫きの方にいってしまう。

　だって百合ゆり川かわ雛姫が、滅めつ多たに表情を変えないと有名なあの『孤こ高こうの百合姫ひめ』が、あからさまに眉み間けんに皺しわを寄せている。不快か嫌けん悪おか分からないけど、あれは絶対に良くない感情を抱いだいたに違ちがいない。

　好きの反対は無関心とか聞いた覚えがあるけど、嫌悪されるよりスルーされる方がよっぽどマシだよなぁ……と、落城寸前まで傷ついた虎太郎は思う。雛姫に特別な好意を抱いていたわけじゃないけど、同じ年とし頃ごろの異性にハッキリと忌き避ひ感を示されると泣きたくなる。

　そんなこちらの心境を全く理解していないのか、セリスは親指を立てて虎太郎を指し、

「雛が気にするのも分かるけど、大だい丈じよう夫ぶよ。個人の部屋は勿もち論ろん、トイレや洗面所のドアにも鍵かぎはかけられるし、外から覗のぞこうにもセキュリティは万全よ！　それにいざとなったら空そらに倒たおして貰もらえばいいもの」

「やだなぁリーダー。虎太郎はたぶん変なことなんてしないし、あたしも暴力は時々しか振ふるわないよ？」

「……あなたこの前、地区内私立高校の会合でうざかった他校の男子をＫＯしたばかりじゃない。しかも柔じゆう道どう部員なのに、ドロップキックで」

「中学の時は柔道とプロレスの練習を半々くらいでしてたから、つい癖くせで」

　ちなみにその『半々の練習相手』は自分なので、虎太郎は倒された相手に同情してしまう。相あい羽ば空という幼おさな馴な染じみは手加減が下手で、自分もよく壁かべ際ぎわまで吹ふっ飛ばされたり、寝ね技わざで折れかけたり落ちかけたりした。一年近く経たった今でもちっとも良い思い出に転化してくれない、血ち塗まみれな過去だ。

　実際の悲ひ惨さんな練習風景を知らない会長は呆あきれた顔で、

「真ま面じ目めに柔道に取り組んでいれば全中個人優勝とかしていたんじゃない？　勿もつ体たいないわね、本当に」

「いいのいいの、好きなことを好きにやった結果だもん。負けたらちょっと悔くやしかったけど、後こう悔かいしてないしね」

「そんなものかしらねー……まあともかく、空そらは下手なガードマンより頼たよりになるから、万が一の時はプチッとやって貰もらうわ」

「……そこまで言うのなら、私は構いません。元より、セリスさんの家ですし」

　渋しぶ々しぶながら、という感じで雛ひな姫きは頷うなずいてくれた。でも、納なつ得とくしたようには見えない。

　そして蛇だ足そくだけど、虎こ太た郎ろうも納得していない。何その『プチッ』って擬ぎ音おん。殴なぐったり蹴けったり絞しめ落としたりしても、絶対に出ない音なんですけど。どこの何を潰つぶすつもりなのか、怖こわくて訊きけないし。

「よしよし、あとは蒼海うみだけね。でもさっきの様子だと、蒼海もこの男とはそれなりに面識あるんでしょう？　なら、大だい丈じよう夫ぶよね？」

「……まあ、反対はしないけどさ」

「うん、なら問題無しね！」

　がくがく震ふるえる虎太郎を余所よそに、セリスは勝手に話を進めていく。それはそれでありがたいけど、出来ればこっちの心のケアも忘れないで欲しい。

　しかしそんな願いは全く通じず、再びこちらを振ふり向いた会長はテレビや雑誌で見せているのと同じ明るい笑え顔がおで両腕うでを広げ、

「皆みなの了りよう解かいも得られたことだし、今日から空いている部屋を使っていいわよ！　ただしルールとマナーを守らない場合、即そつ刻こく叩たたき出すからそのつもりでいなさい？」

「は、はい。あのっ、ありがとうございます！」

「いいのよ。これも生徒会長の、上に立つものの役目だもの。えーっと…………田た村むらだったかしら？」

「……雪ゆき村むらです。二年五組の、雪村虎太郎です」

「そ、そう。なんだか覚えにくいわね」

「リーダーもあたしみたいに名前で呼べば？　トラだったら覚え易やすいでしょ？」

「ん……じゃ、虎太郎って呼ぶわ。名前で呼び合う方が早く親しくなれるものね」

　口の中で転がすように「こたろう、こたろー」と何度も呟つぶやく会長の姿は容姿も手伝って愛らしく、何よりその寛かん大だいな態度が虎太郎の心に響ひびいた。

　この人が生徒会長で、そして空が幼おさな馴な染じみで本当に良かったと、心の底から思う。昨日の火事で失ったものが多すぎるだけに、余計に人の優やさしさと温かみが嬉うれしい。

　だから虎太郎は誠心誠意、一ミリも噓うそ偽いつわりの無い気持ちで、

「会長から授さずかった恩に応こたえるよう精せい一いつ杯ぱい努力しますので、よろしくお願いします！」

「ん、いい心がけね。頑がん張ばりなさい？」

「はいっ！」

　気分良さげに微笑ほほえむセリスの言葉に、虎太郎は火事があってから初めて、心の底から救われたと思った。

　地じ獄ごくに仏ってこういうことなんだろうなぁ……と、嬉うれし涙なみだまで流れそうになる。

　そう長くはない共同生活かもしれないけど、この恩を忘れず頑がん張ばろうと、虎こ太た郎ろうは力強く決心した。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




　翌朝、目を覚ました虎太郎は、自分が見慣れない部屋にいることに驚おどろいたものの、すぐに昨日あったことを思い出した。

「……そっか。昨日から、ここに住むことになったんだっけ」

　あの後──『コーポ玖く臥が』に入居が決まった後は、幼おさな馴な染じみ兼けん紹しよう介かい者しやということで、空そらが虎太郎の案内をしてくれた。

　空室だった二部屋の内、階段を上がって右側がわ突つき当あたりの２０５号室を使うことになり、部屋内での簡単な注意事じ項こう、これまでに決まった共同生活ルールやゴミ捨て等の雑事について教わる。

　それから駅前の商店街にある寝しん具ぐ店で安い布ふ団とんセットを買ったり、服や下着やバスタオルなども購こう入にゅうしたりして、最低限生活に必要な物が揃そろった頃ころには日が暮れて夕飯の時間になり、蒼海うみの作ってくれたご飯を皆みなで食べた。

「美味おいしかったし……楽しかったなぁ」

　思わず呟つぶやいてしまうくらい、蒼海の料理は美味しかった。特別凝こった料理が出たわけでもないし、独特な味つけをしていたわけでもないけど、それでも凄すごく美味しく感じられたのは……やっぱり、環かん境きようのせいもあったんだと思う。

　空とセリスが会話の中心……というか、殆ほとんど二人が喋しやべり倒たおす展開で、たまに蒼海が少し不ふ機き嫌げんそうに口を挟はさんで。『孤こ高こうの百合ゆり姫ひめ』に至っては無言のまま、「いただきます」と「ご馳ち走そう様さまでした」と言うだけで、しかも食べ終わったらさっさと部屋に戻もどってしまう始末だ。

　それでも、虎太郎は特に気まずさを感じなかった。

　それどころか、明るい食しよく卓たくに、これから一いつ緒しよに暮らす人達が楽しそうにしているやり取りに、何だかホッとしたのを覚えている。

「昔から知っている空も蒼海ちゃんもいるし、会長は明るくて面めん倒どう見みが良さそうだし、百合ゆり川かわさんは…………まあ、嫌きらわれてないならとりあえずはいいかな」

　いきなり全員と仲良くなんて、そんな都合の良い展開を期待する方がおかしい。相あい羽ば姉妹はともかく、玖臥セリスと百合川雛ひな姫きの二人とは、これまでろくに会話すらしたことなかったんだから、当然だ。

　だから、今はこれでいい。ちょっとずつ、新しいクラスに馴な染じむのと同じように、日常生活の中でお互たがいのことを知って仲良くなれればいいと思う。

「……よしっ。今日から少しずつ、頑がん張ばっていこう！」

　自分に言い聞かせるように気合いを入れて、虎こ太た郎ろうは布ふ団とんから出た。

　とりあえず、朝ご飯の前に一通りの準備は終わらせておきたい。今からだと、軽く玄げん関かん前の掃はき掃そう除じくらいは出来そうだ。

　そう考えた虎太郎は、手早く朝の用事を済ませてしまおうと部屋を出た。

　一階に下りて、まずはトイレに行こうとドアを開け、




　──靴くつ下したを残したほぼ全ぜん裸らという斬ざん新しんな姿で座る玖く臥がセリスと鉢はち合あわせた。




　ドアノブを摑つかんだまま虎太郎は硬こう直ちよくし、ぼーっとした表情のセリスと、目が合って。

「…………んー……？」

「…………ぁ、の……え？　なんで……？」

「…………ふぁ？　あなた、確か…………って……!?」

　パチパチッ、と何度か瞬まばたきをした後、セリスの目が大きく見開かれ──

　そして『コーポ玖臥』に、切り裂さくような悲鳴が響ひびいた。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




「──即そつ刻こく退去よ！　議論の余地は無いわっ！」

　バンッ、と両手で机を叩たたき訴うつたえる生徒会長の剣けん幕まくに、虎太郎は背筋を強こわ張ばらせる。

　ただしそれは今にも飛びかかってきそうなセリスの顔が怖こわいからじゃない。怒おこっているのは分かるけど、小さい頃ころから現在に至るまで芸能界で輝かがやき続けているこの生徒会長の場合、そんな姿も愛らしく見えてしまうので、そこまでの迫はく力りよくは無かった。

　じゃあどうしてかと言えば……恐れていたことがやっぱり現実になってしまったからだ。

　──あの後、ほぼ全裸なセリスがあげた悲鳴で起きたのか、他ほかの三人も次々と一階のトイレ前に集まって来た。

　とりあえずバスタオルを体に巻いただけの際きわどい姿で真っ赤になって喚わめきながら暴れる会長を、ジャージ姿の空そらが羽は交がい締じめにして宥なだめ、水玉のパジャマを着た蒼海うみは眠ねむくて不ふ機き嫌げんそうに立っているだけ。そしてかなり経たってから最後に現れた雛ひな姫きに至っては制服姿で、単に朝ご飯を摂とりに来ただけみたいな感じだった。

　そんな雛姫の『……遊んでいると遅ち刻こくしますよ』の一言で、ようやく荒あらぶる会長も落ち着きを取り戻もどし、この件に関しては放課後に生徒会室で会議することで、ひとまずその場は収まった……のだが。

　時間を置いたら怒いかりも落ち着いて穏おん便びんな話し合いにならないかなぁ、という虎こ太た郎ろうの淡あわい期待は、儚はかなく散ってしまった。

　午前中で終わった通常授業の直後で、まだ昼ご飯も食べていない。もしかしたら空腹が怒りを助長しているかもしれなかった。

　対面で睨にらみを利きかせてくるセリスをどう説得していいか分からなくて、虎太郎は長机を囲んでいる他ほかの三人に視線を彷徨さまよわせる。

　二脚きやくの長机を合わせた会議机の左側がわには、副会長の百合ゆり川かわ雛ひな姫きが静かに座っていた。こんな時でも綺き麗れいだと思ってしまうけど、残念ながら援えん護ごしてくれる気配は無し。

　右手側には相あい羽ば姉妹で、虎太郎の近くに会計の蒼海うみが手元で携けい帯たい電話を操作しながらパイプ椅い子すに腰こし掛かけていて、ヘッドホンを首から提さげて片方の耳に当てていた。やっぱりこの子も援えん軍ぐんを頼たのむには心こころ許もとない。

　となると、残るは──

「まーまー、落ち着こうよリーダー。結論急ぎすぎ」

「空っ、あなた裏切るの!?　裸はだかを見られたのよっ、裸を！」

「ほらほら、そんなに大声で言うとまだ残ってる人達にも聞こえちゃうよ？　ちょっとは冷静にならなきゃさー」

「くっ……わ、分かったわよ」

　頭の後ろで手を組んだ空そらの言葉に、セリスは声のトーンを落として不承不承に頷うなずく。これは意外な展開だけど、こっちにとってはありがたい誤算だ。

　どうやらフォローしてくれるらしい幼おさな馴な染じみを、虎太郎が期待の目で見つめていると、

「大体さ。いいじゃん別に、裸くらい。相手はトラなんだしさ」

「ふぁっ?!　な、そんなのっ、何も良くないわよ!?　他人ひと事ごとだからそう言うけれど、空だって見られたら嫌いやでしょ?!」

「あたしなら気にしないけど？　というか、今いま更さらだよね。一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ったこともあるし、中学の時とかよく着き替がえを見られてたし。ねえ？」

「『ねえ？』、じゃないよっ！　お風呂は小学生の時のことだし、僕がいるのに空が気にせず着替えをするから見えちゃってただけだから！　日常的に覗のぞきを働いてみたいな言い方するの、止やめてくれないかな!?」

「そんな細かいこと気にしないでよ。トラってば昔から気にしすぎ」

「空が無む頓とん着ちやくすぎるだけだから！　しかもあらゆることに！」

　全力でほぼ説教な突つっ込こみを入れるけど、空はどこ吹ふく風な様子でちっとも聞いてない。こういうヤツだってとっくの昔に理解していたものの、せめて切せつ迫ぱくした状じよう況きようではちゃんとしていて欲しかった。

　マイペースな空は、虎こ太た郎ろうに謝ることも気分を害した素そ振ぶりも無いまま、かなり引いている表情のセリスを見て、

「大体さー、あたしらよく分かってないんだけど。どうしてリーダーはトイレで真まっ裸ぱだったの？」

「まっ、真まっ裸ぱだかじゃないわよ！　靴くつ下したは履はいてたもの！　それにっ、パンツだって…………ええと、確か……穿はいてたわ！」

　ちょっと迷っていたものの、最後は力強く主張した。

　虎太郎はそれに異議を唱えることなく、スルー。だってここで『いえ、会長さんのパンツは左足の膝ひざに引っ掛かかっているだけで、あれを穿いているというのは違ちがうと思います！』と言って得することは一つも無いから。さらなる変態疑ぎ惑わくを生むだけだし。

　それに呆あつ気けに取られてしまって、大してよく見ていたわけじゃない。肌はだが真っ白で綺き麗れいだなぁとか、思っていた以上に胸は小こ振ぶりなんだなぁとか、太ふと腿ももに二つ並んで黒子ほくろがあるんだとか、それくらいの感想を抱いだく程度にしか見てないし。青少年向けの雑誌で隠かくされてしまいそうな部分は、絶ぜつ妙みように手やら髪かみの毛やら角度の問題で見えなかった。

　今思い返しても残念だけど、『ちゃんと見えなかったので、じゃあ改めて見せてください』なんて言った日には、部屋を追い出されるのが確定してしまう。

　だから虎太郎は無言のまま、生徒会長の次の言葉を待つ。

　注目の玖く臥がセリスは乱されたペースを整えるように手でふわっとした髪かみを梳すきながら、目つきだけは鋭するどくこちらを見ていた。

「……朝のシャワーを浴びるつもりだったの。でもその前にお手洗いに行きたくなったから、服は脱ぬいだままで……」

「んー、それはリーダーがまずいんじゃない？　昨日、トイレの使用については決めたよね、ウミ？」

「……まあね。虎とら兄にいは二階のトイレ使用禁止。うちらが一階のトイレを使う時は注意……って話になってた」

「だよねぇ。しかもリーダー、鍵かぎかけてなかったんでしょ？」

　ごく当然な空そらの確かく認にんに、会長は見事に息を喉のどに詰つまらせる。

「うっ……それは、その、うっかり……でもっ、まだ寝ね惚ぼけていたからよ！」

「どうしてそこで強気に出れるの、リーダー？」

「だってだって、これはわたし以外の誰だれかがなってもおかしくなかったことよ!?　雛ひなも蒼海うみも朝が弱いじゃない！　この手のうっかりは十分にあり得るし、空だってお風ふ呂ろ上がりにパンツだけでうろうろ出来なくなるわよ?!」

「えー。でも、あたしは気にしな──」

「気にするのっ！　しないと駄だ目めなの！」

　ジャングル育ちかと訊ききたくなるくらいに肌はだの露ろ出しゆつに無む頓とん着ちやくな空そらに釘くぎを刺さして、それからセリスは味方になりそうな他ほかの二人を交こう互ごに見た。

　明らかに良くない流れだけど、ここで口を挟はさむのは危険すぎて、虎こ太た郎ろうは座して眺ながめていることしか出来ない。

　大だい丈じよう夫ぶかな、とハラハラしながら見守っていると、会長の蒼海うみと雛ひな姫きへの説得ターンが始まった。

「蒼海だって他人ひと事ごとじゃないのよ。男って基本はエロエロな生き物なんだから、干している洗せん濯たく物をじっと見られちゃうわ。もしかしたら洗濯前のを盗とられちゃうかもしれない危険性だってあるの！」

「……そんなキモくてリスキーなこと、虎とら兄にいはしないっていうか、出来ないと思うけど？」

「魔まが差すってことは誰だれにでもあるわ。このわたしがうっかり裸はだかのままトイレに行っちゃったくらいだもの」

　それは男が入居したことをすっかり忘れていただけなんじゃないかな、と虎太郎は思う。魔が差すのとは一いつ切さい関係ない。

「雛もよ。たまにお風ふ呂ろ上がりにバスタオルだけ巻いて出て来る時、あるでしょ？」

「……はい」

「あんなこと、男がいたら出来なくなるわ。……いいえ、そんなふしだらな格好をしていなくても危険ね。乾かわききっていない濡ぬれた髪かみに、少し水気を吸って肌に密着したシャツ──それだけで餓うえた男には十分すぎる刺し激げきよ。実際に手は出せなくても、きっと脳内で大変な扱あつかいをされてしまうのよ！」

　断定口調で言う会長の発想の方が危険じゃないかなー、と再び虎太郎は思う。ただ、話題に出た『バスタオルを巻いただけの百合ゆり川かわ雛姫』とか『風呂上がりのセクシー仕様』とかを想像してしまうと……まあ、うん、ご馳ち走そう様さまですって感じだけど。正直、想像しただけで少しヤバいもの。

　危あやうく脳内が桃もも色いろ支配を受けそうになるが、雛姫が綺き麗れいな顔をちょっと顰しかめるのが見えたので、すんでのところで踏ふみ止とどまる。クラスメイトになったばかりの彼女に変な印象を与あたえたら、住居問題だけでなくクラス内でも大きな問題となってしまう。

　生徒会副会長でクラス委員という影えい響きよう力抜ばつ群ぐんな百合川雛姫は、切れ長の瞳ひとみを細めて俯うつむき、

「今セリスさんが言ったことはともかく──私は初めからあまり、男の人が入居することを快く思っていませんでした」

　……旗色をさらに悪くさせる一いち撃げきを口にされてしまった。

　まずい、と思った虎太郎は、どうにか自分の潔白と安全性をアピールしようとするが、

「そうよね！　やっぱり雛もそう思うわよね。いくら困っているからって、流石さすがに問題があったわ！」

　明確な味方を得たと、セリスが意気込んで何度も頷うなずく。

　これはますますまずいと、慌あわてて虎こ太た郎ろうは立ち上がって右手を挙げ、

「いやでもっ、僕はトイレに行こうと思っただけで！　せめて会長が鍵かぎをかけていてくれれば、あんなことには──」

「誰だれにでもあるミスだわっ。それにあなたっ、あんなに膨ふくらませていたじゃない！」

「ぅえぃっ!?　いや違ちがっ、あれは違くてっ、よくある朝の生理現象で！」

　とんでもない指し摘てきに首をブンブン振ふって『そういうこと』じゃないとアピールするも、セリスは腕うで組ぐみをして軽けい蔑べつの視線を向けてくる。

「ふんだ、誤ご魔ま化かされないわよ。あんなに鼻を膨らませておいて、興奮していなかったなんて言わせないわ」

「……………………あ、そっちですか……」

「そっち？　そっちって、何よ？」

「リーダーリーダー、トラが言っているのは上じゃなくて下の方もってことで──」

「空そらは余計なことを吹ふき込まないでくださいお願いします！」

　全部言う前に虎太郎が土下座する勢いで頼たのみ込むと、にまっと笑って空は口を閉ざしてくれた。これだから男兄弟がいるヤツは油断出来ない。

　蒼海うみもどうやら分かってしまったらしく、不ふ機き嫌げんそうに向こうを向いているけど横顔が赤くなっているし、雛ひな姫きも……駄だ目めだ、薄うつすらとだけど頰ほおが赤くなっている。理解してしまっている反応だ、あれは。

「──とにかく！　実際に事故が起きてしまった以上、わたしは彼を置いておくことに反対よ！　境きよう遇ぐうには同情するけれど、出て行って貰もらうのが一番いいわ」

　バン、と机を叩たたいた玖く臥がセリスの声が、生徒会室に響ひびき渡わたった。それを聞いて、虎太郎は一気に差し迫せまった大問題に意識を戻もどされ、同時に『やばい』と頰ほおを強こわ張ばらせる。

　打開策なんて、まだ考えついていない。というか、自分に非が無いと理解した上でも追い出される流れで……ひょっとしたら詰つみなのかもしれないくらい、状じよう況きようは最悪だ。

　どうしよう、どうすればいいんだろう──と必死に考えるが、虎太郎が答えを導き出す前に、幼おさな馴な染じみの不満げな声が聞こえてきた。

「でもリーダー、トラは悪くないんだしさー。しかも洗面所とかお風ふ呂ろとかでならともかく、トイレで裸はだか見られるなんて、普ふ通つうあり得ないって。そんなの、よっぽどだよ？」

「わっ、わたしが悪いっていうの?!　ほんのささやかな心の隙すきが生んだ悲劇じゃない！」

「じゃ、ちっとも悪くないと思ってるの？」

「……ちょっとくらいは悪いかもしれないわ！　でも、ちょっとよ！」

　ほぼ全面的に悪いはずなのに、どうしてそこまで強気の態度でいられるのか、虎太郎には不思議で仕方ない。芸能人ってこういうものなんだろうか？

　ともあれ、空そらが援えん護ご射しや撃げきをしてくれた。普ふ段だんは……というか、今もそうだけど、問題をややこしくする発言が多いヤツだから、的確な指し摘てきなんて滅めつ多たに無いことだ。

　これを無む駄だにしたら後は無いと思った虎こ太た郎ろうは、ここしか無いと勢いよく立ち上がる。その拍ひよう子しに座っていたパイプ椅い子すが倒たおれてしまい、音に反応して皆みなの視線が集まった。

「あのっ、本当にあれは事故で、悪気とか一いつ切さい無かったんです！　もし追い出されてしまったら、行く場所はどこも無くて！」

「それは昨日も聞いたけれど……事情を話せば世話を焼いてくれる先生の一人くらいはいるんじゃない？」

「……既すでに生徒指導の尾お野の山やま先生が立候補してくれてますが、あの人の世話になるくらいなら僕は公園生活を選びます」

「えぇっ、ホモ山やまに目をつけられて……じゃあ他ほかの先生の助けは期待出来ないわね。男性教師からは恐おそれられ、女性教師からはモテて評判いいのよ、あのホモ」

　流石さすがは高校生活三年目、疑ぎ惑わくの教師をあっさりと断定でホモ扱あつかいしていらっしゃる。しかしそれはつまり『噂うわさはガチ』っていうのが確定事じ項こうということにも繫つながるので、虎太郎としてはちっとも笑えない。

　やっぱりここが最後のチャンスだと、もう長机に額をぶつける勢いで頭を下げ、

「今後は事故でもああいうことは起こらないよう細心の注意を払はらいます！　だからここに……次に住む家が決まるまでの間でいいですから、しばらく置いてください！　極力迷めい惑わくはかけないよう努力しますからっ」

「…………むむー……」

　こちらの必死な訴うつたえが多少は効果あったのか、会長は眉み間けんに皺しわを寄せて考え出した。

　ただ、相変わらず表情は不満そうなので、判定が覆くつがえる可能性はそこまで高くないかもしれない。そうなったら、宿無しかホモ山ルートの恐きよう怖ふの二に択たくになる。

　深刻な問題だと捉とらえて貰もらいたいけど、あまり色々言うと逆効果になりかねないので、虎太郎は歯は痒がゆさを堪こらえて会長の答えを待つ。心の中で『どうか考え直してくれますように』と喧やかましいくらいに願いながら。

　胃が痛くなりそうな沈ちん黙もくが続いた後、玖く臥がセリスは赤い髪かみを軽く揺ゆらして立ち上がり、

「──ここは皆の意見を聞くことにしましょうか。あそこはわたしの家だけど、皆で暮らしている家だものね」

　言って、虎太郎以外の三人の顔を順に見る。

　そして視線が自分に集まったのを確かく認にんしてから、セリスは小さく咳せき払ばらいをし、

「コホン。それじゃ、彼を…………ええっと…………たろ、じゃなくて、虎太郎をこのまま住まわせてもいいと思う人は挙手してちょうだい」

　この先の生活がどうなるのかが決まる、重大な一幕が上がった。

　虎こ太た郎ろうがすがるような気持ちで見ている中、張り詰つめた空気をぶち破るように真っ先に声をあげたのは、

「はいはーい、あたしは当然オッケーね」

　やっぱりというか親愛なる幼おさな馴な染じみで、迷い無くピンと伸のばして手を挙げてくれた。

　そしてそれにつられるように、隣となりに座る妹の蒼海うみも、

「……つっても、火事で家無いんだし。仕方ないじゃん」

　不本意そうに手を挙げる姿に、虎太郎は思わず涙なみだが出そうになった。小さい頃ころから小学校を卒業するくらいまでは一いつ緒しよによく遊んだけど、相変わらず素す直なおじゃないくせに思いやりに溢あふれた子だよ。あの優やさしさ、アメリカにいる妹にも見習って欲しい。

　挙手が多数決なら、これで過半数割れはまず無くなった。そのことに虎太郎は、まだどうなるか分からないものの少しだけホッとして……いたが、落ち着いていられたのは、数秒の短い間だけだった。

　何故なぜなら──百合ゆり川かわ雛ひな姫きが静かに手を挙げる光景を、見てしまったから。

「えっ、雛も賛成なの？　さっきは反対だって……」

「好ましくは思っていません。ですが、一度受け入れておいて過失無しの相手を追い出すのは、流石さすがに間ま違ちがってますから」

「…………あれ？　もしかしてわたし、非難されてる……？」

　小さな声で会長は呟つぶやくが、雛姫はそれに構うことなく、虎太郎の方へ視線を向けた。

　目が合って──それだけで心臓が軽く跳はね上がり体温が急上じよう昇しようする感覚に襲おそわれる。美人にはそこそこ慣れているつもりだったけど、そんなの気のせいでしたと考え直さないといけないくらい、緊きん張ちよう感が半はん端ぱない。

　赤みがかった瞳ひとみに見つめられて虎太郎が固まっていると、雛姫はあっさりとこちらから視線を外して、

「それに、どこにも行く宛あてがない生徒を放置したままというのは……生徒会としても問題があるでしょう？」

　とてもとても常識的な意見で、いかにも優等生な副会長らしかった。

　しかもただ正論を言った、って感じじゃなくちょっと同情してくれている口調で、虎太郎はそれに感動してしまう。勝手な思い込みかもしれないけど、少なくとも自分の中のイメージでは、冷たい印象の強かった雛姫が暖色系の色で彩いろどられる。

　意外な展開に虎太郎が涙るい腺せんを緩ゆるませていると、先の言葉にセリスも感じるところがあったのか顎あごの下に人差し指を押し当てて悩なやみ出した。

「……ん、そうね。でも…………そうねぇ……」

「いいじゃんリーダー。あたしら三人はオッケーだったんだしさ」

「……ホモ山やまの餌え食じきになったら後味悪いし」

「ええ、あなた達の気持ちは分かったわ。でもね、わたしとしても個人としてじゃなくて、責任者としての判断ってものがあるのよ……んんー……」

　責任云うん々ぬんの話をする割に昨日はあっさり受け入れてくれたけど、そこを突つっ込むことはしない。昨日は多分に同情してくれていたんだろうし、直接事故ったのは会長だけなので、やっぱり心の変化はあったのかもだし。

　だから眉まゆ根ねを寄せて考える会長に、虎こ太た郎ろうは無言のまま『どうか思い直してください』と願いを込めた視線を送ることしか出来ない。

　長い長い沈ちん黙もくが続き、体感時間では何十分も過ぎたように感じられた頃ころ、




「あっ……その手があったわ」




　ぽつりと、小さな呟つぶやきが形の良い唇くちびるから漏もれた。

　ついに結論が、と思わず背筋を伸のばして身構える虎太郎だが、すぐにちょっと何かがおかしいと気付く。

　……というか、普ふ通つう分かる。さっきまで怒おこったり真しん剣けんに考えたりしていたはずなのに、急ににへらっと頰ほおを緩ゆるませて、しかも「くふふっ」とか笑い声を漏もらしているんだから、どう考えてもおかしい。

　この会長大だい丈じよう夫ぶなのかな、と本格的に心配になる虎太郎の前で、セリスは笑えみを隠かくそうとして隠しきれない感じで口くち端はしをピクピクさせて、

「──いいわ。皆みなの了りよう解かいもあることだし、とりあえずはうちに置いてあげることにします」

「あっ、ありがとうございます！」

　お許しの言葉が出たことに、虎太郎は心の底から喜ぶ。良かった、これで四月のまだ寒い夜よ露つゆに濡ぬれなくて済むし、ホモ山やまの餌え食じきにもならないでいい。特に後者は、本気で涙なみだが出るくらいに嬉うれしい……！

　この場で全員にお礼と握あく手しゆをして回りたいくらいに気持ちが舞まい上がる虎太郎だが、そこに水を注さすようなセリスの言葉が届く。

「ただし！　それにはいくつか条件があるわ」

「え……条件、ですか？」

「ええ。まず大前提として、一学期の終わりに虎太郎をそのまま住まわせてもいいか、改めて確かく認にんするわ。これにわたしを含ふくめて全員が賛成しなかった場合、夏休みの間に出て行って貰もらうわよ」

「は、はい……」

　会長も含めて、というところが少し罠わなっぽい気もするけど、虎太郎はとりあえず頷うなずいた。今はまだ一学期も始まったばかりなので、時間の猶ゆう予よは結構ある。

　もし賛同が得られなくて追い出されるにしても、夏休みなら何とかなるはずだ。遠い町に住んでいる親しん戚せきの世話にでもなりながら、新しい家を探すのには十分な期間があるはずだ。

　あと、昨日から接している感覚からすると、この会長なら一週間も経たたない内に今朝の悪印象は忘れてくれそうだし。なんというか、『過去は振ふり返らないぜ、未来に生きろ！』と言わんばかりな勢いで綺き麗れいさっぱり無かったことになってそうな気がする。

　だからどちらかというと、問題になるのはまだ出ていない他ほかの条件だ。

　喜んでばかりじゃいられないぞと自分に言い聞かせ、虎こ太た郎ろうは気を引き締しめて会長の次の言葉を待つ。

　皆みなが注目する中で、立ち上がったままだった玖く臥がセリスは虎太郎の方を見ながら、ゆっくりとその場を離はなれて窓側がわに歩き始めた。

「まず一つ、今後虎太郎が自分のミスで今回みたいな事故を起こした場合、アウトとカウントするわ。それがスリーアウトで強制退去……いい？」

「えっ!?　もしかして今回のもカウントに入ってるってことですか?!　それにこっちにとっては歩道を歩いていたら無む灯とう火かの自転車に撥はねられちゃいましたって感じの、不幸な貰もらい事故だったんですけど……！」

「あれはわたしも悪かったわよ！　でも虎太郎だってわたしの裸はだかを見て……あっ!?　そうよっ、それから裸を見たことは忘れなさい！　誰だれかに言い触ふらしたりなんかしたら、生徒会長と芸能人のダブル権力でこの世から居づらい感じに追い詰つめるわよ?!」

「わっ、忘れます忘れます！　というか、もう殆ほとんど覚えてないですからっ」

「何よそれ!?　わたしの裸が大したインパクトなかったみたいじゃない！」

「あー、リーダーじゃ凹おう凸とつが少ないもんねー。ヒナっちよりはありそうだけど」

「そうよそうよ、雛ひなよりはずっとあるわよ──って、雛!?　違ちがうのよ、これは言葉の綾あやで……だからそんなに怖こわい目をしないで……！」

「……いいですから、話を戻もどして下さい」

　親しん戚せきを見る目つきとは思えない研とぎ澄すまされた日本刀みたいな迫はく力りよくでセリスを睨にらんでいた雛ひな姫きは、ちっともよくなさそうな口調で言う。

　これ以上は本気で逆げき鱗りんに触れると直感したのか、会長は慌あわててキリッと表情を改め、

「……コホン。だから、ええと……そう、今回の件はカウントしないわ。でも、似たようなことがあれば基本的にはアウトにするわよ」

「う……それ、僕が全面的に悪い場合ですよね？」

「ええ。ただし、滑すべって転んで押し倒たおしちゃいました～、みたいなやつはアウトよ？　相手が転んで押し倒されるのなら、まあセーフでいいわ」

　そう聞くと、かなり厳しい条件だ。滅めつ多たに無いこととは思うけど、新居で初めて迎むかえた朝にあんなハプニングがあったくらいだから、たまにあり得るかもしれないし。

　でも、三回で退去なら……たぶん平気だとは思う。火事なんて激げき烈れつな不運があって、今朝もとんでもないことがあったとはいえ、基本的にそこまで酷ひどく運が悪いってわけでもないから。

　……まあ、ちょっと人より存在感が薄うすいと言われなくもない、けど……

「なぁに、随ずい分ぶん深刻な顔をしてるわね？　自信が無いの？」

「……はい…………自分という存在に自信が持てなくて……」

「ど、どうして急にそんな悩なやみを……!?　違ちがうわよ、今の問題はわたしが出した条件を守れるかどうかなのよ?!」

「…………あ、はい。そっちなら、たぶん」

　虎こ太た郎ろうの答えに、ちょっとびっくりした表情のセリスは胸に片手を当てて小さく息を吐はき、

「全くもう、調子が狂くるうわねー……それじゃ、気を取り直してもう一つの条件を出すわよ」

　言って、ツカツカと生徒会室の隅すみの方へと歩いて行き、角に置かれた背の高い大きなロッカーの前で止まった。

　虎太郎は最初、それを掃そう除じ用具入れだと思って見ていたが……すぐに違うと気付く。

　そのロッカーの隣となりにもう一つ同じサイズのロッカーがあって、そちらに『掃除用具』と書かれた札が貼はられていた。

　となると、会長が開いたロッカーの方には別の何かが入っているはずだ。

「これから虎太郎には、臨時の生徒会役員になって貰もらうわ」

「やっ、役員？　僕がですか？」

「そうよ。表向きには……雑用係でいいかな」

「表向き、って…………え……？」

「よいっ……しょ！　うん、これよっ、これ！」

　疑問盛りだくさんな虎太郎の声はさくっと無視され、会長はロッカーの中に突つっ込んでいた両手を勢い良く引き抜ぬいた。

　そして出てきたモノを見て──

　相あい羽ば空そらは『あー、それやっちゃうんだー』と悪戯いたずらっぽい顔になり、

　相羽蒼海うみはどこかげんなりするように目を細めて頰ほお杖づえを突き、

　百合ゆり川かわ雛ひな姫きは殆ほとんど表情を変えないまま、どこか呆あきれたような吐と息いきを漏もらす。

　そして虎太郎の感想はというと──

「…………なんですか、それ……？」

「えっ？　分からない？」

　逆に問い返されるけど、思わず呟つぶやいてしまうくらいちっとも分からない。

　そこにいたのは会長──じゃなくて、それより一回り以上大きな『何か』だった。

　パッと見の印象は『大きなコアラのぬいぐるみ』だ。かなりぐにょっと崩くずれているけど、顔の造りはそんな感じがする。

　大きな目は垂たれ気味というのかだらしない感じで、しかも大きな口からは舌がでろんと出ている。へにょっと垂れた耳も油断しきっていて、全体的に白っぽい茶色というか、枯かれ草くさ色みたいになっていた。

　サイズの割に手足は短いし、短くもふっとしている尻尾しつぽは柔やわらかそうで……もしかしてこれはコアラじゃないのかもと、思い直す。

　勘かん違ちがいかなぁ、とかなり自信無く虎こ太た郎ろうはその動物を口にした。

「それ、犬なんですか？」

「ええ、そうよ。正確にはラブラドールレトリバーね」

　……どちらかというと、正確に言うと正解から遠ざかって感じられた。デフォルメした、って表現で補えるレベルは、たぶん超こえているし。

　一体何がどうなるんだろうと虎太郎が見守る中、会長は『ラブラドールらしきもの』の着ぐるみを、両腕うででしっかりと脇わきの下辺りをホールドして抱だき抱かかえる。

　そして楽しくて仕方ないというように目を輝かがやかして笑い、虎太郎を指差して──




「あなたには生徒会のマスコットキャラ、『ラブらん』になって貰もらうわ！」




　高々と、謎なぞの宣言が生徒会室に響ひびき渡わたった。










　　　三




　新学期も始まって早十日が過ぎ、新しいクラスにも少しずつ慣れてくる頃ころ。

　昼休みという、本来ならゆっくり談笑でもしながら昼食を摂とる時間に、今日の虎こ太た郎ろうは何をしているかというと、

「やっ、可愛かわいい！」

「そうかな～？　でも触さわり心地ごこちは良いね」

「ちょっとこの顔キモくない？」

「愛あい嬌きようがあると思いますよ？　わたし、好きかも」

　……ちょっとしたハーレム状態になっていた。

　体育館で女子バスケットボール部のユニフォームを着た十人近い女の子に囲まれて、手を触られたり顔を撫なでられたり、もうやられたい放題。

　こんなにたくさんの女の子にキャーキャー言われるなんて人生初めての経験で、嬉うれしくないと言ったら噓うそになる。でも正直なところ、戸と惑まどいの方が多い。

　何故なぜなら──

「そういえばこの犬の着ぐるみ、何て名前だっけ？」

「確かラブらんじゃなかった？」

「……え、犬？　この子、犬だったの？」

　はしゃいでいる女じよバスの子達が言うように、着ぐるみの中に入っているからだった。

　明日から部活の仮入部期間が始まるが、その前に各部活の活動写真が必要になる。本来は新聞部がその写真を撮とってきてくれるらしいけど、いくつかの部は新聞部と折り合いが悪く、生徒会が代わりに撮ることになったそうな。

　そして昼休みに体育館で試合用ユニフォームを着て写真を、というところで、会長が『どうせならマスコットも一いつ緒しよに写りなさい』と言った為ために……こんなことになってしまった。

　着ぐるみ自体は見た目よりも動き易やすくて、ちょっと暑いものの我が慢まんは出来る。しかも普ふ段だんは空気同然に紛まぎれているだけの、窓際ぎわに置かれたサボテン以下の存在感しか無い自分がここまで歓かん待たいを受けているんだから、考えようによっては『着ぐるみ万ばん歳ざい！』って感じかもしれない。

　……ただし、逆に考えるとえらいことになる。

　例えばガッチリ右腕うでをホールドしてくる背の低い同級生なんて、思いっきり目を輝かがやかせてこちらを見上げ、

「あのっ、中に入っているの相あい羽ばさんっていうの、本当なの!?」

「ちょっと落ち着きなさいって。ラブらんも困ってるよ」

「だってだって、あの相羽さんとこんなに近くに！　抱だきつけるなんて、凄すごいっ！」

「へー、空そらちゃんが中に入ってるの？　あたし、副会長の百合ゆり川かわさんって聞いたけど」

「そっちだとしても凄すごいわよね。御ご利り益やくありそうだし、わたしもハグしちゃおっかな」

　──と、何やら中身を勘かん違ちがいされていた。これで本当は男の自分が入っていると知られたら、確実に天国から地じ獄ごくへ真っ逆さまコースだ。具体的には、袋ふくろ叩だたきに遭あうかもしれない。もし物理的には無事に済んでも、きっと社会的には死ねる。明日から学校に来れないレベルの噂うわさが瞬しゆん時じに広まりそうだ。

　おまけに、さっきから抱だきつかれたり、腕うでを胸むな元もとに抱かかえ込まれたりしているけど……本来なら柔やわらかさを受け止めて幸せな気持ちになれるはずなのに、着ぐるみ越ごしなので肝かん心じんの感かん触しよくが殆ほとんど無いという悲しい事態になっているし。

　なのに男だとバレたら死んだも同然って、ハイリスクノーリターンすぎる……！



「ほらほらー、皆みなはしゃぐのはそこまでにして！　写真撮とるわよー！」

　そして諸悪の根源とも言えるセリスがカメラ片手に目を光らせているので、下手に逃にげることも出来ない。というか、どうしてあの会長はこの状じよう況きようを止めてくれなかったのか──

「あっ、あれっ？　またレンズが引っ込んだわよ?!　ねぇこれ本当に大だい丈じよう夫ぶ？　不良品じゃないの？」

「あの、会長……しばらく操作をしないと自動で電源が切れるだけなので、故障じゃないです。普ふ通つうのことですから」

「むー……難しいわね。もう一度やり直しよ、説明して！」

　……今時、デジカメの扱あつかいが分からないとか。田舎いなかの祖父母でも出来そうなものなのに、本気でポンコツなんだろうか、この会長。

　それにしても──この人が、まさか引き続き住まわせて貰もらう交こう換かん条件にあんなことを言い出すなんて、ちっとも予想していなかった。

　あの日──火事に遭あってから三日目、『コーポ玖く臥が』に住むことになった翌日に、生徒会室であったやり取りを疲つかれた頭で思い返して、虎こ太た郎ろうは着ぐるみの中で大きなため息を吐ついた。
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「──今、生徒会は危機を迎むかえているわ。空前のピンチと言っても過言じゃないわね」

　抱かかえていたラブらんを、自分の座っていた椅い子すに器用に座らせてから、セリスは芝しば居いがかった口調でそう言った。

　妙みように様になるのは、やっぱり芸能人だからなんだろうな……、と虎太郎はぼんやり思う。正直、頭の中は突とつ然ぜん出て来た謎なぞの着ぐるみと、それになれと言われたことで一いつ杯ぱいだった。

　大人しく聞く体勢になっていると、会長は癖くせの強い赤毛の髪かみを手で梳すきながら、どこか憂うれいのある目をして呟つぶやく。

「昨年度の一月頃ごろから、新聞部の行っているアンケートでの生徒会支持率が落ちているの。特に三月は酷ひどいものだったわ。まだ今月は行われていないけれど……始業式の反応から察するに、良くない結果になるのは目に見えているわね」

「入学式の時の、外部入学組の反応は良かったんだけどねー。芸能人が生徒会長さんっていうのは、やっぱ珍めずらしいし」

　空そらが追加情報をくれるものの、机に片かた肘ひじを突ついたやる気のない姿勢で、ちっとも焦あせりとか脅きよう威いに感じているとか、そういった風には見えない。

　他ほかの二人も、蒼海うみは聞いているのか聞いていないのか分かりづらいノーリアクションだし、雛ひな姫きに至っては慌あわてず騒さわがず手元で資料らしきものを広げて仕事をし始めた。

　この生徒会まとまりないなー、と虎太郎が感想を抱いだいていると、

「確かに、問題はあったわ。十一月末の選挙で生徒会長になって新体制が始まったけれど、人員が決まった他ほかの役職は副会長だけ。業務に支障は無くても、やっぱり他の生徒達からすれば不安にも思うし、快くもないわね」

「それは些さ細さいな問題じゃないの？」

「……何よ空、他に問題があるような言い方をして」

「やっぱりさぁ、リーダーが留年したのが大きかったんじゃない？　生徒会長がダブるって、普ふ通つうあり得ないもん」

「っっ～～～、あなたまた人が気にしていることを！　わたしだって好きで留年したわけじゃないのよっ!?」

　ちょっとクールで知的な雰ふん囲い気きで語っていたのに、セリスは一変して涙なみだ目めに。どうやら、まだダブってしまったショックは大きいらしい。

　幼おさな馴な染じみが人のナイーブなところを遠えん慮りよ無く踏ふみ抜ぬいていくのを目まの当あたりにして、虎こ太た郎ろうはハラハラしながら様子を窺うかがう。

「け、結果は変えられないわ！　大事なのはこれからっ、この結果を踏まえてわたし達が何をするかってことなの！」

「でもさ、リーダー……本当に『それ』でいいの？」

「いいのっ。このわたしが昼ひる寝ねするのも夜中に面おも白しろ動画を見るのも止やめて考え出した、究極のアイデアよ！　間ま違ちがいないわっ！」

　涙を堪こらえて豪ごう語ごするセリスを見て、虎太郎はどんな秘策があるのだろうと固かた唾ずを吞のんで……すぐに、自分がとんでもない勘かん違いをしていることに気付いた。

　どうして今、こんな話になっているのか。それをすっかり失念していた。

「──この春から生徒会で活かつ躍やくすることになったお助けマスコットキャラ、ラブらんが全すべてを払ふつ拭しよくしてくれるのよっ！」

　……そう、答えはずっと目の前で鎮ちん座ざしていた。

　さっきまで自分が座っていた席に陣じん取どるラブラドールにはとても見えない着ぐるみの頭を、うっとりした表情のセリスは愛いとおしげに優やさしく撫なでて、

「わたしね、考えたの。分かり易やすく人気と信しん頼らいを勝ち得るには、これまでとは違う新しい何かが必要だって。それも斬ざん新しんなものほどいいわ。インパクトが強いもの」

「確かにその着ぐるみのインパクトは肝きも試だめしのお化け並みですけど……でも、それを着てどうするっていうんですか？」

　さっきの言われ方からすると、アレを着る羽目になるのは虎太郎だ。自分が中に入る目的が分からないし、そもそもあんなのに入りたくもない。

　だから変な理由ならどうにか説得出来ないかなー、と思いながら訊きいてみると、セリスは勝ち誇ほこるように笑えみを浮かべて、

「ラブらんはこの学校、そして地域の人助けを生いき甲が斐いとしているの。だから困ったことがあればラブらんに相談の手紙を送って貰もらえれば、すぐに駆かけつけて解決するのよ！」

「……ええっと…………真ま面じ目めな話、それって無理じゃ……」

「失敗してもいいの！　大事なのは、ラブらんが無む償しようで頑がん張ばってくれた、っていうところよ！　可愛かわいいラブラドールのラブらんが、何の利益にもならないのに手伝ってくれるのよ？　これで感動しないわけがないじゃないっ」

　我が子の運動会での奮ふん闘とうを熱弁する母親みたいなセリスの言葉に、誰だれも口を挟はさめない。

　勿もち論ろん、虎こ太た郎ろうも何も言えない。ここで『あのでも、あからさまな生徒会の点数稼かせぎっぽく映りません？』なんて言えるはずもないので。

　──と、思っていたら、

「リーダー、前にもちらっと言ったけどさ？　それって点数稼ぎだってもろバレしちゃってあんま意味無いかもよ？」

　……時間差で、幼おさな馴な染じみの空気読めない攻こう撃げきが火を噴ふいた。

　お前それは言っちゃ駄だ目めだろう、って目で見つめるけど、鈍どん感かんな空そらはそんなこちらの視線に気付きもしない。

　とんでもない爆ばく弾だんが投げつけられ、虎太郎がハラハラしながらセリスの様子を窺うかがうと……意外なことに、会長は余よ裕ゆうの態度で腕うで組ぐみしていた。

「いいのよ、別に。生徒会に充あてられた予算を使う訳じゃないんだから、やってもマイナスにはならないわ。肝かん心じんなのは『この学校や周辺地域を良くしたい、役に立ちたい』っていう意志を見せることだしね」

「それは分かりましたけど……あの、僕にやらせようって決める前はどうするつもりだったんですか？」

「本当は空にやって貰もらうつもりでいたの。でもね、空ったら──」

「試ためしに着た時、息苦しくってさー。胸が押し潰つぶされちゃうんだもん」

「またおっぱい自じ慢まん!?　三日前もお風ふ呂ろに入って来て、散々見せびらかしたばかりなのに！」

「やだなぁリーダー、自慢になんかならないって。重いし邪じや魔まだよ？　無ければもうちょい動きのキレが良くなるっていうのに、なかなか減ってくれないし」

「くぅぅぅ……持たざるものへの暴力だわ……！」

　悔くやしげに言ったセリスが胸を押さえる仕草をするので、虎太郎の視線は釘くぎ付づけになる。……うん、実はそこまで悔しがらなくてもいいくらいの大きさはあると見た。

　逆に無反応のクラスメイト、雛ひな姫きの方は……なんかこう、『着物がとてもよく似合いそうですね』と言う以外にないような壁かべっぷり。や、瘦やせてて綺き麗れいだから、それこそ無む駄だを削そぎ落としたって感じなんだけど。

　きっとうちのクラス委員なら苦しくならなかったに違ちがいない、と虎太郎が失礼なことを考えていると、話の続きが耳に入ってくる。

「ま、ちょっと中に入るくらいならいいけどね。部活もあるし、そもそも身動き取りづらい着ぐるみを着るのってストレス溜たまっちゃって」

「空の身長に合わせて作ったのに……見た目よりずっと軽くて動き易やすいし、通気性もちゃんとしているし、正体が分からないようボイスチェンジャーまで付けたのに！」

　無駄に高機能だった。この着ぐるみにかける会長の思い入れが出まくりで、だからこそ余計に見た目の残念さが勿もつ体たいない。

「……それにしても、どうしてラブラドールなんですか？」

　もう少しデザインはどうにかならなかったのかなぁ、という気持ちを抑おさえ込んで虎こ太た郎ろうが訊たずねると、セリスはさっきまでの憤いきどおりを綺き麗れいさっぱり洗い流した可か憐れんな笑えみで、

「犬って可愛かわいいし人気あるでしょ？　だから愛まな杜もり学園にちなんでラブラドールにしてみたのっ！　どう？　マスコットとしては完かん璧ぺきじゃない？　こんなの誰だれも思いつかないはずだわ！」

「いや物もの凄すごく安直なアイデアですからね!?　もう少し考えて行動しないと、人生踏ふみ外して大変なことになりますよ?!」

「人生踏み外すとか言わないでよ！　留年が決まってから何度似たようなことを言われたと思ってるの?!」

　そんなことこれっぽっちも知ったこっちゃない。でも再び涙なみだ目めになっているから、本気で辛つらかったんだろうなぁ、とは思う。

　だから虎太郎は声のトーンを落とし、少し相手を落ち着かせるつもりで話しかける。

「色々と分かりましたけど……結局、そのラブらんを僕が着て、生徒会に協力するっていうのが住まわせて貰もらう条件なんですね？」

「簡単に言うとそういうことよ。慈じ善ぜん活動に近いことをするから、キチンとしてくれるならあなたの人間性の証明にもなるわよ？」

「虎とら兄にいは会長が気にする程ほど、何かやらかすような度胸ある人じゃないけど」

　ここまで興味無さそうに聞き役に徹てつしていた蒼海うみが、横から口を挟はさんできた。フォローなんだと信じたいけど、ちょっと微び妙みような評価で、虎太郎としては喜びきれない。

　ただ、どうやらセリスにとってそこまで有効な言葉ではなかったらしく、静かに首を横に振ふられてしまった。

「蒼海が言うならそうかもしれないけど、こういうのは実績が無いとね。何なら学内で虎太郎に関するアンケートでも取ってみましょうか？　その結果次し第だいでは、仕方ないからラブらんの件は無しにしてもいいわよ」

「…………あの……去年と今年のクラスメイトにすら『誰だれそれ？』って言われるのがほぼ確定なので、勘かん弁べんしてください……」

　それはもう残ざん虐ぎやくな公開処しよ刑けいになってしまうから。後で静かに首を吊つりたくなるのが目に見えているし。

　──ともあれ、だ。

　どうやら他ほかの選せん択たく肢しは無さそうだった。あの家を出るなら話は別だけど、出来ればそんなことはしたくない。

　空そらと蒼海の姉妹だけでなく、雛ひな姫きもいていいと言ってくれた。反対しているセリスだって、期限になる一学期の間に問題を起こさなければ、きっと考え直してくれるはずだ。

　その為ためには……甘んじて受け入れないと。

　具体的に中に入って何をやるのかは殆ほとんど理解していないが、背に腹は替かえられない。イロモノ扱あつかいになるのは目に見えているけど、この際それくらいやってやろう。

　それに立派に務めを果たせば、皆みなも自分のことを認めてくれるかもしれない……！

　決意を固めた虎こ太た郎ろうは、心の中で小さく『……よし！』と頷うなずいてから、改めて会長を真まっ直すぐに見る。

　そして視線がバチッと合ったのを見計らって、大きく息を吸い込んで言い放った。

「──分かりました。その着ぐるみのラブらんの役、やらせて貰もらいます！」




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




　撮さつ影えいも終わり昼休みも半ばを過ぎようとする中、虎太郎は一人、生徒会室に置かれた長机に倒たおれるように突つっ伏ぷしていた。

「………………つか…………れたぁ……」

　掠かすれた声で呟つぶやいて、机と額をこんにちはさせていた姿勢から顔を横に向ける。

　視線の先には、部屋の隅すみに置かれた大きなロッカー。その中に仕し舞まってある犬の着ぐるみが、ご飯を食べる気力も湧わかないくらいの疲ひ労ろうの原因だった。

　さっきまであのデフォルメされまくって崩くずれ果てたラブラドールもどきを着ていたけど、開放感より疲労感が強い。しかも悠ゆう長ちように着替える暇ひまが無くて、ブレザーだけ脱ぬいで制服のまま中に入ったから、シャツやズボンがよれていて、かなり格好の悪いことになっていた。

　どうせ誰だれもいないんだし、と身み嗜だしなみを整えるのを放置してしまうくらいには疲つかれ果てていて、口からはため息とぼやきが漏もれるばかりだ。

「……あの時の僕は、どうしてあんなことを言ってしまったのかなぁ……」

　思わずそんな後こう悔かいをしてしまうくらい、この一週間はとてもハードだった。

　──まず、ラブらんのお披ひ露ろ目めということで、翌日から朝の教室を会長と一いつ緒しよに挨あい拶さつ回りをして、昼には全校放送で視し聴ちよう覚かく室からラブらんの趣しゆ旨し説明を交えてのテレビ出演。

　放課後は校門の所で下校する生徒に手を振ふり、それが終わればグラウンドや体育館といった部活の場に顔を出した。

　さらに翌日には朝から学校周辺のゴミ掃そう除じ、昼休みには学食の手伝い、放課後は学校を飛び出して駅前で通り過ぎる人達に挨拶をして……正直、あれが一番キツかった。大人達の胡う乱ろんげな目に、子供達の容よう赦しやない体当たりや殴なぐる蹴けるの暴行、女子中高生達の馬ば鹿かにした笑い声とか……途と中ちゆうでどこかの店のセール告知をしに来た忍にん者じやっぽい猫ねこの着ぐるみとバッタリ会ったけど、顔は見えないし表情も変わらないのに、何故なぜか互たがいに無言で慰なぐさめ合ったし。同じ苦労をした相手にしか分からないシンパシー、みたいなものだと思う。

　そんなこんなでこの一週間、土日も含ふくめてラブらん活動をした結果、虎太郎は見事に疲れ果ててしまった。

「……せめて、一いつ緒しよに回るのが他ほかの人ならなぁ……」

　あの見た目が特とく徴ちよう的すぎる着ぐるみだけでも目立ちまくりなのに、隣となりにいるのは元有名子役で現役モデルの玖く臥がセリスだ。

　学校の中でならまだしも、駅前で携けい帯たい用マイクでラブらんのことを呼びかけなんてしていたら、そりゃもう囲まれる囲まれる。遠巻きに見ている人はいいけど、サインや握あく手しゆを求めてくる人達が多すぎて、途と中ちゆうからずっと近くの交番にいた警官が張りついていたくらいだ。……しかもその警官も、最後に握手して貰もらっていたし。

　まあ、他の人は他の人で忙いそがしいんだから、仕方ないけど。空は部活があるし、蒼海うみは夕食の準備と図書委員の仕事。

　そして百合ゆり川かわ雛ひな姫きは、生徒会とクラス委員の仕事がある。会長がどさ回りのマネージャーみたいなことが出来るのも、優ゆう秀しゆうな彼女が他の人の仕事も全すべてこなしてくれているからだ。その上に別の雑務なんて、どう考えても無理。

　……まあ、でも。

「考え方によっては、良かったのかなー……？」

　会長だけでなく副会長まで一緒にいたら、たぶん今みたいに『疲つかれたー』とヘバるくらいじゃ済んでいないと思う。

　虎こ太た郎ろうのクラスでは、毎日ラブらんの話で持ちきりだった。

　特によく話されるのが『中に誰だれが入っているか？』ということで、今のところは女じよバスの人達が言っていたように、雛姫と空そらが交代で入っている説が有力らしい。同時期に生徒会の補佐として雑用係になった虎太郎のことは誰も注目していないんだから、ホッとすればいいのか悲しめばいいのか、とても微び妙みようだ。

　ただ、たまに聞こえてくる『もし男が入っていたらそいつはボコる』『絞しめて成り代わってやる』という物ぶつ騒そうな意見を考こう慮りよするなら、安心するべきだろう。

　これでもし、ずっと雛姫が横にいるようなことがあったら……『孤こ高こうの百合姫ひめ』と芸能人生徒会長の二人にサンドイッチされていたら、たぶん本格的にやっかみを買うはず。もし中に自分が入っていることがバレたら、今度燃えるのは家じゃなくて、自分自身になってしまうかもしれない……

　ぞっとしない想像に、虎太郎は机に突つっ伏ぷしたまま身を震ふるわせる。

「…………疲れてるから変な想像とかしちゃうんだな……うん、そうに違ちがいない」

　たくさんの女の子に囲まれて、しかも密着状態で、嬉うれしさは勿もち論ろんあったけど『中身が自分だとバレたら大変なことになる』という恐きよう怖ふも強くて、精神的に辛つらかった。

　あの着ぐるみ、会長が太たい鼓こ判ばんを押すだけあって性能はかなり良いらしく、もこっとした手で長めの爪つめが生えているのに、物を摑つかんだりジャンケン出来たりする。あの着ぐるみを作るのにいくらかかったのか、ちょっと怖こわくなってきた。

　放課後もまたあれを着て、新聞部のインタビューを受けないといけないはずだ。まだ明らかな悪戯いたずら以外でラブらん宛あての依い頼らいは、生徒会室前に置かれた投書箱にきていない。『世界の平和を守って』とか、高校生にもなって正気なんだろーか？　あと『俺に彼女を作れ』とかあったけど、そんなの出来るならまず自分が欲しい。

　……まあそれはともかく、午後も心身共に疲つかれそうなので、昼はちゃんと休まないと。

「えーっと……パンと、お茶……」

　本当はこのまま寝ねていたいところだけど、食べないままだと体が持たない。それにいい加減、胃の方からの空腹アピールが大変なことになっている。

　虎こ太た郎ろうは椅い子すの横に立て掛かけておいた鞄かばんを取って、中から買っておいたパン二つと缶かんコーヒーを出した。

　生徒会室には特別に冷蔵庫と電子レンジ、それに電気ポットがあるので、もう少し元気があれば弁当を作って来るなりお茶やコーヒーを淹いれるなりするところだけど、今のところ有効利用したことはない。

　今日もコロッケパンとジャム＆マーガリンのコッペパンという、組み合わせはアレだけど美味おいしい二つのパンで昼食を済ませようと、まずコロッケパンの袋ふくろを開けて、

「それじゃ、いただきま……」

　大きく口を開けてかぶりつこうとした時。

　カチャ──と控ひかえめな音を立てて、後ろでドアが開く気配があった。

「……ふ？」

　勢い止まらずパンに食らいついたまま、虎太郎はゆっくりと振ふり返る。

　もう昼休みも半ばを過ぎたこのタイミングで一体誰だれが──

「ふぐっ……!?」

　そこにいたのが意外な人物だったので、思わず口の中に入れたばかりのパンを吹ふき出してしまいそうになる。

　長い黒くろ髪かみを微かすかに揺ゆらして入って来たのは、同じクラスの百合ゆり川かわ雛ひな姫きだった。

　ドアを閉めてちらりとこちらを見た彼女は、殆ほとんど無反応のまま足音無く歩いて、虎太郎の斜はす向むかいの席に座る。

　斜ななめとはいえ向かい合う形になってしまい、ドキドキしながら虎太郎は、とりあえず口に含ふくんでいたパンを飲み込む。よく購こう買ばいで買う、ソースがたっぷり絡からんで美味しいコロッケパンのはずが、全く味がしなかった。

　生徒会副会長の彼女がここに来ること自体は別におかしいことじゃない……けど、昼休みも残り十五分というタイミングだ。ご飯を食べに来るにしては、ちょっと遅おそすぎる。

　……と思ったのに、虎太郎が見ている前で、雛姫は持っていた巾きん着ちやく袋から購買で買ったらしいおにぎり二つと小さな水すい筒とうを取り出した。そしてペリペリとおにぎりの包装を剝はがして、小さな口を開けて食べ始める。

　その様子をぼけーっと眺ながめていた虎こ太た郎ろうだが、いつまでも見つめていることに気まずさを感じて、のろのろと食事を再開。ただしやっぱり味は分からない。

　普ふ段だん使っている教室の半分くらいの広さの生徒会室に、二人きり。会話どころか挨あい拶さつも無いまま、黙もく々もくとご飯を食べるだけ。

　……なんだろうこれ、罰ばつゲームか何かなのかな……？

　徐じよ々じよに膨ふくらんでいく気まずさに虎太郎が耐たえきれなくなりそうになった頃ころ、雛ひな姫きが一つ目のおにぎりを食べ終えて……こちらを、見た。

　それだけで軽くビクつきそうになるのをどうにか堪こらえるけど、見てくるだけで、話しかけてこない。……ヤバい、気まずさメーターがさらに急上じよう昇しようしてる。

　このままだと混乱と緊きん張ちようで過呼吸にでもなるんじゃないかってくらいまできた虎太郎は、沈ちん黙もくに耐えきれなくなり、

「あっ、あのっ」

　意を決して話しかけてみるけど、テンパっていたので見事にノープラン。

　二つ目のおにぎりの包装を剝がそうとしていた手を止めた雛姫が見つめてくるから、考えている猶ゆう予よもなし。

　だから結局、出てきたのはありふれた内容だけだった。

「ゆ、百合ゆり川かわさんも、こんな時間にお昼ご飯なんだ？　随ずい分ぶん、遅おそいね」

　面おも白しろ味とかゼロだけど大だい丈じよう夫ぶだったかなぁ……、とドキドキしながら虎太郎が訊たずねると、雛姫は殆ほとんど表情を変えることなく、

「……はい。少し、クラス委員の仕事をしていましたから」

「あ、そっか……大変だね、生徒会の仕事だけじゃなくて、そっちもあるなんて」

「それほど仕事量は多くありませんから。昨年度と違ちがって、相あい羽ばさん達もいますし」

　そうは言うが、虎太郎は相羽姉妹が仕事している場面を見たことがないのでいまいち実感が湧わかない。ラブらんの中に入っていることが多くて、生徒会室で事務仕事なんて殆どしたことがないから仕方ないんだろうけど。

　まあ、重要なのはそんなことじゃない。

　本当に大事なのは、雛姫とちゃんと会話が成立していることだ。

　アパートでは一言も話したことないし、食堂とかで鉢はち合あわせても会え釈しやくくらいはしてくれるが、それ以上のコミュニケーションは無し。だから、ひょっとしたら嫌きらわれているのかなー、なんて思っていた。

　もしかしたらこれをきっかけに少しは打ち解とけられるかも、と虎太郎は淡あわい期待を抱いだき、摑つかんだとっかかりを逃のがさないようにと話を続ける。

「でも、去年から凄すごい頑がん張ばってるって聞いてるよ。あっ、昼休みになったら教室を出てどこかに行っていたみたいだけど、もしかしていつも生徒会室で仕事していたの？」

「…………？」

「…………あ、凄い不思議そうな顔しているけど、同じクラスだからね？」

　微かすかな表情の変化を読み取ってそう言うと、『えっ？　噓うそ、マジで？』みたいな顔をされた。うん、慣れた反応だから、別にいいや。

　しっかり心にダメージを負いつつ、それは見せずに虎こ太た郎ろうは笑えみを作り、

「近くの席だから、たまに見えるんだけどさ。休み時間も何か作業しているよね？　もしよければ、僕で手伝えることなら手伝うよ？」

「……大だい丈じよう夫ぶです。本当に、大した仕事量じゃないですから」

「え…………でも……」

　──じゃあどうしてあんなに、休み時間を食い潰つぶしてまで仕事をしていたんだろう？

　その疑問と共に、虎太郎はちょっとした変化に気が付いた。

　澄すました表情がデフォルトで、いかにも冷静沈ちん着ちやくといったクール美人な雛ひな姫きが、微かすかにだけど狼狽うろたえている。

　……うん、あれはたぶん動どう揺ようだと思う。やや視線が泳いでいて、おにぎりに添そえられている手が落ち着き無く動いて海苔のりがパリパリ剝はがれ落ちているし。よく見れば、唇くちびるもほんの少しだけ震ふるえていた。

　でも何がきっかけでそんな反応になってしまったのか、それが分からなくて、虎太郎はとりあえずパンを一口囓かじる。

　もぐもぐやりながら観察を続けていると、雛姫の動揺はどんどん分かり易やすいものになっていく。おにぎりはもう半分くらい割れて中の明メン太タイ子コがこんにちはしちゃっているし、水すい筒とうからお茶を注つごうとしているけど、プッシュ式のボタンを押さないままだから口が開いてなくて中身が出てこないという初歩的ミス。

　よく分からないけど、こっちから話を振ふって落ち着いて貰もらおうと、虎太郎は違ちがう話題で何か無いかと探し、

「ええっと、ちょっと話は変わるんだけどさ」

「…………何ですか？」

「百合ゆり川かわさん、アパートで空いた時間とか休みの日とか何してるの？」

「全然話変わってないですよ!?」

　不思議なことに怒おこられてしまった。あの百合川雛姫に。『孤こ高こうの百合姫ひめ』に。しかもちょっと涙なみだ目めで。

　もっと気軽な感じで『勉強してます』とか『そうですね……読書を』みたいな返しがくると思っていた虎太郎は、目をパチパチさせて次の言葉に困ってしまう。

　おかしい、折角の機会だからもっとフレンドリーな空気を作って、せめて日常会話を普ふ通つうに交かわすくらいには仲良くなれればと思ったのに。あと、話題はちゃんと変えた……はず、なんだけど。

　それに、どうして『話が変わってない』となるのかが分からなくて戸と惑まどう虎こ太た郎ろうに、雛ひな姫きは教室やアパートでは見たことのない虫歯の痛みに耐たえるような表情になって立ち上がる。

「や、休んでいる時に何をしていようと、そんなの私の勝手じゃないですかっ。それに志し村むらさんだって！」

「あの、雪ゆき村むらだから」

「……雪村さんだって、人のこと言えないんじゃないんですかっ？　確かに私は土日を部屋から殆ほとんど出ずに過ごしましたけど、大差は無いはずです！」

　やや声を荒あらげた強い口調で、やっぱり少し意味の捉とらえづらいことを言ってきた。名前を間ま違ちがえられたのは、クラスメイトからだけでも今週もう二ふた桁けた越こえているのでどうでもいい。

　問題は、興奮気味の雛姫が何を基準に『大差はない』と言っているかということで、虎太郎はそこがいまいち分からなかった。

　同じアパートに住んでいるとはいえ互たがいの生活や行動を把は握あくしているわけじゃないから、適当に言ってみただけなのかもしれない……にしては、妙みように力強い口調だった気がする。

　でも何か知っているとしたら、余計におかしな発言だった。

　何故なぜかといえば、

「ええっと……僕はこの前の土日、割と長い時間外出していたけど……？」

　手て探さぐり状態で訊たずねてみると、雛姫はそんなことを話しているんじゃないと言わんばかりに首を横に振ふり、

「外出くらい私だってします。そうじゃなくて、お友達と遊びに行ったわけじゃないんでしょう？　帰宅した姿を見ましたけど、両手に荷物を抱かかえてましたよね？」

「あ、うん。服とか色々と」

　最低限必要な物は揃そろえたものの、火事で私服は全焼してしまったし、下着や靴くつ下したも全然数が足らない。

　だから土日は駅前の商店街と隣となり町まちのモールに繰くり出して、服を中心に要いる物を買い漁あさっていた。そのせいでいまいち、疲つかれが抜ぬけきっていないのかもしれない。

　ただし雛姫が言いたいのはそんなことじゃないはずなので、虎太郎は続きを聞くべく黙だまって待つ。

　普段のＣＧなんじゃないかと思うくらい完かん璧ぺきに整って崩くずれない表情とは違って、少しだけ意気込んだ様子で、立ったまま机に両手を突ついて前のめりになる。

「だったら、私とあまり変わらないじゃないですか。着ぐるみ活動があるから昼休みと放課後は忙いそがしそうですが、休み時間に誰だれかと話している姿は殆ど見かけません」

「日ひ頃ごろの交友関係をチェックされてる?!　え、あの、どういうことなの？」

「少し思うところがありましたので。結果的に、疑ぎ惑わくが確信に変わりました」

　言って、雛ひな姫きは意味ありげに口元を綻ほころばせる。その表情が色っぽくて虎こ太た郎ろうはドキドキしてしまうけど、別の意味でも心臓に悪い。

　だって、今の自分はアパートの住民としてお試ためし期間中で、問題がある人物だと判断されたらアパートを追い出されてしまう。思い切り心証を悪くして変な誤解を与あたえていたのなら、もしかしたら期限がくる前に再度追い出し会議の危機がくるかもしれない。

　よく分からないけどあの語り口から察するに、悪い意味での誤解をされているのは間ま違ちがいないはずだ。

　不安に駆かられた虎太郎は食べかけのパンを一いつ旦たん置いて、まじまじと雛姫の顔を見る。

　すると学校一の美人クラスメイトは勝者の余よ裕ゆうみたいなものを笑えみと共に浮かべ、

「──新学期が始まって間もないですが、この前の日曜に何があったか、雪ゆき村むらさんは知っていますか？　いえ、知らないのでしょうね」

「え……と？　何のこと？」

「昨日、隣となりの席の女生徒が話していました……日曜日に、クラスの懇こん親しん会があったそうですよ。昼過ぎに集まり、ボウリングの後でカラオケに行ったそうです」

「…………」

「『とても楽しかったー、また行きたいね～！』と、凄すごくはしゃいだ声で……話し相手の男子は、たった一日で十人と携けい帯たい番号とメアドを交こう換かんしたらしいです。十人ですよ、十人……！」

「…………それは……多い、ね……」

　虎太郎は力無く応こたえて、そっと目を逸そらす。

　何となく話の流れが見えてきたけど、だからこそ逆に気まずい。

　だというのに、こちらの同意に勢いを得たのか、雛姫はさらに身を乗り出してきた。そのせいで息が届いてしまいそうなくらいの至近距きよ離りになって、居い心地ごこちの悪さが早くもマックス近くなってしまう。

　そんな虎太郎の様子に気付いていないのか、雛姫は赤みがかった綺き麗れいな瞳ひとみを輝かがやかせ、

「他ほかの人の話も耳にしましたが、どうやらクラスの大半は参加したそうです。来なかったのは数人で……私は、『どうして来なかったの？』と聞かれましたが……っ、とにかく、余よ程ほどのことがない限りは誘さそわれているはずなんです！」

「……まあ、うん。そうだろうね」

「けれど雪村さんは夕方には帰って来ました。それも大量の買い物袋ぶくろを提さげて、です。つまりその懇親会には行かなかった、ということでしょう？　……私と同じで」

「…………うん」

　最後の方はやや小さな声だったが、おかげでというか、意図は伝わってきた。

　だから虎こ太た郎ろうは非常に心苦しく思いつつ、得意気な雛ひな姫きに話すタイミングを計る。

「いくら着ぐるみでの活動が忙いそがしかったとはいえ、一年から引き続き同じクラスの生徒は数人います。運悪くそれがあまり懇こん意いにしていなかった方々だったとしても、クラスの殆ほとんどの方が参加したということは、なるべくクラスメイト全員に声をかけるようにしていたはずです。つまりそれに誘さそわれなかったということは余よ程ほど嫌きらわれているか、もしくは──」

「えっと、誘われてはいたよ？」

「──意図的に告知から外されていたと…………え？」

　出来るだけショックを与あたえないようやんわり言うと、『孤こ高こうの百合ゆり姫ひめ』と称しようされている美人さんが、見事なまでに固まった。

　そして瞳ひとみがＵＭＡでも見たような信じ難がたい色に染まっていく中、虎太郎はじわじわと罪悪感に襲おそわれながら、

「だからね、後ろの席の川かわ崎さき君とか、空そらの友達の渡わた辺なべさんとかに、懇こん親しん会かいのことは教えて貰もらっていたんだ。まあ、名前は間ま違ちがえられたけど」

「ぇ…………あ、の……？　じゃ、じゃあどうして日曜は……!?」

「買い物を済ませないと、交流したり遊んだりするどころじゃなかったから……それにほら、着ぐるみ活動で疲つかれてたし。溜たまってた洗せん濯たくや掃そう除じもあったしね」

　それは言い訳でも何でもなくて、歴れつきとした事実だった。おかげで貴重な休みも交流の機会も潰つぶれてしまったので、虎太郎としてはとても残念だったけれど──少なくとも、今の雛姫程のショックは受けていない。

　……というか、雛姫が誘われていなかったって事実がこっちにとっては驚おどろきだ。

　たぶん、誰だれが誘うかで揉もめたんだと思う。ボウリングやカラオケなんて断られそうだし、そもそも気軽に声をかけられる人がいないし。おまけに生徒会副会長とクラス委員のダブル役職で忙しそうだから、煩わずらわせるのも……っていうのが決め手になったんじゃないだろーか？

　虎太郎が妥だ当とうな推すい理りを組み上げていると、親友か実の両親にでも裏切られたみたいな表情で青ざめた雛姫は、微かすかに唇くちびるを震ふるわせて、

「そ、そう、そうですか…………あなたは、誘われていたんですか……」

「えっと……うん」

「…………っ、でも！　日曜に一人で買い物をしていたんですよね!?　でしたら、部屋で暇ひま潰しに読み終わっていた少女漫まん画がの設定から新展開妄もう想そうをしていた私と大差ないです！」

　なんだか物もの凄すごく突つっ込みどころの多い発言が飛び出してきたけど、とりあえずそれは置いておくことにする。

　とりあえず言うべきは、勘かん違いの訂てい正せいだ。

「ごめん、話してなかったけど……一人じゃないよ？」

「ふ…………ぁ……？」

「一年の時にクラスメイトだった友達と、駅前で待ち合わせをしてから買い物に行ったんだ。向こうも服を見たかったみたいだから、ついでみたいなものだけど……」

　一いつ緒しよに行ったのは佑ゆう樹きなので、これっぽっちも微笑ほほえましい展開は無かった。自分以外は全員女性のアパートに住んではいるけど、まあうん、現実ってこんなものだよ。

　なので羨うらやむ必要性はゼロ……なのに、雛ひな姫きの反応はどうしたことなのか？

「そん、な…………友達と……買い物……」

　絶望の渦うずに沈しずみ込み、淡あわい希望すら根ね刮こそぎ奪うばい去られたような表情になっている理由が、虎こ太た郎ろうにはこれっぽっちも分からない。

　どこか焦しよう点てんの合わない瞳ひとみでブツブツと呟つぶやく姿は、とても学園でナンバーワンの美少女に選ばれた人物とは思えない悲ひ惨さんな状態だった。

　そのまま樹海か霧きりがかった山奥にでも消えてしまいそうな雰ふん囲い気きを漂ただよわせる雛姫に、虎太郎はなんと声をかけていいのか迷ってしまう。とりあえず励はげましたいとは思うけど、的外れなことを言えば逆効果になりそうだし。

　ヒントになりそうなのは、日曜のクラス懇こん親しん会に雛姫が誘さそわれていなかったらしいことと、今の勘かん違ちがいくらいで──

「……あ」

　それで一つ、もしかしたらという考えが頭に浮かんだ。

　かなりあり得ない可能性で、そんな馬ば鹿かな、とは思う。

　だけど、今の材料では他ほかに思いつかない。違っていれば彼女を怒おこらせる……どころじゃ済まないかもしれないものの、確かく認にんしないことには進展も無い。

「あの……百合ゆり川かわさん？　もしかして、なんだけど……」

「………………何ですか？」

　項うな垂だれてしまい表情は窺うかがえなくなってしまったが、声で落ち込んでいるのは十分に分かる。

　そんな雛姫に、虎太郎は十数メートルの飛び込み台から宙へと踏ふみ出すつもりになって、恐おそる恐る訊たずねてみた。

「もしかして……友達、いなかったりする？」

　ピクンッ──と、微かすかに肩かたが震ふるえたように見えた気がした。でも、それ以上の反応は無い。

　それに実際に口に出してみると、自分が考えていたことがとても的外れで滑こつ稽けいなものに強く感じられて、虎太郎は思わず小さく笑ってしまい、

「ごめん、そんなことないよね。だって百合川さんだもん」

「…………そ、そうですよ……そんな、友達がいないだなんて」

「だよね。生徒会副会長で、人気のある優等生な百合川さんに友達がいないだなんて、そんなのあり得ないか」

「え、ええ……あり得ません……」

「ははっ、変なこと言っちゃったなぁ。普ふ通つうなら最低でも友達の一人や二人誰だれにだっているのに、百合ゆり川かわさんにいないとか」

「………………あの、その…………」

「クラス委員になったのも皆みなの推すい薦せんだしね。一年の時もクラス委員だったって誰かが言っていたし、先生からの信しん頼らいも厚いし」

「……………………………………もう…………」

「完かん璧ぺきすぎて少し話しかけづらい印象もあるけど、生徒会や委員会の仕事で話す相手もいるし、空そら達の知り合いなら友達の友達で気易やすく感じられるもんね。いくらなんでも突とつ拍ぴよう子しもない想像しちゃって、本当にごめ、」




「──もういいですから止やめて下さいっ！」




　突とつ然ぜんの声に、『え？』と疑問を浮かべる間もなく、虎こ太た郎ろうは目の前で起きた光景に啞あ然ぜんとさせられた。

　何故なぜならすぐ前にいた雛ひな姫きが、机があるからこれ以上の接近は無いと思っていた雛姫の顔が、勢いよく迫せまってきたからだ。

「ちょっ、百合川さ……!?」

「分かってるんですよね?!　本当は分かっていて言っていたんですよね、今のっ!?」

　優等生の彼女が、机に膝ひざを突ついて乗り越えて来るというまさかの事態に、虎太郎は思考が麻ま痺ひして対処しきれない。

　──だから、反応が遅おくれてしまった。

　雛姫の手がこちらの制服の胸むな元もとを摑つかみ、半ば体当たりに近い感じで、伸のし掛かかるように強く押してくる。

　慌あわてて堪こらえようとするけど、既すでに仰のけ反ぞった体勢になっていて……

「わっ、わぁ……!?」

「きゃっ……」

　殆ほとんど抵てい抗こうが出来ないまま、虎太郎は床ゆかに押し倒たおされてしまった。

　咄とつ嗟さのことで上手うまく受け身を取ることも叶かなわず、床に腰こしと肩かたを軽くぶつける。それはそこまで痛くはなかったけど、ゴンと顎あごに衝しよう撃げきがあって、そっちは結構痛かった。

「つぅ……！」

　痛みに涙なみだ目めになりながら顎をさすっていると、さっきまでとは全然違ちがう視界に、生徒会室の天てん井じようと、ゆっくりと頭を上げる雛姫の姿が映り……それで、虎太郎は気付く。今、自分がどんな状じよう況きようにいるのかに。

　床に仰あお向むけに寝ねている状態の自分の上に、百合川雛姫が馬乗りになる形で乗っている。

　普ふ段だんは隠かくれている太ふと腿ももが少し露あらわになっているし、綺き麗れいすぎる顔が近くにあるし、そこから目を逸そらそうとすればシャツの胸むな元もとがちょっと浮いていて、鎖さ骨こつとブラジャーの肩かた紐ひもが覗のぞいているし……

　止とどめに彼女が腰こしを下ろしているのが、選よりに選って男の子のデリケートゾーン──！



　これはまずい。本気で、ガチで、非常にまずい。

　服越ごしにスカートで隠かくれている柔やわらかな部分の感かん触しよくが伝わってくるのは正直嬉うれしいけれど、それはつまり反応してしまったら一発でバレてしまうということで……そうなったら、アパートに残れるかどうかの査定期間っていうのを差し置いてもアウトだ。

　悲鳴をあげられるなり誰だれかに見られるなりしたら、停学からの学校及および町内での汚お物ぶつ扱あつかいコースはほぼ間ま違ちがいない……！

　崖がけっぷちなこの状じよう況きように、虎こ太た郎ろうはごくりと唾つばを吞のみ込む。

　そして相手を刺し激げきしないようにしつつ速すみやかに上からどいて貰もらう手段を考えようと、必死に頭を働かせ──

「……分かってますよね？」

　上から降ってきた静かなその一言に、虎太郎は『あ、終わった』と思った。

　これはもうバレている。このマウントポジションが、こちらの命運を握にぎる絶対上位のものだと把は握あくされているに違いない。まだ致ち命めい的な反応はしていないけど、たぶん時間の問題だし。

　謝り倒たおしたらどうにかなるかなぁ……、と痴ち漢かん冤えん罪ざいのはずが訴うつたえられて捕つかまるよりはマシと悪い方に譲じよう歩ほしてしまった人と似たような心境になる。

　明日からは『変態痴漢ホームレス野や郎ろう』なんて言われてしまうのだろうと暗黒の未来を思い浮かべる虎こ太た郎ろうの耳に、雛ひな姫きの声が聞こえてきた。

「雪ゆき村むらさんは、分かっているんですよね？　それでいて私を嬲なぶるような、あんな言い方をしていたんですよね……？」

「……ぇ、あれ？　何か、想像していたのと展開が……？」

　てっきり死し刑けい宣告がくると思っていたのに、何やら要領の得づらい言葉がきた。

　どういう意味か計りかねてきょとんとする虎太郎に対し、上に乗っている雛姫は、

「今いま更さら、白しら々じらしいです。それも私を油断させる罠わなですか？」

　言って、鋭するどく睨にらみつけてきた……つもりなんだろうけど、いまいち迫はく力りよくに欠ける。たぶんこれ、怒おこり慣れてないからなんだと思う。怖こわいどころか、むしろちょっと可愛かわいい。

　ただ、やっぱり言われている意味はよく分からないので黙だまっていたところ、次の彼女の行動で一気に余よ裕ゆうを奪うばい去られてしまった。

　こちらの胸むな元もとに手を置いた状態の雛姫が、ぐっと顔を近付けてきて、これで冷静でいられる方がおかしい。肩かた口ぐちから垂たれた髪かみが頰ほおをくすぐって、爽さわやかだけど微かすかに甘い香かおりがして、くらっときそうになる。

「……気付いてしまったんですよね？　誰だれにも知られていなかった、私の秘密に」

「ひ、秘密って……僕は、何も……」

「惚とぼけるのもいい加減にして下さいっ」

　息を吞のむ虎太郎に、雛姫は真しん剣けんな表情のまま顔を赤らめて──




「だからっ──私に友達がいないと知ってて、言っていたんでしょう!?」




　……生徒会室に、沈ちん黙もくの帳とばりが下りた。

　なんというか、深しん々しんと降り積もる雪に閉ざされた山奥くらいの静けさだった。

　時間が止まっているのかと錯さつ覚かくしそうな静せい寂じやくの中、虎太郎が何度かの呼吸の後、やっとで絞しぼり出した言葉は、

「…………えっと……本当に、友達いないの？」

　自分から言い出したこととはいえ、俄にわかには信じられなかったので念の為ために確かく認にんする。

　だけど相手にとっては全く違ちがう意味に感じられたみたいで、一いつ瞬しゆんにして雛姫の瞳ひとみがじわっと涙なみだで潤うるみ、

「な、何度も何度もっ……なんて残ざん酷こくな人なんですか！」

「ええっ!?　ぁ、いやっ、違くて！　抉えぐるような意図なんて無いからっ」

「到とう底てい信じられません！　ひ、人が気にしていることを、ちょっと懇こん親しん会に誘さそわれたり一いつ緒しよに買い物に行く相手がいたりするくらいで、嬲なぶりからかうだなんて……！」

「だからそんなつもりはこれっぽっちも無くて……あっ、痛っ!?　ちょ、叩たたかないで！」

　馬乗りの雛ひな姫きに平手でペチペチ叩かれ、虎こ太た郎ろうは顔を腕うでで防ぼう御ぎよしながら、

「本当に誤解で！　傷つける気なんて無いし、優ゆう越えつ感とかも無いから！」

「じゃあどうしてあんなっ、人を持ち上げるフリして高所から叩きつけるような発言を繰くり返していたんですかっ」

「あれは思っていたことを素す直なおに、それと変な発言しちゃったからそのフォローのつもりで……結果的に百合ゆり川かわさんに不ふ愉ゆ快かいな思いをさせたのはごめんだけど、全然そんな、貶けなしたり嘲あざけったりする気は無いから！」

「………………」

　無言のまま疑わしげな目で、じっと見下ろされる。そうしたくなる気持ちは分かるけど、この距きよ離りと体勢で見つめられるとドキドキがヤバいから、出来れば止やめて欲しい。『え、もしかして脈ありだったりするの？』って勘かん違ちがいしそうになるし。

　十秒は沈ちん黙もくが続いたところで、虎太郎はもう限界と顔の横で小さく両手を上げて、

「あの……とりあえず、そこからどいてくれるとありがたいかなー、って思うわけですが……」

「そこって…………あっ?!」

　指し摘てきするとすぐに自分がどんな体勢なのかに気付いてくれたらしく、雛姫は慌あわてて跳とぶようにして虎太郎の上から下りてくれた。その際にスカートが翻ひるがえったけど、惜おしい結果に終わる。もう数センチだけでも丈たけが短ければ違う光景かもしれなかった。

　まあそんな色ボケめいた戯ざれ言ごとはさておき、いつまでも床ゆかに寝ねているのも変なので、虎太郎は制服を手で払はらいながら立ち上がる。

「その……ごめんなさい。つい我を忘れてしまって……怪け我がは無いですか？」

「あ、うん。そこは大だい丈じよう夫ぶ」

「……重くなかったですか？」

「や、全然だよ。乗られるのは慣れてるから」

「…………慣れている？」

「ほら、中学の時は柔じゆう道どう部だったから。空そらの練習相手で、投げられたり絞しめられたりするばっかりだったけど」

　あと、どちらかというと彼女に乗られていたのは男子にとってご褒ほう美びに近いので、済まなそうに謝られるとこっちの方が戸と惑まどってしまう。

　それに原因は不用意な発言をした自分にあると思うので、虎太郎は逆にどう謝るべきか考える……が、そこにチャイムが鳴り響ひびいた。昼休みの終わりを告げると共に、次の授業まであと五分と知らせる予よ鈴れいでもある。

　しかも面めん倒どうなことに次の授業は、

「五時間目は音楽だったよね？　早く荷物を取りに行って、第一音楽室に行かないと」

　生徒会室から二年五組の教室に戻もどり、そこから音楽室に行くとなると、二つの校舎を往復しないといけない。大した距きよ離りではないけど、遅ち刻こくしない為ためにはこれからすぐ移動しないとまずそうだ。

　なので虎こ太た郎ろうは昼食の続きは諦あきらめ、机に戻って食べかけのパンを袋ふくろに戻し、倒たおれていた椅い子すを起こしてから生徒会室を出ようと──

「……あの、百合ゆり川かわさん？」

　ドアに手を伸のばしたまま虎太郎は顔だけ動かし、後ろにいる雛ひな姫きと、自分の左腕うでを見る。

　パンを持つ左手の、手首の少し上辺り。そこを、雛姫が両手で握にぎり締しめていた。

　どういうことかと見つめていると、すっかり表情豊かになられた副会長はどこか拗すねたような顔で、ぽつりと言った。

「……行かせません。行かせるわけにはいきません」

「えっ？　でも、授業が……百合川さんも遅刻しちゃうよ？」

「授業より大切なことがあるんですっ。ここで逃にがしてしまえば、私に友達がいないことが全校生徒にバレてしまいます！」

　そんな立派な情報網もうなんて、当然持ってない。

　しかし雛姫は真しん剣けんそのものな目をしているので、虎太郎は慌あわてて首を横に振ふり、

「言い触ふらすような真似まねなんてしないって！」

「……じゃあ脅おどすんですね?!　私の弱みを握ったのをいいことに、欲望の赴おもむくままに命令して玩具おもちやにするつもりでしょう!?」

　真ま面じ目めな顔で鬼き畜ちくなことを言い出した。発想が女子高生の、しかも優等生のものとは思えないけど、そこはどうなんだろう？

　知的でクールな副会長のイメージがどんどん変わっていく中、虎太郎は摑つかまれた手が気になりつつ、

「だからそんなことしないし、脅せるようなネタじゃないから！　第一、僕がそんなこと言ったって、誰だれも信じたりしないよ」

「そんなに信用の無い生き方をしているんですか？」

「百合川さんの人徳の話！　十人並みの信用は僕にだってあるよ！」

「……私はまだ、あなたを信用出来ません」

　じっと、真まっ直すぐに見つめられながらそんなことを言われると少しヘコむけど、この流れなら仕方ないのかなと虎太郎は渋しぶ々しぶ納なつ得とくする。

　とはいえ、ならどうすればいいのか。このままだと授業に遅刻してしまうし、心証も悪いままだ。

　困った難題に、虎こ太た郎ろうはどうしようかと熟じゆつ考こうして……

　そうだ、と閃ひらめき、ズボンのポケットからある物を取り出した。

「これを預けておくから、放課後まで保留にしてくれない？」

「……携けい帯たい電話を？」

「うん。もし僕が誰だれかに百合ゆり川かわさんのことを話したと思ったら、壊こわすなりデータを捨てるなりしてくれていいよ」

「それで取引になると思うだけの価値があるんですか？　きっとあなたも、アドレス帳には自宅と家族以外の番号なんて殆ほとんど入ってないんでしょう？」

　暗に『自分はそうです』という哀かなしいカミングアウトをされたけど、とりあえずここはスルーしておいて、

「火事で殆どの物が焼けちゃったから、その携帯が無いと家族と連れん絡らくがつかなくなって、僕にとっては凄すごく困ったことになるんだ。親の赴ふ任にん先のメモもその携帯の中だし」

「……そういうことなら取引材料にはなりますが……」

　価値は認めてくれたものの、それでも雛ひな姫きは迷っているようで、微かすかに眉まゆ根ねを寄せる。

　悩なやましげな表情で虎太郎の顔と携帯電話を見比べていた彼女は、ややあってから、

「……分かりました。放課後までこれは預からせて貰もらいます」

　摑つかんでいた手を離はなして、代わりに携帯電話を取る。

　無事に交こう渉しようが成立したことに虎太郎はホッと胸を撫なで下ろした──が。




　その後、何とか遅ち刻こくせずに辿たどり着いた音楽室で授業を受けながら……ふと、ある疑問が思い浮かんだ。

　あの場はどうにか持ち越こして貰もらえることになった。それはいい。

　ただ──具体的に何をどうすればこの問題が丸く収まるのか、肝かん心じんのそこがちっとも分からなかった。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




「コタロー、帰りにゲーセン行こうぜ、ゲーセン！」

　ＨＲが終わってすぐ、放課後になった途と端たんに教室に入って来た瀬せ戸と佑ゆう樹きは、脳天気な声をあげながら虎太郎の座っていた机の横に来た。

　悩みなんてこれっぽっちも無さそうな明るい様子の佑樹が目の前に現れたことに、虎太郎は羨うらやましさを感じながらこっそりため息を吐つき、

「ごめん、前も言ったかもだけど、ちょっと用があるから」

「あん？　生徒会の雑用やるっつってたけど、まだ終わってなかったのか？」

「まだ……っていうか、しばらくは忙いそがしいかも」

「寝ね床どこを確保して貰もらった代わりに働かされてるんだっけ。あの生徒会長と一いつ緒しよっていうなら俺もやりたいくらいだけど……」

「や、本当に雑用だから。書類をまとめたり、各部活や委員会に連れん絡らくしたり」

　──ということに、表向きはなっている。

　着ぐるみの中に入っていることは秘密で、やっているのはただの裏方仕事という体裁を取るのが、セリスとの約束だった。

　使いっ走りと同じ、っていうのはあんまり人に言い触ふらしたくないことではあるが、虎こ太た郎ろうとしては制約無しでも本当のことを言うのは好ましく思わない。

　何故なぜかというと、

「雑用なぁ。今年度になってから生徒会で色々やっているみたいだけど、その一いつ環かんか？　あの変な着ぐるみもだよなー」

「……うん、そうだと思うよ」

「あのイロモノに入っているヤツも大変だよな。噂うわさじゃ相あい羽ば空そらってことになってるけど、そこのとこどうなん？」

「……企業秘密だってさ。下したっ端ぱの僕は知らないよ」

　偽にせの情報を肯こう定ていも否定もせず、虎太郎は曖あい昧まいな笑えみを浮かべた。

　佑ゆう樹きが世間話に出すように、クラスの中でもラブらんのことは度たび々たび話題に上がっている。それも、休み時間毎ごとに一度は誰かが口にする、っていう頻ひん度どで。

　そんな今話題のイロモノマスコットの中に自分が入っているだなんて、恥はずかしいから絶対にバレたくない。

　と、虎太郎の机に片手を突ついた佑樹が、座っているこちらを見下ろしながら、

「まー、あれだよな。生徒会長も色々と考えてるってことなのか？　役員は一通り揃そろったみたいだし」

「そうかもね。今日の放課後は委員会代表会議があるって言ってたし、忙いそがしいみたいだよ」

「コタローの手伝いがいるくらいだもんなぁ……って、おい！　今気付いたけど、つまりコタローは生徒会長や副会長と同じ部屋で過ごしてるってことだよな?!」

「え？　……あ、うん、一応」

　急にテンションを上げた友人に戸と惑まどいつつも虎太郎が頷うなずくと、ガバッと勢いよく佑樹が両肩かたを摑つかんできた。

　しかも目がキラキラ、というかギラギラしていて、なんかもう嫌いやな予感しかしない。

「あの『留年モデル』玖く臥がセリスに、『孤こ高こうの百合ゆり姫ひめ』百合ゆり川かわ雛ひな姫きと！　しかも相羽おっぱい姉妹も一緒に！」

「ちょっ、頭悪い呼び方を大声でしないでくれるかな?!　あと会長の二つ名が直球すぎて可哀かわい想そうだよ!?」

「黙だまれコタロー！　お前、そんなハーレムを俺に黙って……その席、譲ゆずり渡わたせ！」

「えええ?!　や、無理だよそんなの。人手が足りなくてやってる、っていうより、住居提供をするに値あたいするかどうかの人間性を確かめる為ためにやらされているみたいだし」

　同じアパートに住んでます、なんてことを言えばどんな目に遭あわされるか分かったものじゃないので、虎こ太た郎ろうはそうぼやかして答える。別に噓うそではない……はず。

　しかし佑ゆう樹きは納なつ得とくしていないようで、鼻息荒あらく顔を近付けてきて、

「馬ば鹿か野や郎ろうっ、そんな簡単に諦あきらめてどうするんだ?!　あんなに有名な芸能人でちょっとぬけたところもある隙すきの多い会長と、全く隙は無いけど見ているだけで心満たされる美人副会長がいて、しかもその脇わきを固めるのはたゆんたゆんな二人だぞ！　男として退ひけない一線ってヤツがあるだろうが!?」

「欲望と煩ぼん悩のうのままに口走るならどこか遠くに行ってくれないかな!?　佑樹の仲間だと思われたら……あぁっ、前の席の横よこ井い君と隣となりの席の片かた桐ぎりさんがいなくなってる?!　さっきまでいたのに……誤解された、絶対誤解されたよ！」

「誤解じゃなくて、俺とコタローは言ってみれば相棒だろ？　さあ、俺のハーレムに案内してくれ」

「ちゃっかり自分のものにしようとしないでくれないかな!?　大体、泊とまるの拒きよ否ひしておいて何が相棒だよ！」

「まあ、ほら、そこはそれじゃん？」

「か、軽く流された?!」

　こっちからすれば明日からの寝ねる場所がかかった大事な問題だったっていうのに。相棒どころか、本当にこの男は友人なのかと疑いたくなる。

　同時に、この学校で一番仲良くしている同性がこいつだっていう事実が情けなく感じられて、虎太郎は大きなため息を吐ついた。

「……とにかく！　僕は何の権限も無いんだから、佑樹と交代することも臨時メンバーに推すい薦せんしてねじ込むことも出来ないから」

「何だよ、コタローは使えないヤツだなぁ……折角、百合ゆり川かわの美び貌ぼうが間近で見られるチャンスだったってのに」

　残念そうに肩かたを落とした佑樹は、ちらりと視線を横へと向けた。

　虎太郎の左斜ななめ前に当たるその席には誰だれもいない。佑樹が入って来た時には帰り支じ度たくをほぼ終えていて、馬ば鹿かな話をしている間に教室から出て行ってしまったらしい。

　主のいない百合川雛ひな姫きの席を、佑樹はクイッと右手の親指で指して、

「ソッコーでいなくなったけど、もう帰ったんかな？」

「……いや、たぶん生徒会室じゃないかな。いつも仕事しているみたいだし」

　どう答えようか少し迷って、虎こ太た郎ろうは微び妙みように自信無さげに返す。

「つーことは、これからコタローは同じ部屋でドキドキ密室タイムか？　やっぱ代われ、今日だけでもいいから代わってくれ」

「無理言わないでよ。大体、佑ゆう樹きってそんなに百合ゆり川かわさんのこと好きだったっけ？」

「バッカ、美人とお近付きになりたいって男なら当たり前の行動だろ」

「素す直なおに言えばいいってもんじゃないこともあるってこと、佑樹もそろそろ覚えた方がいいと思うよ」

　ありったけの親切心でそう言うと、佑樹は「なんだとこらー」と笑いながら、ふざけて軽くパンチをしてくる。

　つられて虎太郎も笑い……内心で、ホッと胸を撫なで下ろした。どうやらこの分だと、変に疑われてはなさそうだ。

　──これから生徒会室に行って仕事をするけど、話したような雑用じゃない。着ぐるみを着て新聞部の部室に行き、そこでインタビューがある。……といっても、同行する会長が答える形だけど。

　そしてそれが終わったら、再び生徒会室に戻もどって……そこで待っているはずの雛ひな姫きと、話し合いをしないといけない。

　どんな結果になるかは分からないが、避さけられないことだ。生命線の携けい帯たい電話を渡わたしたままだし、それに午後の授業中と休み時間、雛姫が何度かこちらを見てくることがあった。後ろの席の川かわ崎さきが『お、オレのこと見てたって！　見てたんだって、あの百合川が！』と勘かん違ちがいしてしまう悲しい事故が起こってしまったけど、実際は自分を警けい戒かいしていたのだと虎太郎は確信している。

　ピリピリした空気が肌はだで感じられて、授業内容なんてちっとも入ってこなかった。こんなことが明日からも続いたら、精神的に参ってしまいそうだ。

　彼女とは同じアパートで暮らしていることだし、一刻も早くこの状じよう況きようをどうにかしないといけない。

　どうすれば上手うまく改善出来るのかを考えながら、虎太郎は黒板の上に掛かけられた時計に視線をやり、

「あ、そろそろ行かないと。会長に怒おこられるのはともかく、空そらに蹴けられることになったらまずいし」

「……あいつ、柔じゆう道どう部だよな？　前に見たんだけど、後ろ回し蹴げりをナンパ男の側頭部に決めてたぞ？」

「恐おそろしいことに、空は柔道技わざより打だ撃げきの方が得意だよ。あとプロレス技も」

「…………なんで柔道部なんだよ」

　佑樹の呟つぶやきに苦笑いで応こたえて、虎太郎は席を立つ。

　本番前に、まずは着ぐるみインタビューだ。実際に喋しやべることはないけど、会長の話に合わせてそれらしいアクションをしろと言われているので、気は抜ぬけない。

　鞄かばんを持って、佑ゆう樹きに軽く手を上げて別れの挨あい拶さつを済ませてから、虎こ太た郎ろうはひとまず着き替がえる為ために生徒会室へと向かった。




「──セリスさんは、どうしました？」

「あ、委員会の会議の方に行ったよ。時間がヤバいって言いながら」

　新聞部インタビューが滞とどこおりなく終しゆう了りようし、生徒会室に戻もどった途と端たん。

　中に一人いた雛ひな姫きの問いに、虎太郎は着ぐるみの頭部を取りながら答えた。

　そのまま生徒会室の中にあるドアから繫つながっている小さな空き教室に入り、いそいそと着ぐるみを脱ぬぐ。『生徒会準備室』という名目で倉庫として使われているこの部屋で着替える手はずになっていて、脱いだ制服もここに置いている。流石さすがに制服着たまま中に入ると、皺しわが寄ってえらいことになってしまう。なので脱ぐのは当然として、ドア一枚向こうに同年代の女子がいる状じよう況きようで一人アンダーシャツにトランクスという下着姿になるのは、ちょっと恥はずかしい。

　用意しておいたタオルでさっと顔と首筋の汗あせを拭ふいてから、虎太郎はいそいそと着替える。せめてこの準備室に鍵かぎがかかればいいのに、残念ながら南なん京きん錠じようすら取り付けてなかった。

　隣となりの部屋にいる雛姫をあまり待たせない為にも手早く着替えを終えた虎太郎は、簡単に服装チェックをしてから「よし」と呟つぶやき、生徒会室へと続くドアを開ける。

　すると、入室した時には座って事務仕事をしていた雛姫が立っていて、生徒会室のドア付近にいる姿が見えて、

　──カチャ、と鍵をかけるのも、バッチリ目もく撃げきしてしまった。

「…………あの……百合ゆり川かわ、さん？　どうして、その……鍵を？」

「念の為です。これから話す内容を誰だれかに聞かれてしまう二次災さい害がいを防ぐ為には、これくらいの用心は必要ですから」

「いやでも、会長は会議が終わったら帰るって言ってたし、空そらも蒼海うみちゃんも今日は来ないって……」

「だから、念の為です」

　そう言って振ふり返った雛姫の目は真しん剣けんそのもので、殺気に近いものさえ感じられる。

　予想よりも剣けん吞のんな雰ふん囲い気きに虎太郎はごくりと唾つばを吞のみ込み、そっと相手を刺し激げきしないように距きよ離りを取りつつ、定位置になっている席へと座った。すぐに雛姫も席に着く……けど、いつも彼女が座っている席じゃない。

　こちらの向かいの、普ふ段だんは蒼海が座っている席に着き、背筋を伸のばして真まっ直すぐにこちらを見てくる。その、今すぐにでも決けつ闘とうを挑いどんできそうな強い視線を受けているんだから、縮こまってしまうのは仕方ないはず。

　──それにしても、と虎こ太た郎ろうは心の中で呟つぶやいた。

　こうやって改めて向かい合うと、やっぱり百合ゆり川かわ雛ひな姫きは綺き麗れいだ。自分にも可愛かわいい妹がいるし、空そらだって凜り々りしい美人だから、それなりに見慣れていて耐たい性せいはあるつもりなのに、何度見てもため息が出るくらいに美しい。

　なのに、どうして──

「……どうして友達がいない、なんてことになるのかなぁ」

「い、いきなり直球で殺しにかかってくるだなんて……!?」

「ぁ、れ？　もしかして僕、口に出してた……？」

「ハッキリ言ってました！　そんな、事実だからって何でも言っていいってわけじゃないんですからね……！」

　無意識に声に出してしまったらしい。大失敗だ。

　雛姫の目め尻じりにほんのり涙なみだが浮かんでいるし、さっきよりも数割増しで威い嚇かくするような雰ふん囲い気きを全身から出している。

　初しよっ端ぱなからやらかしてしまった虎太郎は、敵意や害意は無いとアピールしようと慌あわてて両手を振ふり、

「ち、違ちがうよ？　本当に疑問だっただけで、他意は無いからね？」

「昼休みの時も同じことをしたじゃないですかっ」

「あれだってそんなつもりはちっともなくて！　だってほら、普ふ通つうに考えたらあり得ないし」

「と、とっ、友達がいないのがそこまであり得ませんかっ?!」

　またやらかした。しかもごそっと盛大に。

「ごめんそうじゃない！　まずは説明を聞いて！」

「まだ私を貶おとしめるつもりなんですかっ？」

「だから違くて！　『普通に考えたら』っていうのは、百合川さんだからってことだよ！」

「………………私、だから……ですか？」

　今にも零こぼれ落ちそうなくらいの涙目ではあるけど、なんとか雛姫の暴走は止まった。ただし明らかにこちらを警けい戒かいした様子だ。ここでしくじったら、たぶんアウトになる。

　なので虎太郎は相手を刺し激げきしないように、人間不ふ審しんな野の良ら猫ねこを相手にするくらいの慎しん重ちようさを心がけて、ゆっくりと説明した。

「だってさ、百合川さんって男子に人気なのは勿もち論ろん、女子からの信しん頼らいもあるでしょ？　クラス委員になったのも推すい薦せんだったしさ」

「……確かに、私は推薦されてクラス委員に就つきました。ですが、それと親しい人がいるかどうかは別です」

「そう、なの？」

「適任だから推薦されただけだと思います。それに……こんな言い方をするのは良くないかもしれませんが、クラス委員なんて面めん倒どうな仕事、進んでやりたがる生徒は稀まれでしょう？　なら『他ほかの誰だれか』と周りを見回した時、生徒会副会長の私が推おし易やすかったからそうした──それだけのことだと」

　冷めた言い方……というより、少しだけ寂さびしがるような悲しむような、そんなニュアンスも感じられた。

　どう言えばいいのか虎こ太た郎ろうが考えているうちに、雛ひな姫きは一度伏ふせた目をこちらへと向け直してきて、

「副会長に就つく前も似たようなものでしたよ。事務的な連れん絡らく以外で時折声をかけてくれる人はいましたが、どこか社交辞令のような響ひびきがあって……余所よそ余所よそしい、というのが正確かもしれません」

「や、でも、百合ゆり川かわさんと仲良くしたいって女子も、少なからずいると思うけど。去年のうちのクラスにもいたよ？」

　確かその生徒は、『上手うまく会話出来なかった～』とヘコみ気味だったと覚えている。

　自分の記き憶おくは正しいのだろうかと雛姫を見れば、完かん璧ぺきを絵に描かいたような副会長が、何やら気まずげな表情になっていた。

「……その……いきなり結論の見えない世間話を仕し掛かけられると、緊きん張ちようしてしまって……う、上手く喋しやべれなかったことが、何度も……」

「…………そっかぁ……」

　緊張していたのはお互たがい様、ということらしかった。人見知りって感じは無いのに、どれだけコミュニケーションスキルが無いんだろう。

　どうしたもんかなぁ、と思いつつ、虎太郎は一応もう一つ質問を投げてみる。

「それじゃ、男子は？　何人も告白したって噂うわさが流れているけど……」

「……ええと…………はい」

「実際、どれくらいの人数だったの？」

「その…………七人です」

「七人!?　え、それって高校に入ってからだけで？」

「……はい。中学生の時も含ふくめれば、もう少し多くなります」

　聞いている限りだと『もう少し』っていうのはかなり控ひかえめな表現な気がする。もしかしたら、その何倍か、くらいいっているのかもしれない。

　ただ、今問題になるのは数じゃないので、虎太郎はそこには深く触ふれず続きを訊たずねた。

「それだけ人気があるなら、中には友達になれそうな人もいたんじゃない？　彼らは駄だ目めだったの？」

　付き合うのはともかく友達なら、という相手は何人かいてもおかしくないと思っての質問に、雛姫は憂うれいを帯びた表情で首を横に振ふる。

「いい人もいたかもしれません。ですが、告白を断った後で『じゃあ友達に』なんて……とてもじゃないですが言えませんし、向こうから言われても困ります」

「それは、どうして？」

「だって、相手の人が自分に特別な好意を持っていると知っているんですよ？　それなのに告白をお断りしておいて普ふ通つうの友達関係を求めるだなんて、都合が良すぎます。……普通の友達関係、ないですけど…………ふふ……」

「そこで自じ虐ぎやくに入らないで?!」

「っ、すみません。……それから、交際をお断りした方にお友達と言われても……その、下心を感じてしまって。友達以上を期待されてしまっても…………私、困ります」

　本当に困った様子で丁てい寧ねいに説明されて、虎こ太た郎ろうも納なつ得とくした。

　確かに、友達付き合いしていてもどこかで『友達以上』を求めている相手……っていうのは、かなりやりづらい。まあ自分は告白されたこともなければそんな微び妙みような立場になったこともないので、想像してみた感じだけど。

　それにしても……二ふた桁けた以上告白されているのに、男の友達は一人もいないって、ある意味凄すごい。こんなに綺き麗れいで性格も良さそうなのに、逆に凄い。

　むしろ呆あきれるべきなのかなぁ、と妙みようなことを虎太郎は考え始めた──が。

　ふと、正面から強いプレッシャーを感じて、意識を目の前に向ける。

　そこには当然、百合ゆり川かわ雛ひな姫きがいる……のだけれど、

「……ど、どうしたの？　そんな、まじまじと見て……？」

　どういうわけか、雛姫はこちらをじっと見つめている。

　それが頰ほおを染めての熱視線なら『え、もしかして僕に気があるの？』と勘かん違ちがいも出来るのだけど、全然違う。むしろ負のオーラを乗せた、雨雲のような暗い視線だし。

　やや前のめりになって机に肘ひじを突つき、下から睨ねめ付けるようにしている雛姫はちょっとむくれている感じの表情で──正直、凄く可愛かわいい。こんな顔もするんだ、って新しん鮮せんさもあって、かなりドキドキする。

　そんなこちらの動どう揺ようなんてちっとも知らなさそうなクラスメイトは、少し唇くちびるを尖とがらせて、

「……雪ゆき村むらさんはずるいです。絶対に仲間だと思ったのに」

「え、っと、仲間って…………つまり、友達がいないって？」

「そうです！　行く宛あてが無い、頼たよれる相手もいないと言うので、親しい友人はいないとばかり思っていました」

「でも実際、泊とまらせてって頼たのめる友達なんて殆ほとんどいないよ？　数少ない相手には断られたし、他ほかは中学の時の友達だから、この学園に通うにはちょっと遠すぎて……」

「二人以上いるじゃないですかっ。零ゼロと一の間には深い深い溝みぞがあるというのに、二人以上もいるだなんて！　それに、相あい羽ばさんもですよね？」

「空そらは……なんというか、昔からの腐くされ縁えんみたいなところもあるからさ。それこそあいつに比べたら、僕なんて全然人望無いよ」

　本気で友達百人いそうな幼おさな馴な染じみとの歴然の差を出して、虎こ太た郎ろうは大したことないとアピールする。実際、友達といえる相手なんて、数える程ほどしかいない。

　ただ、ちょっと間ま違ちがいだったのは、

「…………それ以下の私の立場は……ぅぅ……」

　目の前の美少女が、一人も友達がいないって失念していたことだった。

　……どうやら本気で悔くやしいようで、また目の端はしに涙なみだの気配が。こうしてみると表情はそんなに変わらない割に、意外と感情表現豊かだ。

　そしてもう一つ、虎太郎はピンときたことがある。

「もしかしてあの時──僕がアパートを追い出されそうになったあの会議の時、僕のことを庇かばってくれたのは……？」

「……ええ、そうです。同じ友達がいない仲間ですから、大目に見て助けてあげるべきだと思ったんです」

　やっぱり、と虎太郎は心の中で頷うなずいた。

　つまり雛ひな姫きの勘かん違いのおかげで、自分はアパートを出て行かずに済んだのかもしれない──ということだ。

　焼け出された後で住む場所をくれた空やセリスには当然感謝しているけど、自分が居続けることに反対しなかった雛姫にも、虎太郎は感謝している。

　だから──っていうのは、少し変なのかもしれないけど。

　自分なりに出来ることをしてみようと決意して、虎太郎はぐっと背筋に力を入れた。

　そして真まっ直すぐに、恥はずかしがらずに雛姫の顔を見て、口を開く。

「あのさ、百合ゆり川かわさん。一つ提案があるんだけど、いいかな？」

「……なんですか？　友達のいない惨みじめな私を脅おどして、いいように弄もてあそぶ計画でも披ひ露ろうするつもりですか？」

「憂ゆう鬱うつな目で人聞きの悪いこと言わないで欲しいんだけど!?　……や、そうじゃなくて、お願いみたいなものなんだけどさ」

「…………？」

　胡う乱ろんげにこちらを見る雛姫に、虎太郎は深呼吸一つ分の間を置いてから、




「あのさ──僕と友達にならない？」




　心の中で何度か繰くり返してから実際に声に出して言ったその言葉に、雛姫の目がきょとんと丸くなった。

　目が合ったまま沈ちん黙もくが続き、虎こ太た郎ろうは背筋が痒かゆくなってくる。何だろう、下手したら告白するより恥はずかしいかも……！

　軽くテンパってしまい、緊きん張ちようから引き攣つり笑いが出そうになるのを懸けん命めいに堪こらえていると、不意に向かいから声が聞こえてきた。

「……それは、どういう意味でしょうか？」

　探さぐるような、強い疑問が感じられる口調の雛ひな姫きに、虎太郎は慌あわてて表情を引き締しめ、

「言葉通りの意味だよ。僕と友達になって欲しいんだ」

「なるほど……雪ゆき村むらさんは、あれですね？　私に対して『友達だからいいだろ？』と言いながらふしだらなことをしたり、『カラオケして遊ぼう』と言いながらいやらしい目的のホテルに連れ込んだり、そういう友達付き合いを強要するつもりなんですね……！」

「そんな新形態の友達じゃないよ?!　というか、何その偏かたよりまくった友達情報！　どこで仕入れてきたの、それ！」

「本ですっ。最近読んだ少女漫まん画がにそういう話がありました」

「何で少女漫画がそんなアダルト展開を……?!　しかもそんなの読んでるの？」

「お、面おも白しろいんですよっ!?　本屋で買うところを偶ぐう然ぜん目もく撃げきされた蒼海うみさんには、何も言わず見なかった振ふりをされてしまいましたけど！」

　流石さすがは相あい羽ば姉妹の良心担当、際きわどい状じよう況きようを見事にスルーしてくれたらしい。これが空そらだったら本屋にいた客全員に雛姫の買った漫画の内容がバレてしまう展開になっていたはずだ。想像しただけでも恐おそろしい。

　長いこと友達がいないと大変な勘かん違ちがいをしてしまう、という厄やつ介かいな実例を前にして、虎太郎は何とか言葉を選びながら説得を試みる。

「変な意図はこれっぽっちも無いから。僕が言いたいのは、友達になるのがお互たがいにとって一番いいんじゃないか、ってことだよ」

「……どういう意味ですか？」

「つまりね、百合ゆり川かわさんが警けい戒かいしているのは『友達がいない』ってことを他ほかの人に言い触ふらされることでしょ？」

　虎太郎の問いに、やや迷った様子で雛姫は頷うなずく。まあ警戒しているのは醜しゆう聞ぶんだけじゃなくて、それをネタに脅おどされてあれこれされるって展開もみたいだけど、そっちは放置。だってあんまり触れたい話題じゃないし。

「僕としてはそんなつもりはないけど、口約束だけじゃ信用出来ないよね？」

「……はい」

「だったら、いっそのこと僕らが友達同士になればいいんじゃないかな、って。友達なら悪い噂うわさは流さないって少しは信用してくれてもいいと思うし、それに『百合川さんに友達がいない』っていうのも間違いになるでしょ？」

「それは……そうですけど。でも、そんな打算で友達だなんて言えるんですか？」

　やや戸と惑まどった表情の雛ひな姫きが言うことは尤もつともだ。

　とはいえ、午後の授業の間中考えたものの、他ほかに解決策が出せなかったので、虎こ太た郎ろうには吞のんで貰もらえるよう説得するしかない。

「初めのうちは難しいかもね。だけど僕は百合ゆり川かわさんに信用して欲しいから、友達になって貰いたいんだ。同じアパートで暮らしているんだし、秘密を握にぎっているだなんてギスギスした関係のままいたくないよ」

「……私と友達になって、あなたにメリットがあるんですか？」

「そんなの考えてなかったから、急に言われても分からない。でも……」

　一度言葉を区切って、虎太郎はすっと息を吸い込む。

　数学の証明や化学の実験と違ちがって、何の根こん拠きよも無い自分の言葉をただひたすらに信じて貰う以外にない。

　だから精せい一いつ杯ぱいの誠意を込めて、虎太郎は雛姫の目を見て言った。

「──一週間前にさ。セリスさんが僕を住まわせることを問題視して他の皆みなに意見を訊きいた時、百合川さんは住み続けてもいいって言ってくれたよね？」

　どうやらさっきの話によると、火事で焼け出されたから、という以上の個人的な同情もあったかららしい。

　その同情は勘かん違いだったから、もしかしたら本当は違う結果だったのかもしれない。

　ただ……それでも。

「僕に友達がいないと勘違いしたからああ言ってくれたのかもしれないけど……そうだとしても、凄すごくありがたかったし、嬉うれしかった。だからメリットとかそんなのどうでもいいから、僕は百合川さんと友達になりたい」

　もっと上手うまい言葉や形であの時の感謝を伝えられたのならよかったけど、残念ながら自分の頭じゃ下手に飾かざろうとすると噓うそっぽい感じになってしまう。

　だからストレートに、思ったままを虎太郎は告げた。

　……やっぱりというか、かなり恥はずかしい。『友達になりたい』って、そんなこと言ったの小学生の頃ころ以来だし。

　そして肝かん心じんの雛姫の反応を、怖こわくも思いつつ窺うかがってみると、

「………………」

　どこか遠くを見るような目で、まじまじとこっちを見ていた。

　少なくともドン引きしてはいなさそうで、そこはちょっとだけ安心なのだけど……何を考えているのか、分かりづらい。惚ほうけているのとは違うみたいだし、喜んでいるようにも見えないし、一体どう受け止められたのか。

　……というか、出来たら早く返事が欲しい。さっきから高校受験の合格発表を見に行った時に校門を潜くぐってから掲けい示じ板に辿たどり着くまでの間並みにドキドキして、なんかもう叫さけび出したいくらいだ。本気で愛の告白とかしたら、きっとこんな気分になるんだと思う。

　落ち着かなくてネクタイに手を伸のばし、そわそわと結び目のところを指で触さわってしまうけど、それくらいで冷静さが戻もどってくるような生なま半はん可かな緊きん張ちようじゃない。

　尚なおも沈ちん黙もくが続き、段々と心臓と胃が締しめつけられるような居い心地ごこちの悪さを覚え始め……

　ついに虎こ太た郎ろうがプレッシャーに負けて目を逸そらしてしまいそうになった、その時。

　ゆっくりと、雛ひな姫きの淡あわい桜色の唇くちびるが動くのが見えた。

「……一つだけ、約束して欲しいことがあります」

「約、束？　えっと、なんだろう？」

　予期していなかった言葉に戸と惑まどいながら聞き返すと、赤みがかった雛姫の瞳ひとみが、これ以上ないくらいの真しん摯しさを帯びてこちらを見て、

「私のことを、好きにならないで下さい」

　さっきよりもさらに予想外の言葉が飛んできた。

「それは…………ええっと……？」

「変なことを言っているのは重々承知しています。自意識過か剰じような発言だとも思います。ですが、その……男女の友情は、恋愛感情が原因で壊こわれてしまいがちですから」

「ああ、なるほど──って、じゃあそれさえ約束すれば？」

　ようやく話の結びつきが分かって、虎太郎は興奮気味に問いかける。

　すると雛姫は小さく頷うなずいて、

「……約束、して貰もらえますか？」

　改めての確かく認にんに、虎太郎は少し考えてから答えた。

「分かった、頑がん張ばってみるよ」

「絶対に守る、とは言わないんですか？」

「いやその、これが『告白しない』とかなら守るって約束出来るんだけど、好きにならないっていうのは気持ちの問題だから、ちょっと約束が難しくて……あっ、でも、やれる限り頑張るつもりだよ!?　百合ゆり川かわさんは美人だし大変かもしれないけど、うん、頑張る！」

　口早に説明するけど、言っている自分でもちょっとどうかと思うくらい言い訳っぽくなっている。こちらの誠意を伝えるつもりだったのに、どうしてこんなおかしなことに。

　とはいえ、あんな真ま面じ目めに言ってきた相手に適当な口約束なんて出来ないし、あまり口は上手うまくないので説得の言葉も思いつかないしで、困ってしまった虎太郎は頭を搔かきながら雛姫の顔色を窺うかがう。

　呆あきれているだけならまだしも怒おこっているんじゃないのかな、と想像していたが、

「雪ゆき村むらさんは……不器用な人なんですね」

　何故なぜだか、微笑ほほえましいものを見るような表情になっていた。どこにそんな要素があったのか、全然分からない。

　反応に困る虎こ太た郎ろうの前で、雛ひな姫きは座ったままそっと居住まいを正し、

「分かりました、それで大だい丈じよう夫ぶです。ただ、私と友達でいられなくなったら、その時はちゃんと言って貰もらえますか？」

「う、うん。それは約束する……けど、本当にいいの？」

「はい。私の方も、個人的に友達を作る努力をしてみます。そうすれば万が一の時に、雪ゆき村むらさんから脅おどされることもなくなりますから」

　きっとこれは雛姫なりの冗じよう談だんなんだろう。そうでなかったら未いまだに脅しをかけるような人間だと思われているという悲しい事実が発覚してしまうので、冗談だと信じたい。

　ともあれ、どうにか話はまとまったみたいなので、虎太郎は確かく認にんの意味も込めて、改めて雛姫に問いかけた。

「それじゃ、ええと……友達になってくれる？」

「……はい。不ふつ束つか者ものですが、よろしくお願いします」

　言って、遠えん慮りよがちににこりと笑った。

　その顔を見て虎太郎はつい、早まったかなぁ……、と思ってしまう。

　だって、今の顔は反則だ。あんな、大たい抵ていの男なら一発でやられてしまいそうな破は壊かい力抜ばつ群ぐんの微笑ほほえみを見てしまうと、友達以上の感情を抱いだかずにい続ける自信がちょっと持てなくなる。

　ただまあ、逆に言うと、あの笑顔を裏切れないなぁ……、とも思ってしまうので、やっぱり頑がん張ばるしかない。

「……前ぜん途と多難、かな」

　目の前にいる美人さんには聞こえないよう呟つぶやいて、虎太郎はどうしようもなく苦笑いを浮かべた。







　不安はあるものの何とか話がまとまり、生徒会室の空気も富士山頂みたいに冷たくピンと張り詰つめたものから、春の野原のように穏おだやかで和なごやかなものになっていた。

　こうなると学園ナンバーワン美少女と二人きりで向かい合っているこの状じよう況きようが、ちょっと気き恥はずかしい。友達になることばかり考えていて、なった後でどうするかなんて全然考えてなかったし。

　新しい友人の雛姫はにこにこしていて、黙だまって見ているとそれだけで恋愛メーター的なものがぐんぐん上じよう昇しようしてしまいそうなので、何か話題にすることはないかと虎太郎は探し、

「……っと、そうだ。問題が解決したところで、僕の携けい帯たい返して貰えるかな？」

　半ば忘れかけていた、人質代わりに預けておいた携帯電話のことを思い出した。

「あっ……すみません、これですね」

　どうやら雛ひな姫きの方もうっかりしていたようで、一いつ瞬しゆん何のことを言われたのか分かっていない表情になってから、ブレザーの内ポケットから携けい帯たい電話を取り出した。

　差し出された携帯を受け取った虎こ太た郎ろうは、着信がないのを確かく認にんしてから仕し舞まおうとし……ふと気が付いて、画面から雛姫へと視線を移した。

「そうだ、百合ゆり川かわさん。折角だから携帯の番号、交こう換かんしようよ」

　同じアパートに住んでいるとはいえ、互たがいの番号もメアドも知らない。

　まあ、昨日までならとてもじゃないけど訊きけなかったから、仕方ないと思う。何しろ相手は百合川雛姫だ、個人的な連れん絡らく先を知っていると男子にバレたら、その場で血みどろの争そう奪だつ戦が起こりかねない人気者だし。

　……その人気者が友達ゼロだった、という現実は、とりあえず置いておくとして。

　友達になった今なら知っておくのが普ふ通つうだろうな、と思った虎太郎の提案に対し、雛姫はというと──

　一時停止ボタンでも押されたのか、って感じでフリーズしていた。

「……あの、百合川さん？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「え……ぁ、あ、はいっ、生きてます」

「いや死んでないのは分かってたけど……番号交換、嫌いやだった？」

　だとしたらちょっとだけショックだなぁ、と思いながら訊たずねてみたところ、雛姫は過か剰じようなくらいに首を横に振ふり、

「そっ、そんなことありません！　ただ、その、なんというか……そんなことを言われたの久しぶりで、少し緊きん張ちようしてしまって」

「……久しぶりって、番号訊かれるのが？」

「はい。確か中学の時以来だと」

「え、でも、クラスの女子から訊かれたりしなかったの？」

「目の前でそんな話が行われていたことはありましたし、その際に私の方を何度か見てくる人はいましたが……最後に訊いてきたのは、セリスさんだったと思います……」

　少なくとも一年以上昔、しかもクラスメイトとかじゃなくて親しん戚せきからが最後とか、聞いていて涙なみだが出てしまいそうな話だった。

「じゃ、じゃあさ、嫌じゃないなら僕と交換しようよ！　ほら、友達になった記念に！」

「……ありがとうございますっ。今すぐに携帯を出しますから、少し待って下さい！　本当にすぐですからっ」

　言って、雛姫は見るからに慌あわてて立ち上がり、後ろのロッカーに置いていた鞄かばんを持って来た。タイムセールスに群がる主婦を彷ほう彿ふつとさせる、このチャンスを逃のがしたら後は無いと言わんばかりの動きで。

　そんなに急がなくてもいいのに、と思う虎太郎の前で、雛姫は鞄の中から白い携帯電話を取り出した。

「携けい帯たいの準備出来ました！　あの、私はどうすれば……？」

「あ、じゃあ先にこっちから送信するから、赤外線受信してくれるかな？　それ、赤外線は使えるよね？」

「は、はい。確か出来るはずです。……ええと、赤外線…………赤外線の受信は……あれ、どこにあるんでしょう……？」

「見つからない？　ひょっとして携帯変えたばかりで慣れてないとか？」

「これを買ったのは中学に入る時なので、もう四年は使っているんですが…………その、普ふ段だんは使う機会がない機能なので……」

　間を持たせるちょっとした会話をするつもりが、見事なまでに地じ雷らいだった。

　虎こ太た郎ろうは冷ひや汗あせをかきつつ、なんとか話題を変えようと、

「そ、そうなんだ……でも四年も使ってるって、凄すごいね！」

「そうでしょうか？　特に買い換かえる理由が無かっただけですよ」

「でもさ、長く使ってると電池がすぐ切れない？　フル充じゆう電でんしたのにちょっと通話しただけで無くなっちゃうとか」

「普段からあまり通話はしていませんから。家族との連れん絡らくに必要な時も、数分とかかりませんので…………その、家族以外からは誰だれからもかかってきませんし……」

「…………」

　駄だ目めだ、ここは地雷原だ。迂う闊かつに歩くと二人とも死んでしまう。

　サウナ以上の息苦しさを感じて虎太郎が心の中で白旗を上げる準備をしていると、不意に雛ひな姫きがパッと顔を輝かがやかせた。

「あっ、ありました！　この赤外線受信で、受信状態にすればいいんですね？」

「うん、じゃあお願い。今、僕の方から送信するから……どう？」

「ええと……あっ、きました！　この『雪ゆき村むら虎太郎』を登録すればいいんですね!?」

「電話番号と、たぶんメアドも送れたはずだから、後で確かく認にんしてみて。じゃあ次は百合川さんから送ってくれる？」

「はいっ。……あ、でも私、自分でするの初めてで……どうすればいいんですか？」

　両手で携帯電話を握にぎった雛姫が助けを求めてきたので、虎太郎は相手の携帯を確認しつつ、一いつ緒しよに画面を見る。

「えっと、プロフィールを出して、機能ボタンから送信を選べばいいはずだよ。その機種なら、メニューで０を押せばプロフィールかな」

「ん……あっ、出ました！　これで、後は言われた通りにすればいいんですね？」

「うん。こっちは受信状態にしてあるから、そっちから送ってくれる？」

「はい、やってみます。上手うまく出来るか不安ですが……」

　恐おそる恐る慎しん重ちような手つきで操作する雛ひな姫きの姿は、普ふ段だんの完かん璧ぺきな優等生っぷりからは到とう底てい考えられないもので、見ていてかなり新しん鮮せんだ。

　ややあってから、

「あっ……！」

　歓かん喜きの声が聞こえてきた直後、虎こ太た郎ろうの携けい帯たい画面に『受信しました』の表示が出た。そのまま登録をして、確かく認にんの為ために電話帳のヤ行のページを見ると……ちゃんと『百合ゆり川かわ雛姫』の名前があって、電話番号とメールアドレスが記されている。

　自分から連れん絡らく先の交こう換かんを申し出たものの、未いまだにちょっと信じられない。同じアパートに住んでいても、そこまで距きよ離りが縮まったようには感じられなかったし、やっぱり遠くで光っている存在に思えた。

　そんな彼女の番号とメアドをゲット出来たんだから、僥ぎよう倖こうだと喜んでもいい場面……なのだけれど。

「お友達と、番号交換…………ふふっ……」

　全校男子憧あこがれの美少女である雛姫が、どう見ても自分より遥はるかに喜んでいるのを目まの当あたりにしてしまうと、何だか複雑な気分になってしまう。

　両手でしっかり携帯を握にぎり締しめて、しかもあんなに幸せそうな顔をして……駄だ目めだ、眩まぶしすぎて直視出来ない。

　どうにも照れてしまって虎太郎が気まずく感じていると、向こうもはしゃぎすぎだと思ったらしい。

　髪かみを撫なでつけて表情を引き締めた雛姫は、携帯電話を大事そうにブレザーの内ポケットに仕し舞まってから、

「コホン……ところで、雪ゆき村むらさん？」

「あ、と、何かな？」

「つい先さき程ほどからですが、私達はお友達になったわけです。もう今までみたいに、ただのクラスメイト、ただの同じアパートの住人ではありません」

「……ごめん、百合川さんの言っていることの意味が、いまいち──」

　相手の機き嫌げんを損そこねるかも、と思いつつ正直に訳が分からないと伝えようとしたが、全部言う前に雛姫がピッとこちらを指差して、

「それです」

「…………え？　どれ？」

「だから、その『百合川さん』という呼び方です。他人行ぎよう儀ぎすぎると思いませんか？」

「や、普通だと思うけど……」

　他ほかに返しようがなくて虎太郎がそう言うと、雛姫はその返事がお気に召めさなかったようで、やや頰ほおを膨ふくらませて首を横に振ふった。

「それでは訊ききますが──今日の授業が終わった時に、雪ゆき村むらさんの席にやって来た他ほかのクラスの男子生徒がいましたね？　彼は雪村さんのお友達ですか？」

「あ、うん。佑ゆう樹きのことだよね？」

「……そうです。では、相あい羽ばさんのことは何と呼んでいますか？」

「えっと、空そらの方？　それとも蒼海うみちゃんの方かな？」

　どちらのことを指していたのか分からないので答えつつ聞き返してみると……何故なぜか、雛ひな姫きはむっとするように眉まゆを顰ひそめた。おかしい、ただ質問に応こたえただけで、どうしてこんな反応をされるんだろーか？

　益ます々ます訳が分からなくなって虎こ太た郎ろうが対応出来ずにいると、黒くろ髪かみの副会長は自分の胸に手を当てて、ゆっくりと口を開いた。

「たった今、自分で証明しましたね？　雪村さんは、お友達のことを名前で呼んでいます」

「あー……特に意識したことなかったけど、そうかも」

　中には名字で呼んでいる友達もいると思うが、確かに名前で呼ぶ友達の方が多い。

　そして、今の言葉で彼女が何を言いたいのかも分かった。

　つまり雛姫は、

「お友達になったんですから、私のことも名前で呼んで貰もらえませんか？」

　……と、言いたかったわけだ。

　納なつ得とくがいったところで、虎太郎は苦笑の浮かぶ頰ほおを指で搔かいて、

「や、でも、いきなりすぎないかな？　もう少し親しくなってからでもいいんじゃないかなー、って思うんだけど……」

「でも、セリスさんのことは名前で呼んでますよね？」

「あれはほら、皆みながそう呼んでるからつい流れで……」

「……じゃあ、仲良くなったら名前で呼び合う関係になるわけですね？　つまり友達レベルが上がるってことですね？」

　何やらレベルとか言い出した。バイトがバイトリーダーになるみたいなランクとか、友達関係にはないと思うけど……たぶん言っても通じない気がするので、虎太郎は黙だまる。あのマジな目を前にしたら、黙らざるを得ない。

　こちらの沈ちん黙もくをどう判断したのか、雛姫は小さく頷うなずいて、

「──分かりました。まずはお互たがいをよく知り、仲良くなるのが先ですね」

「ん……まあ、そういうことかな」

「じゃあ先に他のことをやりましょう。お友達ならではのことを、一つずつ。そうすれば仲良くもなって、一石二鳥ですっ」

「何が一石二鳥なのか分からないんだけど……っていうか、それ単に百合ゆり川かわさんがやりたいだけだよね？」

　思わず虎こ太た郎ろうは突つっ込むけど、興奮気味の雛ひな姫きの耳には届いていないみたいだった。どれだけこの美少女は友達付き合いに餓うえていたのか。

　目を輝かがやかせ、ほんのり頰ほおを紅色に染めた雛姫は両手を机に突つき、虎太郎の方へと身を乗り出して話しかけてくる。

「雪ゆき村むらさん、今日はもう書類仕事は無いですよね？」

「え？　あ、うん、無かったと思うよ。そもそも生徒会本来の仕事は、殆ほとんど僕の方に回ってきてないし」

「なら……その、一いつ緒しよに帰りませんか？　丁度良いことに帰り道も同じですし」

「いや帰り道っていうか、同じ建物に住んでるからね？」

　反射的に突っ込みを入れつつも、突とつ然ぜんの誘さそいに虎太郎は驚おどろきを隠かくしきれなかった。

　あの百合ゆり川かわ雛姫と、一緒に下校。

　皆みなが認める美少女の『孤こ高こうの百合姫ひめ』と、二人で下校する──

「……誰だれかに見られたら、抹まつ殺さつされたり暗殺されたりするんじゃないかなぁ……？」

　半分くらいは冗じよう談だんじゃ済まなさそう、っていうのが本気で怖こわい。少なくとも妬ねたみの渦うずに巻き込まれるのは間ま違ちがいないはず。

　そもそも同じアパートで暮らしているっていうのがバレたらどんな目に遭あうのか、ちょっと想像したくない。良くてタコ殴なぐり、悪くて病院送りくらいはリアルにあり得る。

　凄せい絶ぜつな未来予想図にドン引きしていた虎太郎は半ば上うわの空そらになっていて……だから、少し気付くのが遅おくれた。

　すぐ目の前で、雛姫が不安げに表情を曇くもらせていることに。

「あの……私と一緒に帰るの、嫌いやですか？」

「えっ!?　ぁ、いやっ、そうじゃないよ?!」

「でも、とても嫌そうな顔を……」

　叱しかられた子犬でもこんなにしょげないだろうってくらいにしゅんと沈しずむ雛姫の姿に、虎太郎は慌あわてて手を横に振ふり、

「違う違うっ、誤解だよ！　百合川さんと帰るのが嫌だなんて、そんなことないって！」

「じゃあ一緒に帰ってくれるんですか？」

「うっ……でもほら、誰かに見られて噂うわさされたら、困らない？　困るよね？　うん、困っちゃうよねー？」

「…………私みたいに友達のいない哀あわれな女と一緒にいるところを見られたくない、ってことですね……」

「マイナス方向に曲解された!?　いや違うよっ、百合川さんが変な誤解をされるってことで、あとついでに僕は誤解の槍やりと石つぶてにボロクズみたいにされそうってだけで！」

「ええと……何かの比ひ喩ゆですか？」

　比ひ喩ゆならいいけど、実際にそうなりそうなのが怖こわい。

　……とはいえ、雛ひな姫きが一いつ緒しよに帰りたいというのなら、それはとても嬉うれしいことなので、虎こ太た郎ろうとしても叶かなえてあげたいところだった。同じ生徒会の仲間といえば、それなりの言い訳にもなるし。

　ただ、どうにしろ今日はちょっと難しそうだった。

「一緒に帰るのはいいんだけど……ちょっと今日は、仕事があって」

「えっ？　でも、先さき程ほどは……」

「うん、残ってやる仕事は無いんだけど……セリスさんの言いつけで、今日は着ぐるみを着たまま帰らないといけなくて」

「着ぐるみを……？」

　半信半疑な呟つぶやきに、虎太郎は力強く頷うなずいて応こたえる。

　別に一緒に帰りたくないからと誤ご魔ま化かしているわけじゃなくて、実際に新聞部のインタビューが終わった後、セリスから『今日はラブらんの格好で帰るように！　駅前を通って、愛想良くするのよ！』と言われていた。

　雛姫との話し合いがあるから一いつ旦たん脱ぬぎはしたけど、またこの後で着直して、営業みたいに少し遠回りのルートで帰ることになる。

「あの着ぐるみ姿だから凄すごく目立つし、駅前で誰だれかに絡からまれる可能性も無くはないから。だから百合ゆり川かわさん──」

『また次の機会に』、と虎太郎が続ける前に。

　一足早く、雛姫の涼すずやかな声が差し込まれた。

「分かりました。でも私は構いませんから、一緒に帰りましょう」

「…………え。それでも一緒に？　むしろ何で構わないの？」

「……やっぱり私と帰りたくないだけなんですか？」

「いや違ちがうけど！　でも普ふ通つう、あれの隣となりは厳しいと思うよね?!」

　少なくとも虎太郎なら隣を歩いて登下校なんてしたくない。千円貰もらっても拒きよ否ひするかもしれない苦行だ。

　なのに雛姫はまるで気にする風無く、至って普通のことのように、

「私は特に、何も。一緒に写真を撮とるのは少し嫌いやですが、よくよく見てみるとマスコットらしい愛あい嬌きようあるキャラですし」

「…………そっかー……平気なんだー……」

「はい。ですから一緒に帰りましょう。……その、原因が私にあるのなら、慎つつしみますが……」

　そんな風に言われてしまっては、もう断れるはずもない。

　まさか着ぐるみとの下校を、ここまで簡単に吞のむだなんて。正直、雛姫に友達がいないことより、こんな性格をしていたんだってことの方が驚おどろきだ。もっとクールで事務的な素っ気ない態度が常な人だと思ってたのに、ここまで友人付き合いを積極的にしたがるのは意外としか言いようが無い。

　この感じからすると、渋しぶるだけでもえらいガッカリされそうで、上手うまく考え直して貰もらう説得材料も出せそうになかった。

「……それじゃ、一いつ緒しよに帰ろっか」

「はいっ。これが私と雪ゆき村むらさんの、名前で呼び合う仲への第一歩ですね！」

　……というわけで。

　虎こ太た郎ろうは友人になったばかりの百合ゆり川かわ雛ひな姫きと、着ぐるみ姿で一緒に下校するという、どこをどう転んだらこんなことになるのか分からないイベントをこなすことになってしまった。

　まあ、でも。

　駅前を経由してアパートに辿たどり着くまでの地じ獄ごくのような数十分、どことなく雛姫が楽しそうだったから、そこまで悪いイベントでもなかったのかもしれなかった。







　──と、アパートに着いた時までは思っていた虎太郎だったが。

　建物の中に入り、玄げん関かんで着ぐるみの頭を脱ぬぎながら聞いた雛姫の言葉に、疲ひ労ろう感も満足感も、全部まとめて吹ふっ飛ばされた。

　その惑わく星せい破は壊かい級の衝しよう撃げき発言の内容は、一体何だったかというと──




「あの……よければ、夕食の後で私の部屋に来てくれませんか？」
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「どしたの、トラ？　なんかボーッとしてるけど」

「むえっ!?　そんな馬ば鹿かな、超ちよう普ふ通つうだよ！」

　アパート住民揃そろっての夕飯タイムの真っ最中、幼おさな馴な染じみにいきなり話しかけられた虎こ太た郎ろうは、思いっきり動どう揺ようしながら笑って答えた。

「そっかなー？　なんかこう、いつも以上に覇は気きが無いっていうか、見ているだけでテンション下がるような感じするけど」

「全然そんなことないって。というか、それ単に僕のこと貶けなしてるだけなんじゃないの？」

「違ちがうってば。ね、蒼海うみもそう思うでしょ？」

「……別に。それより空そら姉ねえ、唐から揚あげ食べすぎ。一人四つまでって言ったじゃん。それで五個目」

「うわ、本当？　じゃあトラの一個貰もらったってことで」

「いやそんなナチュラルに強ごう奪だつ宣言されても……いいけどさ」

　普段ならもう少し抗あらがうところだけど、今日はいいやと虎太郎はあっさり引き下がった。さっきからご飯の味があんまり分かっていないので、魅み力りよく溢あふれる大きめサイズの鶏とりの唐揚げも今日は惜おしくない。

　美味おいしそうに唐揚げを頰ほお張ばる空は、やっぱりというか、勘かんが鋭するどかった。幼馴染みなだけあって、余計にバレ易やすいのかもしれない。

　確かに虎太郎はいつもと違って、落ち着かない気分になっていた。

　原因は同じ食しよく卓たくを囲んでいる相手で、位置的にいうと隣となりの席にいる人物。

　他ほかの人には気付かれないようこっそりと右隣に座る雛ひな姫きを見れば、丁てい寧ねいな箸はし使いでほうれん草のお浸ひたしを食べているところだった。

　どこもおかしな様子はなく、黙もく々もくと食事をし続けている。それはこの一週間、毎日変わらない光景だ。

　つい何時間か前、生徒会室であれだけ喜き怒ど哀あい楽らくの表情を見せていた雛姫が、今はこのクールスタイル。ちらりともこっちを見やしない。山の天気でもここまで激しく変わらないだろ……、と虎太郎が思ってしまうくらいに、雛姫はいつも通りだった。

　まあでも、それはいい。それ自体は別にいいと思う。

　問題は、そんな彼女が帰宅した時に言った言葉の方だ。

　虎太郎の聞き間違えじゃなければ、あの時雛姫は『夕食の後で私の部屋に来てくれませんか？』と言った。思わず『……あぃ？』って幼よう稚ち園えん児みたいな聞き返し方をしてしまい、同じセリフをもう一度言われたので、たぶん幻げん聴ちようや空そら耳みみじゃないはず。

　その後、事態が吞のみ込めなくて呆ぼう然ぜんとしている間に彼女は自室に戻もどって行ったので、肝かん心じんのことは訊きけていないまま。

　夕飯が終わって、それから雛ひな姫きの部屋に行くとして……果たして、何をするのか？　そこが一番気になるポイントだ。

　女の子の部屋、二人きり、相手はとびきりの美人──と、これだけ揃そろっているんだから、気にするなって言う方が無理だと思う。しかも皆みながいるこの場ではその話題どころか、一いつ緒しよに帰ったことも友達になったことも話さないんだから、深読みもしてしまう。

　……ただまあ、『ひょっとして僕のことが好きなのかも!?』というところまでは、都合良く思えなかった。だって、友達になる条件で『自分のこと好きにならないで』と言われたのに、そんな展開になるのはまずないし。

　その一点のおかげでギリギリの冷静さは保ててはいるものの、それでもやっぱり気になってしまい、虎こ太た郎ろうは味のしないご飯をもたもた食べる羽目になっていた。

　こうなったらなるべく雛姫の方は見ないようにしよう、と決めて、意識を隣となりから逸そらそうと頑がん張ばっていると、

「そうだ、虎太郎に伝え損そこねていたことがあったわ」

　野菜炒いためを自分の取り皿に追加していたセリスが、ふと呟つぶやいてから虎太郎の方を見た。

　トイレで半はん裸ら姿を見てしまうあの一件から一週間、流石さすがに怒いかりは風化してくれたらしく、かなり普ふ通つうに話してくれるようになっている。とはいえ、友達感覚でフレンドリーに、とまではいかないけど。

　だから向こうから話しかけてくる時は、大たい抵てい生徒会の仕事が関係する場合で、どうやら今回もそうらしかった。

「来週末の金曜だけど、午後にマラソン大会があるのは知ってる？」

「あ、はい。有志参加のやつですよね？」

「ええ。去年もあった、生徒会主しゆ催さいのマラソン大会よ。学校周辺コースを男子は七キロ、女子は五キロ走る、毎年恒こう例れいのね。あれに今年はあなたも参加するように」

　お願いじゃなくて命令だったので、虎太郎はとりあえず頷うなずいてから、

「分かりました。……でも僕、そんなに足速くないですよ？」

「別に構わないわ。ただ、そうね……熱中症しようには気を付けるべきかもしれないわね」

「…………え？」

　まだ四月なのに、熱中症。まあ当日の天候次し第だいでは無くはないけど、心配するならもっと別のことの方が正しい気がする。

　……ただし、ある前提を除いたら、だ。

　嫌いやな予感に虎太郎は箸はしを止め、やや頰ほおを強こわ張ばらせて、そうじゃありませんようにと願いながらセリスに確かく認にんする。

「……あの……『僕』がマラソン大会に出るんですよね？」

「ええ、そうよ。あなたが『ラブらんとして』出るの」

　嫌いやな予感がストライクで的中した。

「あれを着てマラソンですか?!　え、や、無理ですって！」

「大だい丈じよう夫ぶよ。前に空そらが試ためしてくれた時は、あの姿でバク宙したりテニスしたり出来たもの。ただ走るだけなら問題無いわ」

「それは着ぐるみじゃなくて中身が規格外だからですよ！　って、そうだ、その時は空が代わりに入れば……」

「あー、それ無理。あたしは女子の組で参加して、意地でもトップ取れってリーダーから言われてるから」

「ちなみに生徒会役員は全員参加よ。雛ひなも走るし、わたしは司会進行、蒼海うみちゃんには裏方で働いて貰もらうことになっているわ」

　つまり、中を代わってくれる相手はいない、ということだった。まあ虎こ太た郎ろうとしても、空以外の人に代わりに走ってくれと言うつもりはなかったけど。

　ともあれ、あの着ぐるみを着てマラソンというのは、逃のがれられない決定事じ項こうらしい。

「……あの、着ぐるみ着て七キロって、普ふ通つうに倒たおれると思うんですけど」

「あっ、男子組に参加するけど、特別に五キロのコースでいいわ。それなら大丈夫でしょ？」

「…………いやあの、それでも倒れるのは余よ裕ゆうだと思うんですけど……」

「もうっ、やってみる前から文句言わないで欲しいわね！　ラブらんの着ぐるみはそこまで重くないし、動き易やすいでしょ？」

「他ほかの着ぐるみと比べたらそうかもしれないですけど、あれフル装備したら幼よう稚ち園えん児背負って走る以上の大変さはありますからね!?」

　量ったことはないけど、たぶん総重量で十キロ以上ある。関節部分や素材の工夫はしているみたいだから軽めだし思っていたよりは動き易いけど、それにしたって限度ってものが世の中には存在するよ。

　下手したらガチで倒たおれて死にかけるところまであるんじゃないかと虎太郎が震ふるえていると、セリスはドッキリが成功した芸人みたいに破顔して笑い、

「あははっ、分かってるわよ。だから参加はして貰うしちょっとは走らないと駄だ目めだけど、途と中ちゆうで棄き権けんしていいわ。その前提なら平気でしょ？」

「まあ……リタイヤしていいなら。でも、どうしてそこまで僕……というか、ラブらんが出ないといけないんですか？」

　ごく自然な疑問を口にすると、会長は指を立てて「いい質問ね」と返してくれた。

「四月のマラソン大会は毎年恒こう例れいの行事だけれど、その参加率は酷ひどいものよ。まあ、有志参加で賞品も無ければ当然なのかもしれないわね。入賞者に賞状は出るけど、そんなもの欲しがる人、いないもの」

「部活によっては顧こ問もん命令で強制参加らしいよ。ま、逆に言うとそれを抜ぬきにしたら物好きが数人参加するだけだったもん」

「そこをわたし達が、新生生徒会が盛り上げて参加者倍増させようってわけなのよ！　去年は男女合わせて三十人くらいが出たらしいから、とりあえず目標は倍の六十人ね！」

　ババッ、と勢いよく右腕うでを振ふるう会長だけど、その手にしっかり箸はしが握にぎられているから、あんまり格好良くはないのが残念だ。

　そんな虎こ太た郎ろうの感想なんて知るはずもないセリスは絶好調の笑え顔がおで、

「注目度の高い生徒会役員の参加に加えて、今一番ホットなマスコットが走るのよ？　一いつ緒しよに走りたいって人がたくさん参加してくれるはずだわ！　そうなれば、生徒会の手しゆ腕わんは確かだって実績にも繫つながるの！」

「実績って……その、効果はあるんですか？」

「少なくとも嫌いやみったらしい委員会連中や教師陣じんには効果あるわ。あと、新聞部が結果を特集して壁かべ新聞にしてくれるって話だから、それを読めば一いつ般ぱん生徒も見直してくれるわよ！」

「そんなに上手うまくいくのかなー？　あたしとヒナっちは走るけど、ウミとリーダーは裏方だし。第一、着ぐるみ一つでそんなに参加する人増えないんじゃない？」

「むっ。じゃあ空そらには良いアイデアがあるっていうの？」

「あ、ウミとリーダーが客寄せでバニーガール姿になるってどう？　すっごいハイレグで際きわどいヤツ！　ねっ、どうよトラ？」

「そこで僕に振ふられると迷めい惑わくなだけだから止やめてくれないかな!?　……ほらっ、蒼海うみちゃんと会長が薄うすら寒い目でこっち見てる！」

「……虎太郎は期待しているみたいだけど、そんなの着ないわよ！　しかも選よりに選って似たような身長の蒼海ちゃんと揃そろいだなんて……片方は谷間で片方は丘きゆう陵りようだって比べられちゃうじゃないのっ」

「いやだから期待もしてないですって！　蒼海ちゃんも胸を隠かくさないでいいから！　見てないからね!?」

　とんだ巻き込み事故を食らい、虎太郎は慌あわてて話題を戻もどそうとして、産業廃はい棄き物から発生したグロモンスターを見るような目つきになっているセリスに話しかける。

「あのっ、僕が走るのは分かりました！　ただ絶対に途と中ちゆうでバテるんで、リタイヤ前提でもゆっくり走っていいですか？」

「わたしとしては倒たおれない程度に頑がん張ばって貰もらいたいところなのだけれど……まあいいわ、無理は言わないから。ただし途中で休んでもいいけど、周りの目だけは気を付けなさいね。疲つかれたからって情けない姿は見せたら駄だ目めよ？」

「それって昨日の体育でリーダーがやった感じの？　ほら、走はしり高たか跳とびの時に助走で転んで、盛大に頭からバーに突つっ込んだアレみたいな」

「あれは事故よっ、いいから早く忘れなさい！　全く、これだから同じクラスに空そらがいるとやりにくいったら……！」

「えー、良かったじゃん。だってリーダーの友達、みんな上級生になっちゃったから、他ほかに知り合いいないでしょ？」

「……だから事実でも言って良いことと悪いことがあるでしょうっ！　仕し舞まいには泣くわよ?!それからまた唐から揚あげっ、何個食べるつもりなのよ!?」

「もうみんな食べないのかなー、って。残したら勿もつ体たいないでしょ？」

「わたしは美味おいしいものは最後に食べるタイプなのっ。残ってる二つはわたしのなんだから食べたら承知しないわよ?!」

「会長、一個は蒼海うみのだから。こっそり多くカウントしないで貰もらえます？」

　セリスに空、そこに鋭するどい蒼海の発言も加わった賑にぎやかすぎる食しよく卓たくで、虎こ太た郎ろうが口を挟はさむ隙すきなんてどこにも無い。まあ、そもそも女の子が和わ気き藹あい々あいと話しているところに突つっ込んでいくのはハードルが高いし。

　ただ、自分はともかく……今日も雛ひな姫きは会話に参加せず、黙もく々もくとご飯を食べている。

　いただきますとご馳ち走そう様さまでしたの二言以外は、振ふられた話題に答えるくらいしか喋しやべらない。それは夕飯の時だけじゃなくて、普ふ段だんの生活でもだ。

　あんな形で『友達』になった自分にですら、一いつ緒しよに帰ろうと誘さそってきて、さらには部屋に招くくらいの積極性があるのに、この有あり様さま。それが何だかちぐはぐに思えて、虎太郎は内心で首を傾かしげてしまう。

　まあ、何にせよ──

「はー、食べたわね。今日も美味しかったわ、蒼海ちゃん」

「……どもです」

「お風ふ呂ろはヒナっちからだっけ？　ここでテレビ見てるから、出たら教えてくんない？」

「はい、分かりました。それではお先に失礼します」

　入浴の準備があるからか、雛姫は自分の部屋に戻もどって行った。虎太郎は自分の食器を片付けながら横目でそれを追い、少し考える。

　夕食の後、と言われはしたけど、この後に風呂があるなら、それの後ってことだろう。

　……三人くらいなら余よ裕ゆうで入れる広い風呂に、のんびり浸つかった後で。露あらわになった白い肌はだをほんのり赤く染めて、長い髪かみをまとめ上げてほっそりとした項うなじが見えたりして。しかもゆったり手足を伸のばせるから、気持ち良くて声を漏もらしちゃったりなんかして──

「んー？　どしたの、トラ？　なんかにやけてて気持ち悪いよ？」

「……空は本当に、あれだね。歯に衣きぬを着せるってことを知らないよね」

「だって気持ち悪い顔だったし。うちの兄貴がエロいＤＶＤを借りてきた時と同じ顔」

「その情報が筒つつ抜ぬけっていう家庭環かん境きよう、相変わらず凄すさまじいね！」

　と、空そらには強気の突つっ込こみで返しつつ。

　友達の入浴シーンをリアルに想像してしまっている自分を顧かえりみて、やっぱ気持ち悪いなぁ……と虎こ太た郎ろうは反省した。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




　夕ご飯が終わり、セリスと蒼海うみは自室に、空は食堂と繫つながっているリビングでテレビを、そして虎太郎はコンビニに出でかけた。

　理由は簡単、部屋にじっとしていたら何だかもぞもぞしてしまい、落ち着かなくて外に出てしまったという……ちょっと、じゃなくてかなり情けないもの。

　アパートから二分の所にある最も寄よりのコンビニで、軽く雑誌を眺ながめてから新入荷のジュースを見て、うろうろした挙げ句に新作スイーツを二つ買って、店を出た。

　ちょっと遠回りをしてゆっくりとアパートに戻もどると、リビングから空がいなくなっていたのを確かく認にん。それから部屋に戻り、何となく身み嗜だしなみをチェックし直す。

　やっとで雛ひな姫きの部屋の前まで行き、そこで深呼吸を一回、二回としながらイメージする。

　──軽くノックをすると、遠えん慮りよがちにドアが開かれる。そこからそっと顔を出した雛姫に、爽さわやかな感じで『やあ、来たよ』と言って……うん、いける。

　想像上では上手うまくやれたので、ようやく訪問の覚かく悟ごを決めた時には、午後の九時近くになっていた。

　震ふるえそうになる手を掲かかげ、そこでもう一度深呼吸。

　そしておっかなびっくり、ドッキリを警けい戒かいするお笑い芸人みたいにビクつきながら、コンコン……とノックをした。

　途と端たんに『誰だれかにこの現場を見られたら何て言おう』と不安になりながら立ち尽つくしていると、長い長い数秒の後でドアが控ひかえめに開き、

「……どうぞ、お入り下さい」

「お、お邪じや魔ましまーす……」

　顔も見せずにそう言った雛姫の声に従い、虎太郎はぎくしゃくしつつ中へ入る。

「楽にして好きな場所に座って下さい。今、紅茶を淹いれますから……それともコーヒーがいいですか？」

「あ、と、紅茶でいいよ。ストレートで大だい丈じよう夫ぶだから。それからこれ、手て土産みやげってわけじゃないけど……」

「ゼリーですか？」

「うん、食後だから軽いものにしておこうと思って」

　言いながら虎こ太た郎ろうは、目の前で電気ポットからカップにお湯を注ぐ、雛ひな姫きの後ろ姿に見入ってしまう。

　朝や夜にアパート内でバッタリ会うことは何度かあったから、私服姿を見るのは初めてじゃない。そしてもう一つ言うなら、ただの私服ならここまで緊きん張ちようしない。

　今、雛姫が着ているのは前にボタンの付いた薄うすいグリーンの上下で、どこからどう見てもパジャマだった。肩かたに水色のタオルを掛かけているのは、まだ髪かみが乾かわききっていないからだと思う。妹がたまにやっているのを見たことがある。

　なかなかに無防備な寝ね間ま着き姿。

　しかも風ふ呂ろ上がりで、頰ほおとか首筋とかが薄うつすらと赤くなっていて、やたらと色っぽい。

　そして一応小さなテーブルの前に座ったものの、後ろにはベッドがある。

　……この状じよう況きようで緊張するなって言う方が無理。ライオンと素す手でで戦って何とか生き延びろって言われるより無理だ。

　妹持ちだし幼おさな馴な染じみの相あい羽ば姉妹とよく遊んでいたしで、多少は耐たい性せいあると思っていたのに、この始末。相手が美人だっていうのを差し引いても、やっぱり女の子の部屋で二人きりっていうのは半はん端ぱない。

　しかもよく見たら雛姫の背中が、ライトグリーンのパジャマが湿気を含ふくんで、薄らと透すけてピッタリと貼はり付いていて、ブラ線が──

「お待たせしました。ティーバッグでごめんなさい」

「ふぁっ!?　え、いやっ、全然いいよ！　ティーバックっていいよね！」

「少し発音がおかしかった気が……？」

　首を傾かしげながら雛姫はティーカップを二つ、丸テーブルに置いていく。その内の一つ、赤いラインが入った方を手元に寄せながら、虎こ太た郎ろうの向かいにちょこんと正座した。

　対座したことと、ちょっと変なことを考えてしまっていたせいで緊張が増した虎太郎は、早さつ速そく淹いれて貰もらったばかりの紅茶を一口飲む。予感はしていたけど、味は全く分からない。

　向かいでは雛姫も同じくティーカップに口をつけたところで……虎太郎はふとあることに気付いた。

「あれ？　このティーカップ……」

「ど、どうかしました？　柄がらが気に入らなかったとか……」

「や、そうじゃないんだけど……もしかしてこれ、新品？」

「えっ!?　あの、どうして分かったんですか？」

「ほらこれ……底の所にシールが貼ってあったから、もしかしてと思って」

　言いながら、剝はがしたシールを指先に付けて見せる。少し濡ぬれてインクがぼやけているのは、一度洗ったからなんだと思う。

　わざわざ買いに出たってことはないはずだけど、新品を下ろしてくれたってだけでも気を遣つかわせてしまった感はある。

　指し摘てきしない方が良かったのかなぁ、と虎こ太た郎ろうが失敗かどうかを考えていると、雛ひな姫きが左手を頰ほおに当てて小さく息を吐はくのが見えた。

「見抜ぬかれてしまったのなら白状します。実はこれ、私のお気に入りのカップで……ほら、今使っているのと色違ちがいなんですよ」

「あ、うん、みたいだね」

　もしかして予備で買ったヤツなのかな、と虎太郎が思っていると、

「いつか友達が出来たら一いつ緒しよに使おうと思って、買っておいたものなんです。……その、二年くらい前に」

「…………」

「中学の時に買いましたけど……あの頃ころの私は、まさか高校に入学してから一年以上も使う機会が無いだなんて、夢にも思わなくて…………ふふっ、滑こつ稽けいですよね？」

「そ、そんなことない、よ。ど、どこにでもある、よくある話だよ……？」

　またしても地じ雷らいが埋うまっていた。この人はひょっとして歩く地雷原なんじゃないのかな、と思うくらいの地雷率。うっかり日常会話も出来ないレベルですよ。

「あー、その……それにしても百合ゆり川かわさん、綺き麗れいに部屋を使ってるんだね」

　気まずさを誤ご魔ま化かそうと、ちょっと強引だとは思いつつ話題を変えて、虎太郎はわざとらしく辺りを見回した。女の子の部屋をあんまりじろじろ見るのはマナー違い反はんだろうけど、この空気を少しでも払ふつ拭しよく出来るなら怒おこられるのも辞さない覚かく悟ごで。

　ただ、こうして改めて見てみると、お世辞でも何でもなく雛姫の部屋は綺麗で、きちんと整せい頓とんされていた。

　大きな家具はベッドに机にクローゼット、あとはテーブルと小さな本ほん棚だなが二つ。カーテンは無地のベージュで、部屋の照明も素っ気ない普ふ通つうの電でん灯とう。

　飾かざり気けはあまり無いけど、無む駄だな物も無いし、スッキリして使い易やすそうな部屋だった。何というか、『百合川雛姫の部屋』と言われてすぐに納なつ得とくが出来る感じの。

　この感想は意外と効果があったようで、雛姫の虚うつろな笑え顔がおがノーマルなはにかみ笑顔に戻もどってくれた。

「綺麗にしている……というより、あまり物を置くのが好きじゃないんです。趣しゆ味みは読書くらいしかありませんし、買った本も何度か目を通したら、お気に入りのもの以外は図書館や病院に送っていますから」

「へー……凄すごいなぁ」

　物を置くのが嫌きらい、というのは幼おさな馴な染じみの空そらも同じだけど、本を寄付するって発想は虎太郎にも無かった。捨てるよりずっといいけど、その手続きのことを考えると面めん倒どうに思えてしまい、思いついてもたぶんやらなかったと思う。

　だから純じゆん粋すいに凄すごいと感じる。もっと適切な感想があったのかもしれないけど、自分の語ご彙いだとこれが限界だった。

「ただ……物によっては受け取りを拒きよ否ひされてしまって」

「そうなの？　漫まん画がは駄だ目めとか？」

「はい。あっ、でも全部ではなくて、一部表現が過激な漫画は教育上良くないと」

「……何を送りつけたらそんな拒絶の言葉が貰もらえるのか逆に知りたいんだけど」

　よく見たら本ほん棚だなにある本、文庫とかじゃなくて、全部女性向けの漫画みたいだし。『少女漫画』じゃなくて『女性向けの漫画』というのがちょっとしたポイント。中身は見てないから詳くわしくは分からないけど、タイトルに『女子高生不ふ倫りん事じ件けん簿ぼ！』とか『イケない義理ギリ家族関係☆』とかあるあたり、何かがおかしい。

　変だなぁ百合ゆり川かわさんってこんな印象の人だったかなぁ、と虎こ太た郎ろうが新たな迷路に入りかけていると、

「それで、その……雪ゆき村むらさんをお呼びした理由なんですが……」

「っと、そうだ。何か用があるんだよね？」

「はい。どちらかというとお願いに近いかもしれませんが、聞いて貰えますか？」

　どこか申し訳なそうにそう言われたら、虎太郎には断ることなんて出来ない。ただ、安やす請うけ合あいして手に負えないことになると、互たがいに困る。

「とりあえず話を聞いてからでいいかな？」

「はい。……その、随ずい分ぶん身勝手な話になってしまうんですが……」

　そう前置くと雛ひな姫きは持っていたカップをテーブルに戻もどして、居住まいを正し真まっ直すぐに虎太郎を見据すえてきた。

「──私と雪村さんの交友関係ですが、他ほかの人には秘密にしてもいいですか？」

　その言葉に、どれだけ大変なお願いがくるのかと身構えていた虎太郎は、やや拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。

　というか、それはこっちとしてもありがたい。もし雛姫と友達だということが、アパートの面々にならともかく、他のクラスメイトとかに知られたら……やっぱりやっかみを買うことになるんだろうし。

　なので虎太郎としては、問題なく頷うなずける内容ではある。

　ただ、ちょっと気になることが一つ。

「えっと、百合川さんが言うならそれでいいけど……でも、どうして急に？」

　下校の時は、あれだけ一いつ緒しよに帰りたがって、注目されることも辞さない感じだったのに。着ぐるみ相手とはいえ手まで繫つないで来たんだから、すっごいノリノリだと思っていた。

　だからこの提案は意外で、ついまじまじと雛姫を見てしまう。

　虎太郎の視線を受けて、雛姫は困ったような、はにかむような笑えみを浮かべ、

「あの、ですね……わ、笑わないで下さいよ？」

「うん？　どういうこと？」

「その……下校の最中は楽しくて感じなかったんですが、アパートに着いてから改めて考えてみると……凄すごく恥はずかしいことをしたんじゃないかって気がしてきまして……」

「周回遅おくれで気が付いたんだ……」

　率そつ直ちよくに浮かんだ『随ずい分ぶん鈍にぶいなー』という言葉は、どうにか喉のどの奥に押し込んだ。

「雪ゆき村むらさんと友達になったことが知られること自体は、別に構わないんです。ただ、皆みなの前でどんな風に振ふる舞まえばいいのか、ちょっと分からなくなってしまって……だから少し、慣れるまで時間が欲しいんです」

「それってつまり、こっちから話しかけたり親しげな感じを出したりするなってこと？」

「…………すみません」

「あ、やっ、ごめん。ちょっとキツい言い方になっちゃったけど、別に気を悪くしたわけじゃないから！」

　しゅんとしてしまった雛ひな姫きの様子に、虎こ太た郎ろうは慌あわててフォローを入れる。実際、嫌いやな思いとかはしていないので、そこまで気にされると逆に困ってしまう。

　だって、彼女の言い分も分かるし。虎太郎自身、『孤こ高こうの百合ゆり姫ひめ』なんて皆から呼ばれている雛姫と友達になったとはいえ、どう接していけばいいのかいまいちピンとこない。

　どうやってもすぐに空そらと接するようにはいかないし、佑ゆう樹きと出かける感覚で遊びに誘さそうのも躊躇ためらわれる。もしかすると親の再婚で突とつ然ぜん若い義母や義理の姉妹が出来たら、こんな風にどう付き合えば分からない感じになるのかもだ。

　それくらい、百合ゆり川かわ雛姫が友達になるっていうのはインパクトのある出来事だと思う。

　お互たがいに慣れるまでは、ちょっと時間をかけた方がいいのかもしれなかった。

　それに……こんな風に思うのは少し不ふ謹きん慎しんかもしれないけど、秘密の関係って感じがして、少しわくわくする。

　他ほかの人が知らない、特別な関係──実際はただの友達だって分かっていても、響ひびきの効果なのか、ちょっと嬉うれしい。

「うん、分かった。それじゃ、学校やアパートでは今まで通り、ってことでいいんだよね？」

「お願い、出来ますか？　慣れてきたら少しずつ、自然と振る舞えるようになると思いますから……」

「そうだね。僕も出来るだけ早く慣れるよう、頑がん張ばるよ」

　言って、虎太郎は少しでも安心して貰もらえるよう笑ってみせた。何をどう頑張ればいいのかはちっとも分からないけど、そこは後々考えるということで。

　気休めにしかならない言葉だったとは思うものの、それでも少しは雛姫の心が軽くなったようで、雪解どけのような微笑ほほえみを見せてくれる。不意打ちでそんな顔をされたらドキドキが止まらなくなるから、本当に危ない。

　動どう揺ようを紛まぎらわそうと虎こ太た郎ろうは、懸けん命めいに何事も無いフリをしながら、

「えっと、これでとりあえず用件は済んだのかな？」

「はい、これで一つは終わりました」

「ってことは、まだあるの？」

「はい。折角なので、一いつ緒しよにゲームでもしようと思いまして……ほら、友達が家に遊びに来たら、楽しくゲームするものですよねっ？」

　パッと明るい表情になった雛ひな姫きが、食い気味に訴うつたえかけてきた。しかもいつの間に取ったのか、右手にはトランプが。ゲームっていってもテレビも無いし携けい帯たいゲーム機も持って来てないのにどうするのかと思ったら、よもやのトランプ。

　身を乗り出した雛姫は早さつ速そくテーブルにトランプを置いて、

「友好関係も築けますし、一石二鳥です！　さあ、何をしましょう……やっぱりオーソドックスにババ抜ぬきからいきます？」

「いや二人でババ抜きって、絶対にどっちかがババを持っているから駆かけ引ひき関係ない運うん試だめしゲームだよ？　楽しいの、それ!?」

「じ、じゃあ七並べなんてどうです？　これは駆け引きが必要になって、とても盛り上がるのを見ていたことがあります！」

「参加してない側がわからの感想!?　というか七並べはもっと無いよ！　自分の持ってないカードは絶対に相手が持っているから、互たがいにカード止め合って不毛なことになるって！」

　ある意味知略が試されるのかもしれないけど、きっと彼女が想像しているような楽しげな展開にはならない。絶対に持っているはずのカードを切ってくれない相手への不満が募つのるし、初期に配られたカードによる運ゲーにもなるだろうし。

　提案したゲームを立て続けに否定されたせいか、雛姫は少し焦あせった表情になって、

「それなら大だい貧ひん民みんっ、大貧民はどうですか!?」

「二人で大貧民?!　大だい富ふ豪ごうと大貧民しかいないゲームはまずいって、余よ程ほどの運と腕うでが無い限り、略取による一方的な虐ぎやく殺さつが起きるからっ」

「でしたら、ええと……他ほかに出来そうな、盛り上がるゲームは…………あっ！　トランプじゃないですけど、王様ゲームが盛り上がると聞いたことがあります！」

「それ盛り上がるの合コン限定だと思うよ!?　しかも二人だと王様が命令する相手もバレバレだし！　色々と趣しゆ旨しが違ちがうゲームになるからっ」

「つまりその場合、どちらかが相手にして貰もらいたいことを命令するゲームに…………王様の命令は絶対で…………っ、雪ゆき村むらさんの変態！」

「こっちに責任押しつけてきた!?　というか、どんな想像して冤えん罪ざいなすりつけてきたの?!」

「『ベッドの中に潜もぐり込んだ状態で服を全部脱ぬげ』と命令する雪村さんの姿です！」

「具体的にマニアックな変態に仕立て上げないでくれないかな?!」

「私の読んだ漫まん画がに比べたらまだ軽いレベルです！」

　駄だ目めだこの姫ひめ様さま、孤こ高こうの方向性が皆みなの思っていたのとまるで違ちがう。しかもこれで軽いレベルって、マニアックな方面にいくのか、それともエロ方面にいくのか。どっちにしても、この人清せい楚そな顔で何を愛読してるの。

　突つっ込みすぎて軽い酸欠に陥おちいりそうになり、虎こ太た郎ろうはちょっと冷静になろうと大きく息を吐はく。このまま相手のペースでいったらまずい。

　紅茶を一口飲み、ゆっくりと息を吐き出してから、改めて雛ひな姫きを見る。ちょっと赤面していて、まるでこっちがセクハラしたみたいだ。あれ完かん璧ぺきに自じ爆ばくなのに。

「話を戻もどすけど、やるなら違うゲームにしようよ。スピードとか戦争とかさ」

「……どちらもやったことがありませんが、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ルールはそこまで難しくないから、たぶんね。あ、でも、それなら大だい貧ひん民みんとかはやったことあったんだ？」

「……いえ、その……皆がやっているのを見て面おも白しろそうでしたので、ルールを調べて、攻こう略りやく法も研究して…………他ほかに七並べとポーカーとダウトも……」

　またうっかり悲しい事実を知ってしまった。攻略法まで身につけているのにやったことないって、どれだけ涙なみだぐましいエピソードなんだろう。

　居たたまれない気持ちになった虎太郎は、頰ほおを搔かきながらため息を押し殺し、

「……ババ抜ぬきはやったことあるんだ？　それは、その……家族以外と？」

「はい。小学生の時に、ですけど」

「あ、良かった。小学生の時はちゃんと友達いたんだね」

「いっ、いましたよ！　中学の時は一人もいなかったですけど、小学生の時は──」

　意気込んでそこまで言っておいて、何故なぜか雛姫は沈ちん黙もくしてしまった。

　続きが気になるけど、中学の三年間で友達ゼロっていうのも気になる。

　こうして話していると、ちょっと思考が暴走気味なところはあるけど、人ひと嫌ぎらいする方じゃないみたいだし、会話だってちゃんと成立する。

　なのにここ数年は一人も友達がいないなんて、やっぱり何かがおかしい気がした。

　自分に接する態度からみても、友達は欲しかったみたいだし、それがどうして──

「とにかく、です！　こうしてお友達になったんですから、何でもいいからやりましょう。そのスピードとかでも、神しん経けい衰すい弱じやくでもいいですからっ。それともお互たがいの卒業アルバムを見ましょうか？」

　思考に没ぼつ頭とうしそうになった矢先、急せかすように雛姫が左手にトランプ、右手に棚たなから引っ張り出してきたのか小中の卒業アルバムを持ってアピールしてきた。

　考えるのは後でもいいかなと思い、虎太郎はどこか微笑ほほえましい気持ちになって頷うなずく。

「うん、了りよう解かい。卒業アルバムは……僕のは燃えて無くなっちゃったから、トランプにしよう」

「あ……すみません、辛つらいことを思い出させてしまって……」

「いいって。それじゃ、スピードのルール説明するね？」

　本当はトランプより雛ひな姫きのアルバムを見たかったけど、あれだけ友達がいないと話した後だ。どう考えても一人ぼっちの記き憶おくを掘ほり下げるだけになりそうなので、泣く泣く断念する。

　虎こ太た郎ろうが床ゆかに置かれた卒業アルバムから未練を残しつつ目を離はなすと、雛姫はパッと表情を明るくさせて、

「はいっ。あと折角なので、罰ばつゲームも導入しましょう」

「え？　普ふ通つうにやるだけじゃないの？」

「ゲームとはいえ、少しは真しん剣けんにならないと面おも白しろくありません。それにお友達とゲームで遊ぶ時は、罰ゲームを導入することが多いと聞いたことがあります」

「そ、そうなんだ……でも罰ゲームって、何をやるの？」

　今からルールを覚えるという彼女がそう言うなら、虎太郎としても異論は無い。あんなに目をキラキラさせているのを見たら、異論なんて言えるはずないし。

　まあ罰ゲームとはいっても、ちょっとしたことでいいかなとは思う。例えば食器洗いの当番を代わるとか、同じクラスの利点を活いかして宿題をやって貰もらうとか──




「先に五勝した方の言うことを、負けた方は何でも聞く……というのでどうでしょう？」




　その提案を聞いて、虎太郎の思考は木こっ端ぱ微み塵じんに弾はじけ飛んだ。

　──負けた方は……何でも言うことを、聞く？

　子供が言い出しそうなことでもあるけど、えらく過激だ。どこから得た知識なんだろうかと心配になるくらい。

　とはいえ……何でもっていうことはつまり何でもいいってことで、オールオーケーということだ。あんなことやこんなこと、お子様向けの優やさしいものからアダルト対応のスペシャルなやつまで、何だっていいってことで……！

「あの……雪ゆき村むらさん？」

　何とか理性がＵターンしたのは十数秒後、雛姫の声が聞こえたからだった。

　ハッと現実に戻もどった虎太郎は、間近で思案顔をしている雛姫を見て──つい顔から徐じよ々じよに視線を下げてしまい、唾つばを吞のむ。

　小さな顔は今いま更さら言うまでもなくとても綺き麗れいだし、胸は……ちょっと残念なことにあまり膨ふくらんでいるようには見えないけど、同性なら誰だれもが羨うらやみそうなスレンダーなモデル体型。

　しかも風ふ呂ろ上がりのパジャマ姿で、ちょこんと座る仕草は可か憐れんの一言。

　……勝てば、そんな彼女に何でも言うことを聞かせることが出来る、と。



「やっぱり、罰ばつゲームはもっと違ちがう内容にした方がいいですか？」

「いや全然そのままで大だい丈じよう夫ぶっ、むしろその方向で頑がん張ばっていこう！」

「え、あれ……雪ゆき村むらさん、急にやる気に……？」

「何を言っているんだか、僕は初めからやる気に充みち満ちていたよ！　じゃあ早さつ速そくスピードのルールを教えるから頑張って覚えてね！　まず二人で色違いのカードを持って、それを裏にしてよくシャッフルしてから相手に渡わたすんだけど──」

　虎こ太た郎ろうは潑はつ剌らつとトランプを手に取り、カードを表にして並べながら説明する。

　手と口を忙せわしなく動かしつつ、考えるのは一つのことだけ。

　いかにして勝つか、どうやって勝ちを拾うか、それだけだ。

　──絶対に負けられない戦いが、ここにある……！

　めらめらと燃える情熱の炎ほのおに身を任せ、虎太郎は胸の内で力強く呟つぶやいた。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




「どしたの、トラ？　さっきから欠伸あくびばっかしてるけど、寝ね不ぶ足そく？」

「…………うん、まあ、ちょっとね……ふぁ……」

　朝の登校中、隣となりを歩く幼おさな馴な染じみの格かく闘とう娘むすめに訊きかれた虎太郎は、しょぼしょぼする目を擦こすりながら乾かわいた笑えみを浮かべた。

　指し摘てきされた通り、今日は寝ね不ぶ足そくだ。それは全すべて、昨日の夜に行った雛ひな姫きとのゲームが原因だった。

　──昨夜のことは生しよう涯がい忘れないかもしれない。

　熱戦だった。トランプゲームであんなに熱くなるだなんて、子供の頃ころを含ふくめても初めてだったと思う。

　ルールの確かく認にんも含めての模も擬ぎ戦を一度挟はさみ、テーブルを横にどかして床ゆかの上で向かい合って、虎こ太た郎ろうは雛姫と本気の勝負を繰くり広げた。

　結果は五勝四敗。

　初めに虎太郎が三勝し、次に雛姫が一勝、その後にまた虎太郎が勝って、最終的には五勝四敗の大接戦になって──百合ゆり川かわ雛姫の勝ちに終わった。

「…………どうしてあの時、焦あせってカードを取り損そこねたんだろう……いやその前に、模擬戦をやろうなんて言わなければ……」

　あのミスさえなければ、夢のような展開が待っていたはずなのに。

　そこまでえっちぃことは良心の呵か責しやくとアパートの風紀上無理だっただろうけど、それでも腕うでや背中をマッサージをして貰もらうとか、膝ひざ枕まくらで耳かきをして貰うくらいのことならいけたはずなのに……男とは明らかに違う柔やわらかな感かん触しよくが、間近でパジャマの隙すき間まから素す肌はだが覗のぞける奇き跡せきの瞬しゆん間かんが、すぐ目の前にあったはずなのに……！

「ちょっと、何をぶつくさ言ってんの？　それにさぁ、そんなにのんびり歩いてたらトラは遅ち刻こくしちゃうよ？」

「……え、何で僕だけ？」

「だってあたし、遅刻しそうになったら走るし」

「いや走るなら僕も間に合うタイミングで走り始めてよ！」

　さらっと見捨てる発言をされて、虎太郎は慌あわてて歩みを速める。陸上部の人より速い空そらについていけるなんて、初めから考えてない。だって女子部員だけじゃなくて、男子部員を含めても空より速い人はいないってくらい速いし。

　携けい帯たい電話を取り出して時刻を確かく認にんして、この一週間ちょっとで学んだ現在地から教室までのかかる大体の時間を計算すると……確かに、のんびりしていると遅刻しそうだった。

　まあでも走らないといけない程ほどでもないので、虎太郎は早歩き半歩手前くらいの速度に調整しつつ、隣となりを行く空に話しかける。

「それにしても、柔じゆう道どう部って強い割に緩ゆるいんだね。朝練無しって、強きよう豪ごう校じゃ考えられないんじゃないの？」

「どうだろうねー。強豪校ってのに入ったことないし練習内容聞いたことないから、いまいち分かんない。それにさ、」

　悪戯いたずらっ子みたいな笑えみを浮かべた空そらは、柔じゆう道どう着ぎも入って大きく膨ふくらんだスポーツバッグを軽く振ふり回して、

「うちの柔道部は弱いもん。週四の練習だし、顧こ問もんの先生はただの体育教師で段持ちでもないし、何より皆みなで楽しくやってる部活だしねー」

「……それで総体に出てるっていうのが空のおかしいところなんだけどさ。中学の時も、他ほかに部員いないのに一人で全中の大会で入賞するし……」

「女子プロレスの大会だったら優勝する自信あったんだけど、やっぱ柔道じゃ厳しかったよね。寝ね技わざの練習が明らかに不足してたし。トラがちゃんとやってくれないからだよ？」

「僕が仕し掛かける側がわの時に『わーきゃー犯おかされるぅー』とか言って毎度のように誰だれかさんが騒さわがなければそこそこはやれたと思うんだけどね！　第一、空はいっつも上かみ四し方ほう固がためとか横四方固めとか袈け裟さ固がためとかじゃなくて、足あし四よんの字じ固がためとかサソリ固めとかテキサスクローバーホールドとかの練習ばっかりだったし！」

「ちゃんと技名に『固め』って入ってるのを厳選してたじゃん。時には英語だったりもしたけど、些さ細さいなことだよ」

「柔道の練習でプロレス技仕掛けることに比べれば確かに些細な問題だけど！　そういうことじゃないからっ」

　全力で突つっ込んで、それから虎太郎は大きく肩かたを落としてため息を吐ついた。この幼おさな馴な染じみは相変わらずフリーダムすぎる。

　それに巻き込まれて中学の時に二年途と中ちゆうから柔道部に入った経験からすると、『もっとちゃんとやれ』みたいな説教は無意味だ。空にはしたいようにやらせるのが一番、というのを虎こ太た郎ろうは十分すぎるくらいに知っている。

「そんなことより、トラ。大だい丈じよう夫ぶなの？」

「いきなり何の話？　もう少し順序よくお願い出来るかな」

　いつもながら唐とう突とつな幼馴染みにそう言うと、ぴょこっと女おんな侍ざむらいみたいなポニーテールを跳はねさせた空は、わざわざこちらの前に回り込んで来て、

「だからさー、一学期が終わってもアパートにいられるのかってこと！」

「あー……そのことかぁ」

「まさか忘れてたってことはないでしょうね？　そんなんじゃ、夏まで持たずにリーダーに追い出されちゃうわよ」

　じとっ、と非難する目つきで正面から見られ、虎太郎は苦笑する。本当はあんな目をされたら気まずく思うべきなんだろうけど、あれだけ自由に振る舞まっている彼女が心配してくれていると考えると、どうしても嬉うれしいようなこそばゆいような感じになってしまう。

　ただしそれを悟さとられてしまうと照てれ隠かくしに殴なぐられそうなので、虎太郎は後ろ向きに歩く幼馴染みにバレないようやや表情を引き締しめて、

「それは勘かん弁べんして欲しいから、頑がん張ばるよ。やれるだけやってみる」

「具体的にはどうする気なの？」

「…………諦あきらめずに頑張る」

「プランを訊きいて精神論が返ってくるって……まあいいけど」

　呆あきれるのかな、という虎こ太た郎ろうの予測は、吹ふき出すように笑う空そらの表情を見れば外れだと分かった。

　でもどうしてそんな反応をされるのか分からず疑問の目で幼おさな馴な染じみを見つめると、空は普ふ段だんからよく見せる秋晴れみたいにサッパリした笑えみを浮かべ、

「ま、トラがそう言うんならあたしはそこまで心配しないでいいかな」

「……何その信しん頼らい。逆にちょっと怖こわいんだけど」

「リーダー達はともかく、あたしはトラがしぶとい性格してるって知ってるからね。存在感薄うすい割に諦め悪い、って」

「それ後半ただの悪口だよね？　むしろ全体的に褒ほめてないよね？」

　酷ひどい扱あつかいに抗こう議ぎの声をあげるものの、空はにまにま笑うだけで取り合ってくれない。

　なんだかなぁ、と思う虎太郎に対し、スポーツバッグを肩かたに担かつぎ直した空そらは何かに気が付いたような表情になる。

「ま、ウミやリーダーのことは大だい丈じよう夫ぶだろうと思ってるんだけどね。ただ、ヒナっちはちょい難しいかもしれないよ」

「え、百合ゆり川かわさん？　何で？」

　急に雛ひな姫きの名前が出たことに若じやつ干かん動どう揺ようしつつ訊たずねると、空は眉まゆを顰ひそめた思案顔で、

「あたしも何度か話しかけてるんだけど、取っつきにくいっていうかノリが悪いっていうか、そんな感じでさー。事務的な会話以外は殆ほとんど出来てないんだよね」

「……空が手こずるって、珍めずらしいね。頑がん固こなお爺じいさんでも茶飲み友達に出来るのに」

「どうなんだろうねー。リーダーとはたまに話してるけど、あんまり盛り上がってるのは見たことないし。人ひと嫌ぎらいってヤツなのかな？」

　それは違ちがう、と虎太郎は心の中で呟つぶやく。人付き合いに臆おく病びようなところはあるのかもだけど、昨日のあの様子からすれば、むしろ仲良くしたがっているみたいに思えた。

　それに──

「……本当に一人が好きなら、あの罰ばつゲームは無いよなぁ」

「ん？　トラ、今なんか言った？」

「あー、うん、独ひとり言ごと。疲つかれたから早く休みが来ないかなぁ、って」

「何を年寄り臭くさいこと言ってんだか。そんなんで来週のマラソン平気なのかなー」

「そもそも着ぐるみで走るのが無理だって。まあ、適当に頑張るけど」

「ったく、やる気に欠けてるよ！　そうだっ、明後日あさつての日曜に特訓でもする？　隣となり町まちの川沿いをひたすら走るってどう？」

「ごめんまるで惹ひかれない。どうして空そらが今の提案でナイスアイデアみたいな顔をしてるのかも分からないし」

「分かりなさいよー。っんとにもう、当日に倒たおれたって知らないからね」

　そう言って、空はくるりと前を向く。呆あきれているのか心配してくれているのかは、ちょっと分かりづらかった。

　どちらにしても、深く追つい及きゆうされなかったのが虎こ太た郎ろうとしてはありがたい。ついでに、動どう揺ようがバレなかったのも。

　何故なぜなら空が提案した明後日あさつての日曜日は先約があって──雛ひな姫きと一いつ緒しよに、出かける約束をしているからだ。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




　部活の仮入部が始まる日ということもあって、放課後の校内はいつも以上に見かける生徒の数が多く感じられる。

　そんな中を虎太郎はラブらんの着ぐるみを纏まとい、セリスと雛姫の生徒会トップの二人に挟はさまれて歩いていた。

　当然ながら、注目度の高い二人ともっさりした着ぐるみが一緒にいればとても目立ち、

「おい、あれっ。セリス会長と百合ゆり姫ひめだ！　おまけに変な着ぐるみも！」

「あれが噂うわさのマスコットなのねー。あたし生なまで見るの初めてだけど、意外と可愛かわいいかも」

「えー、マジ？　キモくはないけど、あれ可愛い？」

「今日も副会長は綺き麗れいだよなぁ……あそこに並べる着ぐるみが羨うらやましすぎる……！」

「つーか相あい羽ばは部活中だろ？　中に入ってんの誰だれよ？　妹さん？」

「とりあえず男だったら殺す。そして俺が成り代わる」

「お前身長百九十センチ越こえてんじゃん……流石さすがに無理だろ、バスケ部」

　移動する度たびに通りがかりや部活中の生徒の声が、あちこちから飛んでくる。ラブらんにインしている時は大たい抵ていこんな感じだけど、まだ全然慣れない。

　そもそも、普ふ段だんは歩いていても友達にすら気付かれないレベルで誰からも話しかけられないことが多いのに、こんなに声をかけられると軽くテンパりそうになる。

　芸能人歴が長い会長はともかく、雛姫はよく平然としているなぁ……と着ぐるみの狭せまい視界で彼女を見れば、教室にいる時と同じ一分の隙すきもない怜れい悧りな顔つきをしていた。昨日はあんなに表情豊かだったのに、その片へん鱗りんはこれっぽっちも見られない。

　どっちが本当の『百合ゆり川かわ雛姫』なんだろうかと気になるけど、残念ながらゆっくりと哲てつ学がく的な問題に浸ひたっているような余よ裕ゆうなんて、虎太郎には与あたえられていなかった。

「さぁラブらん、ビシバシ取り締しまるのよ！　強引な部活への勧かん誘ゆう、勧誘に見せかけたセクハラ、許可されていない同好会の暗あん躍やくを叩たたき潰つぶすのがあなたの使命なの！」

《そんなっ、無茶言わないでください～》

　会長の指示に反応して突つっ込むけど、着ぐるみに付けられたボイスチェンジャーのせいで小さな女の子みたいな声になってしまう。これが自分の発しているものだなんて、何度聞いても全く慣れない。せめて男の子ボイスにして欲しかった。

　よくあるカラオケの変声みたいに不自然な感じじゃないし、本当にこの着ぐるみにいくらかかっているのか。性能を理解するにつれて段々と怖こわくなってきたよ。

「全く、だらしないわねー。まあいいわ、次は校門前でチラシ配りをしている生徒に注意しに行くわよ。毎年近所から道みち端ばたにビラが落ちているって苦情が……」

　セリスの言葉を聞きながら、ハイスペック着ぐるみの中で虎太郎が微び妙みような表情になっていたその時。すぐ近くからガラッという音が聞こえてきた。

　何かと思って振ふり向けば、近くの校舎の窓が開いていて、そこから顔を出したエプロン姿の女生徒とバッチリ目が合う。

「あっ、ラブらん！　それに生徒会長と副会長さんも！」

「そう、皆みなの頼たよれるリーダー玖く臥がセレスティアと有能すぎる副会長、そしてマスコット界期待の星になりつつあるラブらんよ！」

《大きく出すぎですよぅ！　もっと身の丈たけにあった紹しよう介かいしてください～》

「あはは、ラブらんってば謙けん虚きよなのね」

　言って、女生徒は窓から手を伸のばして頭を撫なでてくる。好印象だったらしいけど、こっちは本気で勘かん弁べんして欲しい。そもそもマスコット界ってどこの世界なんだか。

　話の流れに虎こ太た郎ろうがついていけずにいると、セリスは形の良い小こ鼻ばなを動かして、

「そういえば何だか良い匂においがするわね。ここって何の教室だったかしら？」

「家庭科調理室です、セリスさん」

「流石さすがは副会長さん、大正解！　ただいまこの調理室は、あたし達スイーツ研がお菓か子し作りで使ってるんですよ」

「なるほどなるほど。この匂いからすると…………アップルパイね！」

「またまた大正解！　会長の嗅きゆう覚かくも鋭するどいな～」

　ノリの良いスイーツ研の女子部員の言葉に、セリスはパッと顔を輝かがやかせて、

「これは視察の必要がありそうね！　生徒会長のわたし自らスイーツ研が真ま面じ目めな活動をしているかどうかを見定めてあげるわ！」

　こんなに目的が分かり易やすい人が世の中に存在するんだから驚おどろきだ。

「セリスさん、校門に注意喚かん起きをしに行く予定はどうするんですか？」

「うっ……じゃあそっちは雛ひなとラブらんにお願いするわね。二人ならきっと出来るわ！」

《……会長、もしかしてアップルパイを独ひとり占じめしたくて……？》

「そ、そんなことないわよ!?　でも早くしないと焼き立てを味わえないかもしれないから、わたしはもう行くわっ！」

　そう言って、会長は校舎内に入る為ために昇しよう降こう口ぐちの方へと走って行った。慌あわてすぎでスカートが大だい胆たんに捲めくれてパンツがちらちら見えそうになるって、本当にどれだけアップルパイを楽しみにしているんだろう。

　そんなセリスが上役で親しん戚せきという、普ふ通つうなら泣き笑い状態になりたくなる場面を目もく撃げきして、雛ひな姫きは何事も無かったみたいに変わらない様子でちらりとこちらを見て、

「では、私達だけで行きましょう。すぐに終わる用件ですし」

《うん。ちょっと不安だけどぉ、百合ゆり川かわさんがいれば大だい丈じよう夫ぶかなぁ～》

「どうしてそんなに甘えた言い方なんでしょう？」

《……このボイスチェンジャー作った人に言ってぇ～》

　自分で聞いていて死にたくなる変声具合に、雛姫はちょっとだけ口元を綻ほころばせてくれる。

　少しだけ柔やわらかくなった空気の中、虎こ太た郎ろうは雛姫の後ろをトコトコ歩いてついて行く。部活見学する気の無い生徒はもう殆ほとんど帰ってしまったみたいで、校門へ向かう道を歩いているのは自分達だけだった。後ろを振ふり向いてみても、やっぱり誰だれもいない。

　なので虎太郎は今なら話をしても大丈夫かなと思い、目の前で綺き麗れいな長い黒くろ髪かみを揺ゆらす雛姫に声をかけた。

《ねぇ、百合川さん。ちょっと訊ききたいことがあるんだけどぉ》

「何ですか？　校門にいるのはブラスバンド部と卓たつ球きゆう部だと思いますけど」

《やっ、そうじゃなくてぇ……明後日あさつての日曜のことでぇ、》

　そこまで言ったところで、突とつ然ぜん雛姫が足を止める。

　細い背中にぶつかりそうになってしまい慌あわててブレーキをかける虎太郎に対し、こちらを振ふり返った彼女は頰ほおを膨ふくらませて、

「ひ、秘密だと言ったはずですよっ。私と雪ゆき村むらさんの関係は──」

《そんなに焦あせらなくったってぇ、誰もいないから大丈夫だって～》

「だとしても、です！　そういった油断から秘密は漏もれて、私達が友達だと知れて…………友達……」

《……あのぉ、そこでフリーズされてもぉ……》

「はっ!?　ち、違ちがいますよ、友達の響ひびきにうっとりなんてしてませんっ。少し考え事をしていただけですから！」

　そんなに厳しく追つい及きゆうしたわけでもないのに、勝手に言い訳を始めた。それを墓ぼ穴けつと言うんじゃないかなぁ、と思いはするものの、虎太郎は口には出さずに止やめる。

　目の前の雛姫は『孤こ高こうの百合姫ひめ』の印象から思いっきり離はなれた赤面になっていた。クールな有能秘書みたいな普ふ段だんとは全然違ちがうけど、ギャップもあって半はん端ぱじゃなく可愛かわいい。こんな彼女を男が見たら、また告白する連中がぞろぞろ出てきそうだ。

　ずっと眺ながめていたい気持ちはあるものの、いつまでもここにいると流石さすがに誰だれか通りかかるだろうから、虎こ太た郎ろうは惜おしいと感じながらも話の続きを口にした。

《ボクが訊ききたいのはぁ──罰ばつゲームが『買い物に付き合って』っていうので、本当にいいのかってことなんだけど～……》

　昨日のスピード勝負の後、罰ゲームの内容に悩なやみに悩んだ雛ひな姫きが今日の朝になってから言ったのがそれだった。

　その場で問い直そうにも、クラス委員の仕事をすると言って彼女は朝ご飯も程ほど々ほどに登校してしまったので、こんなタイミングになってしまったけど……やっぱり、罰ゲームの内容としてはどうなのかなー、と虎太郎は思ってしまう。

　だって『百合ゆり川かわ雛姫の買い物に付き合う』って、普ふ通つうに考えれば罰どころかご褒ほう美びクラスのことだし。土ど下げ座ざしてでも代わって貰もらいたいって男子は、身近なところだと佑ゆう樹きを筆頭に、いくらでもいると思う。

　なので虎太郎としては、ちっとも罰ゲームという感じがしないから、本当にそれでいいのかなと再考して貰おうと訊たずねた……のだが。

　……どうしたことだか、見る見るうちに雛姫の顔から血の気が失うせて白くなり、おまけに目には薄うつすらと涙なみだが……！

《ぇ、ちょっ、どうしてぇー?!》

「だって……それってつまり、私なんかの買い物に付き合うなんて、罰ゲームの度を越こえているって言いたいんでしょう……？」

《被ひ害がい妄もう想そうにも程があるよぉ！　ち、違うからぁ、そーゆー意味で言ったんじゃないから誤解しないで～！》

「……それじゃ、どういう意図だったんですか？」

《だからそのぉ、買い物くらい罰ゲームじゃなくてもいつでも付き合うのにぃ、そんなことでよかったのかなぁって言いたかったのー！》

　個人的には必死の弁解なんだけど、ボイスチェンジャー機能のせいで調子が軽すぎてまるで言葉に重みがない。この甘ったるい緩ゆる変へん換かんするようにした人、今すぐ代わりに土下座してくれないものだろーか。

　それでも両腕うでをぶんぶん振ふり回して必死のアピールをしたのが多少は功を奏したのか、雛姫は小さく鼻をスンと鳴らして、微かすかに表情を和やわらげてくれた。

「私が決めたことですから、良いに決まってます。……あ、でも……」

《でも？　あっ、他ほかの人に見られたらまずい、とか～？》

「いえ、昨日も言いましたが、別に構いません。だって……お、お友達と一いつ緒しよに行動するのなんて、何もおかしくありませんから。至って普ふ通つうのことでしょうっ？」

　普通と言いながら、割と意気込んでるのが丸分かりだった。やっぱりこの人、孤こ高こうなんじゃなくて孤こ独どくなだけの寂さびしがり屋やっぽい。

　こういうところを見たら他ほかの人達だってもう少し親しみ易やすく感じるんじゃないのかなぁ、と虎こ太た郎ろうが思っていると、雛ひな姫きは少し血色が良くなってきた頰ほおを手で撫なでながら、

「明日の土曜は家に──自宅に戻もどって泊とまる予定なんです。日曜の昼まで向こうにいることになりますから、その後でも大だい丈じよう夫ぶですか？」

　こっちからしてみれば、なんだそんなこと、と肩かた透すかしを食らった気分になるくらい簡単な申し出がきた。

　なので虎太郎は着ぐるみの中で苦笑して、

《うん、それで平気だよぉ～。時間は──》

「ぁ、待って下さい。人が来ましたから、この話はまた後で。先に役目を果たしましょう」

　言って、雛姫はキリッと表情を改める。それだけでさっきまでのどこか甘い空気が一いつ瞬しゆんで砕くだけ散って、冬空みたいに張り詰つめた重いものに。何かの特とく殊しゆ技能かと思うレベルだ。

　感心すればいいのか呆あきれるところなのか分からずに虎太郎が黙だまっていると、視線で『行きますよ』と訴うつたえた雛姫は、整った足取りで校門へと向かって歩き出す。

　一歩遅おくれて彼女について行きながらちらりと後ろを見てみれば、狭せまい視界の中でジャージ姿の集団が歩いて来るのが見えた。どこかの運動部が学校の外周をしに来たのかもしれない。

　あの連中も、さっきまでの雛姫の顔を見ればきっと考えを改める。高たか嶺ねの花と遠くから見るか、もしくは決死の覚かく悟ごで自分だけの特別な相手にと求める以外に、同じ学校に通う生徒なんだから他の友達と同じように仲良く出来るんじゃないかな……と。

　その機会が持てなかったのを残念がっている間に校門が見えて、虎太郎は意識を切り替かえる。考えるのは後でも出来る、今は生徒会マスコットとしての仕事をちゃんとやらないと。

　……まあでも、未いまだに何をどうすれば正解のキャラなのか、全く理解出来てないんだけど。人気お助けキャラ、って設定だけ聞かされても。具体的にどんな感じなのか、せめてそのへんまで決めておいて欲しかった。

　文句を言うべき会長は今頃ごろアップルパイの催さい促そくでもしているんだろうなぁ……と、多少恨うらめしく思いつつ、虎太郎は先行する雛姫に倣ならって、校門前でチラシ配りをしている生徒達に声をかけて回る。

　評判高い副会長から注意の声をかけられた生徒は男女関係無く緊きん張ちようした様子になるので、そこに虎太郎が大きな身み振ぶりで万歳したりお辞じ儀ぎしたりと着ぐるみパワー溢あふれるコンボを決め、場の空気を和なごませていく。

　遅れて校門に到とう着ちやくしたジャージ集団にも《頑がん張ばってくださぁい～》と自分で出していると思うと泣きたくなる声で応おう援えんをし、明るい笑え顔がおの返事を貰もらう。

　疲つかれはするし精神的ダメージもあるけど、この仕事も悪くないかもしれないなぁ……、と気を良くして当初の目的は終しゆう了りようし、虎こ太た郎ろうは雛ひな姫きと並んで校舎の方へと来た道を戻もどって歩き始めた。

　早くも部活見学を終えたのか帰る生徒がちらほらいて、そんな彼等に指差されたり声をかけられる度たびに手を振ふってと忙いそがしく、のんびり二人で話しているような暇ひまは無く。

　ようやく会話が出来たのは、生徒会室に戻って二人きりになってからだった。

「ふはぁ……今日の仕事はこれで終わり、かな」

　着ぐるみの頭を外した虎太郎が呟つぶやくと、生徒会室のドアに鍵かぎをかけた雛姫が「そのはずです」と返してくれた。ラブらんの中身は極ごく秘ひなので鍵をかけてくれたんだろうけど、こうしていると昨日のシチュエーションを思い出して、ちょっと恥はずかしい。

　ただし雛姫の方は特に意識していないのか、ふぅと小さく息を吐はいただけで、これといって虎太郎の方を見ることもなく鞄かばんを置いている自分の席に座った。

　それを残念がるべきかホッとするべきか分からないまま、虎太郎は外した頭部を両手で抱かかえ、着き替がえてしまおうと室内から繫つながっている準備室へ行き……

「──あの、雪ゆき村むらさん」

　ドアノブを回したところで後ろから声をかけられて振り向けば、席に着いた雛姫が真まっ直すぐにこちらを見て、

「この後、何か予定はありますか？」

「え？　あ、いや、無いと思うよ」

　突とつ然ぜんの質問に焦あせりながら考えてみるけど、特に何も無いはずだ。仕事は終わり、個人的な約束もしていない。

　だから虎太郎が改めて「うん、やっぱり無いかな」と呟つぶやくと、予想外なことが起こった。

　生徒会室に戻ってもガラスの彫ちよう像ぞうみたいに表情を変えなかった雛姫が、ふっ……と気を緩ゆるめたように柔やわらかく微笑ほほえんで、躊躇ためらいがちに口を開き、

「それなら、今日も一いつ緒しよに帰りませんか？　少し寄りたい所があるんです」

　まさかの、二日続けてのお誘さそいだった。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




　急いで着替えを済ませた虎太郎は、待っている間に雑務をこなしていた雛姫と連れ立って生徒会室を出た。ちなみにセリスは戻って来ないままだったけど、鍵は会長も持っているはずなので施せ錠じようする。

　何となく横並びで歩くのは恥ずかしくて、暗あん黙もくの了解みたいに一歩か二歩分離はなれて歩き、靴くつを履はき替かえて外に出た。チラシ配りはもう撤てつ収しゆう済みだったようで誰だれもいない校門を抜ぬけ、雛姫に先導される形で駅に向かう道を歩く。

　学校を離はなれて一分か二分か、体感時間だとその数倍は長く感じているけど、たぶんそれくらいだと思う。住宅街を抜ぬけて大通りに出るまで普ふ段だんだと五分もかからないはずなのに、まだ中間地点のコンビニがようやく見えた段階だし。

　ただ……生徒会室を出てからここまでの間、一いつ切さいの会話が無かった。

　これがもう、とんでもなく気まずい。昨日もほぼ会話は無かったけど、着ぐるみを着ていたせいか、ここまでの気まずさは感じられなかった。

　だから水中で息を止め続けるのに限界がきたみたいに、虎こ太た郎ろうはこの空気をどうにかしたい一心で、前を行く雛ひな姫きの横に並んで話しかけた。

「そ、そういえば百合ゆり川かわさん。これってどこに向かっているのかな？」

　絞しぼり出した質問だったけど、よくよく考えたら肝かん心じんなことを訊きいていなかった。

　誘さそわれるのは嬉うれしい。それはもう嬉しい。やっかみの視線なんていくらでも受け入れられるくらいに。

　ただ、行く場所がとてもファンシーな雑貨屋とかだと、ちょっと困る。よもやないとは思うけど、ランジェリーショップとかだと土ど下げ座ざして断りたい勢いで困る。

　以前妹に連れられて大量の下着に囲まれ死にたくなった経験を思い出し、つい表情が強こわ張ばってしまった虎太郎は、一体どこに行きたいんだろうと雛姫の答えを待ち……しばらくしてから、気付く。

　すぐに返事がくると思ったのに、なかなかこない。

　しかもどういうわけだか、こっちよりも雛姫の方が焦あせった顔をしていた。

「……あの、百合川さん？　どこに行くの？」

「い、行く場所は、その……ええと、どこに行くんでしょう？」

「こっちに振ふるの!?　え、何これ、どこかに謎なぞ解とき要素か何かあったっけ？」

「あっ、いえその、そういうわけではなくて！　まだ行く場所を決めていなかったというか、目的が決まっていないというか……」

　妙みような展開に焦る虎太郎だったが、自分以上に混乱している様子の雛姫を見て、ちょっとだけ落ち着くことが出来た。でもやっぱり意味は分からない。

　思わず眉まゆを顰ひそめてしまいながら、

「決まってないって……ひょっとして、どの店に行くかって段階以前？」

「す、すみません。一いつ緒しよに下校してどこかに寄ることにばかり気を取られていて、何をするかまで決めていなくて……！」

「つまり、ええっと……一緒にどこかに寄って帰ること自体が目的だったの？」

「だ、だって憧あこがれだったんですよ?!　お友達と下校の途と中ちゆうで一緒にどこかのお店に寄るって……ついでに明後日あさつてのことを話し合えればいいなぁ、と……」

　下校の寄り道が憧あこがれときた。そろそろ本気で泣いてしまいそうなくらい、彼女の願望の達成難易度が低すぎる。

　虎こ太た郎ろうが可哀かわい想そうな子扱あつかいの目をしていることを敏びん感かんに悟さとったのか、雛ひな姫きはかぁっと頰ほおを朱しゆに染めて、

「私にとっては凄すごい特別なことなんですよっ？　一人で入った喫きつ茶さ店てんに、同じクラスの生徒が連れ立って楽しげなムードで入って来たのに、私と目が合った瞬しゆん間かんに皆みなが黙だまってしまったあの切なさと気まずさ、雪ゆき村むらさんは知らないでしょう!?」

「知らないけど！　でもそれを言うなら百合ゆり川かわさんだって、三年間同じクラスで席も近かった人に卒業式で『あ、えっと……田た村むらも卒業おめでと！』って言われた僕の気持ちも知らないと思うなあ！」

「……えっ？　そんなことあるはずないじゃないですか」

「そこでトーンダウンしてマジ顔するの本当に止やめて貰もらえる?!」

　この孤こ高こうの百合さん、さりげなく人の心を折ってくる。意図的じゃなくてこれは天然なんだと信じたい。

「……ともかく。つまり百合川さんは、どこかに寄り道したかっただけなの？」

「…………搔かい摘つまんでシンプルに言うと、そうなります」

「じゃ、行くのはどこでもいい？」

「…………です」

「分かった。じゃ、悪いけど僕が決めるね」

　本当は雛姫の意見を聞いて決める方がいいんだろうけど、今の様子だとすぐに決まりそうにない。

　それなら、と思っての虎太郎の提案に、雛姫は沈しずみかけていた表情を輝かがやかせ、

「はいっ。……あっ、でも」

「どうかした？　行きたくない店があったりする？」

「出来れば、その……客がほぼ裸はだかにならなくてはいけないカフェとか、着ている服をオークションされてしまうお店とかは、ちょっと……」

「そんな卑ひ猥わいな店どこにも無いし仮にあっても絶対行かないよ！　……え、待って、百合川さんは僕を何だと思ってるの？　割と本気で痛い評価なの？」

「痛い評価の意味はよく分かりませんが、先週発売の少女漫まん画がでそんな展開が──」

「また少女漫画!?　っていうか、それ本当に少女漫画？　僕の知る限り成人指定な男性向け雑誌でもそんな展開の漫画載のってないよ！」

「そういうものなんですか……そちらの方面に詳くわしいんですか？」

「まあ人並みに………………はっ!?　自分から地じ雷らいを踏ふみ抜ぬいた?!」

　テンションが上がりすぎて、言わなくてもいいことを暴ばく露ろしてしまった。

　恥はずかしさと全力ダッシュで逃にげたい衝しよう動どうを抑おさえつけ、虎こ太た郎ろうは駅前の商店街から少し離はなれた場所にある飲食店に案内する。

　ケーキの味と種類が売りの喫きつ茶さ店てんで、こぢんまりとした店のせいかあまり目立たない。看板も小さいし、客だって最大で十五、六人分の席しかないのに、全部埋うまっているのは見たことが無かった。

「何度か来てるんだけど、同じ学校の生徒がいるのは見たことないから。穴場だし、誰だれかに誤解されて変な噂うわさにはならないはずだよ」

「誤解って……やっぱり雪ゆき村むらさんは、私と友達だと思われるのが……」

「いや誤解ってそっちの誤解じゃないから。ネガティヴ発想にも程ほどがあるよ？」

「じゃあ何の誤解をされるっていうんですか？」

「それは…………まあいっか」

　言葉を濁にごすと、雛ひな姫きは微び妙みように納なつ得とくがいかない表情になる。それでも追つい及きゆうはしてこなかったので、虎太郎は小さく息を吐はいて安あん堵どした。

　……男女が二人きりなら、普ふ通つうはカップルだと誤解されるって思うだろうに。でもそれを言うと変に意識されるかもしれないし、『友達以上』をこれっぽっちも望んでいない彼女にとっては不快なことかもしれない。

　だから虎太郎は余計な発言は慎つつしみ、代わりにメニューを広げて、

「ここ、お奨すすめはパンケーキとチーズケーキだよ。ドリンクセットで四百円だから安いし」

「そうなんですか。……わぁ、パンケーキにはアイスクリームも付いているんですね」

　目を輝かがやかせた雛姫を見るに、どうやら意識を逸そらすことには成功したらしい。

「会長はアップルパイにつられてたけど、百合ゆり川かわさんも甘いもの好きなんだ？」

「はい。あっ、でも甘いものだけじゃなくて、辛からいものも好きです。この辺りだと、ミルキーウェイの『苺いちごミルフィーユの練乳ソース掛かけ』と、極楽ごくらく食堂の『天上ダイヴカレーライス』が大好きなんですよ」

「…………へぇー……どこを食べても甘すぎて味覚破は壊かいされるっていうあのスイーツと、辛すぎて失神する人まで出るっていうあのカレーが……」

　甘い方も辛い方もマックスレベルだった。人ひと伝づてに聞いただけだけど、普ふ通つうの人は二口目にチャレンジ出来るかどうか、ってくらいの破壊力があるらしい。

　それを好物と言い切る雛姫に驚きよう異いを覚えつつ、虎太郎は水を持って来てくれた壮そう年ねんのウエイターに、チーズケーキとアイスコーヒーのセットを注文した。雛姫もパンケーキとレモンティーのセットを頼たのみ、ウエイターが席を離れたところで、

「それで、日曜日のことなんですが、午後一時に駅前の広場に待ち合わせでいいですか？」

「うん、僕は大だい丈じよう夫ぶ。でも、昼まで自宅に戻もどってるんじゃなかったっけ？　間に合うの？」

「はい。ここから三駅しか離れていませんから、昼過ぎに出れば余よ裕ゆうがあるくらいです」

「あ、割と近くに家があるんだね。それじゃ、アパートに住まなくても無理なく通えたんじゃない？」

「そうですけれど……あのアパートに住むことになったのは、セリスさんに誘さそわれただけじゃなくて、セリスさんの両親に一いつ緒しよに住んであげて欲しいと頼たのまれたからなんです。一人暮らしをさせるのは不安だから、と」

　その言葉に、虎こ太た郎ろうは殆ほとんど無意識に深く頷うなずいていた。確かにあの会長を一人野放しにするのは危険だ。まともに家事が出来るのかも疑わしいし。

　ただしそんな本音は口に出すと良くないので、

「女の子の一人暮らしは、確かにちょっと不安だよね。僕の場合はそこまで心配されなかったけど」

「確か雪ゆき村むらさんは、海外赴ふ任にんする家族と離はなれて一人暮らしをしていたんでしたよね？」

「といっても四月からだから、ほんの数日で火事で焼け出されたんだけどね……」

　なるべく思い返さないようにしていたけど、やっぱり火事のことを考えるとヘコむ。住む場所はどうにかなったけど、大事な思い出の品やゲーム類が無くなった事実は変わらないし。

　テンションが底辺まで下がりそうになるが、雛ひな姫きに余計な心配をさせると良くないので、虎太郎は無理矢理に笑えみを作り、

「一人暮らしする前は学校までバスと電車で一時間ちょっとかけて通ってたから、今の方がかなり楽かな。空そらと蒼海うみちゃんも、結構大変だっただろうし」

「そういえば、雪村さんと相あい羽ばさん達は幼おさな馴な染じみだと聞いていますが、いつからの付き合いなんですか？」

「幼よう稚ち園えんの頃ころから面識はあったけど、同じ学校って意味だと小学校からかなぁ……蒼海ちゃんは中学から愛まな杜もり学園に通い始めて、空とはずっと一緒だよ。腐くされ縁えんってヤツかも」

　特別な関係ではあるんだろうが色気のある関係じゃないので、虎太郎は苦笑混じりに話す。ただの友達とも親友とも違ちがう気がするから、ちょっと自分でも説明が難しい。

「百合ゆり川かわさんも高校入学組だったよね？　小中と同じ学校に通っていた友だ…………え、と、知り合いとかいないの？」

　危あやうくまた地じ雷らいワードを口走りそうになってしまい虎太郎が慌あわてて誤ご魔ま化かすと、雛姫はにこりと微笑ほほえんで、

「友達がいないの、もう知ってますよね？」

「…………すみませんでしたー……」

「もう、冗じよう談だんですよ？　それに私にだって、小学生の頃は友達いましたし」

「そ、そうだよね！　子供の頃って仲良くなり易やすいから、友達の五人や六人、百合川さんにもいたよねっ？」

「え…………あの、ええと………………一人だけ、しか……」

　消え入りそうな声を聞いて、虎こ太た郎ろうは頭を抱かかえて蹲うずくまりたい気分になった。どうして警けい戒かいしていたのに全力で誘ゆう爆ばくさせてしまったのか、馬ば鹿かな自分を殴なぐりたい。

　こちらが後こう悔かいの渦うずに苛さいなまれる中、完全に笑え顔がおが凍こおりついてしまった雛ひな姫きは虚うつろな目をテーブルに落として、ぽつりと呟つぶやく。

「その一人だけいた友達も、中学に上がる前に縁えんが切れてしまって……同じ中学から愛まな杜もり学園に来た人は何人かいますが、顔と名前を知っているだけで、殆ほとんど話をしたこともなく友達というわけでは……ふふ……」

「も、もういいから！　それ以上沈しずみ込むと浮上出来なくなるよ?!」

「……そうですね……今はこうして、雪ゆき村むらさんが友達になってくれたわけですし……」

　伏ふし目めがちだった雛姫がちらりとこちらを見てくるので、虎太郎はすぐさま大きく頷うなずいてみせる。前まえ髪がみの隙すき間まから覗のぞく瞳ひとみが、なんだか丑うしの刻こく参まいりでもしそうな妙みような迫はく力りよくがあって怖こわかったから、殆ど反射的に体が動いていた。

　ここは一秒でも早くフォローしないと、心のケアをしていかないと──と、焦しよう燥そう感に駆かられつつ虎太郎は、

「百合ゆり川かわさんが望むなら、きっとすぐに他ほかにも友達は出来るよ。空そらなんて簡単に友達になってくれるはずだしさ」

「そう、ですね……でも、自分からアプローチをかけるのは、少し怖いというか……」

「……そうなの？」

「はい。子供の頃ころのことを引きずるなんて、高校生にもなって恥はずかしいとは自分でも思うんですが……」

　言って、雛姫は自じ嘲ちよう気味な笑みを浮かべる。

　何があったのか、訊きける雰ふん囲い気きじゃない。表情から深い傷きず跡あとと後こう悔かいが見え隠かくれしていて、場を濁にごす発言さえ軽々しくは出来ない空気だ。

　次の行動に移れず、虎太郎は狼狽うろたえるばかりで、雛姫の顔もまともに見れなくなり……

　そこに、「でも」という小さな声が聞こえてきた。

　呟いたのは勿もち論ろん向かいに座る雛姫で、さっきまでの暗く寂さびしい表情から、ほんの少しだけだけど微かすかに口元に笑みを浮かべて、

「今はこうして雪村さんと一いつ緒しよに寄り道をして、お喋しやべりが出来て……こんなこと言うとちょっと恥ずかしいですけど、とても楽しいんです。こんな風に誰だれかと過ごすの、本当に久しぶりで……ずっと忘れてました」

「百合川さん……」

　それが社交辞令じゃないということは、虎太郎にもすぐに分かった。

　あんな風に、俯うつむいたままあんなに嬉うれしそうに微笑ほほえんでいるのを見れば、誰だって分かる。

　たぶん今まで、傍はた目めからは完全無欠な不自由の無い日常を送っているように見えていて、実際の彼女はひたすら寂さびしいのを隠かくして堪こらえていたんだと思う。そうでなければ昨日まで殆ほとんど会話が無かった自分と過ごすだけのことに、ここまでの反応をしてくれるなんてあり得ない。

　ずっと頭の中で思い描えがいていた『百合ゆり川かわ雛ひな姫き』と、目の前にいる彼女は大分違ちがう。イメージよりも温かみがあって、それでいて他ほかの女の子と同じく不安に悩なやむところもあって……

　ただ綺き麗れいなだけじゃなくて、凄すごく可愛かわいいところもある子だ。

　なので虎こ太た郎ろうは、参ったなぁ、と頭を搔かきたくなった。

　雛姫と接する時間が増えれば増える程ほど、色んな表情と遭そう遇ぐうすればする程、惹ひかれてしまうのが自分でも分かる。

　それなのに好きにならずに居続けるっていうのは、思っていたよりずっと難しそうだ。

　──しばらくして注文の品が届き、ケーキに舌した鼓つづみを打ちながらぽつぽつと会話をしている間も、虎太郎は雛姫との約束の大変さを身に染しみるくらい感じさせられる羽目になった。
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　足りていない日用品や暇ひまな時に読む雑誌や本などの買い物で土曜は過ぎて、約束の日曜日がきた。

「うーん……流石さすがにまだ早い、かな」

　共用のリビングにある時計を見ながら呟つぶやき、虎太郎は何となく携けい帯たいも確かく認にん。そちらも十二時前を表示しているので、万が一の時計が狂くるっていましたオチは無さそうだった。

　緊きん張ちようのせいかやや寝ね不ぶ足そくで、朝から何度も欠伸あくびを嚙かみ殺している。八時前に起きて、二度寝をしたらそのまま昼過ぎまで爆ばく睡すいしかねない感じだったので、仕方なく眠ねむ気けを堪えて部屋に置く本ほん棚だなの組み立てをして時間を潰つぶした。

　他にも朝ご飯を食べたり近所のコンビニに行ったり身み嗜だしなみを整えたりしたけど、それでもまだ昼前。時間がなかなか過ぎてくれない。

　おまけに、

「……なーんか雲行きが怪あやしいなぁ。折おり畳たたみ傘がさ、持っていった方がいいかな……？」

　朝は快晴に近い晴れっぷりだったのに、今は暗い雲が多くなっていた。天気予報では降水確率十パーセント程度だけど、通り雨くらいは降りそうな雰ふん囲い気きがある。

　今日の予定が屋内プランで良かった、と虎太郎は少しホッとした。

　あの日──一昨日おとといの学校帰りに雛姫と話し合った時、実際に何をするかという会議は、かなり難航した。

　罰ばつゲームなので、虎太郎は基本的に従うつもりだったものの、『まず遊園地に行って、水族館に梯子はしごして、そこから美術館とプラネタリウムを見て隣となり町まちのモールでショッピングを──』と夢見がちな目で雛姫が言い出した瞬しゆん間かん、その方針は変へん更こう。

　客の少ない喫きつ茶さ店てんでのやり取りを思い出すと、胃が軽く痛むのと同時にちょっと恥はずかしくなる。




『完かん璧ぺきな計画じゃないですか！　何がいけないんですっ？』

『まず移動の段階で不可能だからね？　一番近い遊園地でも行くのに小一時間はかかるし、たぶんスタンプラリーみたいに着いたら即そく移動でも無理だと思うよ』

『じゃあ削けずらないといけないんですか……？　この中から、いくつか……』

『あ、いや、いくつかっていうか、よくて二つ、場合によっては一つしか出来ないよ？』

『そんなっ!?　ここに来るまでの間に必死で考えた、全十七行程のプランなのに、たったそれだけしか無理だなんて……私、選びきれませんっ』

『でもさ、実際無理だよ。一番行きたいのはどこなの？』

『どれもお友達と一いつ緒しよに行ったことはないので、決められません……あの、雪むき村むらさんは何か希望はあるんですか？』

『僕はどこでもいいけど、強しいて選ぶとしたら…………プール、かな』

『…………プール？　この時期にですか……？』

『どんな季節でもプールはいいものだよ！　温水プールを閃ひらめいた人はノーベル賞を授じゆ与よされてもいいと思うんだよね。海もいいけど、流れるプールとウォータースライダーがある大きな所には魅み力りよくで負けるよね！』

『………………そう、ですか…………他意は無い、みたいですけど……』

『それにさ、最近はアトラクションプールだけじゃなくて温泉やゲームコーナーもある、一日中遊べる所も……って、あれ？　どうしてそんな冷たい視線を……？』

『いえ、なんでもありません。それでは、お互たがいにいくつか候補を出して絞しぼり込みましょう。プール以外で』

『絶ぜつ縁えん体たい並みの拒きよ絶ぜつをされた!?』




　結局、最終的には『昼ご飯を食べてから映画を見て、時間に余よ裕ゆうがあれば買い物』というプランに落ち着いた。プールが選せん択たく肢し入りすら拒否されたのは悲しい出来事だったけど、どうしてあそこまで拒こばまれたのか、ちょっと謎なぞだ。行くのにアパートから小一時間もかからないし、一日中楽しく遊べる場所なのに。

　それをあそこまで嫌いやがるってことは、ひょっとして雛ひな姫きは泳げないのかもしれない。だとしたらプールの話をあんなにしたのは、彼女に悪かったかもだ。

　……にしても、

「百合ゆり川かわさんの水着姿、かー……」

　体育の授業で水泳はあるけど、残念ながら男女別。つまり同じクラスの女子とはいえ、水着姿を見ることはない。……そう、普ふ通つうなら。

　だけど友達ということはつまり、一いつ緒しよに海かプールに遊びに行く機会もあるかもしれない。しかもその際は野や暮ぼったいスクール水着なんかじゃなくて、ひょっとしたらセパレートタイプの、もうそれ下着と変わらない露ろ出しゆつじゃんと言いたくなるようなものの可能性も、決して零ゼロじゃない……！

　胸はあまり無さそうだけど、それは些さ細さいなことだ。いやあるに越こしたことはないけど、雛ひな姫きの美び貌ぼうとスレンダーな魅み力りよくの前では、全然問題じゃない。

　夏までまだまだ時間はある。それまでにもっと仲良くなれば、もし雛姫が泳げなくても一緒に練習する仲にまでなれば、彼女の水着姿が拝める日がくるかもしれない……！

「……うん、なんか眠ねむ気けは飛んだ」

　モチベーションが全開になった虎こ太た郎ろうは、寝ね不ぶ足そくのナチュラルハイも手伝ってウキウキした気分になり、再度時計を確かく認にん。さっきから一分しか進んでいなかった。

　それでもじっとしていられなくて、意味もなくリビングのソファーで座ったり立ったりを繰くり返した後で、

「まあ、もう出てもいっか。本屋でも覗のぞいて時間潰つぶせば」

　駅まではゆっくり歩いても十分程度で着いてしまうが、早く着く分には問題無いはず。相手が雛姫なら、お前どれだけ楽しみにしてたんだよ、と突つっ込まれることもないだろうし。

　そうと決めた虎太郎は、財さい布ふと鍵かぎを取りに行こうとリビングを出て、二階への階段を上がって行き──

「……ん？」

　丁度踊おどり場ばまで来たところで、上の方からバタバタと音が聞こえてくるのに気が付いた。

　荒あらい足音は止まることなく、しかもそれが凄すごい勢いで近付いてきて……

　嫌いやな予感が、と思った次の瞬しゆん間かんには、目の前に人ひと影かげが降ってきた。

「ぅわっ!?　そ、空そら?!」

「っとと、危ない危ない」

　軽い調子でそう言ったのは、手にお茶のペットボトルを持った上下ジャージ姿の空で、もう少しでぶつかりそうなところを軽快な体たい捌さばきで見事に避よけてくれた。

　まあそもそも階段をダッシュで駆かけ下りて来なければぶつかる危険も無かったので、虎太郎は呆あきれながら、

「本当に危ないよ。家の中で走るなって、おばさんに何度も言われてたよね？」

「ごめんごめん、トラまで固いこと言わないでよ。約束に遅ち刻こくしそうで急いでたんだから」

「言いたくもなるよ。階段にお茶が零こぼれてるし……」

「えっ？　あ、ほんとだ」

　飲みながら階段を下りていたのか、キャップの付いていないペットボトルから結構な量のお茶が零こぼれてしまっていた。

　それを見下ろした空そらは流石さすがにバツの悪そうな顔をしたものの、すぐに虎こ太た郎ろうに向かって拝むように片手を上げ、

「ごめんっ、トラ拭ふいておいて！」

「嫌いやだよ?!　自分でちゃんとやりなって」

「ほんとに急いでるの！　後こう輩はいの買い物に付き合う約束してるのに遅おくれそうでさ！」

「……何時にどこで待ち合わせなの？」

「十二時ジャストに隣となり町まちのモール！」

「電車に乗ってから五分はかかるのに、正午までもう数分も無いよ!?」

「うんっ、だからトラよろしくね！　この埋うめ合あわせはいつか何かでやるかもしれない！」

「そこはちゃんと約束して行きなよ！　……って、もう行ってるし……！」

　するりと横を駆かけ抜ぬけて行った空はあっという間に階段を下りて、本当に靴くつを履はいたのかと疑いたくなる速度で玄げん関かんから出て行った。あの幼おさな馴な染じみは人に雑用を押しつけておいて、無む駄だに身体能力が高いからこういう時は始末に負えない。

　ため息を一つ零した虎太郎は、諦あきらめて上ったばかりの階段を下りた。文句を言う相手は既すでにいないし、自分がやるしかない。空の尻しり拭ぬぐいをするのは初めてでもない……というか、もう数えきれないくらいしてるし。

「時間がある時でよかったよ、本当に……」

　ぼやきながら洗面所から雑ぞう巾きん代わりに使っているタオルを取ってきて、再び階段を上ろうとした時、

「……ぁ、虎とら兄にい」

　ついさっきアパートを出て行った空の妹、蒼海うみが二階から下りてくるのが見えた。

　ぶかっとしたグレーのパーカーにフリル付きのショートパンツを穿はいて、ギターケースらしきものを背負っている。首からはいつもの大きなヘッドホンを提さげていて、そこから何やら激しめの音楽が漏もれ聞こえていた。

　足を止めた蒼海は階下にいるこちらから目を逸そらし、ふっくらした唇くちびるを小さく動かす。

「……さっき空姉ねえいなかった？」

「あ、うん。もう出かけていったよ」

「そう……会長さんは？」

「セリスさんは仕事みたい。結構早くに出て行った、かな」

　直接見送りはしていないけど、部屋の窓から外出する姿と、アパートの前に停とまっていた車に乗り込む場面を目もく撃げきしたので。留年する前は平日にも入れていた芸能関係の仕事を今は土日に集中させていると、いつかの夕飯の時に空と話していたのを聞いた覚えがある。

　こちらの言葉に、蒼海は「そう」と小さく呟つぶやくと、そのまま階段を下り始めた。

　昔は割と慕したわれていたつもりなのに、随ずい分ぶんと素っ気ない。まあ蒼海うみも高校生だし、ここ数年はほぼ交流が無かったから仕方ないのかもしれないけど。

　それを微び妙みように寂さびしく感じながら、虎こ太た郎ろうは自分も階段に足をかけ──そこでようやく、手にタオルを持っていた理由を思い出した。

「あっ、蒼海ちゃん！　その辺り濡ぬれているから、気を付け──」

「ぇっ……?!」

　慌あわてて注意をした、その直後。

　さっき空とぶつかりそうになった辺りにさしかかった蒼海が、足を滑すべらせる光景が目の前で起きてしまった。

　驚おどろいたような顔の蒼海は、何とかバランスを保とうと腕うでをばたつかせるけど、背中のギターが災わざわいしてなのか、ぐらりと後ろに傾かたむいた体は立て直しが利きかず、

「蒼海ちゃん、危なっ──!?」

　思わず叫さけんだ虎太郎は、急いで階段を上ろうとした。

　間に合わないかもしれないけど、それでも蒼海が落ちるのを黙だまって見ているわけにはいかない。

　どうにか落ちそうな体を支えられないかという一心で、殆ほとんど無意識に体が動いていた。

　──が、階段を一段飛ばしで上った、その瞬しゆん間かん。

「駄だ目めっ、虎兄避よけてっ!?」

「ぇぇえっ?!」

　予想よりもずっと早く、蒼海の体が虎太郎の方へと迫せまってきた。

　自然落下で落ちるんじゃなくて、不自由な体勢でどうにか階段を駆かけ下りようと、殆ど前に倒たおれ込みながら。

　走って来る、というより降って来るという表現の方がピッタリな状じよう況きように、虎太郎は身を強こわ張ばらせる。

　避けようと思えば避けられるかもしれない……けど、あんなに体が前に倒れてしまっている状態だと、そのまま床ゆかにぶつかって怪け我がをしてしまうかもしれない。

　だからなんとか受け止めるべく、虎太郎はなけなしの勇気で両腕を広げて、突つっ込んでくる蒼海を助けようとし──

「きゃああぁっ?!」

「ぅぶっ!?」

　ゴンッ、と蒼海の背負っていたギターが顎あごを直ちよく撃げきし、続いて胸に強きよう烈れつな衝しよう撃げきがきて──

　最後に後頭部を床に打ちつけたところで、虎太郎の意識は呆あつ気けなく飛んでいった。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




　虎こ太た郎ろうがぼんやりと目を覚ました時、初めに思ったのは『あれ、何でリビングで寝ねているんだろう？』ということだった。

　何故なぜかソファーに横になっていたのを、靄もやがかかったように冴さえない頭で不思議に思いながら体を起こす。

　すると途と端たんに頭と脇わき腹ばらの辺りがズキリと痛む。特に頭は額と後頭部がそれぞれズキズキして、痛みがサンドイッチ状態だった。

「…………ったぁ……でも、どうして……？」

「っ、虎とら兄にい！　起きて大だい丈じよう夫ぶ!?」

　立ち上がって特に気になるおでこをさすっていると、食堂の方から蒼海うみが慌あわてた様子で駆かけ寄って来た。

　その今にも泣き出しそうな不安げな表情を見て──思い出す。

「あ、そっか。蒼海ちゃんが階段から……で、頭を打って……」

「……虎兄、蒼海を庇かばって、気を失って……近くに医院があったの思い出したから連れん絡らくしてお医者さんに診みて貰もらったら、たぶん大丈夫だろうけど、起きたら念の為ために大きな病院に行った方がいいって……」

「そっか。保険証が焼けてなくてよかった」

　ぼーっとした頭でそんなことを言ってから、虎太郎は改めて蒼海を見る。

　ギターを背負ってない以外は最後に見た姿のままで、包帯やガーゼなどの治ち療りよう跡あとが無いことにホッとしたものの、念の為に訊きいておく。

「蒼海ちゃんは怪け我がしなかった？　あとギターは壊こわれてない？」

「……うん、どっちも平気。虎兄が庇ってくれたから…………ごめんね」

「あ、いや、僕も大したことなさそうだから。蒼海ちゃんが無事ならよかったよ」

「でも、蒼海があんな所で足を滑すべらせたりしたから……」

　後こう悔かいで一いつ杯ぱいの表情だけど、どちらかといえば責任はお茶を零こぼした空そらにある気もする。

　ただ、自分がもっと素す早ばやく拭ふきに行っていればこんなことは起こらなかったはずだとも思うので、虎太郎は苦笑混じりに、

「仕方ないよ。巡めぐり合あわせが悪かったというか、そういうこともあるって」

「………………ほんと、ごめんね」

　ギュッと下ろした両手を握にぎって謝る蒼海の姿に、こういうところは変わってないなぁ、と虎太郎は場ば違ちがいな感想を抱いだいてしまう。

　昔は姉の陰かげに隠かくれてしまうような内気な性格で、それでいて素す直なおな良い子だった。ちょっと素っ気なくて辛しん辣らつな言葉も多くなったけど、やっぱり良い子なのは変わらない。

　だからそんな蒼海うみを安心させる為ためにも、虎こ太た郎ろうは妹みたいに接してきたもう一人の幼おさな馴な染じみの頭を撫なでてやり、

「大だい丈じよう夫ぶだよ。後で病院に行くけど、たぶんどこも異常はないから」

「…………ほんとに？」

「うん、全然平気」

　……本当は左脇わき腹ばらが嫌いやな痛み方をしているけど、言えるわけがない。思い詰つめた表情を少しだけ緩ゆるめてくれた蒼海の顔を見てしまえば、尚なお更さらだ。

　まあでも、ちょっと息苦しい感じはあるものの涙なみだが出そうなくらい、って程ほどでもないので、用事が済んでから病院に行ってみればいいかなと虎太郎は思い……

　そこでようやく、大事なことに気が付いた。

　──リビングから見える窓の外の風景が、暗くなっている。

　しかも窓には、強めの風に吹ふきつけられて雨が当たり水すい滴てきが流れ落ちていた。

「いっ、今って何時?!　僕はどれくらい寝ねてたの!?」

「え？　結構長く目を覚まさなかったけど……」

　言いながら蒼海は視線をテレビの上へと向け、虎太郎もつられてそちらを見る。

　そこにある壁かべ掛かけの時計の針は──短針が、もう少しで４の数字にかかろうというところを指していた。

　待ち合わせの時刻は、午後一時。

　それからどれだけの時間が経たってしまったのかと理解した瞬しゆん間かん、頭から血の気と痛みが一気に引き……

　一いつ拍ぱくの空白の後、虎太郎は身を翻ひるがえして走り出していた。

「ちょっ、虎とら兄にい!?　どこに行くの?!」

　蒼海の咎とがめるような声が聞こえてきたけど、止まれない。

　殆ほとんど思考停止状態のまま、虎太郎は『早く行かないと』という気持ちに体を突つき動かされ、足をもつれさせそうになりながらリビングを出て──

「…………ぁ」

　これもある意味、タイミングが良い、というべきなのか。

　廊ろう下かに出たのとほぼ同時に開いた玄げん関かんのドアから、雛ひな姫きが入って来た。

　花柄がらのブラウスに淡あわいチェック柄のスカートという私服姿で、手には大きめのボストンバッグを持っていて……

　そんな彼女と目が合い、虎太郎は息を吞のんで固まってしまう。

　すると追いかけてきた蒼海も玄関に立つ雛姫に気付いたらしく、こちらに伸のばしかけていた手を引っ込めて、呟つぶやくように言った。

「副会長……傘かさ、途と中ちゆうで買わなかったの？」



　その言葉が示す通り、雛ひな姫きの体は雨に濡ぬれていた。長い黒くろ髪かみも、着ている服も、たぶんあの様子だと靴くつの中までぐっしょりだと思う。

　目に掛かかった前まえ髪がみを指先で横にそっと払はらった雛姫は、力の無い目でこちらを見て……それから蒼海うみへと視線を移し、

「見ての通りですので、お風ふ呂ろに入ってもいいでしょうか？」

「……沸わかしてくる。お湯が溜たまるまで時間かかるから、それまではシャワーで我が慢まんして」

「ありがとうございます」

　礼の言葉を最後まで聞かずに蒼海は浴室の方へと小走りで消えて行った。

　自然と虎こ太た郎ろうは雛姫と二人きりになる、が……何と言えばいいのか、分からない。

　ずっと待ち合わせ場所にいたの、とか。

　連れん絡らく出来なくてごめん、とか。

　色々な言葉が頭の中で回っているのに、どれを口にすればいいのか、肝かん心じんなそこが分からなかった。

　それでも何か言わないとという強い衝しよう動どうだけはあって、虎太郎は搔かき集めた言葉を喉のどの奥から絞しぼり出すようにして、

「…………あ、のっ……行けなくて──」

　ごめん、と謝ろうとした、その前に。

　小さく開いた雛ひな姫きの唇くちびるから、声が落ちた。

「待ち合わせ場所になかなか来なくて……携けい帯たいの方にも何度も連れん絡らくをしたのに、出なかったので…………少し、心配してしまいました」

「っ…………ごめん」

「いえ、何も無かったのならいいんです」

　いいわけが無い。ちっとも良くない。

　三時間近く待たせてしまったことも、雨に晒さらしてしまったことも、心配をかけたことも、どれも良くないに決まっている。

　なのに雛姫は消え入りそうに微笑ほほえんで、

「風邪かぜを引いてしまわないよう、私はお風ふ呂ろに入ります」

「ゆ、百合ゆり川かわさ、」

「今日のことは気にしないで大だい丈じよう夫ぶですから──それでは、失礼します」

　言って、雛姫は浴室のある洗面所へと歩いて行った。

　横を通り過ぎる彼女から感じる強きよう烈れつな拒きよ絶ぜつに、虎こ太た郎ろうは何も言えなくて、ぐっと唇を嚙かみ締しめて俯うつむく。

　廊ろう下かには雛姫の歩いた跡あとが点々と水で濡ぬれていて……それがどれだけ長く雨の中にいたのかを想像させ、虎太郎はその場にしゃがみ込んでしまった。

　手の甲こうを額に押しつけ、目を閉じる。すると脳裏に焼きついた、さっき見た雛姫の表情が浮かんでくる。

　儚はかなく微笑ほほえんだ雛姫の頰ほおを伝っていたのは、雨だったのか……それとも、涙なみだだったのか。

　どちらにしても確実なのは彼女を──雛姫のことを、深く傷つけてしまったことだった。










　　　五




　月曜の朝は大体が気が重くて登校する気にならないものの、今日はまた格段にそれが酷ひどいと虎こ太た郎ろうは痛感していた。

　不ふ可か抗こう力りよくがあったとはいえ、雛ひな姫きとの約束を破ってしまった昨日は、本当に散々だった。あの後、雛姫は『早く休みたい』ということで夕飯の席にも来ず、自分と蒼海うみが沈しずみ込んでしまっていたので、お通つ夜やのような雰ふん囲い気きに。

　そして今朝も雛姫は朝食を摂とらずに先に行ってしまい……つまりあれから、会話が出来ていないまま。

　せめてメールで……と考えはしたものの、文面で説明しきる自信も無ければ、メールで済ましてしまっていいのかとも思い、とりあえず『階段で転んで気を失っていた』という事実を端折はしよった形で送ってみたものの、返信無し。

　思い切って携けい帯たいに電話をしてみても、『電波が届かない所にいるか、電源が入っていない為ため……』というアナウンスが聞こえてくるばかり。

　こうなるとため息が漏もれてしまうのも仕方ない、と虎太郎は思うが、

「何よトラ、朝っぱらからさー。辛しん気き臭くさいったらないよ？」

　隣となりを歩く空そらには大変不評で、文句を言われてしまった。

　まあそれも仕方ない。横にため息を吐つきながらとぼとぼ歩く男がいたら、空じゃなくても文句の一つや二つは出てくる。

　とはいえ原因を説明するわけにはいかないので、虎太郎はもう一つの悩みの種たねの方を話すことにした。

「ほら、マラソン大会が控ひかえているのに怪け我がしちゃったから。どうしたものかなぁ、って」

「あー。確かにちょっと厳しいね」

　どうやら納なつ得とくしてくれたようで、ホッとする。ただし安あん堵どして笑える話でもないのが問題だった。

　昨日の内に病院に行ってみたところ、頭の方はたんこぶが出来ているだけで大したことはないけど、左の肋ろつ骨こつに少し罅ひびが入ってしまっているらしかった。おかげで今も湿しつ布ぷしてコルセットみたいなサポーターを着けている。程度としては軽いので簡単な運動くらいならしても大だい丈じよう夫ぶらしいが、完治までは数週間かかるとのこと。

　ジョギングくらいなら平気だろうけど、マラソン大会、しかも着ぐるみに入ってとなると、ちょっと怪あやしいかもしれない。

　雛姫から明確に壁かべを作られたこともあり、虎太郎は昨夜から憂ゆう鬱うつモードが続いていた。

「まー、怪け我がに関してはあたしも無関係とはいえないしね。ウミを助けて貰もらったんだもん、リーダーに話して当日の中身を代わってあげよっか？」

「蒼海うみちゃんのことはいいけど、そもそもの原因は君にあるからね？　どうしてちょっと『助け船出してあげるよ』みたいな感じになってるの？」

「細かいこと気にしない気にしない。ま、それ以外でもあたしに出来ることなら何でもしてあげるよ？」

　その言葉と心こころ遣づかいはありがたいけど、どうしてあの幼おさな馴な染じみは両手で胸を持ち上げているのか。しかもわきわきと指を動かして。これは、同じことを自分もしてもいいって誘さそいとみていいんだろーか？

　ただしそれが勘かん違ちがいだと物理的にも社会的にも半殺しになる上に、セリスから釘くぎを刺さされているっていうのもあるので、虎こ太た郎ろうは『じゃあその育ちに育った胸を好きにさせてくださいお願いします！』と言いたい素す直なおな気持ちを全力で封ふうじて、笑えみを作る。たぶん無念が隠かくしきれず泣き笑いっぽくなってしまっているだろうけど、もう仕方ない。

　ガシガシと頭を搔かいた虎太郎はふてくされた口調で、未練が残りまくりなのを誤ご魔ま化かすように空そらへ問いかける。

「そういう冗じよう談だんに乗れるテンションじゃないよ。それより、元々変だけど今日の空は一段と発言が明後日あさつて方向にいってるね？」

「むっ、あたしはどこも変じゃないよ。ただ、さぁ」

「ただ？　どうかしたの？」

「や、トラが悩なやんでるっぽかったから、ちょっと気を紛まぎらわせてあげようかなー、って思っただけ。そしたらこの仕打ちとか、酷ひどいよねぇ」

　あはっ、と意地悪な笑みを浮かべてそんなことを言われ、虎太郎は思わず目を丸くして、自分の頰ほおに手を当てた。

「……えっと、悩んでる風に見えた？」

「ちょっとね。他ほかの人はともかく、付き合い長いあたしの目は誤魔化せないよ」

「……不覚にもちょっと凄すごいと思っちゃったなー」

　正直、大おお雑ざつ把ぱな空に見抜ぬかれるなんてちっとも思っていなかった。ヘコんでる、とか落ち込んでる、くらいなら見て分かったかもだけど、ダイレクトで悩んでると当てられるだなんて。腐くさっても幼馴染みってことなのか、野生の勘かんに驚おどろくべきなのか、この場合はどっちが正解なんだろう。

　虎太郎が反応に困っていると、空は茶目っ気たっぷりにウインクなんかしてきて、

「まっ、トラはヘタレだから素す直なおに『おっぱい揉もませて！』なんて言えるとは思ってなかったけどね。威い勢せい良いのは名前だけだもん」

「む……そんなこと言って、もし僕が飛びついてたらどうするんだよ」

「んー、服の上からだったらちょっとは揉ませてあげたかな。時間制限付きで」

　……プライドも何もかもかなぐり捨てて言うべきだった……！

　虎こ太た郎ろうが痛つう烈れつに後こう悔かいをしていると、問題発言をしてくれた空そらはにんまり笑う。……長い付き合いだから分かる、あれは良くない考えをしている時の顔だ。

　そんな予想を裏づけるように、空はこちらの顔を下から覗のぞき込んできて、

「それとも、トラはあれかな？　おっぱい派じゃなくてお尻しり派で、違ちがう方がよかった？」

「……どっちが好きとかどうでもいいよ。どっちにしろ僕はそんなこと言わないし」

　せめてと虎太郎が精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張ると、空は「ふぅん？」と小さく呟つぶやき、

「それなら、こういうのはどうよ？」

　挑いどむような口調で言った空は、ただでさえ大きな胸を摑つかんで暴力的な光景にしていた手を離はなし、フリーになった手を下ろしていき……スカートの裾すそを、ちょんと摘つまんだ。

　そして、『まさか』と思う虎太郎の見ている前で、ゆっくりと両手を持ち上げていき、ただでさえ短かったスカートの裾が捲めくれていく。

　じわじわと焦じらすような遅おそい速度で少しずつ健康的に育った太ふと腿ももが露あらわになって、それが段々と太腿といえばいいのか足の付け根といえばいいのか判断に困る所まで見えてしまって、それでも空はスカートを持ち上げる手を止めず……

　そのまま、パンツをさらけ出した。

「──じゃーんっ、実は下にレギンス穿はいてたのでした！　トラってば顔赤くして、そんなに期待しちゃったのに残念だったね！」

「えぇっ!?　いや穿いてないよ?!　普ふ通つうにパンツ見えてるって！」

「…………あれ？」

　虎太郎が慌あわてて指し摘てきしたのに対し、空は会心のギャグが滑すべったみたいな反応をするけど、そんな悠ゆう長ちような状じよう況きようじゃない。

　だって朝っぱらから通学路で、自ら見せつけるようにパンツを晒さらしているって、どこの誰だれが見たって露ろ出しゆつ狂きようの痴ち女じよのすることだから。

　スカートの裾を持ち上げたまま、空は自分の下半身に注目し……

「……あー。そういえば、穿こうと思ったレギンスが破れてたから、今日はいいやって止やめたんだっけ。すっかり忘れてた、失敗失敗」

「軽っ!?　そんな軽く済ませるの?!」

「そりゃあミスったのは恥はずかしいけど、トラしかいないからギリセーフって感じでしょ。全校生徒の前でやらかすとかじゃなくてよかったー」



　パッと手を離してスカートを戻もどす空は明るく笑っていて、強がっている風じゃない。どれだけ強いハートの持ち主なのかと、改めて恐おそろしくなる。

　ちなみにパンツは水色で、飾かざり気けはないものの、正面から見る限りかなり際きわどい角度の布地面積が少ないものでした。前に『運動する時、お尻に食い込むのがイラッとくるんだよね～』とか言っていたから、もしかしたらＴバックなのかもしれないけど……流石さすがに『確かく認にんさせてくれないかな』とは言えないので、真相は謎なぞ。

　朝から驚おどろかされた上に悶もん々もんとさせられた虎こ太た郎ろうは、やれやれだと重い息を吐はき出す。

　なのに盛大に事故った空そらは、気分良さげに歩き出しながら頭の後ろで手を組んで、

「でもまー、悩なやんでるっていっても、トラのことだからあんまり心配はしてないけどね」

「あのさ空、そろそろ言葉の暴力ってやつを知った方が良いと思うよ？　人の心ってベニヤ板より簡単にメキッと折れるからね？」

「だってトラだもん。大だい丈じよう夫ぶに決まってるって」

　何の根こん拠きよも無い楽観的な言葉に、流石に虎太郎も黙だまってしまう。この幼おさな馴な染じみがどういうつもりでこんなことを言っているのか分からない。

　眉まゆを顰ひそめて相手を見つめると、空は気楽な調子で言ってきた。

「トラってさ、ヘタレなくせに諦あきらめ悪いじゃん？　その上、頑がん固こだからあたしが止やめろって言っても聞かないしさ。だから心配なんてするだけ無む駄だでしょ」

「……や、そんな評価されるようなことしたっけ？」

「たくさんあるよ。ほら、小学校の時にエリちゃんから余ったバレンタインチョコを貰もらおうとした時も──」

「それただの黒歴史だよね!?　僕のイタい過去を良かった思い出みたいに語られても！」

「じゃあ林間学校の時のバスで乗り物酔よいで死にかけていたのに、無理して回ってきたカラオケの曲を歌おうとしてエリちゃんに──」

「だからそれも！　おまけに絵え里りちゃんにとってのトラウマ話になってるし！」

「あー、後はあれ、あたしの試合の応おう援えん、最後までしてくれたじゃん。盲もう腸ちようだったのに、必死に我が慢まんしてさー」

「どうしてそのエピソードを一番最初に持ってこなかったの!?」

　おかげで無意味に心がズタボロにされ、虎こ太た郎ろうは力なく項うな垂だれて…………不意に、おかしさと笑いが込み上げてきた。

　相変わらず空そらの言うことやることは滅め茶ちや苦く茶ちやだ。昨日のことでヘコんでいるのに、大人しく落ち込んでさえいられない。

　ただ……何がどうあれ、信しん頼らいされているっていうのは嬉うれしいことだった。それに応こたえないと、って気持ちが湧わいてくる。

　この場合は──いつまでもくよくよ悩なやんでいないで、解決するべく動くこと。

　誤解を解くだけなら、たぶん簡単だ。無理してでも捉つかまえて、ちゃんと説明すれば雛ひな姫きなら分かってくれると思う。

　でもそれだけじゃ足りない気がしているのが、昨日から動き出せずにいる理由だった。相手をもっとよく知る必要がある。

　あんなに素す敵てきで優すぐれている百合ゆり川かわ雛姫が、友達のいない理由──というより、作れずにいた理由。

　ヒントはもう、摑つかんでいる。

　だから虎太郎は顔を上げて、いざという時とても頼たよりになる幼おさな馴な染じみに話しかけた。

「空、ちょっと頼たのみがあるんだけど」

「ん、何？　あたしに出来ること？」

「うん、空そらにしか出来ないことかも」

　こちらの前まえ振ふりに興味を抱いだいたのか顔を近付けてくる空に、虎太郎は一つ頼み事をした。

　それは──

「空の友達百人、紹しよう介かいして貰もらえない？」




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




　あの日──喫きつ茶さ店てんに寄り道して帰ったあの時、雛姫は言っていた。

　小学校の頃ころは一人だけ友達がいたと。そしてその友達とは、今はもう縁えんが切れてしまったと。虎太郎はそのことがずっと気になっていた。

　小中高と進学するに伴ともなって疎そ遠えんになった友人は、自分にもいる。でも、わざわざ『縁が切れた』なんて言い方をするってことは、自然消しよう滅めつじゃなくて何らかの理由があって袂たもとを分かったんじゃないのだろうか？

　だとしたら、事情を知りたい。野や次じ馬うま根性じゃなくて、雛ひな姫きのことをもっとよく知って、ちゃんとした友達になる為ために。

　そう考えた虎こ太た郎ろうは、空そらに頼たのんで友達の中に雛姫と同じ学校だった人がいないか訊きいて貰もらった。勿もち論ろん、雛姫の名前は出さないで、学校名だけを訊く形で。部屋に通された時に見た卒業アルバムの学校名を奇き跡せき的に覚えていて、本当に良かったと思う。

　聞き込みの結果、どうやら雛姫と同じ小学校に通っていた生徒がいるようで、虎太郎は空からそれが誰だれか教えて貰もらい──

「まさかこんな身近なところに探していた相手がいたなんて……」

「おいおいコタロー、呼び出しておいてなんでため息吐ついてんだよ。わざわざ出て来てやったってのに……帰るぞ？」

「あ、ごめんごめん。帰られたら困る」

　慌あわてて虎太郎が腕うでを摑つかんで謝ると、佑ゆう樹きは「冗じよう談だんだって」と笑ってくれた。

　どうやら機き嫌げんを損そこねずに済んだものの、今のは完全にこっちの失態だ。嬉うれしさよりも灯とう台だい下暗しだった徒と労ろう感が強くてついテンションを下げてしまったけど、どう考えても失礼な態度だった。仲が良い相手とはいえ、反省しないと。

「わざわざ来て貰ってごめん。あのさ、ちょっと訊きたいことあるんだけど」

「ああ。だから公園なんかに呼んだんだろ？　もう夕飯も風ふ呂ろも終わってたってのに……明日じゃ駄だ目めだったのか？」

「ちょっとね。教室じゃ訊きづらいし」

「……ははん、女だな！　スリーサイズ関連とみた！」

「その予想は惜おしいはずだったけど、余計な一言で核かく心しんに近づくどころか遥はるか彼方かなたに遠ざかったね」

　頭の中はエロ関係が九割を占しめている佑樹だから、ある意味いつも通りだ。

　話していて面おも白しろいけど、こっちは疲つかれているし夕飯もまだ食べてない。……というか、下手したら空に全部食べられて残ってない可能性まである。

　それに春とはいえ、人ひと気けのない夜の公園は少し寒い。疲れた体で長居すると風邪かぜを引いてしまうかもだ。

　なるべく手短に済ませようと、虎太郎は摑んだままだった佑樹の腕うでを放して本題に入る。

「佑樹ってさ、百合ゆり川かわさんと同じ小学校だったんだよね？」

「え？　あー、そうだけど？」

「じゃあさ、百合川さんが──」

「待った待った！　副会長のことなら殆ほとんど知らないぞ？」

　切り出そうとした矢先の言葉に、虎こ太た郎ろうはパチパチと二、三度瞬まばたきをし……数秒遅おくれで焦あせりに似た驚おどろきが襲おそいかかってきた。

「ちょっ、え？　知らないって、何で!?」

「むしろどうして俺が知っているとコタローが思っていたのかが謎なぞだぞ。学校が同じってだけだろ」

「だって佑ゆう樹きだよ？　可愛かわいい系も綺き麗れい系も、大きいのから小さいのまで、ストライクゾーンがサッカーのゴールくらい広い佑樹なら、百合川さんが同じ学校にいたら絶対にチェックしてるはずだよね？」

「それは間ま違ちがいないな！」

　普ふ通つうなら否定の言葉がくるはずのところなのに、堂々と肯こう定ていされた。自分で言っておいてなんだけど、これはちょっと引く。

　こちらが友達を辞やめたい気分になっていると気付いていないのか、佑樹は頭をガシガシ搔かきながら公園のブランコの方を見て、

「小学生の時から美人だったから、百合ゆり川かわのことは当然知ってたけどな。残念ながら同じクラスになったことないんだよ」

「あー……それじゃ、ちょっと厳しいね」

「だろ？　おまけに中学に上がる直前に俺んち引ひっ越こしして違う学区になったし。高校に入って百合川がいたからテンション上がって話しかけたら、思いっきり『誰だれ？』って顔されたもんなぁ……」

「そっか……じゃ、佑樹は百合川さんのこと、ほんとに知らないんだね」

「残念ながらな。しかしコタロー、百合川狙ねらいか？　生徒会で距きよ離りが近づいたと思って勘かん違いしたら、百合川の撃げき墜ついマークを増やすだけだぞ」

「違うよ、そんなんじゃないって」

　否定の言葉に佑樹が疑わしげな顔をするけど、虎太郎は本当にそんなつもりじゃない。

　今は雛ひな姫きと付き合いたいなんて気持ちは、どこにも無かった。

　ただ、ちゃんと友達になりたいと思っているだけだ。

　その為ために鍵かぎになりそうな小学校時代の話を聞きたかったのだけれど……そう上手うまく偶ぐう然ぜんが働いてはくれないらしい。他ほかに誰か知っている人がいればいいけど、プライバシー侵しん害がいギリギリアウトな質問になりかねないし、そうそう都合良くいかないとは思う。

　もっと違う方法を取るべきなのかな……と不安混じりに虎太郎が考えていると、沈しずみかけていた空気を吹ふき飛ばすような佑樹の軽い声が聞こえてきた。

「ま、どんなでも構わないけど、俺としてはやっぱ惜おしいことしたと思うぜ。あのまま同じ中学に上がってたら、もう少し仲良くやれてたはずだし」

「あー……そうかもね。佑樹ってメンタル強いから、ちょっとくらい拒きよ否ひられても構わずアプローチしていきそうだし」

　友人のポジティヴさと積極性を羨うらやましく思い、




「だろ？　せめて顔と名前を覚えて貰もらえてたらなぁ……百合ゆり川かわの友達の方だったら確実に覚えて貰ってたのに」




　──うっかり聞き逃のがしそうになるくらいさらりと言われた内容に、虎こ太た郎ろうは口を半開きにして呆ぼう然ぜんと固まった。

「まあでも、高校で再会出来たのを運命だと思えば、まだアプローチする価値は十分にある……か？　どう思うよコタロー──って、おい？　どうした、そんな間ま抜ぬけ面づらして」

「…………佑ゆう樹き、もしかして百合川さんの友達と知り合いなの!?」

「ん？　友達かどうかは怪しいけど、知り合いなのは間ま違ちがいないぞ？」

『それがどうかしたのか？』と言いたげな佑樹の表情は、とてもじゃないけど噓うそを吐ついているようには見えない。そもそも噓を吐く意味もない。

　──まさかこんな形で、知りたかった情報の手がかりが見つかるだなんて。

　一度期待をスカされただけに、予想外の結果に興奮してしまいながら、虎太郎は佑樹に詰つめ寄り、

「百合川さんとは小学校で別れてそれっきりだったのに、どうして友達の方には覚えて貰ってる確信があるのっ!?　ただの自うぬ惚ぼれだったら怒おこるよ?!」

「別に自惚れや勘かん違いじゃねぇって！　高校受験の時に通ってた塾じゆくに、そいつもいたんだよ。俺とは違って受験目的じゃなしに、成績を上げる為ためだったみたいだぞ」

「……こう言うと何だけど、よく相手のこと覚えてたね？」

「任せとけって。百合川と違って小四の時に同じクラスになってたし、それなりに可愛かわいい子だったからな。そりゃチェックもしとくだろ」

　ビッ、と親指を立てて格好つけているのがなんかむかつくけれど、今の虎太郎にはそれが少し輝かがやいて見えた。重じゆう症しようだと思う。

　ともあれ、奇き跡せき的に繫つながりがあると分かったので、このチャンスを逃のがす手はない。相手が佑樹なら、変な邪じや推すいはされるかもしれないけど、誰だれかに言い触ふらすってことはしないはずだ。エロくてやや変態気味ではあるものの、そのへんは信用してもいいと思う。

「それで、その友達の子なんだけど……」

「向むか井いな。あいつは中学受験したらしいから、百合川とは違う学校だぞ？」

「うん、そこは別に構わないんだけど、その向井さんがどこの高校に行ったかは知ってる？　塾で会ったなら話題に出たんじゃない？」

「ああ、知ってる……けど、何で向井のことなんて知りたがってるんだよ？」

　当然の疑問を投げかけられ、虎こ太た郎ろうはどう説明しようか少し迷ってから、

「……百合ゆり川かわさんのことで、ちょっと。生徒会で一いつ緒しよに仕事するようになって、少し気になることが出てきたから」

「なるほどな、良い建たて前まえだ！」

「いや建前とかじゃなくて。高校名、教えて貰もらえる？」

「まあそれくらいいいけどよ……向むか井いの通ってるの、杜若女カキジヨだぜ？」

「うわっ…………杜若かきつばた女学院かぁ……」

　噂うわさに聞いたことのある学校名に、虎太郎は思わず苦い表情になってしまった。

　この辺りでは有名な私立女子校で、中等部から大学までエスカレーター式の一いつ貫かん校だ。進学校で校則が厳しくて、今時スカート丈が膝ひざ下したしか許されていない、携けい帯たいも持ち込み禁止という話を聞いたことがある。

「塾じゆくで会った時に聞いたけど、向井は中学受験して入ったらしいな。だから携帯も持ってなくて、連れん絡らく先も訊きけてないわ」

「うーん……知り合いにあそこ通ってる人、いないなぁ……佑ゆう樹きは？」

「俺もいない。だから連れん絡らく取るの、相当厳しいぞ？　男女交際も禁止らしいから、杜若女の子はガード固いって評判だし」

　つまり知らない男が聞き込みなんてしようものなら、逃にげられるか警備員を呼ばれるか、その二に択たくを覚かく悟ごしないとならないわけだ。上手うまい具合に空そらの知り合いの中に杜若女学院に通う生徒の友達がいればいいけど、なかなか難しいと思う。

　となると、残る手段は──

「……ちょっと無茶するしかないかなぁ……」

「おいおい、何考えてるのか知らないけど程ほど々ほどにしておけよ？　前に校門近くでナンパしようとしているのを見つかった他校の男子が、通ってる学校宛あてに抗こう議ぎがきて停学になったって話もあるんだからな？」

「うん、分かってる。学校にはなるべく近寄らないようにするよ」

　虎太郎だって問題は起こせない。アパートを追い出される可能性もあるし、バレたらさらに雛ひな姫きを傷つけてしまうかもしれないから。

　となると、採とれる方法は限られてくる。さらに上手い具合にその向井さんを探し当てて、話を聞くところまで持っていくとしたら……

　ちょっと、正せい攻こう法ほうじゃ難しそうだった。

　だとすれば手段を選ばず、変則的な手を使うしかない。

　正確に言うと──着る物を選ばずに、だけれど。
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「ねー、あれさぁ……」

「え？　……うわっ、何あれ！」

「何かのイベントかな。チラシも風船も配ってないけど」

　あちこちからそんな声が聞こえてくるのを耳にしながら、虎こ太た郎ろうはじっと耐たえていた。

　ただし、ただ突つっ立っているわけじゃない。時に愛想良く、時にオーバーリアクションをして、不ふ審しん者じゃなく『営業活動』だと分かるように、細心の努力をしながらだ。

　駅前のロータリーを行き交かう人達に奇き異いの視線を投げつけられるのにも慣れてきたし、『中』から話しかけるのにも躊躇ためらいが無くなってきた。良い傾けい向こう……かどうかは分からないけど、少なくとも今は必要なことだ。

　──授業が終わって放課後のこの時間、虎太郎は隣となり町まちの駅前でラブらんの中に入り、生徒会マスコットキャラとして広く認にん知ちされる為ための宣伝活動をしていた。

　一昨日おとといの晩、許可を取るべくセリスに言ってみたところ、二つ返事でオーケーを貰もらっている。

　一人でリビングにいた会長に切り出すと、何故なぜか喜色満面になり、

『ええ、いいわよ。ラブらんの知名度を上げる為に頑がん張ばろうだなんて、良い心がけだわ！』

　そう言って、こちらの背中をバシバシ叩たたいて褒ほめてくれた。

　……ちょっとした勘かん違ちがいもあった気がするけど、まあ良しとする。真実は時として知らない方がいいってこともあるらしいし。

　一応生徒会長公認で普ふ段だん使わない駅前に着ぐるみ姿で立ち、『愛まな杜もり学園生徒会です！』と書かれた襷たすきを付けた虎太郎は、額に汗あせを浮かべて頑張っていた。

　昨日から始めた聞き込みは、今日で二日目。子供に蹴けられたり、握あく手しゆを求められたり、老人から何故か拝まれたり、近所の店が雇やとったらしいアマガエルっぽい着ぐるみからガンを飛ばされたりとしながら、本命の活動を続ける。

　その本命は何かというと、

《こんにちわ～。ちょっと人探ししてるんだけどぉ、いいかなぁ？》

「え……人探しって……？」

　杜若かきつばた女学院の高等部制服を着ている女生徒二人組に、出来るだけ怪あやしまれないよう注意して話しかけると、虎太郎は今日だけで何度目になるか分からない質問を口にする。

《あのねぇ、キミ達の学校に通ってる向むか井いさんって子を探してるんだ～。そのぅ、こないだうちの学校の生徒で助けて貰もらった子がいて、お礼を言いたいらしいんだぁ》

　後半の助けて貰った云うん々ぬんは申し訳ないけど作り話で、何度言っても罪悪感にちくりと胸が痛む。それでも昨日から続けて着ぐるみを着て、同じ問いかけを続けていた。

　虎こ太た郎ろうが心の中で謝罪していると、杜若かきつばたの二人は何やら顔を見合わせて、

「……あ、もしかして朝から噂うわさだった……」

「そうかも！　ねっ、昨日もここで質問してたでしょ!?」

《えっ？　あ、うん、そうだよぉ》

　もしかして不ふ審しん者と噂になっているんじゃないかと心配になりつつ答えると、二人はきゃあと黄色い声をあげ、

「やっぱり！　それじゃ、今年から出来たっていう愛まな杜もり学園のマスコットキャラって、あなたなんだ？」

「聞いていた通り、ちょっとキモいけど可愛かわいいですね」

「だよね、本当にキモ可愛いよね！」

　聞き込みがそこまで変な噂になっていないようでよかった、けど…………自分じゃなくて着ぐるみのことだって分かっていても、ちょっと……いや、かなり心にぐさっとくる……

　どうやら学校の外でもラブらんのことが評判になっているのは、中に入っている身としては少し嬉うれしいものの、やっぱり素す直なおには喜べない。

　しかも着ぐるみを着なければ、それはそれで『あれ？　いたの？』くらいの反応しか得られないんだから、余計にヘコむ。

　虎太郎が重い頭を項うな垂だれてガックリきていると、弾はずんだ声の会話が聞こえてきた。

「それで、えっと、誰だれか探しているんだっけ？　奈な津つ、知ってる？」

「向むか井いさん、でしょう？　同じクラスに同どう姓せいの子がいますけど……」

《ほっ、ほんとぉ!?》

「２─Ｂの向井さんのことなら、一応。向井聡さと子こさんで合ってますか？」

《うん、きっとその向井さんで合ってるはずだよぉ～》

　何十人に訊きいてようやく当たりを引けた嬉しさを隠かくしきれずに虎太郎がはしゃいで返事をすると、二人はクスクス笑って、

「向井さんは確かバス通学組ですけど、バレー部だからまだ学校にいると思いますよ。何時まで部活やっているのかは、ちょっと分からないです」

「あ、バレー部なんだ？　じゃあ結構遅おそくなるかもね」

「そうなの？」

「体育館がバスケ部と日ひ替がわりでしか使えないから、割と遅くまでやってるみたいよ。日が暮れるまでかかるかも」

《そっかぁ……》

　流石さすがにそんな時間まで待っているわけにはいかなかった。学校に戻もどって着ぐるみを返さないといけないから、遅くとも五時にはここを離はなれないとまずい。

　どうしようかと悩なやむ虎太郎に、『奈津』と呼ばれていた方の子がちょっと躊躇ためらいがちに助け船を出してくれた。

「あの、よかったら明日、向むか井いさんに話してみましょうか？」

《えっ、ほんとぉ?!　出来れば会えるように取り計らって貰もらえると助かるんだけど～》

「その向井さんって子の予定は知らないけど、明日はバレー部の活動無いから、時間さえ合わせれば会えるんじゃない？」

「うん。もしかしたら駄だ目めかもしれないけど……ラブらん、それでもいいですか？」

《伝えて貰えるならそれだけでありがたいよ～。ダメで元々！　って、そんな言い方だと失礼になっちゃうかなぁ？》

「ふふっ、別に構いませんよ」

「そだ、お礼代わりに握あく手しゅして貰おっ。ラブらん、いいよね？」

「えっ!?　い、いいんですか？」

《ボクでよければ全然いいよぉ～》

　二つ返事で応こたえると、二人はまたきゃあきゃあ言ってくれた。ちょっとした芸能人気分で恥はずかしいけど、こんなことくらいで喜んで貰えるならいくらでもしたい。

　だって、おかげで『向井さん』と会えるかもしれない。

　会えた結果、何も分からない可能性だってあるけど、それも一つの成果だ。そうなったらスッパリ諦あきらめて、違ちがうやり方を考えればいい。

　他校の女生徒二人と握手をしたり抱だきつかれたりして、生なま身みの感かん触しよくが無いことを残念がったりしながらも、虎こ太た郎ろうは真しん剣けんに考えていた。




　──そして、結果として。

　翌日、三み度たび立っていた駅前で『向井さん』の方から話しかけて貰えて、虎太郎は運良く訊ききたかったことを聞けた。

　バレー部らしく背の高い『向井さん』が話してくれた内容に、どうして雛ひな姫きが友達のいない生活を送ることになったのか、少しだけ理解することが出来て……

　それから生徒会室を経由してアパートに帰る間、食事中も入浴中も、そして寝ねつけない間もずっとどうすればいいかを考え続け──ようやく自分なりの答えが出せた時には、すっかり夜が明けていた。

　金曜日の朝を一いつ睡すいもせずに迎むかえた虎太郎は、特に予定のない放課後に勝負を仕し掛かけようと心に決め……

　目覚まし時計が鳴るまでの残り僅わずかな時間だけでも寝る為ために突つっ伏ぷした布ふ団とんの中で、あっという間に眠ねむりに落ちていった。
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　──金曜日の朝。

　百合ゆり川かわ雛ひな姫きがアパートの他ほかの住民より早く登校しようと玄げん関かんで靴くつを履はいていた時、不意に後ろに誰だれかが立つ気配があった。

「あの、少し話がしたいんだけど、いいかな？」

「……なんでしょう？」

　使った靴ベラを戻もどしつつ立ち上がり、振ふり返る。

　声で既すでに分かっていたけれど、そこにいたのは予想通り、雪ゆき村むら虎こ太た郎ろうという名のクラスメイトだった。

　日曜に約束をすっぽかされて以来、殆ほとんど会話らしい会話はしていない。雛姫が極力彼を避さけていたから、というのもあるが、向こうも積極的にはこちらに関かかわらないようにしている感じはしていた。

　メールもしていない。携けい帯たいはあの日の夜に電源を切って、そのままだ。

　だから、何だか酷ひどく久しぶりに話しかけられた気がした。

「えっと……今日のマラソン大会のことなんだけど」

「……はい」

　本音を言うと、あまり話をしたくない気分ではあるけれど、生徒会関連のことなら聞かざるを得ない。

　今こうして向き合っていても、日曜の待ち合わせに彼が来なかった時の気持ちがぶり返してきて、悲しくなる。

　何か理由があったのかもしれないけれど、雛姫はそれを訊きこうとしなかった。あの時は、聞きたくないという気持ちが強くて、一人になりたくて仕方なかった。

　結果として傷はまだ癒いえず、向き合うと辛つらいままだ。

　だから生徒会の話とはいえ、出来れば手短に済ませようと思いながら、雛姫は相手の言葉を待つ。

　目の前に立つブレザーを片手に持った雪村虎太郎は、やや気まずげな表情で、

「その前に……こないだは、ごめん。何時間も待たせて、雨も降ってたのに……」

「……っ」

　──聞きたくない謝罪がきた瞬しゆん間かん、雛姫は頭の中が真っ白になった。

　そして、押し殺していた感情が堰せき止めきれず、一気に流れ出してくる。

　待ち合わせ時間より十五分も早く着いて、いつ来るんだろうとドキドキしながら胸を弾はずませていたこと。

　時間を過ぎてもまだ来ないから、遅おくれた罰ばつとしてジュースか何かをおねだりしてみようかな、と初めての体験に浮かれていたこと。

　……十分、二十分と過ぎて、心配になって携けい帯たい電話にかけても繫つながらなかったことも。

　雨が降ってきて、どこかで雨あま宿やどりをしようと思ったけれど、携帯電話に出ないので『ひょっとしたら携帯を持ち忘れて家を出た後かもしれない』と動けずにいたことも。

　心配してくれたのかお巡まわりさんが声をかけてきたのをきっかけに帰宅し……そして、待ち人がそこにいたのを見た時の、雨に濡ぬれた自分と同じくらいぐちゃぐちゃになった気持ちも。

　それら全部が我先にと体から飛び出そうとする勢いで暴れ出し、カッと顔が熱くなって、

「……今いま更さら、どうでもいいです。雪ゆき村むらさんだって望んでもいない用件で呼び出されて大変だったでしょうし」

「やっ、そんなつもりじゃなくて！　行けなかったのは本当に申し訳ないと思ってるけど、僕は──」

「別にどんな理由でも構いません。そんなことより、何の用件ですか？」

「そんなことって……」

　愕がく然ぜんとしたような口調で虎こ太た郎ろうは言うけれど、そんな風に言わせたのは誰だれのせいだと雛ひな姫きも胸の内が痛くなる。

　たったの数日間だけとはいえ、仮かり初そめの関係だったとはいえ……久しぶりに出来た『友人』との会話は、楽しかった。異性の友人は初めてで、空回りも多かったかもしれない。

　それだけにあの日、アパートで待ち合わせに来なかった彼の姿を見て──裏切られたような気分になった。

　……一方的に期待してしまったのは自分なのに、勝手なことだとは思うけれど。

　もうこれ以上、あの雨の日のように……そして昔のように傷つきたくなかった。

　だからもう終わりにしようと、雛姫は微かすかに下した唇くちびるを嚙んでから、

「雪村さんには、無理に付き合わせて済みませんでした。もう干かん渉しようはしませんから、私に気をかけなくても大だい丈じよう夫ぶです」

「っ、そうはいかないよ！　僕は百合ゆり川かわさんと、ちゃんと友達に──」

「もういいと言っているじゃないですかっ」

　思わず声を荒あらげて言い返すと、虎太郎は少しだけ怯ひるんだ表情になる。

　それでもすぐに強くこちらを見返してきて、

「僕にとってはよくない。百合川さんに嫌きらわれたのなら仕方ないけど……それでも、すぐには諦あきらめられないよ」

「なら、どうすれば諦めてくれるんですか？」

「どうすればって……」

　言い淀よどむ虎太郎に、もういっそのこと無理な条件を突つきつけて諦めて貰もらおうと、雛姫は殆ほとんど反射的な思いつきを口に出す。

「ではこうしましょう。今日のマラソン大会で雪ゆき村むらさんが上位入賞出来たら、考え直すことにします」

「えっ!?　上位入賞って……あの着ぐるみで……?!」

「そうです。大した参加人数ではないですし、上位十名までは賞状が出るので、そこまで難しくはないでしょう？　ハンデとして他ほかの男子生徒より距きよ離りも短いですし」

　つらつらと何かメモを読み上げるように言葉が出てくるが、それが何のメリットにもなっていないどころか、逆に負担になっていることくらい雛ひな姫きも気付いていた。ちょっと距離が短くなることなんて、十キロ以上ある着ぐるみを着て走ることに比べれば全然プラスに働かないはずだ。

　それでも雛姫は表情を変えず、

「無理、ですよね？　でしたら話はここまでです」

　言い切る。無理難題なのは承知しているが、もうこれ以上干かん渉しようして欲しくなかった。

　だから会話の終しゆう了りようを一方的に告げ、くるりと虎こ太た郎ろうに背を向けてドアへと手を伸のばし、




「──分かった。やってみるよ」




　後ろから聞こえてきた固い声に、鍵かぎを開けた体勢のまま、雛姫はゆっくりと振ふり返った。

　ただ、殆ほとんど虎太郎の顔は見ることは出来ず、視線を下げてしまう。

　……誰だれがどう考えても、そんなの無理だ。なのに『やってみる』だなんて、安やす請うけ合あいにも程ほどがある。

　もしかしたら向こうも引っ込みがつかなくなっただけで、『最善を尽つくしてみたけど駄だ目めだった』という建たて前まえが欲しいだけなのかもしれない。

　そんな澱よどんだ考えをしてしまいながら、雛姫はドアを開け放ち、

「では、午後のマラソン大会を楽しみにしていますね。用件の方は、後のちにセリスさんから聞くことにしますので」

　言外に『もう話しかけてこないで』と言って、外に出た。

　ドアが閉まる音を背後に、学校への通学路を歩く。そうしながら胸の内は後こう悔かいと、それに近い負の感情で一いつ杯ぱいだった。

　まだ浅い付き合いとはいえ、雪村虎太郎というクラスメイトに悪気がないことは、もう十分に分かっているはずなのに。

　それでも──また突とつ然ぜん自分から離はなれていくんじゃないかという不安が、裏切られるんじゃないかという恐きよう怖ふが、素す直なおに彼を受け入れられなかった。
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「……へ？　リタイヤしないっていうの？」

　素すっ頓とん狂きような声がきたのは、まあ予想していたので驚おどろきはしない。

　そんなことより虎こ太た郎ろうとしては、相手の格好について突つっ込みたい気持ちが強かった。

「そのつもりです、けど……それより会長、どうしてそんな格好を？」

「うっ……やっぱり、訊きくの？」

「いやだって、普ふ通つう訊きますよ。何でマラソン大会で水着みたいな格好してるんです？」

　指し摘てきすると、セリス会長は身を捩よじって露ろ出しゆつしている肩かたや太ふと腿ももを隠かくそうとした。でも全然隠れてないし、やや恥はずかしがっている仕草も含ふくめて、なんか可愛かわいらしい。

　午前中の授業は全すべて終わり一いつ般ぱん生徒は帰宅しているけど、この後にやるマラソン大会に出る生徒は、そろそろグラウンドに設営した本部席の周囲に集まり出す頃ころ合あいだと思う。

　マラソンに参加する空そらと雛ひな姫きはもう行っているはずだし、救護班の蒼海うみは保健室に待機している予定だ。

　なので生徒会室に残っているのは着ぐるみを着ないといけない虎太郎と、司会役のセリスだけとなっている、が……

　どうして司会なのに、モーターショーで見かけるコンパニオンが着てそうな水着を着ているのか。オレンジと白の健康的なセパレートタイプの水着で、胸むな元もとにメッシュ加工がしてある。色気よりは元気の良さが目立つ感じだ。

　下はサイズの小さな短パンっぽい感じだし、ジムでスタジオトレーニングしている人がこんな格好していれば違い和わ感はない。ただしここは生徒会室で、これからやるのはマラソン大会の司会なんだから、そう思うと違和感バリバリだった。

　着ぐるみの頭以外は装着済みの虎太郎が生なま温あたたかい視線を飛ばすと、セリスはやや焦あせったような感じで、

「ち、違ちがうのよ!?　空がやれって言うから、仕方なく着ているだけなの！　別に露出狂きようじゃないんだからっ」

「別にそこまで言ってませんけど……でも、空が？」

「そうよ！　あの子ったら、『走らないならリーダーの魅み力りよくで客集めをするべき』だなんて言って、告知までして……うちのクラスでは全員が知っていて、もう逃のがれられる空気じゃなかったんだから！」

「や、冗じよう談だんで済んだとは思いますけど……」

　小声で言いつつ、意識はやっぱり目の前のセリスにいってしまう。流石さすがは現役モデル、美人なのは知っていたけど、こうして露出が多くなると手足の長さや、ほっそりした腰こしがとても目立っていた。



　確かにこれは客寄せ効果あるだろうなぁ……と思いつつ、虎こ太た郎ろうはそこで気持ちを切り替かえる。今は浮うわついていられるような状じよう況きようじゃないと、かなり無理矢理に。

「それで、最後まで走るってことでいいですか？」

「ん……まあ、別にいいわよ。辛つらいのは虎太郎だし。でも、あんまり遅おそくなるようなら途と中ちゆうで打ち切るわよ？」

「はい、それで大だい丈じよう夫ぶです。……で、もう一つあるんですけど、走ってる間はこのボイスチェンジャー機能をオフにしておいていいですか？」

「ふぅん？　その理由は？」

「走ってて息が荒あらくなると、それを機械が拾って、なんか妙みような息いき遣づかいを拡かく散さんすることになっちゃうんですよ。正直言って、イメージダウンにしかならないレベルです」

「なるほどねー。分かった、何なら機械を外してもいいわ。ただし、声は出さないようにするのよ？」

「ありがとうございますっ」

　礼の言葉を言うと、虎太郎はホッと胸を撫なで下ろした。

　実はもう、着き替がえる前にボイスチェンジャーは外してしまっている。だからこれは事後承しよう諾だくで、駄だ目めと言われたらどうしようかと思っていたところだ。

　外した理由は言った通りだけど、もう一つ、少しでも軽量化する意味もある。結果として大した差は感じられなかったものの、数百グラムでも軽い方がいいのは間ま違ちがいない。

　ただしスポーツドリンク入りのストロー付きボトルだけは用意していた。水分補給が出来ないと、本気で倒たおれかねない。首のところからストローを差し込んで飲めるのは確かく認にん済みだ。

　準備は、万ばん端たん。重い着ぐるみと、まだ走ると痛む肋ろつ骨こつの状態が心配ではあるけど、後はやるしかない。

　ちらりと時計を確認し、虎こ太た郎ろうは目の前に置いておいた着ぐるみの頭部分を装着して、

「セリスさん、そろそろです」

「オッケー、分かったわ。虎太郎はもう喋しやべっちゃ駄だ目めよ？」

　その言葉に大きな頷うなずきで返すと、会長はブレザーを羽織って、すっくとイスから立ち上がった。続いて虎太郎も立ち、トコトコ歩いて一いつ緒しよに生徒会室から出る。

　グラウンドに行くまでの間、部活で残っているらしい生徒がいたので、マスコットらしく手を振ふる。まあ殆ほとんどの生徒は、ブレザーを着たことによってスカートを穿はいてないようにも見える会長の姿に視線を集めていたけど、手は抜ぬけないので。

「……上位十人、かぁ」

　口の中で呟つぶやくと、それがどれだけ難しいことか改めて重く心に伸のし掛かかり、めげてしまいそうになる。普ふ通つうに走っても、日ひ頃ごろから部活で鍛きたえていたり長ちょう距きよ離り走そうに自信があったりする連中に紛まぎれて入賞するのは難しい。それを、着ぐるみを着てやらないといけない。

　どう考えてもまず不可能だけど……だとしても、やるしかない。

　やらないまま諦あきらめるなんて、そっちの方があり得ない。

　例年、参加するのは三十人もいないらしい。もしかしてもしかしたら、部活で強制的に参加させられているやる気のない人達ばかりで、ギリギリ十位以内に食い込める可能性だってあるはずだ。

　諦めてしまっていたら、その僅わずかな可能性まで取り零こぼしてしまうことになる──

　そう自分に言い聞かせ密ひそかにやる気を燃やした虎太郎は、セリスに続いてグラウンドに下り立ち、

『待たせたわね、みんなっ！　これより恒こう例れいの生徒会主しゆ催さい、入学＆進級記念マラソン大会を始めるわよ！』

「「「「「「「「「おおおおおーーーー！！！！！」」」」」」」」」

　マイクを持って堂々と言い放つ会長の言葉に反応する、どこからどう見ても五十人を軽く超こえる参加者の数に、虎太郎は着ぐるみの中で忘ぼう我が状態になってしまった。

　……確かに、参加者を増やすのが目的だったはずだけど。

　男女共に大人気の空そらと、男から高たか嶺ねの花と大評判の雛ひな姫きが、ジャージ無しの体操服という露ろ出しゆつ多めな格好で参加しているけど。

　そもそも生徒会長が芸能人で、賞状を渡わたす役でもあるから、直じかに触ふれ合えるチャンスでもあるけど！

『こんなにたくさんの人達が参加してくれて、わたしも嬉うれしいわ！　これまでの最多人数の倍以上が集まってくれたみたいね！　素す敵てきだわっ』

　だからって、こんなにたくさん参加しなくてもいいのに……！

　──そんな虎こ太た郎ろうの心の声は漏もれることなく、隣となりにいたセリスはいつの間にやら特設されたお立ち台の上に移動していて、オーバーアクションで華か麗れいに脱ぬいだブレザーをこちらへ投げてくる。

『今確かく認にんしたところによると、参加者は女子が十七人、男子が四十五人いるみたいね。これから女子は五キロ、男子は七キロ走って、ここまで戻もどって来るまでのタイムを競きそうわ！　男子は外周一周走ってから、女子と同じコースを走ることになるから注意するように！』

　セリスの説明を聞きながら、虎太郎は崩くずれかけた精神の安定を図はかる。

　……落ち着こう、まだ希望はある。予想より人数は多いけど、男の人数から考えて、上位二割くらいに入ればいいってことになる。それに学校の周りはアップダウンも激しいから、そこでやる気を無くしてだらだら走る生徒も、少なからずいるはず。

　だからまだ、諦あきらめるのは早い。

　弱気な自分を懸けん命めいに遠ざけ、虎太郎はぐっと手に力を入れつつ、頭に載のっていたブレザーを取ってテキパキと畳たたむ。どこからか「あの慣れた手つき……お母さんかよ……」という呟つぶやきが聞こえてきたけど、今は関係無いので無視。

　皺しわにならないよう畳んだブレザーを本部席の長机に置くと、セリスが手招きしているのが見えたのでお立ち台の横まで行き、そこでずらりと勢せい揃ぞろいした運動着姿の生徒達の視線を一身に受けた。

『それから特別ゲストとして、今回は生徒会マスコットのラブらんも一いつ緒しよに走るわよ！　距きよ離りは女子と同じ五キロだけど、ラブらんは雄おすってことになっているから、スタートは男子と一緒ね！　皆みなはラブらんに負けないよう、頑がん張ばりなさい？』

　出来ればそんなに頑張らないで欲しいんですけど、という思いは胸の内に仕し舞まい、虎太郎は両手を上げてやる気を出しているっぽく見えそうなポーズを取ってみる。

『それじゃ、まずは女子からスタート、一分後に男子がスタートね！　コースは例年通り、三角コーンに矢印で方向が書いてあるから、分からなくなったらそれを見るように。まあでも、公園を通ってぐるっと大きく回るだけだから、皆分かるわよね？』

　その言葉に多くの生徒が頷うなずき、それを見て満足げに笑ったセリスは剝むき出だしの腰こしに手を当てて、すぅっ……と息を吸い込み、

『それではこれより、恒こう例れいの新年度マラソン大会、スタートするわっ！　参加する女生徒はスタートラインについてちょうだい！』

　指示が飛んで、わらわらと皆みなが動く。男子は後ろに下がって道を空け、女子はお立ち台の前に引かれたスタートラインに並んでいくのが見えた。

　着ぐるみの狭せまい視界の中、虎こ太た郎ろうは十数人いる女生徒の中から雛ひな姫きの姿を探し……ややあってから、空そらの横にいるのを見つけた。

　いつも通り女おんな侍ざむらいっぽいポニーテールの空の隣となりで、首の辺りで素っ気なく髪かみを束ねた雛姫は真まっ直すぐ前を向いていて、こちらを見てくれる気配はちっとも無い。空が手を振ふってくれているから、余計に差を感じて悲しくなる。

　ただ──それでも変わらず思うのは、もう一度雛姫と、ちゃんと向き合いたいということ。

　本人の許可を取らずに過去を詮せん索さくするだなんて、最低と罵ののしられても反論出来ない行動をしてしまったけど、向むか井いさんという名の彼女の旧友に会うことが出来て、余計にその思いは強くなった。

　だから……その為ためにも。

『行くわよ？　よぉーい…………スタートっ！』

　グラウンド全体に響ひびき渡わたりそうなかけ声ごえを引き金に、一いつ斉せいに走り出した女生徒達の中から、雛姫の背中を見つけて。

　誰だれとも交わらずに一人走るその姿に、虎太郎は決意を新たに、着ぐるみの重い動きでスタートラインへと向かった。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




　──子供の頃ころの幸せな時間が唐とう突とつに終わった時のことを、雛姫は今でもたまに夢に見ることがあった。

　小学四年生の時に同じクラスになった向井聡さと子こという女の子は、引っ込み思案で誰にも心を開けなかった雛姫にとって、初めて出来た友達だった。

　聡子は自分と同じくテストの成績が良くて、ピアノを習っていて、それから男子相手にも負けじと言い返す度胸もある、一いつ緒しよにいて楽しいだけでなく憧あこがれてしまう相手だった。

　きっかけは確か、男子に『ネクラ』とからかわれた時に何も言えず黙だまっていたところを彼女が庇かばってくれたことだったはずだ。その日以来、初めて出来た頼たより甲が斐いのある友達と過ごすことが多くなり、雛姫にとってとても楽しい毎日になった。

　……そんな日々が突然終わってしまったのは、小学六年生の秋。

　原因は──雛姫に告白してきた男の子が、聡子の好きな人だったから。

　謝ることしか出来ない自分に対し、聡子は『謝らないでよ！』と泣きながら怒おこって……それからはクラスが違ちがっていたせいもあり、一度も話せないまま小学校を卒業になった。

　それでも雛姫は時間が経たてば元通り、仲の良い友達同士に戻もどれると信じていた。だから親しん戚せきの通う愛まな杜もり学園への進学を勧すすめられていたのを断り、地元の中学に進学した。

　……肝かん心じんの聡さと子こが中学受験をして他校に行ってしまったと知ったのは、入学後しばらくしてからのことだった。




　一人で黙もく々もくと走っている間、思い出したくないのにそのことばかり考えてしまったのは、やっぱり『友達』が原因なんだと思う。

　今いま頃ごろどこかを走っているか、それともとっくにリタイヤしてしまっているかしているはずの、雪ゆき村むら虎こ太た郎ろうという名の男子生徒のことが。

　……きっかけは酷ひどいものだったけれど……それでも、彼が『友達になろう』と言ってくれた時──それが冗じよう談だんでもその場凌しのぎの言葉でもないと分かった時、凄すごく嬉うれしかった。

　だからこそ余計に、期待を裏切られたという想おもいが強かったのだと思う。

　でもいい加減、それも忘れないと。

　今日の件をきっかけに、虎太郎とはただのクラスメイト、ただの同居人になる。もし同じ住居で暮らすのが苦痛なら、自分が出て行けばいい。この前自宅に戻もどった時も、それとなく父親が一いつ緒しよに暮らしたいというニュアンスの発言をしていた。

　今はもうあのアパートにセリスと二人きりというわけではないし、実家に戻るだけの理由もある。それなら、帰ってもいいかもしれない。

　……そんなことばかり考えながら走ったせいか、五キロはあっという間だったけれど、ゴールした時はかなり体に負担がかかっていて苦しかった。

　呼吸が整うまでしばらく休んでから本部席へと行き、用意しておいた自分のタオルを取ろうとしたが、

「あい、お疲つかれー」

　そんな軽い声と共に、目当てのタオルが飛んできた。

　危あやうく顔で受け止めそうになるのを寸前でキャッチし、投げた人物を見る。すると、やっぱりというべきか、首からタオルを提さげた相あい羽ば空そらがスポーツドリンクのペットボトルを片手に笑っていた。

「ヒナっち、意外と速かったね。勉強だけじゃなくて運動もそこそこいけるんだ？」

「……相羽さんこそ、随ずい分ぶん速かったみたいですね」

「ま、トップを獲とれって言われてたしねー。十六分ちょっとかかっちゃったけど」

「それは……もしかして、凄いタイムなんじゃ……？」

　長ちよう距きよ離り走そうの標準タイムなんて覚えていないが、雛ひな姫きがゴールした時に告げられたタイムは二十七分と少しで、入賞には届かず十一位だった。それよりも十分以上速いというのは、いくらなんでも普ふ通つうじゃないと思う。

　なのに空はケラケラ笑い、

「速いっていってもオリンピックに出れるレベルじゃないし、大したことないって。本気で頑がん張ばれば十五分は切れるかもだけど……でもそうなると、胸が邪じや魔まなんだよねー。揺ゆれすぎると痛くってさ」

「…………」

　自分には一生分からないかもしれない話をされた。これで悪意ゼロなのが、逆に凄すごい。

　……と、雛ひな姫きがどす黒いオーラを溜ため込んでいると、どこにいたのかひょっこりとはとこの玖く臥がセレスティアがやって来た。

「雛、お疲つかれさま。後で賞状に入賞者の名前を書いて貰もらうから、それまでゆっくり休んでおきなさい」

「……分かりました」

「男子もぼちぼち帰って来てるわね。まあ、ラブらんが戻もどって来るまではしばらくかかりそうだけど」

　何気なくセリスが口にした名前に、雛姫はピクンと眉まゆを動かしてしまう。

　それを誤ご魔ま化かすようにタオルで顔を拭ふいていると、二人の会話が聞こえてくる。

「もうゴールし終わった子達が話してたのを聞いたのだけれど、随ずい分ぶんと頑がん張ばってくれているみたいね」

「へー？　そうなんだ？」

「マラソン中なのに、バッグを落として中身を散らばらせてしまったお婆ばあさんの荷物を集めるのを手伝ったり、体調不良でふらふらしていた生徒を、コース案内で配置についている先生の所まで連れて行ったり……やっぱり、任命したわたしの目に狂くるいは無かったわ！」

「リーダー、美談っぽくしてるけどなし崩くずしだったじゃん」

「い、いいのっ。あの場でアパートから放ほう逐ちくしなかっただけでも先見の明めいがあると称たたえられるべきだもの！」

　はとこが物凄く自分勝手な解かい釈しやくをしているが、雛姫としては素す直なおにその賛辞を受け止められない。

　行こう為い自体は立派だと思う。なのに、感情としてはそれを受け入れられなかった。

「それにしても、ちゃんと戻って来れるんでしょうね？　空そら、どうなの？」

「さー、どうだろうね。あたしなら大だい丈じよう夫ぶって自信あるけど」

「そりゃあ空ならいけるでしょうよ。でも虎こ──あの子、運動出来るタイプには全っ然見えないじゃない」

　それは雛姫も同意だった。正直、着ぐるみ無しで普ふ通つうに男子に混ざっても、上位入賞は無理に見える。

　なのにこの中で一番よく彼のことを知っている空の反応はというと、悪戯いたずらっぽい笑えみを口元に浮かべていて、

「ああ見えてトラは動けるよ。中学の時、一年半とはいえあたしに付き合って運動していたんだから」

「ふぅん？　でも、話に聞くと空そらに投げられたり絞しめられたりする役だったそうだけど？」

「それだけじゃないよ。朝晩のロードワークにも付き合わせたし、乱取りの時は全力で抵てい抗こうして貰もらってたもん。特に寝ね技わざ、あれって抜ぬけ出すの疲つかれるんだよねー。二人きりだったから、休みなんて殆ほとんど無かったし」

「……二人きりで寝技って……な、なんだかいやらしいわね……！」

「リーダーってばえっちぃなぁ。でもまあ、高校に入ってから部活やってない分、鈍にぶってるかもしれないけど……トラなら平気かな？」

　言って、相あい羽ば空はゴクゴクと勢いよくペットボトルのドリンクを飲む。

　そんな彼女の様子に、雛ひな姫きは微かすかに苛いら立だちのようなものを感じた。

　着ぐるみに誰だれが入っているかトップシークレットなので自分とセリスが名前を出さないように話しているのに、空は遠えん慮りよ無しに口にする。すぐ近くに自分達以外いないとはいえ、軽けい率そつすぎだ。

　それに……幼おさな馴な染じみのこととはいえ、どうしてそこまで信しん頼らいした発言が出来るのか、全然分からない。しかも特に根こん拠きよも無しにだ。

　だからつい、余計だとは分かっていても言ってしまった。

「……どうして」

「ん？　なに、ヒナっち？　何か言った？」

「どうして相羽さんはそんなに、あの人のことを信じられるんですか？」

「あー、それは簡単だよ」

　かなり難しい問いに思えたのにも拘かかわらず、空はあっさりとした口調で、

「トラってさ、諦あきらめが悪いから。だからまあ、平気かなって」

「…………諦めが…………悪い……？」

「ちょっと空、意味が分からないわよ。諦めが悪いって、マイナスになるんじゃないの？」

　こちらと同じく要領が摑つかめなかったのか、セリスが眉まゆを顰ひそめて問いかけると、空は手の中でペットボトルを転がしながら、

「どう言えばいいのかなー……分かり易やすいのだと、一輪車に乗れるようになるまで毎日練習してたとか、妹にあげる四つ葉のクローバーを日が落ちても探し続けて見つけたとか。やるって言ったことを自分から諦めることは、まずないから」

「ああ、そういうこと……てっきり粘ねん着ちやく質しつな性格でストーカー歴でもあるのかと思って心配したわ」

「さすがリーダー、発想が変態だね！」

「わたしが悪いの!?　えっ、ねぇ、これってわたしがおかしいの……?!」

　頭を抱かかえて悶もん絶ぜつするセリスは、ひとまず置いておくとして。

　空そらの話す『雪ゆき村むら虎こ太た郎ろう』のイメージが、自分の中では重ならなかった。

　分かるような気もする……けれど、現実にはあの日、彼は約束を守らず待ち合わせ場所に現れなかった。たった一度のことではあるが、雛ひな姫きにとってはしばらく忘れられそうもない大きな出来事だから、例外なんだとすぐには納なつ得とく出来ない。

　ただしそれを二人に話す気にはなれなくてもやもやを抱えたままでいると、ふと思い出したように相あい羽ば空が口を開いた。

「……あー、でも、今回はちょっと厳しいかもね」

「……何故なぜですか？」

　彼女の言い方が少し気になり、雛姫は思わず問いかけてしまう。

　すると空は項うなじの辺りを指で搔かきながら、ごく当たり前のことを話すように言った。

「だってトラ、怪け我がしてるみたいだし」

「はぃ？　怪我って……どこを？」

　初はつ耳みみと分かるリアクションをするセリスと同じく、雛姫もそんなこと聞いていない。

　もしかして今朝からマラソン大会までの間に何かあったのかと想像するが、それは空の発言であっさりと否定された。

「脇わき腹ばら、かな？　あたしも本人に聞いたわけじゃないけど、歩き方がちょっとだけおかしかったし、シャツだけの時にサポーターっぽいのが薄うつすらと透すけて見えたしね。肋ろつ骨こつに罅ひびでも入ってるのかな？　折れてないならいいんだけど」

　さらりと、明日の天気について話すような気軽な口調で、とんでもないことを言う。

　一いつ瞬しゆん、雛姫は冗じよう談だんか何かかと思った。だが一いつ緒しよに聞いていたセリスはそうでないらしく、露ろ骨こつに表情を険しくする。

「……ちょっと、それってこないだのやつ？　蒼海うみちゃんを庇かばって怪我をしたって……」

「たぶんそうだと思うよ。月曜あたりから変だったし」

「──あの。何の話ですか？」

　二人の話についていけずに思わず口を挟はさむと、ほぼ同時に空とセリスの視線がこちらへと向いた。

　何故か二人とも不思議そうな、そんな質問がくるとは思ってもみなかったと言わんばかりの表情で、余計に戸と惑まどいが大きくなってしまう。

「もしかして雛、知らなかったの？　日曜の夜も、確か次の日の朝も話題になったと思ったけど」

「……はい、たぶん。見当がつきませんから」

「あー、そういえばヒナっちはどっちもいなかったっけ。じゃあ知らなくても仕方ないかな」

「だから何のことを──」




「日曜にね。ウミが階段から落ちちゃって、それを助けようとしたトラが下した敷じきになっちゃったのよ」




　──焦じれて苛いら立だちかけていた頭に、氷の刃やいばが差し込まれたような感覚に襲おそわれた。

「しばらく気絶しちゃってたっていうくらいだから、相当強く頭を打ったんだと思うな。脳内出血とか頭ず蓋がい骨こついっちゃったりとかしなくてよかったよ、ほんと」

「不幸中の幸いというやつね。蒼海うみちゃんも随ずい分ぶん気にしてたみたいだから、その肋ろつ骨こつの怪け我がのことも言わなかったのかしら？」

「たぶんね。病院から戻もどって来た時にトラが何も言わなかったから、気付いた後も敢あえて言わなかったんだけど……さすがに着ぐるみ着て五キロはキツいと思うよ」

　半ば放心状態の雛ひな姫きの耳に、次から次へと大事な情報が飛び込んでくる。

　──つまり、あの日虎こ太た郎ろうが待ち合わせの場所に現れなかったのは、気を失っていて意識が無かったからで。自分が帰宅した時、ようやく目を覚ましたということになる。

　原因は体を張って人助けをした為ためで、結果として待ち合わせに来られなかったのは不ふ可か抗こう力りよくとしか言いようがない。

　……なのに自分はちゃんと話を聞こうともせず、一方的に突つき放して切り捨てることで、虎太郎との関係を終わらせようとしていた。

　そのせいで今、怪我を押して走る羽目に──！

「っと、ヒナっちどうしたの、そんな顔を青くしちゃって。走るのに無理しすぎた？」

「わ、私のことより、雪ゆき村むらさんです！　もし本当に怪我をしているのなら、無理をさせたら大変なことに……どうして止めなかったんですか!?」

「だってリタイヤせずに走りきるつもりだってあたしが聞いたの、ゴールしてからだし。程ほど々ほどに走るつもりなら大だい丈じよう夫ぶだろうと思ってたからね」

「そうだったのかも知れませんが、今は事情が違ちがうじゃないですかっ。早く止めないと──」

「んー……それこそ無理だと思うけど？」

　切せつ羽ぱ詰つまった自分とは違い、どこまでも他人ひと事ごとのように軽く話す空に、雛姫は珍めずらしく怒いかりを覚えた。

　友達だというのに、幼おさな馴な染じみという特別な関係なはずなのに、どうしてこんな風にあっけらかんとしていられるのかが分からない。

　けれど──

「さっきも言ったけど、トラは諦あきらめが悪いから。自分から最後まで走るって言ったんなら、あたしが止めたってやるよ。無理矢理止めたら、そっちの方が怪我させちゃいそうだし」

「っ、だからって……」

「それに──トラがやるって言うなら、あたしも止めたくない。出来るとしたら、怪け我がが悪化しないよう祈いのることくらいかな」

「…………」

　特別感情が籠こもった喋しやべり方かたには聞こえないのに、端はし々ばしから相手への絶対の信しん頼らいを感じる。中ちゆう途と半はん端ぱな付き合いでは生まれない、強い信頼関係がそこに見えた気がした。

　こんな時だというのにそれを羨うらやましく思ってしまう自分を戒いましめ、雛ひな姫きはこれ以上の説得は意味がないと見切りをつける。

　本当に説得すべきは空そらではなく、主しゆ催さいしているセリスでもない。

　この場にいない当人を説得しないと、意味が無い……！

「私っ、様子を見てきます！」

　走り出すのと殆ほとんど同時にそう言って、雛姫はマラソンのコースを逆走し始めた。

　ゴールする男子生徒とすれ違ちがい、後ろからは「ちょっ、雛!?　賞状の宛あて名な書きは?!」というセリスの悲鳴が聞こえてきたけれど、今は前しか見えない。

　自分の軽はずみな発言で無理をさせてしまっている虎こ太た郎ろうの元に少しでも早く辿たどり着くべく、雛姫は疲つかれた体に鞭むち打うって走り続けた。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




『残り一キロ！』と三角コーンに貼はられた案内板を通り過ぎた頃ころ、虎太郎は着ぐるみ徒競走を我が慢まん大会の正式種目にするべきだと真しん剣けんに考えていた。

　こんな過か酷こくなこと、面おも白しろイベントにする以外にどうしようもないと思う。一人で走ればシュールな光景だけど、たくさんの着ぐるみがやっていれば……まあうん、シュールさが増すだけな気もする。

　──そんなどうでもいいことを真剣に考えてしまうくらい、頭も体も限界まできていた。

　足が殆ほとんど上がらないのは着ぐるみだから仕方ないとして、手を振ふることも億おつ劫くうで、一歩踏ふみ出す度たびにがくんと動くでっかい頭が邪じや魔ますぎる。もうとっくの昔に体中が汗あせだらけで、持って来ていたドリンクも空っぽだった。

　それでもまだ、たまに後ろから抜ぬかされる時に「ラブらんも頑がん張ばれー！」と声をかけて貰もらえるんだから、最後尾ではないはずだ。

　もう何人に抜かされたか、覚えてない。ジョギング以下かもしれないペースだけど、これ以上落とすわけにはいかなかった。

　着ぐるみの中はサウナ状態でふらふらになってしまいながら、それでも虎太郎は足を止めない。……というか、一度止まったら、もう動き出せない気もする。

　ボテボテと歩くよりはマシな速度で走りながら、虎こ太た郎ろうは俯うつむきっぱなしだった顔を上げ、どうにか現在位置を確かく認にん。まだ校門さえ見えないことに、軽く絶望した。

　……でも、

「あと……ちょっと……」

　今すぐにでも倒たおれてしまいそうだけど、終わりは近い。緩ゆるいカーブになっているこの道を進み続ければ校門が見えて、そこを通って坂を上って右手に行けばグラウンドだ。

　だからもう少し、あとほんのちょっとの辛しん抱ぼうだと自分に言い聞かせて、虎太郎は懸けん命めいに体を動かして、

　──上げたはずの足が何かにぶつかり、ぐらりと体が傾かたむいた。

「……ぇ？」

　狭せまい視界が斜ななめに流れるけど、止められない。

　重力に引っ張られるまま、虎太郎はその場で前に倒れ込んでしまった。

　その拍ひよう子しに、

「ぁくっ……!?…………けほっ、げほっ……！」

　ピキッと脇わき腹ばらが悲鳴を上げ、息が詰つまる。すぐに咳せき込んで息が出来るようになったけど、冗じよう談だん抜ぬきで呼吸が止まるかと思った。

　倒れたまま、ずれそうになっていた頭を何とか直すと、そのついでに足あし下もとが見える。どうやら歩道脇に作られた花か壇だんに、足の着ぐるみ部分がぶつかってしまったのが原因らしかった。

　歩道だからって油断していたとはいえ、我ながら間抜けなミスだと虎太郎は苦笑したくなる。でも、今はその余よ裕ゆうさえない。

　寝ね転んだまま息を荒あらげていると、足音がすぐ近くまでやって来て、

「あれ、ラブらん転んだのか？」

「おいおい大だい丈じよう夫ぶかよ？　生徒会長呼んでくるか？」

　上からかけられた心配する声に、虎太郎は思わず返事をしてしまいそうになって、慌あわてて口を閉ざす。ボイスチェンジャーが無い今、彼等の前で喋しやべるわけにはいかない。

　何とか腕うで立たての要領で上体を起こし、手を上げて無事をアピールすると、二人は少しだけ安心したように表情を和やわらげた。

「そっか。なら俺らは先に行くけど、頑がん張ばれよー」

「あともう少しでゴールだからな。キツいだろうが、元気出せ！」

　激げき励れいの言葉をくれてから、二人は改めて走り始めた。ちらちらとこちらを振ふり向いてくれているのが、本当にありがたい。

　一人残された虎太郎は四よつん這ばいになって、ちっとも収まる気配の無い呼吸を整えようとするけど、すぐには無理そうだった。頭もクラクラと逆上のぼせたみたいになっているし、左脇腹もジンジン痛んで良くはなさそうだ。

　ただ、止まったらもう二度と動けないかも、と思っていたけど──まだいける。

　ぐっ……と、殆ほとんど力が入らない足で立ち上がり、ふらつきそうになったところを塀へいに手を突ついて体を支えた。しゃきっと立ちたかったけど、頭が重くて項うな垂だれてしまう。

　情けないなぁ、と自分のだらしなさに歯は嚙がみして、あとちょっとを走りきるだけの気力を振ふり絞しぼり、




「──動かないで下さい！」




　疲つかれ果てた頭にかかる靄もやが一いつ瞬しゆんで吹ふき飛ばされそうな声に、虎こ太た郎ろうは目を見開いて顔を上げた。

　誰だれかだなんて、一目で分かる。体操服に身を包んで、いつもとは違ちがい黒くろ髪かみを後ろでまとめた姿はやっぱり綺き麗れいで、輝かがやいて見えた。

「……あれ……何で……？」

　とっくにゴールしていると思っていた雛ひな姫きが突とつ然ぜん現れ、しかも校門の方から走って来たことに、虎太郎は訳が分からなくなる。もしかしてこれは幻げん覚かくなんじゃないかな、と疑いたくなるくらいだ。

　でもどうやら現実のようで、その証しよう拠こに近付いて来る雛姫の表情は切せつ羽ぱ詰つまったものになっている。これが幻まぼろしの類たぐいなら、もっと柔やわらかな笑え顔がおで迎むかえてくれてもいいはずだ。

　ただ、そうなると余計に彼女がこちらに向かって来る理由が分からなくて、虎太郎は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしてしまう。

　折角の綺麗な髪を振り乱してしまいながらすぐ目の前にまで来た雛姫は、荒あれた呼吸を整えるように胸に手をやり、赤みがかった瞳ひとみを真まっ直すぐにこちらへ向けた。

「っ、もうっ……もう、いいです！　ここまででいいですから、休んで下さい！」

「えっ？　どうして……」

　こちらの問いかけに、雛姫は瞬時に辺りに視線を走らせてから、

「相あい羽ばさんが言ってました。雪ゆき村むらさんは怪け我がをしているって……！」

「…………空はほんと、余計なこと言うなぁ……」

　頼たよりになる幼おさな馴な染じみだけど、出来れば黙だまっていて欲しかった。勘かん付づいていたのは驚おどろきだけど、それなら最後まで秘密にしていてくれたらいいのに。

　でも、今ので分かった。それを知って、雛姫は止めに来てくれたのだと。

　その気持ちは凄すごくありがたい……けど、

「大だい丈じよう夫ぶ、最後まで走れるよ。あとちょっとだしさ」

「どうしてですかっ!?　ここに来るまでの間に、二十人以上の男性参加者とすれ違いました。もう上位入賞は無理で……いいえ、もうその約束自体が白紙でいいんですっ」

「……白紙って…………何で？」

　虎こ太た郎ろうがストレートに疑問を口にすると、雛ひな姫きは泣き出す寸前の子供みたいに辛つらそうに表情を歪ゆがめた。

「日曜に何があったか、聞きました！　私が……私がっ、何も知らずに勝手なことを言ったせいで、これ以上無理をする必要なんてありません！」

「…………」

　そうなんだ、と虎太郎は口の中で呟つぶやく。

　やっぱり、携けい帯たいに送ったメールの方は読んで貰もらえてなかったらしい。詳しよう細さいを書いたわけじゃないけど、あれを読んでいたなら朝と今でこの違ちがいがあるっていうのはないだろうし。

　納なつ得とくしたところで、虎太郎は深く息を吸い、塀へいに寄り掛かかっていた体を起こす。

　そして一度周りを見渡わたして、誰だれもいないと確かく認にんをしてから、着ぐるみの頭部分を上にずらすように持ち上げ、顔だけ露あらわにする。

　そして後こう悔かいに染まった表情の雛姫に、キッパリと自分の意志を告げた。

「分かった──けど、それでも最後まで走るよ」

「っ…………どう、して……?!」

「約束したから。上位入賞は……ちょっと無理みたいだけど、それでも最後まで頑がん張ばるよ」

「だからっ、その約束はもういいと──」

「百合ゆり川かわさんはそうかもしれないけど、僕がよくない」

　その一言で、何か言葉を紡つむごうとしていた雛姫の唇くちびるが、力を失ったように小さく開く。理解し難がたいものを目まの当あたりにした表情で、心境が手に取るように分かった。

　ここで走るのを止やめても、誰も自分を責めないと思う。雛姫は勿もち論ろん、会長だってそうだし、他ほかの参加者もだ。

　そうと分かっていながら、虎太郎は棄き権けんを選せん択たくしない。

　理由はいくつかあるけど、一番大きいのは──

「後で話すつもりだったけど……ごめん、百合川さんの昔の友達とのこと、聞いてきた。こそこそと調べるような真似まねして、本当にごめん」

「ぇ…………聞いたって……誰、から……？」

「本人から。向むか井いさんって子に、直接会って」

　名前を出した瞬しゆん間かん、雛姫の動どう揺ようが激しさを増したのが虎太郎には分かった。

　目を大きく見開いて唇を微かすかに震ふるわせた彼女に、ちゃんと告げないといけない。

「……向井さん、凄すごく後悔してたよ。自分勝手なことを言って、百合川さんを酷ひどく傷つけてしまったって」

　──駅前で会うことが出来た向井聡さと子こと人ひと気けの少ない近くの公園に移動し、そこで聞いた雛姫との話は、殆ほとんど懺ざん悔げに近かった。

　彼女が好きになった男の子が雛ひな姫きにフラれてしまい、それまでは仲良くしていたその男の子と向むか井いさんの関係にも影えい響きようが出たという。ギスギスした空気が嫌いやで、いっそと思い向井さんも告白したところ、その返事は『お前に好かれても嬉うれしくない』という残ざん酷こくなもので……

　傷ついた向井さんは、逆さか恨うらみだと心のどこかでは分かっていても雛姫と一いつ緒しよにいるのが辛つらくなり、空気の変化に戸と惑まどう雛姫から事情を訊きかれ端たん的てきに『雛ちゃんに告白してきたあの人のことが好きだった』とだけ伝え──どうすればいいか分からない雛姫に謝られ、行き場のない怒いかりと悲しみが爆ばく発はつしてしまい、酷ひどいことを言ってしまったという。

　違ちがうクラスだったということもあり関係は修復出来ないまま、当時軽い男性不信に陥おちいってしまった向井さんは中学受験で女子校に行き……それきりになってしまった、と言っていた。

　その話を聞いて、虎こ太た郎ろうは『好きにならない』という友達になる条件のことを思い出し、ようやく腑ふに落ちた気がした。あれはつまり、実際に恋愛沙ざ汰たがきっかけで大事な友人関係が途と絶だえてしまった雛姫の傷が、四年以上経たっても残っているくらい大きかったということなんだと思う。向井さんが、『まだ雛ちゃんと会って、やり直す勇気が持てない』と言っていたから、二人にとってとても大きな出来事だったんだとも。

　──だから、というのはおかしいかもしれないけど。

　代わりになんて、なれるつもりもなるつもりもないけど。

　虎太郎は一つだけ、心に決めたことがあった。




「僕は百合ゆり川かわさんと──もう一度、ちゃんと友達になりたいんだ」




　朝に言うつもりだったセリフを、改めて口にした。

　あの時は聞く耳を持たない体ていだったけど、今ならちゃんと聞いてくれそうな気がする。

　夢から覚めたような目でこちらを見ている雛姫に、自分の気持ちをきちんと伝えておきたかった。

「お互たがいのことはまだよく知らないままだし、すぐに埋うまるものでもないと思う。だから一つずつ、ゆっくりでいいから友達関係を進めていく為ためにも、約束を自分から放ほう棄きするような真似まねはしたくないんだ」

「……でもっ、今朝は何も知らなくて！　あの時とは状じよう況きようが違います！」

「うん、そうかもね」

　確かに、雛姫の方はそうだと思う。

「だけどさ、僕は自分がどんな状態か知っていて、着ぐるみを着て走るのがどれだけ大変かっていうのを理解した上で、それでもやるって決めたんだ。だから入賞は無理になったとしても最後まで走るよ」

「………………どうして……」

　消え入りそうな声に、虎こ太た郎ろうは大したことじゃないよと言う代わりに笑え顔がおを見せて、

「空そらが言ってなかった？　僕さ、諦あきらめが悪い方なんだ。それに……」

「……それに？」

「生徒会のマスコットが少しはやれるヤツだってアピールして、早く皆みなに頼たよられる存在にならなきゃいけないしね。大家さんの、会長様のお達たつしだもん」

　そこまで言うと、虎太郎はずらしていた頭を再装着する。大した時間じゃないけど休めたし、着ぐるみの中もちょっとだけ換かん気き出来たみたいで、少し蒸むし暑あつさが薄うすれていた。

　これならいけそうだと希望が湧わき、気力も戻もどってくる。

　雛ひな姫きがここに来るなんて予想外だったけど……彼女のおかげで、頑がん張ばろうってやる気が強くなった。

『友達』の目の前で格好悪いところなんて、男としては見せたくないから。

　それに──リタイヤしてしまったら、ここまで来る途と中ちゆうで助けたお婆ばあさんや、寝ね不ぶ足そくのまま参加して倒たおれそうになっていた女生徒にも悪い。

　話を聞いたあの人達が、『もしかしたら自分のせいかも』と思ってしまうかもしれないことを考えると、ここで止やめるわけにはいかなかった。

　学園のマスコットは、皆の為ために──明るく笑顔になって貰もらう為に、頑張らないと。

　……口に出すのはちょっと恥はずかしいから、雛姫には言えないけど。

「それじゃ、あとちょっとだから行ってくるね。百合ゆり川かわさん、また後で」

「あ……」

　まだ納なつ得とくはして貰っていないかもだけど、これ以上時間が経たってしまうと会長がタイムオーバーで打ち切りにする可能性もあるので、虎太郎は再び走り出す。

　倒たおれる前よりはいくらか速いペースで体を動かし、殆ほとんど上がらない足で小器用に進む。すぐに校門が見えたので、残りはあと五、六百メートルくらいのはずだ。

　それくらいなら気力だけで走り続けられると踏ふみ、虎太郎はまたも限界を訴うつたえる肺とズキズキと自己主張する左脇わき腹ばらの痛みを無視して、歯を食くい縛しばって走る。

　──と、後ろから誰だれかがついて来る気配があった。

　この遅おそいペースなのに抜ぬこうとせず、声をかけてくることもなく、ただ後ろを付き添そうように走っている。

　それが誰かなんて、振ふり返って確かく認にんするまでもなかった。

「…………うん」

　小さく呟つぶやくと、虎太郎は苦しさに厳しい表情になっていた顔に笑みを浮かべる。

　別に背中を押されているわけでもないのに、少しだけ体が軽くなったような気がした。

　足は怠だるいし、息は苦しいし、暑くてたまらない。罅ひびが入っていない方の脇腹まで痛く感じるし、髪かみも下着も靴くつ下したも汗あせでぐっしょり濡ぬれて気持ち悪い。

　それでも無言のまま後ろからついて来る雛ひな姫きの存在が嬉うれしくて、ちっともペースを落とす気になれなかった。

　虎こ太た郎ろうはそのまま校門を潜くぐり、緩ゆるい坂道を着ぐるみの短い足で上って、やがてグラウンドが見えて……




　そして生徒会マスコットの『ラブらん』は、三十八分四十一秒というタイムで、全参加者中最下位という結果で、校内マラソン大会を完走した。




　　　　　　　　◆　　　　　　　　◇




「うあー…………もう駄だ目めかもー……」

　やっとの思いで生徒会室に辿たどり着くと、虎太郎はそのまま倒たおれるように机に突つっ伏ぷした。もぞもぞと手を動かして着ぐるみの頭を外すと、同じタイミングで鍵かぎをかける音がする。

　イスに座るのも億おつ劫くうで膝ひざ立だちの体勢になって振ふり返ると、丁度向こうもこちらを向くところだった。

「……お疲つかれさま、です」

　体操服姿のままの雛姫がそう言ってくれるので、それだけで報むくわれた気分になる。我ながら単純だなぁ、と思いはするけど、今はその心地ここち良さに浸ひたっていたかった。

「百合ゆり川かわさんも、お疲れさま。会長には悪いけど、付き添そって貰もらって助かったよ」

「いいんです。相あい羽ばさんと違ちがって入賞したわけじゃないですし、あのまま放ほうり出すのは危険でしたから」

　今いま頃ごろグラウンドでは表ひよう彰しよう式しきが終わるかどうか、という頃ころ合あいだ。本当は賞状をあげる役をセリスが、名前とタイムを読み上げる役を雛姫がやる予定だったらしいが、疲ひ労ろう困こん憊ぱいのマスコットを送り届ける人手がいると雛姫が主張。

　会長は少し悩なやんでから、『まあ、今日はラブらんも頑がん張ばってくれたことだし、仕方ないわね』と認めてくれたので、こうして先に二人だけ生徒会室に戻もどって来た。

　実際、途と中ちゆうで何度も力尽つきそうになり、雛姫に支えられる場面もあった。どうしてこの高性能着ぐるみに触ふれた質感もリアルにフィードバックしてくれる機能が無いのかと泣きたくなるくらい、丁てい寧ねいに付き添って貰えた。

　ただしそんな素す直なおな感想を言うわけにもいかないので、虎太郎は汗でやや密着度が増している雛姫の体操服からさりげなく視線を逸そらしつつ、

「空そら達はシャワーと着き替がえを済ませてから戻って来るんだよね？　百合川さんも今のうちに着替えてきたらどう？」

　嬉うれしいけどかなり目に毒なのでそう勧すすめると、雛ひな姫きは「はい」と頷うなずいてから、

「雪ゆき村むらさんはどうするんですか？　着き替がえは準備室にあるんでしょうけれど……」

「……うん、汗あせが凄すごくて、とてもじゃないけどこのまま制服に着替える気にはなれないよ。一度ジャージに着替えて、シャワー使わせて貰もらうつもり」

　どうして部活に参加していない、マラソンにも出ていないはずの自分が汗だくでシャワーを必要としているか訊きかれたら面めん倒どうだけど、たぶんそこは大だい丈じよう夫ぶ。こういう時ばかりは存在感の薄うすさが役に立つ。突つっ込まれたら、適当にどこかの部に参加していたとでも言えば『そういやこんな奴やついたかも』と納なつ得とくしてくれるだろうし。

　ただ、そうする前に。

　雛姫が着替えに行ってしまう前に、一つだけやらないといけないことがある。怪あやしまれず二人きりになれるチャンスなんてそこまで多くないし、出来れば今日中に決めておきたい。

　いざそれを口にするとなると緊きん張ちようするけど──もう今いま更さらな気もした。今日一日で既すでに何度も言っていることだし。

　虎こ太た郎ろうは着ぐるみを纏まとったままの重い体で立ち上がると、雛姫の前まで行く。

　そして赤みがかった瞳ひとみを真っ正面から見て、胸の内で一呼吸置いてから、

「あの、百合ゆり川かわさん。少し、いいかな？」

「…………」

　何も言わず、雛姫はこくりと小さく頷いてくれた。

　拒きよ絶ぜつが無かったことに一安心しつつ、ここからが本番と気を引き締しめる。

　リハーサル無しのぶっつけ本番だけど、言いたいことはシンプルだ。それをぶつける以外の方法も知らない。

　だから虎太郎は小さく息を吸ってから、思いの丈たけを話し始めた。

「まず、日曜は待ち合わせに行けなくてごめん。それに今日も、入賞どころか最下位なんて情けない結果で……なのにこんなことを言うの、おこがましいのかもしれないけど」

「…………はい」

「それでも僕は──百合川さんと友達になりたいんだ」

　一度言葉を区切り、相手に伝わりますようにと気持ちを込めて、続ける。

「ただ一いつ緒しよに遊んだり、話したりするだけじゃなくてさ。怒おこったり不満があったりしたら、お互たがいの為ためにちゃんと言い合えるような……そんな友達になりたいんだ」

「……なれると、思ってるんですか？」

「すぐには無理かもしれないし、凄すごく難しいことなのかもしれないけど……僕は、そんな関係になりたいと思ってる。勝手な話だけど百合川さんとなら、きっとなれると思ってる」

「………………」

「だから、改めて……僕と、友達になって貰えないかな」

　そこまで言って、虎こ太た郎ろうは小さく息を吐はく。

　正直な気持ちだけに、言っていてかなり恥はずかしかった。顔が火ほ照てっているから、向こうから見たら真っ赤になっているかもしれない。誰だれかが見たら告白シーンと勘かん違ちがいされてしまいそうな、そんな自覚もある。

　それでも逃にげずに最後まで伝えることは出来たので、

「どう……かな？」

　虎太郎が恐おそる恐る訊たずねると、雛ひな姫きは一度目を伏ふせて……それからゆっくりと顔を上げ、桜色の唇くちびるを小さく動かす。

「──一つだけ、条件があります」

「……ええと、何かな？」

　聞き返しはしたけど、この流れには覚えがある。先週、生徒会室で初めて彼女に友達にならないかと持ちかけた時と同じだ。

　あの時は『約束』という言葉だったが、たぶん内容は同じのはず。

　……そんな虎太郎の予測は、結果として見事に外れだった。

　雛姫の口から次に紡つむがれた言葉はというと、




「今度から私のことを……名前で呼んでくれますか？」




　その『条件』が意外だった虎太郎は、しばし思考停止状態に陥おちいり……

　ややあってから、照てれ臭くささを覚えつつ、彼女に向けて手を差し出した。




「うん、分かった。これからよろしくね、雛姫さん」

「──はい。こちらこそよろしくお願いします、虎太郎くん」




　はにかんだ笑え顔がおの雛姫は、こちらの手を握にぎり返してくれた。

　凄すごく嬉うれしくて感動すらしてしまいそうな瞬しゆん間かんだけど、生あい憎にくとこちらは着ぐるみを着たままなので、実際にはマスコットと握あく手しゆしている遊園地にありがちな光景になってしまっている。

　それが少しおかしくて、どうやっても格好良くいかない自分らしい気もして、虎太郎は何となく笑ってしまう。

　そんなこちらにつられるように雛姫も小さく吹ふき出して、二人で顔を見合わせて笑った。

　何だか締しまらないけど……それでも。

　自分と雛姫との友達関係がスタートしたんだという強い実感が、着ぐるみ越ごしに微かすかに感じる小さな手から伝わってきた。






　それにしても──たった半月ちょっとで、色々なことがあったと虎こ太た郎ろうは思う。

　新しい学年になって、新学期になって、住む家を失って。

　途と方ほうに暮れていたところを幼おさな馴な染じみに助けられ、生徒会長の持つアパートに住むことになって……おまけに、学園のマスコットキャラの中身にまでなってしまった。

　本当に色々な、普ふ通つうなら一つだけでもお釣つりがくるくらいの出来事がたくさんあったけど、その中でも一番大きな出来事は──やっぱり、百合ゆり川かわ雛ひな姫きと友達になれたことだと思う。

　これからは雛姫の友達として、同じアパートに住む仲間として、それからラブらんという生徒会の一員としても、頑がん張ばっていかないと。

　出来れば一学期が終わっても、二学期からも、雛姫や他ほかの皆みなと一いつ緒しよに暮らしていきたい。いつか別れがくるとしても。

　ただ、虎太郎にとって、少しだけ不安なのは──

　この新しい友達が、やっぱり、抜ばつ群ぐんに、どこからどう見ても美人で、しかもえらく可愛かわいい人だということだった。

　特に今の笑え顔がおなんて反則級だ。ぼんやり見み惚とれて、うっかり「好きです」と言ってしまいそうな破は壊かい力だった。

　これはまずい、と虎太郎は強く思う。

　友達の条件は名前で呼ぶことだけど、やっぱり前に言われた『好きにならないで下さい』というのは、たぶん継けい続ぞくだろう。いい友達でいるには、そこに恋愛感情が絡からんでしまわないようにしないと駄だ目めだ。

　……とはいえ、だ。

　綺き麗れいなだけじゃなくて、可愛かわいいところもたくさんある雛ひな姫きを、友達以上に意識しないで居続けるのは……相当に大変なことなんじゃないだろうか。

　それでも頑がん張ばって、出来る限り異性として好きにならないよう努力しないと。

　そんな少し変な決意を固め、向かい合う雛姫の嬉うれしそうな笑え顔がおを見て……

　──これは本気で前ぜん途と多難な険しい道になりそうだなぁ、と虎こ太た郎ろうはしみじみ思った。













　　　エピローグ




「……早まった……かも、しれません……」

　生徒会室を出て、一人になった後。

　女子更こう衣い室しつに併へい設せつされたシャワーを使いながら、雛ひな姫きはぽつりと呟つぶやいた。

　水音に搔かき消された声は、自分以外誰だれにも聞こえていないはずだ。今、ここを使っている人は他ほかにいないので、間ま違ちがいない。

　だからこうやって、情けなく床にへたり込むことも出来た。

　……虎こ太た郎ろうと友達になれたのは、嬉うれしい。一度は『やっぱり自分には友達なんて無理だったんですね』と落ち込んだ後だから、余計に嬉しい。それこそ、涙なみだが出るくらいに。

　じゃあどうしてこんな風に落ち込んでいるのかというと、




「……友達は、好きになっちゃいけませんよね……」




　──なのにもう、虎太郎のことをかなり好きになってしまっている。




　まさか自分がこんなに惚ほれっぽいだなんて、雛姫は今まで知らなかった。

　そもそもあんなの反則だと雛姫は思う。自分と友達になる為ためにあんな無理をしてみせるだなんて、ドキッとこない方がおかしい。

　あの場で『友達になって』じゃなくて、『付き合って欲しい』と言われていたら……果たして、どう応こたえていただろう？

　それが即そく答とう出来ないくらいには、虎太郎のことを好きになっている。

　今まで告白されてもこんな気持ちになることはなかったのに。それどころか、明確に好きだと思う男の子なんて、いたことなかったのに。

　なのに選よりに選って初めて出来た男友達のことを好きになるだなんて、思ってもみなかった。

「ああっ、もう……！　あんなに『好きにならないで』なんて言っていた当人から告白だなんて、出来るはずがないですし……」

　そんな恥はずかしい真似まね、とても無理だ。ミイラ取りがミイラ、どころの話じゃない。あの日、標高五千メートルくらいの上から目線で偉えらそうなことを言っていた自分を、出来ることなら黙だまらせてやりたい。

　シャワーの温かい水を浴びても頭が冷えることはなく、恥はずかしさに床ゆかをバシバシ叩たたいてみるけれど、それで解決するはずもないので「うぅ……」と唸うなりながら立ち上がる。

　棚たな上あげ出来る問題でもないので、何とかするしかない。

　今のところ、取れる選せん択たく肢しは二つあると思う。

　一つは、これ以上好きにならないようにして、健全な友達関係を保つことだけれど……正直、あまり自信が無い。

　となると、もう一つの選択肢を取るしかない。

「こうなったら…………こうなったら、逆転の発想でいくしかありません……！」

　それはつまり──虎こ太た郎ろうにも自分のことを好きになって貰もらって、向こうから告白して貰うという素す敵てきなプランだ。

　友達として仲良くしていきながら、どんどんアプローチしていく。幸いなことに、『友達と一いつ緒しよにやりたいことプラン』は山程ほどある。

　それを一緒にやって楽しく思い出作りをしながら、好きになって貰うしかない。

　そして行く行くは、こちらの魅み力りよくに負けた虎太郎からの告白を──！

「これです……これしかありません……！」

　これ以上はない、完かん璧ぺきな計画だ。

　新しい友達と、友達以上の関係になる為ために頑がん張ばろうと、雛姫は両手をぐっと握にぎり締しめ……

　自分が裸はだかのままだということを思い出し、恥はずかしさに顔を赤らめながら、そそくさとタオルを纏まとって更こう衣い室へと着き替がえに戻もどった。













　　　あとがき




　この作品で初めましての人も他ほかのシリーズを読んでくれていた人も、まずは手に取って頂きありがとうございます！

　ぼっちではないけど同窓会に呼ばれたことがない、作者の上こう月づき司つかさです。あれって絶対に都市伝説だと思う。同窓会用メーリングリストの告知自体が回ってきたことないもの。




　まあそんなどうでもいい話は置いておくとして。

　今作の『らぶなどーる！』は、完結した前シリーズの『れでぃ×ばと！』と同じく、ジャンルはラブコメになっています。

　簡単にあらすじを書くと、『不ふ慮りよの事故で住む家を無くした高校生・雪ゆき村むら虎こ太た郎ろうが、生徒会長所有のアパートに住むことになり、そこで一いつ緒しよに暮らす生徒会役員の女の子達と色々ありながら仲良くなっていく話』……という感じ。

　もうどこからどう見てもラブコメな内容になってます。ファンタジーでもＳＦでもなければ、超ちよう能のう力りよくを使う人物も出てこないし、人が死んだりもしません。精々、叩たたかれたり絞しめられたりする程度です。主に主人公が。

　可愛かわいい女の子と話したり遊んだりして、一いつ緒しよに学園生活と共同生活をしてみたいなー……なんて願望がある人には是ぜ非ひ読んで貰もらいたいところ。

　後はタイトルやイラストでちらちら存在をみせている着ぐるみがどんな風に使われるのかも、ちょっと注目です。いつかリアルサイズのラブらんが製作される日がくるといいなぁ。中には入りたくないけど。




　新作シリーズということで、イラストを描かいて頂くことになったアマガイタローさんには、これからお世話になります！　着ぐるみ案をたくさん出して頂き、特にラブらんは要求通り『可愛いけどなんかあの顔むかつく！』と思える造ぞう作さくで嬉うれしかったです。

　そして前作に引き続き担当編集の三み木きさんには色々と迷めい惑わくをかけることになると思いますが、もう運命と思って諦あきらめて下さい。他ほかにもデザイナーさんや校こう閲えつさん、印刷所の方々とたくさんの人に支えて貰い、頑がん張ばって面おも白しろい本を作っていこうと思います。




　ということで新シリーズの『らぶなどーる！』ですが、二巻も現在書いているので、近いうちに発売日を発表出来るはずです。一巻を読んで気に入ってくれた方は、楽しみに待っていて下さい。

　ではでは、また次の巻で～。


上月 司
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上こう月づき 司つかさ

１９８２年生まれの豊島区民。去年から猫を買い始めました！　とういうことで、写真はうちの子です。まだまだ暴れたい盛りらしく、走って跳んでと部屋中を駆け回る日々。
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イラスト／アマガイタロー

男子高校生時代に妄想と憧れをこじらせ、いつの間にか絵を描く職に就いてました。普段は会社勤めでデザイン関連の仕事をしています。新人絵師（30）です。
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らぶなどーる!








上こう月づき 司つかさ
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